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研究要旨   

1) 既存添加物の成分規格試験法に関する研究 

 既存添加物の成分規格の整備のため，基原の和名及び学名を調査した．既存添加物に特

有の基原製法本質及びこれに関連する酵素の基原微生物の確認等についても継続的に調査

した．また，既存添加物の成分規格試験法設定として，アナトー色素の成分規格改正のた

め，HPLCによる分析法の基礎情報を収集した．  

2) 既存添加物の基原同定手法に関する研究 

昨年度に引き続き，メタボロミクス解析等で多用されるMascot searchを利用して既存添加

物酵素の基原についてトレーサブル体系の構築を検討した．酵素のタンパク質から得たペ

プチドから科学的に基原情報が一定の精度で得られることが可能であった．「香辛料抽出

物」の規格作成にむけて，学名と標準和名の検討，海外規格の調査とその基原生物との比

較，天然香料の基原生物との比較を行った．さらに，香辛料抽出物の定義の設定のため，収

集した情報を元に基原の記載案を作成した． 

3) 既存添加物の含有成分の構造解析に関する研究 

既存添加物レイシ抽出物のTLC分析における指標成分について検討した．その結果，指標

成分の候補としてlucidenic acid A及びlucidenic acid Dを見出した．  

4) 既存添加物の含有成分解析に関する研究 

日本食品添加物協会「既存添加物自主規格（第4版）」に収載されている既存添加物（チャ抽出

物及びシタン色素）について，成分規格を検討した．これらの既存添加物に関して，シングルリファ

レンスHPLC定量法を構築した．分析対象物質の標品を用いなくても，相対モル感度を値付けす

ることで，簡便かつ再現性の高い定量法を適応することができた． 

5) qNMRを用いた既存添加物の成分規格試験法に関する研究 

既存添加物「香辛料抽出物」のうち，フェネグリーク種子を原材料としたものの規格試験法へのア

プローチとして，フェネグリークの指標成分として適切であろうtrigonellineの1H-qNMRを用いた

定量の検討を行い，フェネグリーク種子の抽出物中に含まれるtrigonellineの1H-qNMRを用いた

定量法を確立した．また，コショウを原材料とした既存添加物の規格試験法へのアプローチとし

て，まず指標成分となりうる化合物piperineが1H-qNMRの指標成分になりうるかの検討を行なっ

た結果，trigonellineが指標成分になることがわかった． 
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A. 研究目的 

 既存添加物 365 品目(枝番込み 382 品目，但

し，香辛料抽出物を 1 品目(74 基原)とする)の

内，第 9 版食品添加物公定書には 217 品目の成

分規格が収載される．しかし，残り 164 品目(枝

番込み)と香辛料抽出物 1 品目(74 基原)の成分

規格が未設定であり，すなわち，既存添加物名

簿に収載される全品目の内，国の成分規格が設

定されるものは実質的に未だ半数以下に過ぎ

ない．また，自主規格が設定されている品目に

6) qNMRを用いた既存添加物の分析手法に関する研究 

既存添加物酵素処理ナリンジン中のナリンジン及び主要な糖転位ナリンジン類の定量に酵

素処理ヘスペリジンの定量法に規定されているグルコアミラーゼを用いた定量法，さらに

RMSを用いた定量法の適用を検討した． 

7) 既存添加物の定量⽤標品の合成に関する研究 

従来の分析化学の手法では含量規格の設定が困難な添加物について，代替物質の定性用又

は定量用標準品の安定供給を目的とした化学合成ルートの確立について検討した．サフラン

などに含まれるクロシンを含めた，カロテノイド化合物について，完全化学合成による合成ルートの

確立を目標とし，反応条件等に関して検討した． 
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ついても，検証試験が不十分で信頼性が低い，

有効性と有効成分が解明できていないもの等

もあり，基原同定及び成分分析等を継続し，更

に新しい概念に基づく評価・分析手法の導入を

行う以外に，成分規格試験の設定，すなわち，

既存添加物の品質確保は困難な状況にある． 

 昨年度に引き続き，本研究では，既存添加物

の品質確保を目的に，(1) 成分規格が未設定で

ある 164 品目及び香辛料抽出物(1 品目 74 基原)

について，流通実態や自主規格の有無を調査す

る．(2) 基原が明確でないものについては基原

種の調査を行う．また，含有成分や有効成分の

解析を行い，成分規格試験法の設定に必要な指

標成分を明らかとする．(3) 従来の分析化学の

手法では含量規格の設定が困難なものについ

ては，指標成分と同一の若しくは代替物質の定

性用又は定量用標準品の全合成ルートを確立

すると共に新規分析法の開発を行い，簡便且つ

精確な規格試験法の設定を具現化する．(4) 分

子生物学的手法を応用した酵素等の基原種の

同定法を検討する．等，調査，基礎研究及びそ

の応用による評価手法の確立を検討したので

報告する． 

 

B. 研究方法 

1. 既存添加物の成分規格試験法に関する研究 

1) 食品添加物公定書への既存添加物の新規収

載を目標に，検証用規格及び自主規格を含め

成分規格の整備状況，安全性試験実施状況，

国内外規格の有無等を調査してきたが，今年

度は，既存添加物の原料となる基原生物の学

名調査を行った．すなわち，第 10 版収載候

補品目の基原・製法・本質に記載される基原

種について，削除，変更又は拡大の必要性の

有無の調査を行った．また，酵素品目につい

ては，基原種の同定，分類，考え方について

継続して調査した． 

2) 既存添加物アナトー色素は色価によりその

品質が規定されている．主色素成分としてビ

キシン又はノルビキシンの 2 つのタイプの

製品が流通しており，それぞれの定量法の確

立が望まれている．既存添加物アナトー色素

の主色素成分であるビキシン(Bx)及びノル

ビキシン(Nb)の定量法を検討した．スダン I 

(S1)及びスダン II (S2)をシングルリファレン

スとして，それぞれの相対モル感度(Relative 

Molar Sensitivity: RMS)を求めた．RMS を用

いた HPLC/PDA 分析により，製品中の Bx 及

び Nb の含量を求めた．また，絶対検量線法

で得られた含量と比較した．  

 

2. 既存添加物の基原同定手法に関する研究 

1) 既存添加物酵素ヘミセルラーゼ 7 製品を試

料とした．製品に付帯する基原情報とMascot 

search で同定した基原情報を比較・評価した． 

2) 「香辛料抽出物」について，今後の規格作成

に当たり，73 基原の基原生物に関する情報

収集を行った． 

 

3. 既存添加物の含有成分の構造解析に関する

研究 

1) レイシ抽出物の品質規格作成に向けた成分

データの集積を目的に，薄層クロマトグラフ

ィー(TLC)分析による検討を行った．また，

各種カラムクロマトグラフィーによる分離
精製を繰り返し，化合物の単離を⾏った．  

 

4. 既存添加物の含有成分解析に関する研究 

1) カテキン類の部分骨格に注目し，セサモール

(SM)，ジメトキシフェノール(DMP)及びジメ
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トキシベンゼン (DMB) を単一参照標準

(Single-Reference: SR)候補化合物とした． 次

いで，8 種のカテキン類及び 3 種の SR 候補

化合物について，絶対検量線を作成し，RMS

を算出した．本分析法を用いて，チャ抽出物

製品中における各カテキン類の定量を実施

した．  

2) シタン色素中のサンタリン A 及び B の

HSCCC の分離分析条件を検討した．また，

単離精製物について，HPLC 純度評価を実施

した．  

 

5. qNMR を用いた既存添加物の成分規格試験

法に関する研究 

1) フェネグリークを原材料とした既存添加物

へのアプローチは，フェネグリークの特徴

的な成分を trigonelline と同定した． 1H-

qNMR により trigonelline 濃度を算出した．

コショウを原材料とした既存添加物，

piperine の 1H シグナルが独立して観測され

る溶媒を検討した．3 位のシグナル積分値を

CRM である 1,4-BTMSB-d4のシグナルと比

較し，trigonelline 濃度を算出した． 

 

6. qNMR を用いた既存添加物の分析手法に関

する研究 

1) 既存添加物の成分規格試験法の効率化及び

精度の向上を目指し，成分規格が未設定の酵

素処理ナリンジン中のナリンジン及び主要

な糖転位ナリンジン類の定量分析法として

RMS を応用した方法を検討した． 

 

7. 既存添加物の定量用標品の合成に関する研

究 

1) クロシンを合成標的とし，crocetin などのジ

カルボン酸を中間体として，①立体選択的な

合成法，②縮合剤を用いた反応に関して検討

を実施した． 

 

C. D. 研究結果及び考察 

1. 既存添加物の成分規格試験法に関する研究 

1) 第 9 版食品添加物公定書未収載品について

定義，製法，本質の基原生物の調査を行い，

記載案を作成し，その理由・根拠をまとめた．

酵素品目については，昨年度に引き続き，基

原としての微生物について分類学の発達に

伴う呼称の変更等への対応及び留意点につ

いて調査した結果をまとめた．  

2) 添加物アナトー色素は色価によりその品質

が規定されている．主色素成分として Bx 又

は Nb の 2 つのタイプの製品が流通しており，

それぞれの定量法の確立が望まれている．S1

及び S2 の 2 種を用い，それぞれの RMS を決

定した．内標準物質として S1 及び S2 を用い，

RMS との関係から Bx 及び Nb の含量を求めた

結果，同一であった．食品添加物公定書の定

量法として採用することを想定した場合，Bx と

Nb の間に溶出する保持時間の短い S1 が内標

準物質として適当であると考えられた．  

 

2. 既存添加物の基原同定手法に関する研究 

1) ペプチドを指標とした酵素製品の基原同定

法について検討した．ヘミセルラーゼ 7 製品

を試料とした．7 製品中 3 製品で酵素品目名

と基原が一致するタンパク質がヒットした．

他の 4 製品については，使用したデータベー

スに目的の基原由来タンパク質の登録がな

かった．  

2) 「香辛料抽出物」の基原としてふさわしいと

判断し提案した 73 基原生物案を提案した．

6



提案した基原生物種の学名及び和名は，研究

方法の項に示すとおり，これまでの調査結果

に従い，和名は Ylist，学名は Tropicos で標準

とされているものを採用した． 

香辛料抽出物の基原生物となっている種に

は日本に自生していないものも多く，そもそ

も和名が存在しない種が多く存在した．この

ような場合，第 9 版公定書作成時には，和名

の代わりに学名のラテン語読みをカタカナ

表記で記載していた．しかし，香辛料抽出物

には，1 品目中の基原種が多くそのほぼすべ

てに和名が存在しないといったケースがあ

り，学名のラテン語読みをカタカナ表記する

ことでわかりにくくなるものが複数あった．

学名がある時点で基原種は一義的であるこ

と，カタカナ表記にすることで余計な混乱が

生じることやそれを上回るメリットが感じ

られないことから，今回の基原種名の提案で

は，和名のないものは学名のみを記載するこ

とも併せて提案した． 

 

3. 既存添加物の含有成分の構造解析に関する

研究 

1) 既存添加物レイシ抽出物についての成分情

報に関するデータは乏しい．レイシ抽出物の

品質規格を設定するためには，少なくとも含

有される特徴的な成分を同定し，それを指標

とした試験法を設定する必要がある．この目

的で，レイシ抽出物製品について各種カラム

クロマトグラフィーを繰り返し，2 化合物を

得た．構造解析した結果，それぞれ lucidenic 

acid D，lucidenic acid A と同定した．  

 

4. 既存添加物の含有成分解析に関する研究 

1) チャ抽出物中の 8 種のカテキン類の分離分

析を検討した．次いで，シングルリファレン

ス候補化合物を検討し，SM，DMP 及び DMB

をシングルリファレンス候補化合物として

選定した． 次に，各シングルリファレンス

候補化合物に対するカテキン類の RMS を

求めた．算出した RMS を用いて，チャ抽出

物中におけるカテキン類のシングルリファ

レンス HPLC 定量法を実施した．その結果，

UV 検出器を用いたエピカテキンガレート

及びエピガロカテキンガレートの定量値は，

絶対検量線法と同等であり，シングルリフ

ァレンスの添加濃度を変更しても定量値の

変化はごく僅かであった．FL 検出器を用い

たエピカテキンの定量値を絶対検量線法と

比較すると，DMB ではほぼ同等の定量値で

あったが，SM では大きく異なっていた． 

2) シタン色素をヘキサン/酢酸エチル/メタノ

ール/水溶液 (3/5/3/5，V/V)を用いて HSCCC

による単離精製を検討した．その結果，270 

mg のシタン色素から，サンタリン A 1.3 mg

及びサンタリン B 0.3 mg を単離精製するこ

とができた．また，これらについて HPLC 純

度評価を実施した． 

 

5. qNMR を用いた既存添加物の成分規格試験

法に関する研究 

1) 「香辛料抽出物」のうちフェネグリークを

主な基原とする「香辛料抽出物」中の規格

基準を策定する場合の指標成分として

trigonelline を対象として 1H-qNMR の測定

を行った．DSS-d6を認証標準物質として用

い，trigonelline の２位の水素シグナルの積

分値から含有率を算出した結果，単離によ

って得られた trigonelline 標品の trigonelline 

の含有率は 71.3±0.3％，フェネグリーク種
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子中ではロットにより 0.36〜0.38％，合わ

せて測定を行ってみたコーヒー種子中では

0.29〜0.39％という数値が得られ，その 1H-

qNMR 法を用いた定量で規格を定められ

る可能性を示した． 

2)  コショウなどの辛味成分である piperine

の定量が 3 位プロトン(pyridine-d5中で 7.52 

ppm)を用いて可能であることを示した．コ

ショウを基原とする「香辛料抽出物」の規

格基準の策定ができる可能性を示した． 

 
6. qNMR を用いた既存添加物の分析手法に関

する研究 

1) RMS を用いた酵素処理ナリンジン中の主要

な糖転位ナリンジン類（ナリンジンのグルコ

ースの 3位にグルコースがα-1,4結合で順次

1～4 個結合した化合物）の定量への適用性

ついて検討した．酵素処理ナリンジンのグル

コアミラーゼ処理により生成する成分のう

ち，α-glycosyl naringin (Naringin-G)は市販の

定量用試薬が存在しないものの， Naringin-G

とナリンジンの分子量比を係数として用い

ることにより，ナリンジンから Naringin-G の

定量が可能となることが明らかとなった． 

 

7. 既存添加物の定量用標品の合成に関する研

究 

1) 立体選択的なクロシン合成に関しては，前年

度で検討したルイス酸を使用した反応を実

実施した．結果としては反応基質であるジカ

ルボン酸中間体の溶媒に対する溶解性の低

さのため，反応が進行しなかった．一方，縮

合剤を用いた反応においては，反応の進行が

確認され，連結対象である糖のアノマー位の

立体を反映した生成物が得られることが示

唆された．本手法により，クロシン類縁体を

含むカロテノイド化合物の立体選択的な合

成が可能となることで，代替物質の定性用又

は定量用標準品における品質の向上及び安

定供給が期待できる． 

 

E. 結論 

1. 既存添加物の成分規格試験法に関する研究 

1) 既存添加物の基原には様々な生物が用いら

れており，これらを正確に定義することは品

質確保のために重要である．食品添加物の新

規指定や規格改正の手続きを円滑に進める

ために，「食品添加物の成分規格作成の解説」

が既に公開されている．この解説の「3.6.2 化

学的合成以外の添加物における定義〜3.6.7 

和名・学名の設定方法」に従い調査を行った．

また，酵素品目については，基原の呼称変更

等への対応及び留意点等を策定していく上

で， 新の科学技術による基原同定に関する

情報をどのように考慮すべきか引き続き検

討した．  

2) 第 9 版⾷品添加物公定書には，既存添加物
「アナトー⾊素」の定量法として⾊価測定法
が適⽤されている．HPLC を今後導⼊してい
くため，主⾊素成分である Bx 及び Nb の定
量⽤標品を必要としない⽅法として，内標準
物質 S1 ⼜は S2 を⽤いた RMS を利⽤した⽅
法を検討した．現⾏法の⾊価測定法と提案す
る HPLC による定量値の差違を確認した結
果，現⾏法の⾊価測定法とほぼ同じ定量値を
HPLC で導くことが可能であることが確認
された．指定添加物に分類される「⽔溶性ア
ナトー」についても，既存添加物「アナトー
⾊素」に含有される Nb のカリウム塩⼜はナ
トリウム塩を主⾊素成分としていることか
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ら，本法が適⽤可能と考えられた． 

 

2. 既存添加物の基原同定手法に関する研究 

1) 生物を原料とする食品添加物はその成分規

格に基原種が規定され，安全性が確保される．

したがって，規定された基原以外の製品を確

認・監視できる手法の確立は重要な検討項目

である．既存添加物(いわゆる天然添加物)で

ある酵素の場合，その本質であるタンパク質

から得たペプチドの質量情報と一致するも

のをデータベースから探索し，そのペプチド

が帰属されるタンパク質の基原情報を確認

する方法が有効と思われる．この考えに基づ

き，また基原同定法としての可能性を検討し

た結果，データベースの充実化とともに，本

法はより精巧な解析が可能であると考えら

れた．  

2) 既存添加物名簿収載品目の一つである香辛

料抽出物について，規格案作成を見据えて基

原の提案を行った．73 種の基原について，食

品添加物の成分規格作成の解説 1)に従いな

がら，基原種として相応しいと思われる和名

や学名を整備した．必要に応じて，類似する

品目であると予想される天然香料や海外規

格と比較しながら基原種の取捨選択を行っ

た．本研究で提案した基原種原案をもとに，

今後流通実態などを考慮しながら加筆修正

し，香辛料抽出物の成分規格案の一部として

採用する予定である． 

 

3. 既存添加物の含有成分の構造解析に関する

研究 

1) TLC 分析により検出されるレイシ抽出物の

特徴的な成分として，lucidenic acid A 及び D

の 2 成分が見出された．また，HPLC 分析に

よりこれら2成分以外の5成分(ganoderic acid 

A ，B，C1，C2，H)のピークが認められた．

TLC による確認試験では，一成分を指標とす

るのが相応しいが，レイシ抽出物については

複数の成分を指標にする確認が適当である

ことが示唆された．  

 

4. 既存添加物の含有成分解析に関する研究 

1) チャ抽出物中のカテキン類の簡便且つ高精

度な分析法を確立する目的で，シングルリフ

ァレンス HPLC の手法を検討した．シングル

リファレンス候補化合物に対するカテキン

類の RMS を求め，算出した RMS を用いて，

チャ抽出物中におけるカテキン類のシング

ルリファレンス HPLC 定量法を実施した．そ

の結果，UV 検出器を用いた場合，カテキン

類が絶対検量線法と同等以上の精度で定量

可能であることがわかった． 

2) シタン色素中の主色素成分の定量法を構築

する目的で，HSCCC によりサンタリン A 及

び B の単離精製を試みた．サンタリン A 及

び B の他，未知の色素成分が単離できた．

未知の色素成分については更に検討が必要

であると考えられた． 

 

5. qNMR を用いた既存添加物の成分規格試験

法に関する研究 

1) 香辛料抽出物の成分規格を設定するために

1H-qNMR を用いた基礎検討を行った．フェ

ネグリークを基原とする「香辛料抽出物」中

の規格基準を策定する場合の指標成分を検

討し，フェネグリーク種子粉末中の

trigonelline の定量条件を確立した．また，コ

ショウについては，1H-qNMR により piperine

の定量が可能であることが確認できた．コシ
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ョウを基原とする「⾹⾟料抽出物」の規格基
準の策定ができる可能性を⽰した． 

 

6. qNMR を用いた既存添加物の分析手法に関

する研究 

1) 成分規格試験が未設定である酵素処理ナリ

ンジンについて，第 9 版食品添加物公定書に

収載されている酵素処理ヘスペリジンの定

量法に規定されているグルコアミラーゼを

用いた定量法及び昨年度の検討結果を参考

に，この定量法の確立に関する検討を行った．

また，グルコアミラーゼ処理により生成する

ナリンジン及び Naringin-G の含量及びα－

グルコシル残基量を合算することにより，酵

素処理ナリンジン製品中の総ナリンゲニン

配糖体含量の正確な定量が可能であること

が明らかとなった． 

 

7. 既存添加物の定量用標品の合成に関する研

究 

1) 食品添加物は分析用の標品入手が困難であ

り，定量分析法においてはクロマトグラフ法

と比較して正確性に欠ける比色法，色価測定

法が設定されている．既存(天然)添加物の規

格試験設定をおこなうためには，「化学合成

による既存添加物の定量用標品及び内部標

準物質の安定供給」が重要となる．そこで，

カロテノイド類を中心とした標品の化学的

合成ルートの確立を目的に，クロシン類縁体

の合成を検討した．今後，立体選択的な合成

することで定量に用いる代替物質及び標品

の安定供給が可能となると考えられる． 

 

F. 健康危機情報 

 なし 
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討（平成 30 年度）．第 56 回全国衛生化学

技術協議会年会(2019.12.6)(広島市). 

18) 内山奈穂子 , 細江潤子 , 石附京子 , 杉本直

樹 , 小出達夫 ,村林美香 , 小野誠 , 小林謙

吾 , 藤峰慶徳 , 横瀬俊幸 , 大藤克也 , 清水

仁, 長谷部隆, 浅井由美, 江奈英里, 菊池純

子, 清田浩平, 藤田和弘, 牧野吉伸, 八十歩

直子, 大原拓郎, 山田裕子, 鈴木裕樹, 三浦

亨, 水井浩司, 朝倉克夫, 末松孝子，小浜亜

以, 合田幸広日本薬局方外標準品インドシ

アニングリーンの恒温恒湿下における定

量 NMR (qNMR)を用いた絶対純度．日本定

量 NMR 研究会(2019.12.13)(東京)．  

19) 増本直子，中島馨，小泉茉友，大内政輝，

西﨑雄三，石附京子，鈴木俊宏，兎川忠靖，

杉本直樹，佐藤恭子：Single-reference HPLC

法によるステビオール配糖体の一斉定量．
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日本定量 NMR 研究会(2019.12.13)(東京)．  

20) 西﨑雄三：NMR 分析における外部標準法の

有効性と分析値にバラつきを与える要因

の 整 理 ． 日 本 定 量 NMR 研 究 会

(2019.12.13)(東京)． 

21) 内山奈穂子，細江潤子，杉本直樹，石附京

子，丸山剛史，五十嵐靖，三浦亨，山田裕

子，水井浩司，高岡伸也，末松孝子，小松

功典，日向野太郎，嶋田典基 ，合田幸広：

日本薬局方・定量用試薬の規格化を目的と

した定量 NMR を用いた吸湿性化合物の絶

対純度の測定．日本薬学会第 140 年会 

(2020.3) (京都市). 

22) 天倉吉章，好村守生，村井望，重松優里，

西﨑雄三，増本直子，杉本直樹，佐藤恭子：

既存添加物レイシ抽出物及びカキ色素の

成 分 解 析 ． 日 本 薬 学 会 第 140 年 会

(2020.3)(京都市). 

 

3. 総説・単行本 

1) 西﨑雄三，増本直子，杉本直樹：食品分析

の信頼性確保における定量 NMR に基づく

相対モル感度の役割―分析種の定量用標品

不要なクロマトグラフィーの開発―．FFI

ジャーナル，2019; 224: 123-130. 

2) Nishizaki Y, Masumoto N, Sugimoto 

N: Application of 1H-Quantitative NMR From 

the Viewpoint of Regulatory 

Science. Reference Module in Chemistry, 

Molecular Sciences and Chemical Engineering. 

Elsevier,  2019, (DOI: 10.1016/B978-0-12-

409547-2.14681-5) 

 

H. 知的財産の出願・登録状況(予定を含む) 

 なし
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厚生労働科学研究費補助金（食品の安全確保推進研究事業） 

既存添加物の品質確保のための評価手法に関する研究 

（H29-食品-一般-007） 
平成 31 年度(令和元年度)研究分担報告書 
既存添加物の成分規格試験法に関する研究 

〜既存添加物の成分規格に関する調査研究(委託調査)〜 
業務受託者 上田要一 一般社団法人日本食品添加物協会 専務理事 

 

研究要旨 既存添加物 365 品目（既存添加物名簿改正（令和 2 年 2 月 26 日）以前の品目数）

の成分規格については，第９版食品添加物公定書に 89 品目が収載されたが，なお約 150 品目

（約 160 規格）が未設定の状況で残る． 
当協会はこれまでも既存添加物の食品添加物公定書への新規収載を目標に自主規格の策定を

進めてきた．また，既存添加物について自主規格案の策定検討及び見直し検討を継続してきた． 
しかしながら，国の成分規格が設定されていない既存添加物については， 
・業界自主規格がない、またはあっても質が不十分 
・添加物としての有効性と有効成分自体が不明確 
・食品添加物としての流通実態が不明確 
・正しい基原の原材料が使用されていることの確認が不十分 
といった品目が多いことが指摘されている．これまでは、国が業界自主規格を技術的に検証し

た上で国の成分規格として整備してきた．上述の約 150 品目については規格設定が困難な品目

が残ったと言えるが，今後も着実な成分規格の作成が必要である． 
本年度は，既存添加物の品目ごとの基原生物の調査を行い，既存添加物名簿及び既存添加物収

載品目リストの基原・製法・本質に記載されている基原種について，削除，変更又は拡大の必

要性が生じているものの有無を確認した． 
また、国の成分規格と日添協自主規格の整備状況，国内外の規格の有無等の調査及び厚生労働

省による安全性評価の実施状況について公表されている内容を調査しまとめた。また，酵素品

目については，昨年からの継続で基原種の同定，分類の考え方について調査した． 

 

研究協力者  
樋口彰 (一社)日本食品添加物協会  
   常務理事 
林 清 東洋大学 

食環境科学部食環境科学科  
教授 

卯津羅健作 (一社)日本食品添加物協会  
      第７(酵素)部会長 
 
A. 研究方法 
（1）既存添加物の成分規格の整備状況，国内

外規格の有無等,安全性試験実施状況の調査 
第９版食品添加物公定書未収載品について，

本年度作成する検証用規格および自主規格を

含め成分規格の整備状況，安全性試験実施状況，

国内外規格の有無等を調査した． 
 

（2）既存添加物の品目ごとの基原生物の調査 
第９版食品添加物公定書未収載品について，既

存添加物名簿及び既存添加物収載品目リスト

の基原・製法・本質に記載されている基原種に

ついて、削除、変更又は拡大の必要性が生じて

いるものの有無を確認した．植物の学名は，

Tropicos（https://www.tropicos.org/home）、和名は

YList（http://www.ylist.info/index.html）、菌類の

学名は NCBI（https://www.ncbi.nlm.nih.gov/）の

各データベースを確認し，これ以外を基原とす

るものはその出典を根拠とした． 
 
（3）酵素品目に関する調査 
食品添加物として用いられる酵素品目につい

て，基原種の同定，分類，考え方について調査

を継続的に行っている．昨年度は，酵素基原生

物の分類学および同定技術の進歩により生じ

た呼称変更への対応及び学術情報に沿った確

認等の実施について説明した．本年度について

は，食品添加物公定書に収載された添加物酵素

の定義への基原の追加を想定し調査を行った． 
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B. 研究結果 
(1) 既存添加物の成分規格の整備状況，国内外

規格の有無等，安全性試験実施状況の調査 
第 9 版食品添加物公定書未収載品について次

の事項について調査を行い，部会別および品目

順に Table 1（下記①，②，③）, Table 2（下記

④）にまとめた． 
①自主規格（案）及び第１０版食品添加

物公定書成分規格案の作成状況 
②試験法に関する第３者及び自社検証

実施状況 
③国内外規格の有無 
④安全性評価の実施状況 
 

(2) 既存添加物の品目ごとの基原生物の調査 
所定のデータベース検索により、和名・一般

名、標準和名・別名、標準学名・別名を調査し、

既存添加物名簿及び既存添加物収載品目リス

トの基原・製法・本質の記載との不一致や適当

な該当名の有無他,問題点等をTable 3 にまとめ

た． 
 

(3) 添加物酵素の基原種の同定，分類の考え方
について 
酵素は、生体内で起こる種々の化学反応を触

媒するタンパク質で多種多様な生物種に分布

しており，その多様性，および温和な条件（温

度，圧力，ｐＨなど）で高い特異性（基質や反

応）が発揮される特長があることにより，様々

な分野において広く利用されている．また，そ

の安全性の高さより食品分野においても幅広

く利用されている． 
酵素を食品添加物として使用する場合，食品

添加物公定書に規定された規格への適合が必

要となり，特にその基原は，食品添加物公定書

の D．成分規格・保存基準各条にある各々の酵

素の定義に記載されたものに限定される． 
ここにおいて，食品添加物公定書の規定に従

って酵素の事業使用を円滑に行うため，以下の

２点につき，対応の検討が必要であると思われ

た．本調査においてその対応策案の策定を行っ

た． 
生物種、特に微生物においては，分類学，お

よび同定の技術・手法の進歩により，基原の呼

称が改正/変更されることが少なからず発生す

ることがあるが，その際の食品添加物公定書収

載の基原名の整備． 
事業使用に際し，種々の課題の克服のための

改良・開発は重要であり，広く自然界からより

有用な酵素（およびその生産菌株）の探索が行

われているが，発掘された酵素は食品添加物酵

素に収載されているものであるが，その基原微

生物が収載されていない場合の対応． 
 

本調査の概要を以下に示す． 

 

１） 酵素生産菌の基原名の呼称改正(変更)に
際する対応策案 
・微生物の場合 

当該微生物につき，細胞の形態観察，

生理･生化学的試験に加え，最新の分類同

定技術（例えば下記の解析）により同定を

行う．なお，分類同定技術の進歩により適

宜、同定法を最新のものに更新する． 
（同定の指標となる遺伝子の配列解析） 

   細菌類：16S rDNA 解析など 
   糸状菌：ITS rDNA 解析、28S rDNA-

D1/D2 解析、β-tubulin 遺伝子解析、

calmodulin 遺 伝 子 解 析 、 TEF-1α
（transcribed elongation factor 1-alpfa）遺

伝子解析など 
   酵 母：ITS rDNA 解析、26S rDNA-

D1/D2 解析など 
（当該遺伝子配列を用いた相同性検索） 
上記の解析で得られたDNA塩基配列を国際

塩基配列データベース（DDBJ/ENA（EMBL）
/GenBank）に対して相同性検索を行い、同定

を行う． 
（上記外の手法による解析） 

細菌類，糸状菌，酵母につき，必要に応じ，

MALDI-TOF MS 法（※）も並行して行う． 
（※）タンパク質マススペクトルパターン

をデータベースと照合することで同定を行

う手法。第 17 改正日本薬局方参考情報にも

掲載されている． 
 また，当該微生物の同定において，必要に応

じて，他の適切な最新技術も適用することが可

能． 
（学名について） 
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学名については，以下の情報源で用いられて

いるものによることとする．なお，他の出典元

とする 場合はその根拠を示すこととする． 
NCBI 
① http://www.ncbi.nlm.nih.gov 
②https://www.ncbi.nlm.nih.gov/Taxonomy/Brows
er/wwwtax.cgi 
 
以上の同定により得られた結果を下記の情報

と照合し，その呼称改正(変更)の正当性を確認

する． 
- 分類学の成書等（例：Bergey's Manual of    

Systematic Bacteriology ， Index Fungorum ，

MycoBank など）の呼称変更情報． 
-  査読のある分類学分野の学術誌での呼称

変更情報． 
-  公的な菌株の保存機関（例：American Type 

Culture Collection など）の菌株情報にある呼称

変更情報． 
- 海外の主要国（参）の食品用酵素のポジテ

ィブリスト等おける基原生物の属種に関する

情報． 
（参）米国 GRAS、カナダ、オーストラリア･

ニュージーランド、フランスなど 
- その他，科学的に妥当と判断できる公的

情報． 
 

ただし，下述のような事由により，直接，学

術情報に沿った呼称変更の確認ができない場

合は，従前からの製造記録等の客観的情報等に

基づき，生産菌株の変更がないことを示し，最

新の同定技術による最新の学名を正当な基原

名とすることもできる，とする運用が妥当と考

えられる． 
・同定された時期が古く明確な呼称変更の確

認ができない場合． 
・他の機関・事業者からの譲渡等の菌株で確固

とした同定記録がない場合． 
 
また，動植物由来の酵素の場合、その基原と

なる生物種の分類，学術名の呼称変更などにつ

いては， 学術情報（分類学の成書，査読のあ

る学術誌など）に従い学名の確認・変更を行う

ことが妥当と考えられる．なお，学術名につい

ては，第９版食品添加物公定書の規格策定の際

によりどころとされた下記の URL で用いられ

ているものによることとする．なお，他の出典

元とする場合はその根拠を示すこととする． 
Tropicos http://www.tropicos.org 
和名： 

YList http://ylist.info/index.html 
 
２）有用酵素の探索の結果，発掘された酵素は

食品添加物酵素に収載されているものである

が，その基 原微生物が収載されていない場合

の対応． 
当該微生物が，「非病原性の培養株以外のも

の」，また「微生物の菌株として毒素を産生す

る可能性のある培養株を用いる場合，精製の過

程で毒素を除去すること」は大前提となるが，

食品添加物公定書に収載された添加物酵素の

定義への基原の追加についての具体的な評価

案として，「遺伝子組換え微生物を利用して製

造された添加物の安全性評価基準」において検

討される「宿主に関する事項」をベースとした

以下の考え方を対応策案として提示する． 
 
【基原の追加に際する検討事項案】 
 
1．分類学上の位置付け(種名(学名)・株名等)等
に関する事項 
学名，株名等が明らかであり，その微生物が

添加物製造に安全に利用されてきた経験，食用

に利用されてきた歴史(食文化)又は産業上の

使用経験等が明らかであること．例えば，第９

版食品添加物公定書に収載されている添加物

酵素の基原として収載されているものなど． 
 
2．病原性及び有害生理活性物質等の生産に関

する事項 
非病原性であること．また，有害生理活性物

質を産生する場合，その種類，作用及び量が明

らかであること．必要に応じて，当該菌株のア

レルギー誘発性に関する知見が明らかである

こと．なお，病原性等に関しては，以下の情報

等をベースにして確認する． 
 ⇒国立感染症研究所病原体安全管理規定（病   

原体等の BSL 分類） 
https://www.niid.go.jp/niid/ja/from-
biosafe/8136-biosafe-kanritaikei.html 
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 ⇒ATCC（American Type Culture Collection）        

の Biosafety Level  
⇒EFSA の QPS（the Qualified Presumption of 

Safety） 
https://www.efsa.europa.eu/en/topics/ 

topic/qualified-presumption-safety-qps 
   など 
 
3．寄生性及び定着性に関する事項 
当該微生物が，ヒトや他の生物に寄生又は定

着するか否かが明らかであり，寄生・定着する

場合，ヒトや他の生物に悪い影響を与えるか否

かが明らかであること． 
 
4．病原性の外来因子(ウイルス等)に汚染され

ていないことに関する事項 
当該微生物が病原性の外来因子(ウイルス

等)に汚染されていないこと． 
 
5．当該微生物の近縁株の病原性及び有害生理

活性物質の生産に関する事項 
近縁の株において，病原性がある場合や有害

生理活性物質を産生するものがある場合，添加

物の製造に用いた当該微生物においては，同様

の病原性や有害生理活性物質の産生等の有無

について明らかであること．なお，有害生理活

性物質等の産生が認められる場合には，当該微

生物を用いた製造に安全性上の問題がないと

判断できる合理的な理由があること． 
 
6．なお，以下の事項は，議論の進み具合によ

り必要となった際に提示する． 
当該酵素およびその基原が，海外の主要国

（※）の酵素リストに収載されていること． 
（※）EU（仏国），米国（GRAS），オーストラ

リア・ニュージーランド（FSANZ）それぞれの

URL を以下に示す。 
 
（仏国：加工助剤に関するリスト） 

https://www.legifrance.gouv.fr/affichTexte.
do?cidTexte=LEGITEXT000020667468 

（米国：GRAS Notice） 
https://www.accessdata.fda.gov/script  

s/fdcc/?set=GRASNotices 
（米国：21CFR Chapter I Subchapter-B） 

https://www.law.cornell.edu/cfr/text/21/cha
pter-I/subchapter-B 
（FSANZ：Food Standards Code Schedule 18） 

https://www.legislation.gov.au/Series 
/F2015L00452 
 
C. 考察 
既存添加物の品目ごとの基原生物の調査につ

いては、調査品目の半数以上で和名又は学名

の不一致又は確認が困難との結果となった．今

後の成分規格案作成において、予め整理すべき

課題として扱うことが必要と考えられる． 
 
D. 謝辞 
本年度の調査研究に際しては，国立医薬品食

品衛生研究所食品部の佐藤部長をはじめとす

る諸先生方には多大なるご指導をいただいた．

この場をお借りし心より感謝申し上げる次第

である． 
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第 ４ 版 自 主 規 格

参 考 事 項

第
３

者
検

証
項

目

（
第

1
0
版

）

自
社

検
証

項
目

（
第

1
0
版

）

食 衛 管 理 者 問 題

Ｊ Ｅ Ｃ Ｆ Ａ 規 格

Ｆ Ｃ Ｃ 規 格

Ｅ Ｕ 規 格

日 本 薬 局 方

外 原 規

薬 添 規

他 の 国 内 規 格

他 の 海 外 規 格

0
1
甘
味
料

1
7
0
0
0

1
7
0

0
0
1
0
1

0
7
1

ス
テ

ビ
ア

末
食

品
流

通
○

○

0
1
甘
味
料

2
7
0
0
0

2
7
0

0
0
2
0
1

1
1
8

ブ
ラ

ジ
ル

カ
ン

ゾ
ウ

抽
出

物
　

暫
○

0
2
着
色
料

0
2
4
0
0

0
2
4

0
0
3
0
1

0
0
6

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

○
○

○
○

○

0
2
着
色
料

0
4
7
0
0

0
4
7

0
0
4
0
1

0
1
8

オ
レ

ン
ジ

色
素

○
○

0
2
着
色
料

0
5
1
0
0

0
5
1

0
0
5
0
1

0
2
0

カ
キ

色
素

○
○

○
H

2
9
全

項
目

H
2
9
・
3
0
全

項
目

○

0
2
着
色
料

0
8
7
0
0

0
8
7

0
0
6
0
1

0
2
9

魚
鱗

箔
○

第
4
次

消
除

○
○

0
2
着
色
料
・
製
造
用
剤

0
8
9
0
0

0
8
9

0
0
7
0
1

0
3
0

金
　

　
　

　
　

　
　

▲
○

○
H

2
8
全

項
目

H
2
9
全

項
目

●
○

○
○

○

0
2
着
色
料
・
製
造
用
剤

0
9
0
0
0

0
9
0

0
0
8
0
1

0
3
1

銀
▲

○
○

H
2
8
全

項
目

H
2
9
全

項
目

●
○

○
○

0
2
着
色
料

1
1
4
0
0

1
1
4

0
0
9
0
1

0
4
2

ク
ー

ロ
ー

色
素

〇
○

第
4
次

消
除

○
○

0
2
着
色
料

1
1
6
0
0

1
1
6

0
1
0
0
1

0
4
4

ク
ロ

ロ
フ

ィ
リ

ン
規

格
情

報
無

0
2
着
色
料

1
3
5
0
0

1
3
5

0
1
1
0
1

0
5
2

骨
炭

色
素

○
第

4
次

消
除

第
９

版
骨

炭

0
2
着
色
料

1
4
9
0
0

1
4
9

0
1
2
0
1

0
6
2

シ
ア

ナ
ッ

ト
色

素
○

第
4
次

消
除

0
2
着
色
料

1
5
9
0
0

1
5
9

0
1
3
0
1

0
6
6

シ
タ

ン
色

素
○

○
○

H
3
0
全

項
目

H
2
9
全

項
目

0
2
着
色
料

1
6
5
0
0

1
6
5

0
1
4
0
1

0
6
9

植
物

炭
末

色
素

▲
○

○
規

格
案

再
検

討
H

2
9
全

項
目

○
○

0
2
着
色
料

2
5
8
0
0

2
5
8

0
1
5
0
1

1
1
3

フ
ァ

フ
ィ

ア
色

素
△

○
○

案
見

直
し

H
2
9
全

項
目

H
2
9
.3

0
全

項
目

0
2
着
色
料

2
8
2
0
0

2
8
2

0
1
6
0
1

1
2
2

ペ
カ

ン
ナ

ッ
ツ

色
素

暫
○

0
2
着
色
料

3
2
4
0
0

3
2
4

0
1
7
0
1

1
3
3

ム
ラ

サ
キ

ヤ
マ

イ
モ

色
素

○
○

○
○

0
2
着
色
料

3
6
2
0
0

3
6
2

0
1
8
0
1

1
4
9

ロ
グ

ウ
ッ

ド
色

素
規

格
情

報
無

0
3
保
存
料

0
7
4
0
0

0
7
4

0
1
9
0
1

0
2
3

カ
ワ

ラ
ヨ

モ
ギ

抽
出

物
　

　
　

〇
○

○
H

2
9
全

項
目

0
3
製
造
用
剤
/
日
持

1
1
3
0
0

1
1
3

0
2
0
0
1

0
4
1

グ
レ

ー
プ

フ
ル

ー
ツ

種
子

抽
出

物
合

成
抗

菌
剤

○
外

原
規

グ
レ

ー
プ

フ
ル

ー
ツ

エ
キ

ス

0
3
製
造
用
剤
/
日
持

1
6
2
0
0

1
6
2

0
2
1
0
1

0
6
8

シ
ョ
ウ

ガ
抽

出
物

規
格

情
報

無
○

○
日

局
シ

ョ
ウ

キ
ョ

ウ
末

外
原

規
シ

ョ
ウ

キ
ョ

ウ
エ

キ
ス

0
3
製
造
用
剤
/
日
持

1
7
5
0
0

1
7
5

0
2
2
0
1

0
7
5

セ
イ

ヨ
ウ

ワ
サ

ビ
抽

出
物

〇
○

○
H

2
8
全

項
目

0
3
製
造
用
剤
/
日
持

2
1
6
0
0

2
1
6

0
2
3
0
1

0
9
7

ト
ウ

ガ
ラ

シ
水

性
抽

出
物

〇
○

○
H

3
0
全

項
目

0
3
製
造
用
剤
/
日
持
ち

2
6
8
0
0

2
6
8

0
2
4
0
1

1
1
7

ブ
ド

ウ
果

皮
抽

出
物

　
　

○
○

○
第

９
版

ブ
ド

ウ
果

皮
色

素

0
3
製
造
用
剤
/
日
持

3
2
9
0
0

3
2
9

0
2
5
0
1

1
3
6

モ
ウ

ソ
ウ

チ
ク

乾
留

物
△

○
○

0
3
製
造
用
剤
/
日
持

3
3
0
0
0

3
3
0

0
2
6
0
1

1
3
7

モ
ウ

ソ
ウ

チ
ク

抽
出

物
△

○
○

0
4
増
粘
安
定
剤

0
1
1
0
0

0
0
1

0
2
7
0
1

0
0
1

ア
ウ

レ
オ

バ
シ

ジ
ウ

ム
培

養
液

（
液

体
品

）
○

○

0
4
増
粘
安
定
剤

0
1
2
0
0

0
0
1

0
2
7
0
2

0
0
1

ア
ウ

レ
オ

バ
シ

ジ
ウ

ム
培

養
液

（
粉

末
品

）
○

0
4
増
粘
安
定
剤

0
4
0
0
0

0
0
4

0
2
8
0
1

0
0
2

ア
グ

ロ
バ

ク
テ

リ
ウ

ム
ス

ク
シ

ノ
グ

リ
カ

ン
○

0
4
増
粘
安
定
剤

0
1
3
0
0

0
1
3

0
2
9
0
1

0
0
4

ア
マ

シ
ー

ド
ガ

ム
〇

○
○

0
4
増
粘
安
定
剤

0
1
9
0
0

0
1
9

0
3
0
0
1

0
0
5

ア
ラ

ビ
ノ

ガ
ラ

ク
タ

ン
〇

○
○

○

0
4
増
粘
安
定
剤
/
ガ
ム
ベ
ー
ス

0
4
0
0
0

0
4
0

0
3
1
0
1

0
1
2

エ
レ

ミ
樹

脂
〇

○
H

3
0
全

項
目

H
2
9
全

項
目

0
4
増
粘
安
定
剤

0
5
3
0
0

0
5
3

0
3
2
0
1

0
2
2

カ
シ

ア
ガ

ム
〇

○
○

H
3
0
全

項
目

○
○

0
4
増
粘
安
定
剤

0
6
1
0
1

0
6
1

0
0
0
0
1

-
ユ

ー
ケ

マ
藻

末
規

格
情

報
無

0
4
増
粘
安
定
剤

0
8
2
0
0

0
8
2

0
3
3
0
1

0
2
5

キ
チ

ン
〇

○
○

0
4
増
粘
安
定
剤
・
製
造
用
剤

0
8
4
0
0

0
8
4

0
3
4
0
1

0
2
6

キ
ト
サ

ン
〇

○
○

H
3
0
全

項
目

○
○

0
4
増
粘
安
定
剤

0
9
2
0
0

0
9
2

0
3
5
0
1

0
3
3

グ
ァ

ー
ガ

ム
酵

素
分

解
物

〇
○

○
H

3
0
全

項
目

特
保

原
料

規
格

0
4
増
粘
安
定
剤

1
0
4
0
0

1
0
4

0
3
6
0
1

0
4
0

グ
ル

コ
サ

ミ
ン

○
○

○
H

2
7
全

項
目

○

0
4
増
粘
安
定
剤
・
製
造
用
剤

1
4
5
0
0

1
4
5

0
3
7
0
1

0
6
0

サ
バ

ク
ヨ

モ
ギ

シ
ー

ド
ガ

ム
〇

○
○

H
3
0
全

項
目

H
2
9
全

項
目

0
4
増
粘
安
定
剤

2
2
9
0
0

2
2
9

0
3
8
0
1

0
9
9

ト
ロ

ロ
ア

オ
イ

〇
○

○
H

3
0
全

項
目

0
4
増
粘
安
定
剤

2
5
7
0
0

2
5
7

0
3
9
0
1

1
1
2

フ
ァ

ー
セ

レ
ラ

ン
〇

○
○

H
3
0
全

項
目

○
○

○

0
4
増
粘
安
定
剤

3
3
6
0
0

3
3
6

0
4
0
0
1

1
4
3

モ
モ

樹
脂

〇
○

○

0
4
増
粘
安
定
剤

3
5
9
0
0

3
5
9

0
4
1
0
1

1
4
8

レ
バ

ン
〇

第
4
次

消
除

H
2
9
全

項
目

○
○

0
5
酸
化
防
止
剤

0
5
8
0
0

0
9
1

0
4
2
0
1

0
2
4

カ
テ

キ
ン

　
　

　
　

　
　

　
▲

○
○

規
格

案
再

検
討

H
2
9
全

項
目

0
5
酸
化
防
止
剤
/
日
持

0
7
6
0
0

0
7
6

0
4
3
0
1

0
3
2

カ
ン

ゾ
ウ

油
性

抽
出

物
  
 

○
○

○
H

3
0
全

項
目

H
2
9
全

項
目

○
○

規
格
名
称

成
分

規
格

の
整

備
状

況
国

内
外

規
格

備 考
部 会

用
途
分
類

整
理

番
号

既
添

番
号

品
数

番
号

未
制

番
号
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第 1
0 版 案 作 成

第 ５ 版 案 作 成

第 ４ 版 自 主 規 格

参 考 事 項

第
３

者
検

証
項

目

（
第

1
0
版

）

自
社

検
証

項
目

（
第

1
0
版

）

食 衛 管 理 者 問 題

Ｊ Ｅ Ｃ Ｆ Ａ 規 格

Ｆ Ｃ Ｃ 規 格

Ｅ Ｕ 規 格

日 本 薬 局 方

外 原 規

薬 添 規

他 の 国 内 規 格

他 の 海 外 規 格

規
格
名
称

成
分

規
格

の
整

備
状

況
国

内
外

規
格

備 考
部 会

用
途
分
類

整
理

番
号

既
添

番
号

品
数

番
号

未
制

番
号

0
5
酸
化
防
止
剤

0
9
3
0
0

0
9
3

0
4
4
0
1

0
3
4

グ
ア

ヤ
ク

脂
○

○
○

○
G

u
ay

ai
c
 R

e
si

n
 と

同
義

Ｊ
Ｐ

8
収

載
0
5
酸
化
防
止
剤

0
9
5
0
0

0
9
5

0
4
5
0
1

0
3
6

ク
エ

ル
セ

チ
ン

○
○

○
H

3
0
全

項
目

0
5
酸
化
防
止
剤
/
日
持

1
1
5
0
0

1
1
5

0
4
6
0
1

0
4
3

ク
ロ

ー
ブ

抽
出

物
　

暫
○

○
○

○

0
5
酸
化
防
止
剤

1
2
9
0
0

1
2
9

0
4
7
0
1

0
5
1

酵
素

分
解

リ
ン

ゴ
抽

出
物

規
格

情
報

無
○

外
原

規
リ

ン
ゴ

タ
ン

ニ
ン

0
5
酸
化
防
止
剤

1
3
6
0
0

1
3
6

0
4
8
0
1

0
5
3

ゴ
マ

油
不

け
ん

化
物

　
○

0
5
酸
化
防
止
剤

1
4
1
0
0

1
4
1

0
4
9
0
1

0
5
7

コ
メ

ヌ
カ

酵
素

分
解

物
規

格
情

報
無

○
外

原
規

コ
メ

ヌ
カ

発
酵

エ
キ

ス

0
5
酸
化
防
止
剤

1
7
4
0
0

1
7
4

0
5
0
0
1

0
7
4

精
油

除
去

ウ
イ

キ
ョ
ウ

抽
出

物
規

格
情

報
無

○
○

○
外

原
規

ウ
イ

キ
ョ

ウ
エ

キ
ス

日
局

ウ
イ

キ
ョ

ウ

0
5
酸
化
防
止
剤

1
7
8
0
0

1
7
8

0
6
0
0
1

0
7
8

セ
ー

ジ
抽

出
物

規
格

情
報

無
○

○
外

原
規

セ
ー

ジ
エ

キ
ス

0
5
酸
化
防
止
剤

1
9
6
0
0

1
9
6

0
6
1
0
1

0
8
6

単
糖

・
ア

ミ
ノ

酸
複

合
物

○
○

0
5
酸
化
防
止
剤

2
0
2
0
0

2
0
2

0
6
2
0
1

0
9
0

チ
ャ

抽
出

物
  

〇
○

○
○

○

0
5
酸
化
防
止
剤

2
3
2
0
0

2
3
2

0
6
3
0
1

1
0
1

生
コ

ー
ヒ

ー
豆

抽
出

物
○

○
○

0
5
酸
化
防
止
剤

2
5
5
0
0

2
5
5

0
6
4
0
1

1
1
0

ヒ
マ

ワ
リ

種
子

抽
出

物
○

○
○

H
2
8
全

項
目

H
2
9
.3

0
全

項
目

0
5
酸
化
防
止
剤

2
7
6
0
0

2
7
6

0
6
5
0
1

1
2
0

プ
ロ

ポ
リ

ス
抽

出
物

規
格

情
報

無
日

健
栄

協
プ

ロ
ポ

リ
ス

食
品

0
5
酸
化
防
止
剤

2
8
7
0
0

2
8
7

0
6
6
0
1

1
2
3

ヘ
ゴ

・
イ

チ
ョ
ウ

抽
出

物
第

4
次

消
除

○
日

健
栄

協
プ

イ
チ

ョ
ウ

エ
キ

ス
食

品

0
5
酸
化
防
止
剤

3
0
6
0
0

3
0
6

0
6
7
0
1

1
2
7

没
食

子
酸

○
○

H
2
8
全

項
目

H
3
0
全

項
目

○

0
5
酸
化
防
止
剤

3
2
8
0
0

3
2
8

0
6
8
0
1

1
3
5

メ
ラ

ロ
イ

カ
精

油
規

格
情

報
無

○

0
5
酸
化
防
止
剤

3
5
5
2
0

3
5
5

0
0
0
2
1

-
ル

チ
ン

（
抽

出
物

）
（
ア

ズ
キ

全
草

抽
出

物
）

規
格

情
報

無
○

○

0
5
酸
化
防
止
剤

3
5
5
3
0

3
5
5

0
0
0
2
2

-
ル

チ
ン

（
抽

出
物

）
（
ソ

バ
全

草
抽

出
物

）
規

格
情

報
無

○
○

0
5
酸
化
防
止
剤

3
6
5
0
0

3
6
5

0
6
9
0
1

1
5
2

ロ
ー

ズ
マ

リ
ー

抽
出

物
○

○
○

○
○

○
○

0
6
ｶ
ﾞﾑ
・
光
沢

0
3
6
0
0

0
3
6

0
7
0
0
1

0
1
1

ウ
ル

シ
ロ

ウ
　

　
　

　
○

○
○

H
3
0
全

項
目

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

0
4
2
0
0

0
4
2

0
7
1
0
1

0
1
4

オ
ゾ

ケ
ラ

イ
ト

暫
○

○

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

0
9
4
0
0

0
9
4

0
7
2
0
1

0
3
5

グ
ア

ヤ
ク

樹
脂

○
○

○

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

0
9
9
0
0

0
9
9

0
7
3
0
1

0
3
7

グ
ッ

タ
ハ

ン
カ

ン
暫

○

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

1
0
0
0
0

1
0
0

0
7
4
0
1

0
3
8

グ
ッ

タ
ペ

ル
カ

○
○

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

1
3
8
0
0

1
3
8

0
7
5
0
1

0
5
5

ゴ
ム

○
○

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

1
3
9
0
0

1
3
9

0
7
6
0
1

0
5
6

ゴ
ム

分
解

樹
脂

○
○

0
6
ｶ
ﾞﾑ
・
光
沢

1
4
2
0
0

1
4
2

0
7
7
0
1

0
5
8

コ
メ

ヌ
カ

ロ
ウ

　
　

　
○

○
○

H
2
9
全

項
目

0
6
ｶ
ﾞﾑ
・
光
沢

1
4
4
0
0

1
4
4

0
7
8
0
1

0
5
9

サ
ト
ウ

キ
ビ

ロ
ウ

　
　

○
○

○
H

3
0
全

項
目

0
6
ｶ
ﾞﾑ
・
光
沢

1
5
2
0
0

1
5
2

0
7
9
0
1

0
6
3

シ
ェ

ラ
ッ

ク
ロ

ウ
○

○

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

1
5
4
0
0

1
5
4

0
8
0
0
1

0
6
4

ジ
ェ

ル
ト
ン

△
○

○
案

見
直

し
H

2
9
全

項
目

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

1
8
5
0
0

1
8
5

0
8
1
0
1

0
8
2

ソ
ル

バ
除

暫
規

格
削

除

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

1
8
6
0
0

1
8
6

0
8
2
0
1

0
8
3

ソ
ル

ビ
ン

ハ
除

暫
規

格
削

除

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

1
9
9
0
0

1
9
9

0
8
3
0
1

0
8
7

チ
ク

ル
　

　
　

　
○

○
○

H
2
9
全

項
目

○

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

2
0
3
0
0

2
0
3

0
8
4
0
1

0
9
1

チ
ル

テ
○

○

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

2
0
5
0
0

2
0
5

0
8
5
0
1

0
9
2

ツ
ヌ

ー
規

格
情

報
無

○

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

2
0
8
0
0

2
0
8

0
8
6
0
1

0
9
3

低
分

子
ゴ

ム
除

暫
規

格
削

除

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

2
3
5
0
0

2
3
5

0
8
7
0
1

1
0
2

ニ
ガ

ー
グ

ッ
タ

規
格

情
報

無

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

1
2
0
8
0

2
8
1

1
5
1
0
1

1
2
1

粉
末

モ
ミ

ガ
ラ

規
格

情
報

無

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

2
9
5
0
0

2
9
5

0
8
8
0
1

1
2
4

ベ
ネ

ズ
エ

ラ
チ

ク
ル

規
格

情
報

無

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

3
0
7
0
0

3
0
7

0
8
9
0
1

1
2
8

ホ
ホ

バ
ロ

ウ
○

○

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

3
1
2
0
0

3
1
2

0
9
0
0
1

1
2
9

マ
ス

チ
ッ

ク
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
暫

○

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

3
1
3
0
0

3
1
3

0
9
1
0
1

1
3
0

マ
ッ

サ
ラ

ン
ド

バ
チ

ョ
コ

レ
ー

ト
規

格
情

報
無

○

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

3
1
4
0
0

3
1
4

0
9
2
0
1

1
3
1

マ
ッ

サ
ラ

ン
ド

バ
バ

ラ
タ

除
暫

規
格

削
除

○

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

3
2
1
0
0

3
2
1

0
9
3
0
1

1
3
2

ミ
ル

ラ
○

○
○

H
2
9
全

項
目

○
0
6
ｶ
ﾞﾑ
・
光
沢

3
3
3
0
0

3
3
3

0
9
4
0
1

1
4
0

モ
ク

ロ
ウ

　
　

　
　

　
○

○
○

H
3
0
全

項
目

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

3
5
8
0
0

3
5
8

0
9
5
0
1

1
4
7

レ
ッ

チ
ュ

デ
バ

カ
規

格
情

報
無

○
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第 1
0 版 案 作 成

第 ５ 版 案 作 成

第 ４ 版 自 主 規 格

参 考 事 項

第
３

者
検

証
項

目

（
第

1
0
版

）

自
社

検
証

項
目

（
第

1
0
版

）

食 衛 管 理 者 問 題

Ｊ Ｅ Ｃ Ｆ Ａ 規 格

Ｆ Ｃ Ｃ 規 格

Ｅ Ｕ 規 格

日 本 薬 局 方

外 原 規

薬 添 規

他 の 国 内 規 格

他 の 海 外 規 格

規
格
名
称

成
分

規
格

の
整

備
状

況
国

内
外

規
格

備 考
部 会

用
途
分
類

整
理

番
号

既
添

番
号

品
数

番
号

未
制

番
号

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

3
6
3
0
0

3
6
3

0
9
6
0
1

1
5
0

ロ
シ

デ
ィ

ン
ハ

規
格

情
報

無
○

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

3
6
4
0
0

3
6
4

0
9
7
0
1

1
5
1

ロ
シ

ン
○

○
○

H
3
0
全

項
目

H
2
9
全

項
目

○
○

○

0
7
酵
素

0
2
8
0
0

0
2
8

0
9
8
0
1

0
0
8

イ
ソ

マ
ル

ト
デ

キ
ス

ト
ラ

ナ
ー

ゼ
○

○
○

H
2
9
.3

0
全

項
目

0
8
酸
味
料

0
2
9
0
0

0
2
9

0
9
9
0
1

0
0
9

イ
タ

コ
ン

酸
〇

○
第

4
次

消
除

0
9
苦
味
料

0
2
7
0
0

0
2
7

1
0
0
0
1

0
0
7

イ
ソ

ア
ル

フ
ァ

ー
苦

味
酸

○
○

○
H

2
9
全

項
目

H
2
9
全

項
目

0
9
調
味
料

0
4
1
0
0

0
4
1

1
0
1
0
1

0
1
3

塩
水

湖
水

低
塩

化
ナ

ト
リ

ウ
ム

液
○

○
○

H
2
9
全

項
目

0
9
苦
味
料

0
8
5
0
0

0
8
5

1
0
2
0
1

0
2
7

キ
ナ

抽
出

物
規

格
情

報
無

○

0
9
苦
味
料

0
8
6
0
0

0
8
6

1
0
3
0
1

0
2
8

キ
ハ

ダ
抽

出
物

規
格

情
報

無
○

○

0
9
苦
味
料

1
2
0
0
0

1
2
0

1
0
4
0
1

0
4
6

ゲ
ン

チ
ア

ナ
抽

出
物

○
○

○
H

2
9
全

項
目

H
2
9
・
3
0
全

項
目

○

0
9
苦
味
料

1
2
4
0
0

1
2
4

1
0
5
0
1

0
4
9

酵
素

処
理

ナ
リ

ン
ジ

ン
 

○
○

0
9
苦
味
料

1
6
1
0
0

1
6
1

1
0
6
0
1

0
6
7

ジ
ャ

マ
イ

カ
カ

ッ
シ

ア
抽

出
物

○
○

○
H

2
8
全

項
目

0
9
調
味
料

1
8
2
0
0

1
8
2

1
0
7
0
1

0
8
0

粗
製

海
水

塩
化

カ
リ

ウ
ム

○
○

○

0
9
苦
味
料

2
0
9
0

2
0
9

1
0
8
0
1

0
9
4

テ
オ

ブ
ロ

ミ
ン

規
格

情
報

無
○

○
○

0
9
苦
味
料

2
3
6
0

2
3
6

1
0
9
0
1

1
0
3

ニ
ガ

ヨ
モ

ギ
抽

出
物

○
○

○

0
9
苦
味
料

3
5
7
0

3
5
7

1
1
0
0
1

1
4
6

レ
イ

シ
抽

出
物

○
○

○
H

3
0
全

項
目

○

1
0
乳
化
剤

1
2
7
0
0

1
2
7

1
1
1
0
1

0
5
0

酵
素

処
理

レ
シ

チ
ン

○
○

○
H

2
6
全

項
目

○
○

○
○

○
○

第
９

版
レ

シ
チ

ン

1
0
乳
化
剤

1
7
2
0
0

1
7
2

1
1
2
0
1

0
7
2

ス
フ

ィ
ン

ゴ
脂

質
　

○
○

○

1
0
乳
化
剤

1
8
7
0
0

1
8
7

1
1
3
0
1

0
8
4

ダ
イ

ズ
サ

ポ
ニ

ン
○

○
日

健
栄

協
ダ

イ
ズ

サ
ポ

ニ
ン

食
品

1
0
乳
化
剤

1
9
5
0
0

1
9
5

1
1
4
0
1

0
8
5

胆
汁

末
　

　
　

○
○

○
○

1
3
製
造
用
剤

0
0
9
0
0

0
0
9

1
1
5
0
1

0
0
3

ア
ス

ペ
ル

ギ
ル

ス
テ

レ
ウ

ス
糖

た
ん

白
質

○
○

1
3
製
造
用
剤

0
3
0
0
0

0
3
0

1
1
6
0
1

0
1
0

イ
ナ

ワ
ラ

灰
抽

出
物

規
格

情
報

無

1
3
製
造
用
剤

0
4
3
0
0

0
4
3

1
1
7
0
1

0
1
5

オ
ゾ

ン
　

○
●

○

1
3
製
造
用
剤

0
4
3
1
0

0
4
3

1
1
7
0
2

0
1
5

オ
ゾ

ン
水

○
●

○

1
3
製
造
用
剤

0
4
4
0
0

0
4
4

1
1
8
0
1

0
1
6

オ
リ

ゴ
ガ

ラ
ク

チ
ュ

ロ
ン

酸
規

格
情

報
無

1
3
製
造
用
剤

0
4
6
0
0

0
4
6

1
1
9
0
1

0
1
7

オ
レ

ガ
ノ

抽
出

物
規

格
情

報
無

1
3
製
造
用
剤

4
8
0

0
4
8

1
2
0
0
1

0
1
9

海
藻

灰
抽

出
物

○

1
3
製
造
用
剤

5
2
0

0
5
2

1
2
1
0
1

0
2
1

花
こ

う
斑

岩
○

○
●

1
3
製
造
用
剤

1
0
1
0
0

1
0
1

1
2
2
0
1

0
3
9

ク
リ

ス
ト
バ

ル
石

規
格

情
報

無

1
3
製
造
用
剤

1
1
8
0
0

1
1
8

1
2
3
0
1

0
4
5

く
ん

液
○

○

1
3
製
造
用
剤

1
2
0
0
1

1
2
0

1
2
4
0
5

0
4
7

高
級

脂
肪

酸
（
カ

プ
リ

ル
酸

）
○

○
H

2
9
全

項
目

1
3
製
造
用
剤

1
2
0
0
2

1
2
0

1
2
4
0
6

0
4
7

高
級

脂
肪

酸
（
カ

プ
リ

ン
酸

）
○

○
H

2
9
全

項
目

○

1
3
製
造
用
剤

1
2
0
0
3

1
2
0

1
2
4
0
1

0
4
7

高
級

脂
肪

酸
（
ス

テ
ア

リ
ン

酸
）

○
○

○
H

2
6
全

項
目

○
○

○

1
3
製
造
用
剤

1
2
0
0
4

1
2
0

1
2
4
0
3

0
4
7

高
級

脂
肪

酸
（
パ

ル
ミ

チ
ン

酸
）

○
○

H
2
6
全

項
目

○
○

1
3
製
造
用
剤

1
2
0
0
5

1
2
0

1
2
4
0
2

0
4
7

高
級

脂
肪

酸
（
ベ

ヘ
ニ

ン
酸

）
○

○
H

2
6
全

項
目

○

1
3
製
造
用
剤

1
2
0
0
6

1
2
0

1
2
4
0
7

0
4
7

高
級

脂
肪

酸
（
ミ

リ
ス

チ
ン

酸
）

○
○

H
2
9
全

項
目

○
○

1
3
製
造
用
剤

1
2
0
0
7

1
2
0

1
2
4
0
4

0
4
7

高
級

脂
肪

酸
（
ラ

ウ
リ

ン
酸

）
○

○
H

2
9
全

項
目

○

1
3
製
造
用
剤

1
2
0
0
8

1
2
0

1
2
4
0
7

0
4
7

高
級

脂
肪

酸
［
全

般
］

○
○

1
3
製
造
用
剤

1
3
7
0
0

1
3
7

1
2
5
0
1

0
5
4

ゴ
マ

柄
灰

抽
出

物
消

第
4
次

消
除

1
3
製
造
用
剤

1
4
8
0
0

1
4
8

1
2
6
0
1

0
6
1

酸
素

　
○

○
○

1
3
製
造
用
剤

1
5
5
0
0

1
5
5

0
0
0
4
0

-
分

岐
 シ

ク
ロ

デ
キ

ス
ト
リ

ン
○

○
○

○
○

1
3
製
造
用
剤

1
5
8
0
0

1
5
8

1
2
7
0
1

0
6
5

シ
ソ

抽
出

物
○

○

1
3
製
造
用
剤
/
強
化
剤

1
6
3
0
1

1
6
3

0
0
0
5
1

-
ウ

ニ
殻

焼
成

カ
ル

シ
ウ

ム
規

格
情

報
無

H
2
7
全

項
目

1
3
製
造
用
剤
/
強
化
剤

1
6
3
0
2

1
6
3

0
0
0
5
2

-
造

礁
サ

ン
ゴ

焼
成

カ
ル

シ
ウ

ム
規

格
情

報
無

H
2
7
全

項
目

1
3
製
造
用
剤
/
強
化
剤

1
6
3
0
3

1
6
3

0
0
0
5
3

-
乳

清
焼

成
カ

ル
シ

ウ
ム

〇
○

H
2
7
全

項
目

○
○

○
○

1
3
製
造
用
剤

1
6
8
0
0

1
6
8

1
2
8
0
1

0
7
0

水
素

　
規

格
情

報
無

●
○
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第 1
0 版 案 作 成

第 ５ 版 案 作 成

第 ４ 版 自 主 規 格

参 考 事 項

第
３

者
検

証
項

目

（
第

1
0
版

）

自
社

検
証

項
目

（
第

1
0
版

）

食 衛 管 理 者 問 題

Ｊ Ｅ Ｃ Ｆ Ａ 規 格

Ｆ Ｃ Ｃ 規 格

Ｅ Ｕ 規 格

日 本 薬 局 方

外 原 規

薬 添 規

他 の 国 内 規 格

他 の 海 外 規 格

規
格
名
称

成
分

規
格

の
整

備
状

況
国

内
外

規
格

備 考
部 会

用
途
分
類

整
理

番
号

既
添

番
号

品
数

番
号

未
制

番
号

1
3
製
造
用
剤

1
7
3
0
0

1
7
3

1
2
9
0
1

0
7
3

生
石

灰
○

○
○

H
2
8
全

項
目

○
○

○
○

○

1
3
製
造
用
剤

1
7
6
0
0

1
7
6

1
3
0
0
1

0
7
6

ゼ
イ

ン
  
  

規
格

情
報

無
○

○

1
3
製
造
用
剤

1
7
7
0
0

1
7
7

1
3
1
0
1

0
7
7

ゼ
オ

ラ
イ

ト
規

格
情

報
無

1
3
製
造
用
剤

1
7
9
0
0

1
7
9

1
3
2
0
1

0
7
9

セ
ピ

オ
ラ

イ
ト

規
格

情
報

無

1
3
製
造
用
剤

1
8
4
0
0

1
8
4

1
3
3
0
1

0
8
1

ソ
バ

柄
灰

抽
出

物
規

格
情

報
無

1
3
製
造
用
剤

1
9
8
0
1

1
9
8

0
0
0
6
1

-
柿

タ
ン

ニ
ン

　
○

○
●

○
○

○
○

長
官

指
定

告
示

物
品

規
格

柿
タ

ン
ニ

ン

1
3
製
造
用
剤

1
9
8
0
2

1
9
8

0
0
0
6
2

-
ミ

モ
ザ

タ
ン

ニ
ン

○
○

○
○

○

1
3
製
造
用
剤

2
0
0
0
0

2
0
0

1
3
4
0
1

0
8
8

窒
素

○
●

○
○

○
○

○

1
3
製
造
用
剤

2
0
2
0
0

2
0
2

1
3
5
0
1

0
8
9

チ
ャ

乾
留

物
　

○
○

○
1
3
製
造
用
剤
/
強
化
剤

2
1
2
0
0

2
1
2

1
3
6
0
1

0
9
5

鉄
〇

●
○

1
3
製
造
用
剤

2
1
4
0
0

2
1
4

1
3
7
0
1

0
9
6

銅
　

規
格

情
報

無
●

1
3
製
造
用
剤

2
2
7
0
0

2
2
7

1
3
8
0
1

0
9
8

ト
レ

ハ
ロ

ー
ス

○
○

H
2
7
全

項
目

○
○

○
○

1
3
製
造
用
剤

2
3
1
0
0

2
3
1

1
3
9
0
1

1
0
0

ナ
フ

サ
〇

C
F
R

 N
ap

h
th

a

1
3
製
造
用
剤

2
3
7
0
0

2
3
7

1
4
0
0
1

1
0
4

ニ
ッ

ケ
ル

○
○

○

1
3
製
造
用
剤

2
3
9
0
0

2
3
9

1
4
1
0
1

1
0
5

ば
い

煎
コ

メ
ヌ

カ
抽

出
物

▲
○

規
格

案
再

検
討

H
3
0
全

項
目

1
3
製
造
用
剤

2
4
0
0
0

2
4
0

1
4
2
0
1

1
0
6

ば
い

煎
ダ

イ
ズ

抽
出

物
▲

○
規

格
案

再
検

討
H

3
0
全

項
目

1
3
製
造
用
剤

2
4
2
0
0

2
4
2

1
4
3
0
1

1
0
7

白
金

規
格

情
報

無

1
3
製
造
用
剤

2
4
6
0
0

2
4
6

1
4
4
0
1

1
0
8

パ
ラ

ジ
ウ

ム
○

1
3
製
造
用
剤

2
4
9
0
0

2
4
9

1
4
5
0
1

1
0
9

ヒ
ア

ル
ロ

ン
酸

○
○

○
H

2
8
全

項
目

○
○

1
3
製
造
用
剤

2
5
6
0
0

2
5
6

1
4
6
0
1

1
1
1

ひ
る

石
規

格
情

報
無

1
3
製
造
用
剤

2
6
2
0
0

2
6
2

1
4
7
0
1

1
1
4

フ
ィ

チ
ン

（
抽

出
物

）
〇

○
○

H
3
0
全

項
目

1
3
強
化
剤

2
6
3
0
0

2
6
3

1
4
8
0
1

1
1
5

フ
ェ

リ
チ

ン
消

○

1
3
製
造
用
剤

2
6
6
0
0

2
6
6

1
4
9
0
1

1
1
6

ブ
タ

ン
　

　
○

●
○

○
○

1
3
製
造
用
剤

2
7
5
0
0

2
7
5

1
5
0
0
1

1
1
9

プ
ロ

パ
ン

○
●

○
○

○
1
3
製
造
用
剤

2
9
7
0
0

2
9
7

1
5
2
0
1

1
2
6

ヘ
プ

タ
ン

○
○

H
2
6
全

項
目

○

1
3
製
造
用
剤

3
0
2
0
0

3
0
2

1
5
3
0
1

-
ヘ

リ
ウ

ム
○

●
○

○
○

○
○

1
3
製
造
用
剤
/
強
化
剤

3
1
8
1
0

3
1
8

0
0
0
7
1

-
貝

殻
未

焼
成

カ
ル

シ
ウ

ム
○

○
H

2
7
全

項
目

1
3
製
造
用
剤
/
強
化
剤

3
1
8
2
0

3
1
8

0
0
0
7
2

-
骨

未
焼

成
カ

ル
シ

ウ
ム

規
格

情
報

無

1
3
製
造
用
剤
/
強
化
剤

3
1
8
3
0

3
1
8

0
0
0
7
3

-
真

珠
層

未
焼

成
カ

ル
シ

ウ
ム

○

1
3
製
造
用
剤
/
強
化
剤

3
1
8
4
0

3
1
8

0
0
0
7
4

1
3
4

卵
殻

未
焼

成
カ

ル
シ

ウ
ム

○
○

1
3
製
造
用
剤

3
2
7
0
0

3
2
7

1
5
4
0
1

1
3
8

メ
バ

ロ
ン

酸
　

　
○

H
2
8
全

項
目

1
3
製
造
用
剤

3
3
1
0
0

3
3
1

1
5
5
0
1

1
3
9

木
材

チ
ッ

プ
　

規
格

情
報

無
●

1
3
製
造
用
剤

3
3
2
0
0

3
3
2

1
5
6
0
1

1
4
1

木
炭

　
○

●

1
3
製
造
用
剤

3
3
4
0
0

3
3
4

1
5
7
0
1

1
4
2

木
灰

○
●

1
3
製
造
用
剤

3
3
5
0
0

3
3
5

1
5
8
0
1

1
4
4

木
灰

抽
出

物
○

●

1
3
製
造
用
剤

3
5
3
0
0

3
5
3

1
5
9
0
1

1
4
5

リ
ン

タ
ー

セ
ル

ロ
ー

ス
規

格
情

報
無

1
3
製
造
用
剤

3
5
6
0
0

3
5
6

1
6
0
0
1

1
2
1

ル
テ

ニ
ウ

ム
 

○

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
0
1

1
2
2

1
6
1
0
1

0
4
8

香
辛

料
抽

出
物

（
ア

ニ
ス

）
調

査
検

討
中

○

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
0
2

1
2
2

1
6
1
0
1

0
4
8

香
辛

料
抽

出
物

（
ウ

イ
キ

ョ
ウ

）
調

査
検

討
中

○
○

○

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
0
3

1
2
2

1
6
1
0
1

0
4
8

香
辛

料
抽

出
物

（
ウ

コ
ン

）
調

査
検

討
中

○
○

○
○

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
0
4

1
2
2

1
6
1
0
1

0
4
8

香
辛

料
抽

出
物

（
オ

レ
ン

ジ
ピ

ー
ル

）
調

査
検

討
中

○
○

○

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
0
5

1
2
2

1
6
1
0
1

0
4
8

香
辛

料
抽

出
物

（
カ

モ
ミ

ー
ル

）
調

査
検

討
中

○

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
0
6

1
2
2

1
6
1
0
1

0
4
8

香
辛

料
抽

出
物

（
カ

ラ
シ

ナ
）

調
査

検
討

中
○

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
0
7

1
2
2

1
6
1
0
1

0
4
8

香
辛

料
抽

出
物

（
カ

ン
ゾ

ウ
）

調
査

検
討

中
○

○
○

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
0
8

1
2
2

1
6
1
0
1

0
4
8

香
辛

料
抽

出
物

（
ク

チ
ナ

シ
）

調
査

検
討

中
○

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
0
9

1
2
2

1
6
1
0
1

0
4
8

香
辛

料
抽

出
物

（
ク

ミ
ン

）
調

査
検

討
中

○
1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
1
0

1
2
2

1
6
1
0
1

0
4
8

香
辛

料
抽

出
物

（
ク

ロ
ー

ブ
）

調
査

検
討

中
○

○
○

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
1
1

1
2
2

1
6
1
0
1

0
4
8

香
辛

料
抽

出
物

（
ゴ

マ
）

調
査

検
討

中
○
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第 1
0 版 案 作 成

第 ５ 版 案 作 成

第 ４ 版 自 主 規 格

参 考 事 項

第
３

者
検

証
項

目

（
第

1
0
版

）

自
社

検
証

項
目

（
第

1
0
版

）

食 衛 管 理 者 問 題

Ｊ Ｅ Ｃ Ｆ Ａ 規 格

Ｆ Ｃ Ｃ 規 格

Ｅ Ｕ 規 格

日 本 薬 局 方

外 原 規

薬 添 規

他 の 国 内 規 格

他 の 海 外 規 格

規
格
名
称

成
分

規
格

の
整

備
状

況
国

内
外

規
格

備 考
部 会

用
途
分
類

整
理

番
号

既
添

番
号

品
数

番
号

未
制

番
号

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
1
2

1
2
2

1
6
1
0
1

0
4
8

香
辛

料
抽

出
物

（
サ

フ
ラ

ン
）

調
査

検
討

中

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
1
3

1
2
2

1
6
1
0
1

0
4
8

香
辛

料
抽

出
物

（
サ

ル
ビ

ア
）

調
査

検
討

中
○

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
1
4

1
2
2

1
6
1
0
1

0
4
8

香
辛

料
抽

出
物

（
サ

ン
シ

ョ
ウ

）
調

査
検

討
中

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
1
5

1
2
2

1
6
1
0
1

0
4
8

香
辛

料
抽

出
物

（
ス

ペ
ア

ミ
ン

ト
）

調
査

検
討

中
○

○

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
1
6

1
2
2

1
6
1
0
1

0
4
8

香
辛

料
抽

出
物

（
セ

イ
ヨ

ウ
ワ

サ
ビ

）
調

査
検

討
中

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
1
7

1
2
2

1
6
1
0
1

0
4
8

香
辛

料
抽

出
物

（
セ

ロ
リ

）
調

査
検

討
中

○

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
1
8

1
2
2

1
6
1
0
1

0
4
8

香
辛

料
抽

出
物

（
タ

イ
ム

）
調

査
検

討
中

○

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
1
9

1
2
2

1
6
1
0
1

0
4
8

香
辛

料
抽

出
物

（
タ

マ
ネ

ギ
）

調
査

検
討

中
○

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
2
0

1
2
2

1
6
1
0
1

0
4
8

香
辛

料
抽

出
物

（
ト
ウ

ガ
ラ

シ
）

調
査

検
討

中
○

○
○

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
2
1

1
2
2

1
6
1
0
1

0
4
8

香
辛

料
抽

出
物

（
ニ

ン
ジ

ン
）

調
査

検
討

中
○

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
2
2

1
2
2

1
6
1
0
1

0
4
8

香
辛

料
抽

出
物

（
ニ

ン
ニ

ク
）

調
査

検
討

中
○

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
2
3

1
2
2

1
6
1
0
1

0
4
8

香
辛

料
抽

出
物

（
パ

セ
リ

）
調

査
検

討
中

○
1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
2
4

1
2
2

1
6
1
0
1

0
4
8

香
辛

料
抽

出
物

（
ハ

ッ
カ

）
調

査
検

討
中

○
○

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
2
5

1
2
2

1
6
1
0
1

0
4
8

香
辛

料
抽

出
物

（
ペ

パ
ー

ミ
ン

ト
）

調
査

検
討

中
○

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
2
6

1
2
2

1
6
1
0
1

0
4
8

香
辛

料
抽

出
物

（
ラ

ベ
ン

ダ
ー

）
調

査
検

討
中

○
1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
2
7

1
2
2

1
6
1
0
1

0
4
8

香
辛

料
抽

出
物

（
ロ

ー
ズ

マ
リ

ー
）

調
査

検
討

中
○

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
0
0

1
2
2

1
6
1
0
0

0
4
8

香
辛

料
抽

出
物

［
全

般
］

調
査

検
討

中
○
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T
a
b
le
２
　
公
定
書
未
収
載
品
目
の
安
全
性
資
料
ま
と
め
表
　
　

9
0
日
反
復

遺
伝
毒
性

他
の
安
全
性
資
料

9
0
日
反
復

遺
伝
毒
性

他
の
安
全
性
試
験

9
0
日
反
復

評
価

遺
伝
毒
性

評
価

他
の
安
全
性

評
価

0
1
甘
味
料

1
7
0
0

1
7
0

0
0
1
0
1

0
7
1

ス
テ

ビ
ア

末
〇

ス
テ

ビ
ア

抽
出

物
に

類
似

〇
ラ

ッ
ト
2
年

△
小
核
試
験
擬
陽
性

〇
他
の
試
験
　
陰
性

〇
安

全
性

に
懸

念
な

し
〇

J
E
C

F
A
（
ス

テ
ビ

オ
ー

ル
配

糖
体

）

0
1
甘
味
料

2
7
0
0

2
7
0

0
0
2
0
1

1
1
8

ブ
ラ

ジ
ル

カ
ン

ゾ
ウ

抽
出

物
○

カ
ン

ゾ
ウ

抽
出

物
に

類
似

0
1
甘
味
料

A
0
5
0

飲
食

-
カ

ン
ゾ

ウ
末

一
般

飲
食

物
添

加
物

0
2
着
色
料

2
4
0
0

0
2
4

0
0
3
0
1

0
0
6

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

〇
J
E
C

F
A
　

E
U

〇
J
E
C

F
A

〇
食

品
安

全
委

員
会

0
2
着
色
料

0
4
7
0

0
4
7

0
0
4
0
1

0
1
8

オ
レ

ン
ジ

色
素

○
1
1
ラ

ッ
ト
１

３
週

○
1
1
小

核
試

験

0
2
着
色
料

0
5
1
0

0
5
1

0
0
5
0
1

0
2
0

カ
キ

色
素

○
1
5
ラ

ッ
ト
9
0
日

○
1
5
小

核
試

験

0
2
着
色
料

0
8
7
0

0
8
7

0
0
6
0
1

0
2
9

魚
鱗

箔
○

1
6
ラ

ッ
ト
9
0
日

○
1
6
小

核
試

験

0
2
着
色
料
・
製
造
用
剤

0
8
9
0

0
8
9

0
0
7
0
1

0
3
0

金
○

J
E
C

F
A
　

E
U

〇
J
E
C

F
A
　

E
U

0
2
着
色
料
・
製
造
用
剤

0
9
0
0

0
9
0

0
0
8
0
1

0
3
1

銀
○

E
U

〇
E
U

0
2
着
色
料

1
1
4
0

1
1
4

0
0
9
0
1

0
4
2

ク
ー

ロ
ー

色
素

○
1
5
ラ

ッ
ト
9
0
日

○
1
5
小

核
試

験

0
2
着
色
料

1
1
6
0

1
1
6

0
1
0
0
1

0
4
4

ク
ロ

ロ
フ

ィ
リ

ン
○

ク
ロ

ロ
フ

ィ
ル

に
類

似

0
2
着
色
料

1
3
5
0

1
3
5

0
1
1
0
1

0
5
2

骨
炭

色
素

○
植

物
炭

末
色

素
に

類
似

0
2
着
色
料

1
4
9
0

1
4
9

0
1
2
0
1

0
6
2

シ
ア

ナ
ッ

ト
色

素
○

1
8
ラ

ッ
ト
1
3
週

○
1
8
小

核
試

験

0
2
着
色
料

1
5
9
0

1
5
9

0
1
3
0
1

0
6
6

シ
タ

ン
色

素
  
 

〇
ラ

ッ
ト

○
染

色
体

0
2
着
色
料

1
6
5
0

1
6
5

0
1
4
0
1

0
6
9

植
物

炭
末

色
素

○
E
U

0
2
着
色
料

2
5
8
0

2
5
8

0
1
5
0
1

1
1
3

フ
ァ

フ
ィ

ア
色

素
○

1
1
ラ

ッ
ト
１

３
週

○
1
1
小

核
試

験

0
2
着
色
料

2
8
2
0

2
8
2

0
1
6
0
1

1
2
2

ペ
カ

ン
ナ

ッ
ツ

色
素

○
1
1
ラ

ッ
ト
１

３
週

○
1
1
小

核
試

験

0
2
着
色
料

3
2
4
0

3
2
4

0
1
7
0
1

1
3
3

ム
ラ

サ
キ

ヤ
マ

イ
モ

色
素

○
Ｅ

Ｕ

0
2
着
色
料

3
6
2
0

3
6
2

0
1
8
0
1

1
4
9

ロ
グ

ウ
ッ

ド
色

素
○

1
6
ラ

ッ
ト
9
0
日

○
1
6
小

核
試

験

0
2
着
色
料

A
0
1
0

飲
食

-
ア

カ
ゴ

メ
色

素
一

般
飲

食
物

添
加

物

0
2
着
色
料

A
0
2
0

飲
食

-
ア

カ
ダ

イ
コ

ン
色

素
一

般
飲

食
物

添
加

物

0
2
着
色
料

A
0
3
0

飲
食

-
イ

カ
ス

ミ
色

素
一

般
飲

食
物

添
加

物

0
2
着
色
料

A
0
4
0

飲
食

-
エ

ル
ダ

ー
ベ

リ
ー

色
素

一
般

飲
食

物
添

加
物

0
2
着
色
料

A
0
6
0

飲
食

-
ク

ラ
ン

ベ
リ

ー
色

素
一

般
飲

食
物

添
加

物

0
2
着
色
料

A
0
7
0

飲
食

-
サ

フ
ラ

ン
色

素
一

般
飲

食
物

添
加

物

0
2
着
色
料

A
0
8
0

飲
食

-
シ

ソ
色

素
一

般
飲

食
物

添
加

物

0
2
着
色
料

A
0
9
0

飲
食

-
ス

ト
ロ

ベ
リ

ー
色

素
一

般
飲

食
物

添
加

物

0
2
着
色
料

A
1
0
0

飲
食

-
チ

コ
リ

色
素

一
般

飲
食

物
添

加
物

0
2
着
色
料

A
1
1
0

飲
食

-
ノ

リ
色

素
一

般
飲

食
物

添
加

物

0
2
着
色
料

A
1
4
0

飲
食

-
ハ

イ
ビ

ス
カ

ス
色

素
一

般
飲

食
物

添
加

物

0
2
着
色
料

A
1
5
0

飲
食

-
ブ

ド
ウ

果
汁

色
素

一
般

飲
食

物
添

加
物

0
2
着
色
料

A
1
6
0

飲
食

-
ブ

ラ
ッ

ク
ベ

リ
ー

色
素

一
般

飲
食

物
添

加
物

0
2
着
色
料

A
1
7
0

飲
食

-
ブ

ル
ー

ベ
リ

ー
色

素
一

般
飲

食
物

添
加

物

0
2
着
色
料

A
1
8
0

飲
食

-
ボ
イ
セ
ン
ベ
リ
ー
色
素

一
般
飲
食
物
添
加
物

0
2
着
色
料

A
1
9
0

飲
食

-
ホ
ワ
ー
ト
ル
ベ
リ
ー
色
素

一
般
飲
食
物
添
加
物

0
2
着
色
料

A
2
0
0

飲
食

-
ラ

ズ
ベ

リ
ー

色
素

一
般

飲
食

物
添

加
物

0
2
着
色
料

A
2
1
0

飲
食

-
レ

ッ
ド

カ
ー

ラ
ン

ト
色

素
一

般
飲

食
物

添
加

物

0
2
着
色
料

A
1
4
1

飲
食

-
パ

ー
プ

ル
キ

ャ
ロ

ッ
ト
色

素
一

般
飲

食
物

添
加

物

0
2
着
色
料

A
0
1
1

飲
食

-
ア

カ
ジ

ャ
ガ

イ
モ

色
素

一
般

飲
食

物
添

加
物

0
3
保
存
料

0
7
4
0

0
7
4

0
1
9
0
1

0
2
3

カ
ワ

ラ
ヨ

モ
ギ

抽
出

物
○

2
5
ラ

ッ
ト
9
0
日

○
2
5
(2

8
日

)

0
3
製
造
用
剤
/
日
持

1
1
3
0

1
1
3

0
2
0
0
1

0
4
1

グ
レ

ー
プ

フ
ル

ー
ツ

種
子

抽
出

物

0
3
製
造
用
剤
/
日
持

1
6
2
0

1
6
2

0
2
1
0
1

0
6
8

シ
ョ
ウ

ガ
抽

出
物

○
米

国

0
3
製
造
用
剤
/
日
持

1
7
5
0

1
7
5

0
2
2
0
1

0
7
5

セ
イ

ヨ
ウ

ワ
サ

ビ
抽

出
物

△
2
3
ラ

ッ
ト
9
0
日

○
2
3
小

核
試

験
○

2
3
(慢

性
毒

性
・
発

が

ん
性

併
合

試
験

)

0
3
製
造
用
剤
/
日
持

2
1
6
0

2
1
6

0
2
3
0
1

0
9
7

ト
ウ

ガ
ラ

シ
水

性
抽

出
物

○
米

国

0
3
製
造
用
剤
/
日
持
ち

2
6
8
0

2
6
8

0
2
4
0
1

1
1
7

ブ
ド

ウ
果

皮
抽

出
物

○
2
5
ラ

ッ
ト
9
0
日

○
2
5
小

核
試

験

0
3
製
造
用
剤
/
日
持

3
2
9
0

3
2
9

0
2
5
0
1

1
3
6

モ
ウ

ソ
ウ

チ
ク

乾
留

物
○

く
ん

液
に

類
似

0
3
製
造
用
剤
/
日
持

3
3
0
0

3
3
0

0
2
6
0
1

1
3
7

モ
ウ

ソ
ウ

チ
ク

抽
出

物
○

1
1
ラ

ッ
ト
１

３
週

○
1
1
小

核
試

験

0
4
増
粘
安
定
剤

0
0
1
1

0
0
1

0
2
7
0
1

0
0
1

ア
ウ

レ
オ

バ
シ

ジ
ウ

ム
培

養
液

（
液

体
品

）
○

1
5
ラ

ッ
ト
9
0
日

○
1
5
小

核
試

験

部 会
分
類

整 理 番 号

既 添 番 号

品 目 番 号

数 番 号

平
成
8
年
度
厚
労
科
研
報
告

他
の
厚
労
科
研
報
告

平
成
3
0
年
度
厚
労
科
研
報
告

他
の
安
全
性
資
料
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9
0
日
反
復

遺
伝
毒
性

他
の
安
全
性
資
料

9
0
日
反
復

遺
伝
毒
性

他
の
安
全
性
試
験

9
0
日
反
復

評
価

遺
伝
毒
性

評
価

他
の
安
全
性

評
価

部 会
分
類

整 理 番 号

既 添 番 号

品 目 番 号

数 番 号

平
成
8
年
度
厚
労
科
研
報
告

他
の
厚
労
科
研
報
告

平
成
3
0
年
度
厚
労
科
研
報
告

他
の
安
全
性
資
料

0
4
増
粘
安
定
剤

0
0
1
2

0
0
1

0
2
7
0
2

0
0
1

ア
ウ

レ
オ

バ
シ

ジ
ウ

ム
培

養
液

（
粉

末
品

）
○

1
5
ラ

ッ
ト
9
0
日

○
1
5
小

核
試

験

0
4
増
粘
安
定
剤

0
0
4
0

0
0
4

0
2
8
0
1

0
0
2

ア
グ

ロ
バ

ク
テ

リ
ウ

ム
ス

ク
シ

ノ
グ

リ
カ

ン
○

1
6
ラ

ッ
ト
9
0
日

○
1
6
小

核
試

験

0
4
増
粘
安
定
剤

0
1
3
0

0
1
3

0
2
9
0
1

0
0
4

ア
マ

シ
ー

ド
ガ

ム
○

1
6
ラ

ッ
ト
9
0
日

○
1
6
小

核
試

験

0
4
増
粘
安
定
剤

0
1
9
0

0
1
9

0
3
0
0
1

0
0
5

ア
ラ

ビ
ノ

ガ
ラ

ク
タ

ン
○

単
糖

で
あ

る
ア

ラ
ビ

ノ
ー

ス
、

ガ
ラ

ク
ト
ー

ス
よ

り
な

る

0
4
増
粘
安
定
剤
/
ガ
ム
ベ
ー
ス

0
4
0
0

0
4
0

0
3
1
0
1

0
1
2

エ
レ

ミ
樹

脂
○

1
9
ラ

ッ
ト
1
3
週

○
1
9
小

核
試

験

0
4
増
粘
安
定
剤

0
5
3
0

0
5
3

0
3
2
0
1

0
2
2

カ
シ

ア
ガ

ム
〇

J
E
C

F
A

〇
ビ

ー
グ

ル
9
0
日

〇
小

核
試

験
　

他
〇

ラ
ッ

ト
2
8
日

〇
安

全
性

に
懸

念
な

し
〇

J
E
C

F
A
（
暫

定
A
D
I)

0
4
増
粘
安
定
剤

0
6
1
3

0
6
1

0
0
0
0
1

-
カ

ラ
ギ

ナ
ン

（
ユ

ー
ケ

マ
藻

末
）

〇
J
E
C

F
A
（
カ

ラ
ギ

ナ
ン

）
〇

ラ
ッ

ト
9
0
日

〇
ラ

ッ
ト
2
6
週

〇
ラ

ッ
ト
2
8
日

〇
安

全
性

に
懸

念
な

し
〇

J
E
C

F
A
（
類

似
品

）

0
4
増
粘
安
定
剤

0
8
2
0

0
8
2

0
3
3
0
1

0
2
5

キ
チ

ン
○

1
1
ラ

ッ
ト
１

３
週

○
1
1
小

核
試

験

0
4
増
粘
安
定
剤
・
製
造
用
剤

0
8
4
0

0
8
4

0
3
4
0
1

0
2
6

キ
ト
サ

ン
○

特
定

保
健

用
食

品
と

し
て

許
可

〇
F
S
A
N
Z

〇
米

国

0
4
増
粘
安
定
剤

0
9
2
0

0
9
2

0
3
5
0
1

0
3
3

グ
ァ

ー
ガ

ム
酵

素
分

解
物

〇
ラ

ッ
ト
１

３
週

○
復

帰
○

特
定

保
健

用
食

品
と

し
て

許
可

特
定

保
健

用
食

品
原

料

0
4
増
粘
安
定
剤

1
0
4
0

1
0
4

0
3
6
0
1

0
4
0

グ
ル

コ
サ

ミ
ン

○
単

糖
〇

ラ
ッ

ト
5
2
週

ラ
ッ

ト
9
0
日

〇
小

核
試

験
　

他
〇

安
全

性
に

懸
念

な
し

〇
E
F
S
A
（
発

酵
グ

ル
コ

サ
ミ

ン
）

0
4
増
粘
安
定
剤
・
製
造
用
剤

1
4
5
0

1
4
5

0
3
7
0
1

0
6
0

サ
バ

ク
ヨ

モ
ギ

シ
ー

ド
ガ

ム
○

1
5
ラ

ッ
ト
9
0
日

○
1
5
小

核
試

験

0
4
増
粘
安
定
剤

2
2
9
0

2
2
9

0
3
8
0
1

0
9
9

ト
ロ

ロ
ア

オ
イ

○
1
9
ラ

ッ
ト
9
0
日

○
1
9
小

核
試

験

0
4
増
粘
安
定
剤

2
5
7
0

2
5
7

0
3
9
0
1

1
1
2

フ
ァ

ー
セ

レ
ラ

ン
○

J
E
C

F
A
  
米

国
　

Ｅ
Ｕ

0
4
増
粘
安
定
剤

3
3
6
0

3
3
6

0
4
0
0
1

1
4
3

モ
モ

樹
脂

○
2
1
ラ

ッ
ト
9
0
日

○
2
1
小

核
試

験

0
4
増
粘
安
定
剤

3
5
9
0

3
5
9

0
4
1
0
1

1
4
8

レ
バ

ン
○

1
1
ラ

ッ
ト
１

３
週

○
1
1
小

核
試

験

0
5
酸
化
防
止
剤

0
5
8
0

0
9
1

0
4
2
0
1

0
2
4

カ
テ

キ
ン

△
2
0
ラ

ッ
ト
9
0
日

○
2
0
小

核
試

験
○

2
0
ラ

ッ
ト
1
年

間
反

復

投
与

・
発

が
ん

性

0
5
酸
化
防
止
剤
/
日
持

0
7
6
0

0
7
6

0
4
3
0
1

0
3
2

カ
ン

ゾ
ウ

油
性

抽
出

物
○

1
1
ラ

ッ
ト
１

３
週

○
1
1
小

核
試

験

0
5
酸
化
防
止
剤

0
9
3
0

0
9
3

0
4
4
0
1

0
3
4

グ
ア

ヤ
ク

脂
○

J
E
C

F
A

〇
J
E
C

F
A

0
5
酸
化
防
止
剤

0
9
5
0

0
9
5

0
4
5
0
1

0
3
6

ク
エ

ル
セ

チ
ン

○
6
4
週

　
4
1
0
日

　
発

が
ん

○
繁

殖
　

催
奇

形
性

0
5
酸
化
防
止
剤
/
日
持

1
1
5
0

1
1
5

0
4
6
0
1

0
4
3

ク
ロ

ー
ブ

抽
出

物
○

米
国

0
5
酸
化
防
止
剤

1
2
9
0

1
2
9

0
4
7
0
1

0
5
1

酵
素

分
解

リ
ン

ゴ
抽

出
物

○
リ

ン
ゴ

の
果

実
を

酵
素

分

解
し

た
も

の

0
5
酸
化
防
止
剤

1
3
6
0

1
3
6

0
4
8
0
1

0
5
3

ゴ
マ

油
不

け
ん

化
物

　
○

2
1
ラ

ッ
ト
9
0
日

○
2
1
小

核
試

験

0
5
酸
化
防
止
剤

1
4
1
0

1
4
1

0
4
9
0
1

0
5
7

コ
メ

ヌ
カ

酵
素

分
解

物
○

1
8
ラ

ッ
ト
1
3
週

○
1
8
小

核
試

験

0
5
酸
化
防
止
剤

1
7
4
0

1
7
4

0
5
0
0
1

0
7
4

精
油

除
去

ウ
イ

キ
ョ
ウ

抽
出

物
○

1
5
ラ

ッ
ト
9
0
日

○
1
5
小

核
試

験

0
5
酸
化
防
止
剤

1
7
8
0

1
7
8

0
6
0
0
1

0
7
8

セ
ー

ジ
抽

出
物

○
米

国

0
5
酸
化
防
止
剤

1
9
6
0

1
9
6

0
6
1
0
1

0
8
6

単
糖

・
ア

ミ
ノ

酸
複

合
物

○
単

糖
及

び
ア

ミ
ノ

酸
の

複

合
体

0
5
酸
化
防
止
剤

2
0
2
0

2
0
2

0
6
2
0
1

0
9
0

チ
ャ

抽
出

物
○

米
国

0
5
酸
化
防
止
剤

2
3
2
0

2
3
2

0
6
3
0
1

1
0
1

生
コ

ー
ヒ

ー
豆

抽
出

物
○

米
国

0
5
酸
化
防
止
剤

2
5
5
0

2
5
5

0
6
4
0
1

1
1
0

ヒ
マ

ワ
リ

種
子

抽
出

物
○

8
(復

帰
変

異
 )

○
8
2
週

0
5
酸
化
防
止
剤

2
7
6
0

2
7
6

0
6
5
0
1

1
2
0

プ
ロ

ポ
リ

ス
抽

出
物

△
2
3
(2

6
週

及
び

5
2

週
)

○
2
5
小

核
試

験
○

2
3
発

が
ん

性

0
5
酸
化
防
止
剤

2
8
7
0

2
8
7

0
6
6
0
1

1
2
3

ヘ
ゴ

・
イ

チ
ョ
ウ

抽
出

物

0
5
酸
化
防
止
剤

3
0
6
0

3
0
6

0
6
7
0
1

1
2
7

没
食

子
酸

△
2
0
ラ

ッ
ト
9
0
日

○
2
0
小

核
試

験
○

2
0
ラ

ッ
ト
1
年

間
反

復

投
与

・
発

が
ん

性

0
5
酸
化
防
止
剤

3
2
8
0

3
2
8

0
6
8
0
1

1
3
5

メ
ラ

ロ
イ

カ
精

油
○

精
油

0
5
酸
化
防
止
剤

3
5
5
2

3
5
5

0
0
0
2
1

-
ル

チ
ン

（
抽

出
物

）
（
ア

ズ
キ

全
草

抽
出

物
）

○
小

核
試

験
 

○
5
4
0
日

　
8
5
0
日

○
発

が
ん

性

0
5
酸
化
防
止
剤

3
5
5
3

3
5
5

0
0
0
2
2

-
ル

チ
ン

（
抽

出
物

）
（
ソ

バ
全

草
抽

出
物

）
○

小
核

試
験

 
○

5
4
0
日

　
8
5
0
日

○
発

が
ん

性

0
5
酸
化
防
止
剤

3
6
5
0

3
6
5

0
6
9
0
1

1
5
2

ロ
ー

ズ
マ

リ
ー

抽
出

物
○

米
国

0
6
ｶ
ﾞﾑ
・
光
沢

0
3
6
0

0
3
6

0
7
0
0
1

0
1
1

ウ
ル

シ
ロ

ウ
○

1
8
ラ

ッ
ト
1
3
週

○
1
8
小

核
試

験

24



9
0
日
反
復

遺
伝
毒
性

他
の
安
全
性
資
料

9
0
日
反
復

遺
伝
毒
性

他
の
安
全
性
試
験

9
0
日
反
復

評
価

遺
伝
毒
性

評
価

他
の
安
全
性

評
価

部 会
分
類

整 理 番 号

既 添 番 号

品 目 番 号

数 番 号

平
成
8
年
度
厚
労
科
研
報
告

他
の
厚
労
科
研
報
告

平
成
3
0
年
度
厚
労
科
研
報
告

他
の
安
全
性
資
料

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

0
4
2
0

0
4
2

0
7
1
0
1

0
1
4

オ
ゾ

ケ
ラ

イ
ト

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

0
9
4
0

0
9
4

0
7
2
0
1

0
3
5

グ
ア

ヤ
ク

樹
脂

○
J
E
C

F
A

〇
J
E
C

F
A

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

0
9
9
0

0
9
9

0
7
3
0
1

0
3
7

グ
ッ

タ
ハ

ン
カ

ン
○

米
国

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

1
0
0
0

1
0
0

0
7
4
0
1

0
3
8

グ
ッ

タ
ペ

ル
カ

○
グ

ッ
タ

ハ
ン

カ
ン

に
類

似

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

1
3
8
0

1
3
8

0
7
5
0
1

0
5
5

ゴ
ム

○
米

国

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

1
3
9
0

1
3
9

0
7
6
0
1

0
5
6

ゴ
ム

分
解

樹
脂

○
米

国

0
6
ｶ
ﾞﾑ
・
光
沢

1
4
2
0

1
4
2

0
7
7
0
1

0
5
8

コ
メ

ヌ
カ

ロ
ウ

○
米

国

0
6
ｶ
ﾞﾑ
・
光
沢

1
4
4
0

1
4
4

0
7
8
0
1

0
5
9

サ
ト
ウ

キ
ビ

ロ
ウ

○
ミ

ツ
ロ

ウ
に

類
似

0
6
ｶ
ﾞﾑ
・
光
沢

1
5
2
0

1
5
2

0
7
9
0
1

0
6
3

シ
ェ

ラ
ッ

ク
ロ

ウ
○

米
国

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

1
5
4
0

1
5
4

0
8
0
0
1

0
6
4

ジ
ェ

ル
ト
ン

○
米

国

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

1
8
5
0

1
8
5

0
8
1
0
1

0
8
2

ソ
ル

バ
○

米
国

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

1
8
6
0

1
8
6

0
8
2
0
1

0
8
3

ソ
ル

ビ
ン

ハ
○

米
国

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

1
9
9
0

1
9
9

0
8
3
0
1

0
8
7

チ
ク

ル
○

米
国

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

2
0
3
0

2
0
3

0
8
4
0
1

0
9
1

チ
ル

テ
○

米
国

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

2
0
5
0

2
0
5

0
8
5
0
1

0
9
2

ツ
ヌ

ー
○

米
国

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

2
0
8
0

2
0
8

0
8
6
0
1

0
9
3

低
分

子
ゴ

ム
○

米
国

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

2
3
5
0

2
3
5

0
8
7
0
1

1
0
2

ニ
ガ

ー
グ

ッ
タ

○
米

国

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

1
2
0
8

2
8
1

1
5
1
0
1

1
2
1

粉
末

モ
ミ

ガ
ラ

〇
微

結
晶

セ
ル

ロ
ー

ス
　

粉

末
セ

ル
ロ

ー
ス

に
類

似

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

2
9
5
0

2
9
5

0
8
8
0
1

1
2
4

ベ
ネ

ズ
エ

ラ
チ

ク
ル

○
米

国

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

3
0
7
0

3
0
7

0
8
9
0
1

1
2
8

ホ
ホ

バ
ロ

ウ
○

1
8
ラ

ッ
ト
1
3
週

○
1
8
小

核
試

験

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

3
1
2
0

3
1
2

0
9
0
0
1

1
2
9

マ
ス

チ
ッ

ク
○

1
5
ラ

ッ
ト
9
0
日

○
2
5
ラ

ッ
ト
9
0
日

○
2
5
小

核
試

験
○

2
5
(慢

性
毒

性
・
発

が

ん
性

併
合

試
験

)

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

3
1
3
0

3
1
3

0
9
1
0
1

1
3
0

マ
ッ

サ
ラ

ン
ド

バ
チ

ョ
コ

レ
ー

ト
○

米
国

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

3
1
4
0

3
1
4

0
9
2
0
1

1
3
1

マ
ッ

サ
ラ

ン
ド

バ
バ

ラ
タ

○
米

国

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

3
2
1
0

3
2
1

0
9
3
0
1

1
3
2

ミ
ル

ラ

0
6
ｶ
ﾞﾑ
・
光
沢

3
3
3
0

3
3
3

0
9
4
0
1

1
4
0

モ
ク

ロ
ウ

○
米

国

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

3
5
8
0

3
5
8

0
9
5
0
1

1
4
7

レ
ッ

チ
ュ

デ
バ

カ
○

米
国

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

3
6
3
0

3
6
3

0
9
6
0
1

1
5
0

ロ
シ

デ
ィ

ン
ハ

○
米

国

0
6
ｶ
ﾞﾑ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ

3
6
4
0

3
6
4

0
9
7
0
1

1
5
1

ロ
シ

ン
○

1
5
ラ

ッ
ト
9
0
日

○
1
5
小

核
試

験

0
7
酵
素

0
2
8
0

0
2
8

0
9
8
0
1

0
0
8

イ
ソ

マ
ル

ト
デ

キ
ス

ト
ラ

ナ
ー

ゼ
○

酵
素

0
8
酸
味
料

0
2
9
0

0
2
9

0
9
9
0
1

0
0
9

イ
タ

コ
ン

酸
○

1
1
ラ

ッ
ト
9
0
日

○
1
1
小

核
試

験

0
9
苦
味
料

0
2
7
0

0
2
7

1
0
0
0
1

0
0
7

イ
ソ

ア
ル

フ
ァ

ー
苦

味
酸

○
米

国
〇

米
国

0
9
調
味
料

0
4
1
0

0
4
1

1
0
1
0
1

0
1
3

塩
水

湖
水

低
塩

化
ナ

ト
リ

ウ
ム

液
○

ア
ル

カ
リ

金
属

等

0
9
苦
味
料

0
8
5
0

0
8
5

1
0
2
0
1

0
2
7

キ
ナ

抽
出

物
○

医
薬

品
で

あ
る

キ
ニ

ー
ネ

等
よ

り
な

る

0
9
苦
味
料

0
8
6
0

0
8
6

1
0
3
0
1

0
2
8

キ
ハ

ダ
抽

出
物

○
医

薬
品

で
あ

る
ベ

ル
ベ

リ

ン
等

よ
り

な
る

0
9
苦
味
料

1
2
0
0

1
2
0

1
0
4
0
1

0
4
6

ゲ
ン

チ
ア

ナ
抽

出
物

○
ゲ

ン
チ

ア
ナ

と
し

て
日

局

収
載

)

0
9
苦
味
料

1
2
4
0

1
2
4

1
0
5
0
1

0
4
9

酵
素

処
理

ナ
リ

ン
ジ

ン
○

ナ
リ

ン
ジ

ン
に

類
似

0
9
苦
味
料

1
6
1
0

1
6
1

1
0
6
0
1

0
6
7

ジ
ャ

マ
イ

カ
カ

ッ
シ

ア
抽

出
物

○
2
0
ラ

ッ
ト
9
0
日

○
2
0
小

核
試

験

△
2
0
(中

期
肝

発
が

ん

性
)

○
2
0
(1

年
間

反
復

投
与

)

0
9
調
味
料

1
8
2
0

1
8
2

1
0
7
0
1

0
8
0

粗
製

海
水

塩
化

カ
リ

ウ
ム

○
塩

化
カ

リ
ウ

ム
を

主
成

分

と
す

る

0
9
苦
味
料

2
0
9
0

2
0
9

1
0
8
0
1

0
9
4

テ
オ

ブ
ロ

ミ
ン

○
カ

フ
ェ

イ
ン

に
類

似
〇

ラ
ッ

ト
・
マ

ウ
ス

・
ハ

ム
ス

タ
ー

2
8
日

カ
フ

ェ
イ

ン
か

ら
み

て

問
題

な
し

〇
安

全
性

に
懸

念
な

し
〇

E
F
S
A
（
カ

フ
ェ

イ
ン

よ
り

評
価

）

0
9
苦
味
料

2
3
6
0

2
3
6

1
0
9
0
1

1
0
3

ニ
ガ

ヨ
モ

ギ
抽

出
物

○
1
5
ラ

ッ
1
3
週

○
1
5
小

核
試

験

0
9
苦
味
料

3
5
7
0

3
5
7

1
1
0
0
1

1
4
6

レ
イ

シ
抽

出
物

○
1
8
ラ

ッ
ト
1
3
週

○
1
8
小

核
試

験

25



9
0
日
反
復

遺
伝
毒
性

他
の
安
全
性
資
料

9
0
日
反
復

遺
伝
毒
性

他
の
安
全
性
試
験

9
0
日
反
復

評
価

遺
伝
毒
性

評
価

他
の
安
全
性

評
価

部 会
分
類

整 理 番 号

既 添 番 号

品 目 番 号

数 番 号

平
成
8
年
度
厚
労
科
研
報
告

他
の
厚
労
科
研
報
告

平
成
3
0
年
度
厚
労
科
研
報
告

他
の
安
全
性
資
料

1
0
乳
化
剤

1
2
7
0

1
2
7

1
1
1
0
1

0
5
0

酵
素

処
理

レ
シ

チ
ン

○
レ

シ
チ

ン
ン

に
類

似

1
0
乳
化
剤

1
7
2
0

1
7
2

1
1
2
0
1

0
7
2

ス
フ

ィ
ン

ゴ
脂

質
○

1
6
ラ

ッ
ト
9
0
日

○
1
6
小

核
試

験

1
0
乳
化
剤

1
8
7
0

1
8
7

1
1
3
0
1

0
8
4

ダ
イ

ズ
サ

ポ
ニ

ン
○

2
0
ラ

ッ
ト
9
0
日

○
2
0
小

核
試

験

1
0
乳
化
剤

1
9
5
0

1
9
5

1
1
4
0
1

0
8
5

胆
汁

末
○

J
E
C

F
A
  
米

国

1
3
製
造
用
剤

0
0
9
0

0
0
9

1
1
5
0
1

0
0
3

ア
ス

ペ
ル

ギ
ル

ス
テ

レ
ウ

ス
糖

た
ん

白
質

○
ラ

ッ
ト
9
0
日

○
(復

帰
 染

色
体

)

1
3
製
造
用
剤

0
3
0
0

0
3
0

1
1
6
0
1

0
1
0

イ
ナ

ワ
ラ

灰
抽

出
物

○
ア

ル
カ

リ
金

属
、

ア
ル

カ
リ

土
類

金
属

よ
り

な
る

1
3
製
造
用
剤

0
4
3
0

0
4
3

1
1
7
0
1

0
1
5

オ
ゾ

ン
○

米
国

〇
米

国

1
3
製
造
用
剤

0
4
3
1

0
4
3

1
1
7
0
2

0
1
5

オ
ゾ

ン
水

1
3
製
造
用
剤

0
4
4
0

0
4
4

1
1
8
0
1

0
1
6

オ
リ

ゴ
ガ

ラ
ク

チ
ュ

ロ
ン

酸
○

オ
リ

ゴ
糖

1
3
製
造
用
剤

0
4
6
0

0
4
6

1
1
9
0
1

0
1
7

オ
レ

ガ
ノ

抽
出

物
○

米
国

〇
米

国

1
3
製
造
用
剤

0
4
8
0

0
4
8

1
2
0
0
1

0
1
9

海
藻

灰
抽

出
物

○
ア

ル
カ

リ
金

属
、

ア
ル

カ
リ

土
類

金
属

よ
り

な
る

1
3
製
造
用
剤

0
5
2
0

0
5
2

1
2
1
0
1

0
2
1

花
こ

う
斑

岩
○

鉱
物

1
3
製
造
用
剤

1
0
1
0

1
0
1

1
2
2
0
1

0
3
9

ク
リ

ス
ト
バ

ル
石

○
鉱

物
〇

安
全

性
に

懸
念

な
し

〇
J
E
C

F
A
（
類

似
品

）

1
3
製
造
用
剤

1
1
8
0

1
1
8

1
2
3
0
1

0
4
5

く
ん

液
○

J
E
C

F
A
　

米
国

〇
J
E
C

F
A

1
3
製
造
用
剤

1
2
0
7

1
2
0

1
2
4
0
1

0
4
7

高
級

脂
肪

酸
（
ス

テ
ア

リ
ン

酸
）

○
米

国

1
3
製
造
用
剤

1
2
0
B

1
2
0

1
2
4
0
2

0
4
7

高
級

脂
肪

酸
（
ベ

ヘ
ニ

ン
酸

）
○

米
国

1
3
製
造
用
剤

1
2
0
A

1
2
0

1
2
4
0
3

0
4
7

高
級

脂
肪

酸
（
パ

ル
ミ

チ
ン

酸
）

○
米

国

1
3
製
造
用
剤

1
2
0
D

1
2
0

1
2
4
0
4

0
4
7
高
級
脂
肪
酸
（
ラ
ウ
リ
ン
酸
）

○
米

国

1
3
製
造
用
剤

1
2
0
3

1
2
0

1
2
4
0
5

0
4
7

高
級

脂
肪

酸
（
カ

プ
リ

ル
酸

）
○

米
国

1
3
製
造
用
剤

1
2
0
4

1
2
0

1
2
4
0
6

0
4
7

高
級

脂
肪

酸
（
カ

プ
リ

ン
酸

）
○

米
国

1
3
製
造
用
剤

1
2
0
C

1
2
0

1
2
4
0
7

0
4
7

高
級

脂
肪

酸
（
ミ

リ
ス

チ
ン

酸
）

○
米

国

1
3
製
造
用
剤

1
2
0
2

1
2
0

1
2
4
0
8

0
4
7

高
級

脂
肪

酸
（
オ

レ
イ

ン
酸

）
○

米
国

1
3
製
造
用
剤

1
2
0
1

1
2
0

1
2
4
0
9

0
4
7

高
級

脂
肪

酸
（
エ

ル
カ

酸
）

○
米

国

1
3
製
造
用
剤

1
2
0
6

1
2
0

1
2
4
1
0

0
4
7

高
級

脂
肪

酸
（
牛

脂
脂

肪
酸

）
○

米
国

1
3
製
造
用
剤

1
2
0
9

1
2
0

1
2
4
1
1

0
4
7

高
級

脂
肪

酸
（
パ

ー
ム

核
脂

肪
酸

）
○

米
国

1
3
製
造
用
剤

1
2
0
5

1
2
0

1
2
4
1
2

0
4
7

高
級

脂
肪

酸
（
牛

脂
硬

化
脂

肪
酸

）
○

米
国

1
3
製
造
用
剤

1
2
0
8

1
2
0

1
2
4
1
3

0
4
7

高
級

脂
肪

酸
（
ナ

タ
ネ

硬
化

脂
肪

酸
）

○
米

国

1
3
製
造
用
剤

1
2
0
8

1
2
0

1
3
製
造
用
剤

1
2
0
8

1
2
0

1
3
製
造
用
剤

1
3
7
0

1
3
7

1
2
5
0
1

0
5
4

ゴ
マ

柄
灰

抽
出

物
○

ア
ル

カ
リ

金
属

、
ア

ル
カ

リ

土
類

金
属

よ
り

な
る

1
3
製
造
用
剤

1
4
8
0

1
4
8

1
2
6
0
1

0
6
1

酸
素

○
医

薬
品

と
し

て
日

局
収

載
○

日
局

1
3
製
造
用
剤

1
5
5
0

1
5
5

0
0
0
4
0

-
分

岐
β

-
 シ

ク
ロ

デ
キ

ス
ト
リ

ン
○

J
E
C

F
A

1
3
製
造
用
剤

1
5
8
0

1
5
8

1
2
7
0
1

0
6
5

シ
ソ

抽
出

物
○

1
5
ラ

ッ
ト
9
0
日

○
1
5
小

核
試

験

1
3
製
造
用
剤
/
強
化
剤

1
6
3
1

1
6
3

0
0
0
5
1

-
ウ

ニ
殻

焼
成

カ
ル

シ
ウ

ム
○

米
国

1
3
製
造
用
剤
/
強
化
剤

1
6
3
2

1
6
3

0
0
0
5
2

-
造

礁
サ

ン
ゴ

焼
成

カ
ル

シ
ウ

ム
○

米
国

1
3
製
造
用
剤
/
強
化
剤

1
6
3
3

1
6
3

0
0
0
5
3

-
乳

清
焼

成
カ

ル
シ

ウ
ム

○
米

国

1
3
製
造
用
剤

1
6
8
0

1
6
8

1
2
8
0
1

0
7
0

水
素

○
油

等
の

還
元

剤
〇

安
全

性
に

懸
念

な
し

〇
E
F
S
A
（
酸

素
除

去
剤

）

1
3
製
造
用
剤

1
6
8
5

1
6
8

1
2
8
0
2

0
7
0

水
素

水
　

　
食

品
衛

生
管

理
者

1
3
製
造
用
剤

1
7
3
0

1
7
3

1
2
9
0
1

0
7
3

生
石

灰
○

J
E
C

F
A
  
米

国
〇

J
E
C

F
A

1
3
製
造
用
剤

1
7
6
0

1
7
6

1
3
0
0
1

0
7
6

ゼ
イ

ン

1
3
製
造
用
剤

1
7
7
0

1
7
7

1
3
1
0
1

0
7
7

ゼ
オ

ラ
イ

ト
○

鉱
物

1
3
製
造
用
剤

1
7
9
0

1
7
9

1
3
2
0
1

0
7
9

セ
ピ

オ
ラ

イ
ト

○
鉱

物

1
3
製
造
用
剤

1
8
4
0

1
8
4

1
3
3
0
1

0
8
1

ソ
バ

柄
灰

抽
出

物
○

ア
ル

カ
リ

金
属

、
ア

ル
カ

リ

土
類

金
属

よ
り

な
る

1
3
製
造
用
剤

1
9
8
1

1
9
8

0
0
0
6
1

-
柿

タ
ン

ニ
ン

(J
E
C

F
A
  
米

国

1
3
製
造
用
剤

1
9
8
2

1
9
8

0
0
0
6
2

-
ミ

モ
ザ

タ
ン

ニ
ン

○
J
E
C

F
A
  
米

国

1
3
製
造
用
剤

2
0
0
0

2
0
0

1
3
4
0
1

0
8
8

窒
素

○
J
E
C

F
A
  
米

国
　

Ｅ
Ｕ

1
3
製
造
用
剤

2
0
2
0

2
0
2

1
3
5
0
1

0
8
9

チ
ャ

乾
留

物
○

8
(復

帰
変

異
 )

○
3
5
日

　
5
2
週

○
生

殖
発

生
試

験

1
3
製
造
用
剤
/
強
化
剤

2
1
2
0

2
1
2

1
3
6
0
1

0
9
5

鉄
○

米
国

1
3
製
造
用
剤

2
1
4
0

2
1
4

1
3
7
0
1

0
9
6

銅
○

金
属

〇
ラ

ッ
ト
９

０
日

（
硫

酸

銅
）

〇
類

似
品

は
陰

性
〇

？
過

剰
摂

取
対

策
が

必
要

〇
E
U
（
U
L
の

設
定

）
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9
0
日
反
復

遺
伝
毒
性

他
の
安
全
性
資
料

9
0
日
反
復

遺
伝
毒
性

他
の
安
全
性
試
験

9
0
日
反
復

評
価

遺
伝
毒
性

評
価

他
の
安
全
性

評
価

部 会
分
類

整 理 番 号

既 添 番 号

品 目 番 号

数 番 号

平
成
8
年
度
厚
労
科
研
報
告

他
の
厚
労
科
研
報
告

平
成
3
0
年
度
厚
労
科
研
報
告

他
の
安
全
性
資
料

1
3
製
造
用
剤

2
2
7
0

2
2
7

1
3
8
0
1

0
9
8

ト
レ

ハ
ロ

ー
ス

〇
J
E
C

F
A

〇
マ

ウ
ス

1
3
週

〇
ビ

ー
グ

ル
犬

１
４

日
〇

安
全

性
に

懸
念

な
し

〇
J
E
C

F
A

1
3
製
造
用
剤

2
3
1
0

2
3
1

1
3
9
0
1

1
0
0

ナ
フ

サ
○

米
国

1
3
製
造
用
剤

2
3
7
0

2
3
7

1
4
0
0
1

1
0
4

ニ
ッ

ケ
ル

○
米

国

1
3
製
造
用
剤

2
3
9
0

2
3
9

1
4
1
0
1

1
0
5

ば
い

煎
コ

メ
ヌ

カ
抽

出
物

○
2
0
ラ

ッ
ト
9
0
日

○
2
0
小

核
試

験

1
3
製
造
用
剤

2
4
0
0

2
4
0

1
4
2
0
1

1
0
6

ば
い

煎
ダ

イ
ズ

抽
出

物
△

2
1
ラ

ッ
ト
9
0
日

○
2
1
小

核
試

験
○

2
1
ラ

ッ
ト
1
年

間
反

復

投
与

・
発

が
ん

性

1
3
製
造
用
剤

2
4
2
0

2
4
2

1
4
3
0
1

1
0
7

白
金

○
金

属

1
3
製
造
用
剤

2
4
6
0

2
4
6

1
4
4
0
1

1
0
8

パ
ラ

ジ
ウ

ム
○

金
属

1
3
製
造
用
剤

2
4
9
0

2
4
9

1
4
5
0
1

1
0
9

ヒ
ア

ル
ロ

ン
酸

○
8
小

核
試

験
○

生
殖

発
生

試
験

1
3
製
造
用
剤

2
5
6
0

2
5
6

1
4
6
0
1

1
1
1

ひ
る

石
○

鉱
物

1
3
製
造
用
剤

2
6
2
0

2
6
2

1
4
7
0
1

1
1
4

フ
ィ

チ
ン

（
抽

出
物

）
○

米
国

　
Ｅ

Ｕ

1
3
強
化
剤

2
6
3
0

2
6
3

1
4
8
0
1

1
1
5

フ
ェ

リ
チ

ン
○

米
国

　
Ｅ

Ｕ

1
3
製
造
用
剤

2
6
6
0

2
6
6

1
4
9
0
1

1
1
6

ブ
タ

ン
○

米
国

　
Ｅ

Ｕ

1
3
製
造
用
剤

2
7
5
0

2
7
5

1
5
0
0
1

1
1
9

プ
ロ

パ
ン

○
米

国
　

Ｅ
Ｕ

1
3
製
造
用
剤

2
9
7
0

2
9
7

1
5
2
0
1

1
2
6

ヘ
プ

タ
ン

○
J
E
C

F
A

1
3
製
造
用
剤

3
0
2
0

3
0
2

1
5
3
0
1

-
ヘ

リ
ウ

ム
○

米
国

1
3
製
造
用
剤
/
強
化
剤

3
1
8
1

3
1
8

0
0
0
7
1

-
貝

殻
未

焼
成

カ
ル

シ
ウ

ム
○

J
E
C

F
A

1
3
製
造
用
剤
/
強
化
剤

3
1
8
2

3
1
8

0
0
0
7
2

-
骨

未
焼

成
カ

ル
シ

ウ
ム

○
J
E
C

F
A

1
3
製
造
用
剤
/
強
化
剤

3
1
8
3

3
1
8

0
0
0
7
3

-
真

珠
層

未
焼

成
カ

ル
シ

ウ
ム

○
J
E
C

F
A

1
3
製
造
用
剤
/
強
化
剤

3
1
8
4

3
1
8

0
0
0
7
4

1
3
4

卵
殻

未
焼

成
カ

ル
シ

ウ
ム

○
J
E
C

F
A

1
3
製
造
用
剤

3
2
7
0

3
2
7

1
5
4
0
1

1
3
8

メ
バ

ロ
ン

酸
○

1
6
ラ

ッ
ト
9
0
日

○
1
6
小

核
試

験

1
3
製
造
用
剤

3
3
1
0

3
3
1

1
5
5
0
1

1
3
9

木
材

チ
ッ

プ
○

吸
着

剤
と

し
て

使
用

後
除

去

1
3
製
造
用
剤

3
3
2
0

3
3
2

1
5
6
0
1

1
4
1

木
炭

○
吸

着
剤

と
し

て
使

用
後

除

去
〇

安
全

性
に

懸
念

な
し

〇
E
F
S
A
（
活

性
炭

）

〇
J
E
C

F
A
（
活

性
炭

）

1
3
製
造
用
剤

3
3
4
0

3
3
4

1
5
7
0
1

1
4
2

木
灰

○
8
(ア

ル
カ

リ
金

属
、

ア
ル

カ
リ

土
類

金
属

よ
り

な
る

)

1
3
製
造
用
剤

3
3
5
0

3
3
5

1
5
8
0
1

1
4
4

木
灰

抽
出

物
○

8
(ア

ル
カ

リ
金

属
、

ア
ル

カ
リ

土
類

金
属

よ
り

な
る

)

1
3
製
造
用
剤

3
5
3
0

3
5
3

1
5
9
0
1

1
4
5

リ
ン

タ
ー

セ
ル

ロ
ー

ス
○

微
結

晶
セ

ル
ロ

ー
ス

　
粉

末
セ

ル
ロ

ー
ス

に
類

似

1
3
製
造
用
剤

3
5
6
0

3
5
6

1
6
0
0
1

1
2
1

ル
テ

ニ
ウ

ム
○

金
属

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
0

1
2
2

1
6
1
0
0

0
4
8

香
辛

料
抽

出
物

（
7
4
品

目
）
　

○
米

国

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
0

1
2
2

1
6
1
0
1

0
4
8
香
辛
料
抽
出
物
（
ウ
コ
ン
油
性
）

○
米

国

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
1

1
2
2

1
6
1
0
2

0
4
8
香
辛
料
抽
出
物
（
カ
ラ
シ
ナ
油
性
）

○
米

国

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
2

1
2
2

1
6
1
0
3

0
4
8
香
辛
料
抽
出
物
（
カ
ン
ゾ
ウ
水
性
）

○
米

国

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
3

1
2
2

1
6
1
0
4

0
4
8
香
辛
料
抽
出
物
（
ク
チ
ナ
シ
水
性
）

○
米

国

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
4

1
2
2

1
6
1
0
5

0
4
8
×
香
辛
料
抽
出
物
（
タ
マ
ネ
ギ
水
性
）

○
米

国

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
5

1
2
2

1
6
1
0
6

0
4
8
×
香
辛
料
抽
出
物
（
タ
マ
リ
ン
ド
水
性
）

○
米

国
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9
0
日
反
復

遺
伝
毒
性

他
の
安
全
性
資
料

9
0
日
反
復

遺
伝
毒
性

他
の
安
全
性
試
験

9
0
日
反
復

評
価

遺
伝
毒
性

評
価

他
の
安
全
性

評
価

部 会
分
類

整 理 番 号

既 添 番 号

品 目 番 号

数 番 号

平
成
8
年
度
厚
労
科
研
報
告

他
の
厚
労
科
研
報
告

平
成
3
0
年
度
厚
労
科
研
報
告

他
の
安
全
性
資
料

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
6

1
2
2

1
6
1
0
7

0
4
8
香
辛
料
抽
出
物
（
ト
ウ
ガ
ラ
シ
油
性
）

○
米

国

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
7

1
2
2

1
6
1
0
8

0
4
8
香
辛
料
抽
出
物
（
パ
プ
リ
カ
油
性
）

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
8

1
2
2

1
6
1
0
9

0
4
8
香
辛
料
抽
出
物
（
ト
ウ
ガ
ラ
シ
水
性
）

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
9

1
2
2

1
6
1
1
0

0
4
8
香
辛
料
抽
出
物
パ
プ
リ
カ
水
性
）

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
A

1
2
2

1
6
1
1
1

0
4
8
香
辛
料
抽
出
物
（
カ
ン
ゾ
ウ
油
性
）

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
B

1
2
2

1
6
1
1
2

0
4
8
香
辛
料
抽
出
物
（
セ
イ
ヨ
ウ
ワ
サ
ビ
油
性
）

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
C

1
2
2

1
6
1
1
3

0
4
8
香
辛
料
抽
出
物
（
ア
ニ
ス
油
性
）

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
D

1
2
2

1
6
1
1
4

0
4
8
香
辛
料
抽
出
物
（
ウ
イ
キ
ョ
ウ
水
性
）

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
E

1
2
2

1
6
1
1
5

0
4
8
香
辛
料
抽
出
物
（
オ
レ
ン
ジ
ピ
ー
ル
水
性
）

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
F

1
2
2

1
6
1
1
6

0
4
8
香
辛
料
抽
出
物
（
カ
モ
ミ
ー
ル
油
性
）

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
G

1
2
2

1
6
1
1
7

0
4
8
香
辛
料
抽
出
物
（
ク
ミ
ン
水
性
）

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
H

1
2
2

1
6
1
1
8

0
4
8
香
辛
料
抽
出
物
(ク
ロ
ー
ブ
水
性
）

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
I

1
2
2

1
6
1
1
9

0
4
8
香
辛
料
抽
出
物
(ク
ロ
ー
ブ
油
性
）

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
J

1
2
2

1
6
1
2
0

0
4
8
香
辛
料
抽
出
物
(ゴ
マ
油
性
）

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
K

1
2
2

1
6
1
2
1

0
4
8
香
辛
料
抽
出
物
(サ
フ
ラ
ン
水
性
）

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
L

1
2
2

1
6
1
2
2

0
4
8
香
辛
料
抽
出
物
(サ
ル
ビ
ア
水
性
）

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
M

1
2
2

1
6
1
2
3

0
4
8
香
辛
料
抽
出
物
サ
ル
ビ
ア
油
性
）

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
N

1
2
2

1
6
1
2
4

0
4
8
香
辛
料
抽
出
物
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
水
性
）

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
O

1
2
2

1
6
1
2
5

0
4
8
香
辛
料
抽
出
物
サ
ン
シ
ョ
ウ
水
性
）

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
P

1
2
2

1
6
1
2
6

0
4
8
香
辛
料
抽
出
物
ス
ペ
ア
ミ
ン
ト
油
性
）

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
Q

1
2
2

1
6
1
2
7

0
4
8
香
辛
料
抽
出
物
セ
ロ
リ
水
性
）

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
R

1
2
2

1
6
1
2
8

0
4
8
香
辛
料
抽
出
物
タ
イ
ム
性
）

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
S

1
2
2

1
6
1
2
9

0
4
8
香
辛
料
抽
出
物
（
タ
イ
ム
油
性
）

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
T

1
2
2

1
6
1
3
0

0
4
8
香
辛
料
抽
出
物
（
パ
セ
リ
水
性
）

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
U

1
2
2

1
6
1
3
1

0
4
8
香
辛
料
抽
出
物
（
ハ
ッ
カ
油
性
）

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
V

1
2
2

1
6
1
3
2

0
4
8
香
辛
料
抽
出
物
（
ラ
ベ
ン
ダ
ー
水
性
）

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
W

1
2
2

1
6
1
3
3

0
4
8
香
辛
料
抽
出
物
（
ラ
ベ
ン
ダ
ー
油
性
）

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
X

1
2
2

1
6
1
3
4

0
4
8
香
辛
料
抽
出
物
（
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
水
性
）

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
Y

1
2
2

1
6
1
3
5

0
4
8
香
辛
料
抽
出
物
（
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
油
性
）

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
Z

1
2
2

1
6
1
3
6

0
4
8
香
辛
料
抽
出
物
（
ニ
ン
ジ
ン
油
性
）

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
a

1
2
2

1
6
1
3
7

0
4
8
香
辛
料
抽
出
物
（
ニ
ン
ジ
ン
水
性
）

1
4
香
辛
料
抽
出
物

1
2
2
b

1
2
2

1
6
1
3
8

0
4
8
香
辛
料
抽
出
物
（
ニ
ン
ニ
ク
水
性
）
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T
a
b
le
３
　
和
名
・
学
名
等
調
査
ま
と
め
表
　

整
理

番
号

：
上

３
桁

は
令

和
２

年
２

月
２

６
日

既
存

添
加

物
名

簿
改

正
（
第

４
次

消
除

）
以

前
の

番
号

を
、

下
２

桁
は

枝
番

号
を

示
す

。

整
理

番
号

既
存

添
加

物
名

称
区

分
名

簿
定

義
／

基
原

・
製

法
・
本

質
和

名
・
一

般
名

／
学

名
の

記
載

標
準

和
名

・
別

名
標

準
学

名
・
別

名
問

題
点

等

1
7
0
0
0

ス
テ

ビ
ア

末
名

簿
ス

テ
ビ

ア
の

葉
を

粉
砕

し
て

得
ら

れ
た

、
ス

テ
ビ

オ
ー

ル

配
糖

体
を

主
成

分
と

す
る

も
の

を
い

う
。

 ・
ス

テ
ビ

ア
・
標

準
和

名
：
ア

マ
ハ

ス
テ

ビ
ア

・
別

名
：
ア

ワ
ユ

キ
ギ

ク
，

ス
テ

ビ
ア

S
te

vi
a 

re
ba

u
di

an
a 

(B
e
rt

o
n
i) 

B
e
rt

o
n
i

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

1
7
0
0
0

ス
テ

ビ
ア

末
リ

ス
ト

キ
ク

科
ス

テ
ビ

ア
（
S

te
vi

a 
re

ba
u
di

an
a 

B
E
R

T
O

N
I）

の
葉

を
、

粉
末

と
し

た
も

の
で

あ
る

。
主

甘
味

成
分

は
ス

テ
ビ

オ
ー

ル
配

糖
体

（
ス

テ
ビ

オ
シ

ド
及

び
レ

バ
ウ

ジ
オ

シ
ド

）
で

あ
る

。

・
ス

テ
ビ

ア
（
S

te
vi

a 
re

ba
u
di

an
a 

B
e
rt

o
n
i）

・
標

準
和

名
：
ア

マ
ハ

ス
テ

ビ
ア

・
別

名
：
ア

ワ
ユ

キ
ギ

ク
，

ス
テ

ビ
ア

S
te

vi
a 

re
ba

u
di

an
a 

(B
e
rt

o
n
i) 

B
e
rt

o
n
i

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

2
7
0
0
0

ブ
ラ

ジ
ル

カ
ン

ゾ
ウ

抽
出

物
名

簿
ブ

ラ
ジ

ル
カ

ン
ゾ

ウ
の

根
か

ら
得

ら
れ

た
、

ペ
リ

ア
ン

ド
リ

ン
を

主
成

分
と

す
る

も
の

を
い

う
。

 ・
ブ

ラ
ジ

ル
カ

ン
ゾ

ウ
・
別

名
：
ペ

リ
ア

ン
ド

リ
ン

P
e
ri
an

dr
a 

du
lc

is
 M

A
R

T
.

・
ブ

ラ
ジ

ル
カ

ン
ゾ

ウ
と

い
う

和
名

及
び

P
e
ri
an

dr
a 

du
lc

is
 M

A
R

T
と

い
う

学
名

は
Y
lis

t

に
は

無
い

。

2
7
0
0
0

ブ
ラ

ジ
ル

カ
ン

ゾ
ウ

抽
出

物
リ

ス
ト

マ
メ

科
ブ

ラ
ジ

ル
カ

ン
ゾ

ウ
（
P

e
ri
an

dr
a 

du
lc

is

M
A

R
T
.）

の
根

よ
り

、
水

で
抽

出
し

た
も

の
よ

り
得

ら
れ

た

も
の

で
あ

る
。

甘
味

成
分

は
ペ

リ
ア

ン
ド

リ
ン

で
あ

る
。

・
ブ

ラ
ジ

ル
カ

ン
ゾ

ウ
（
P

e
ri
an

dr
a 

du
lc

is

M
A

R
T
.)

・
別

名
：
ペ

リ
ア

ン
ド

リ
ン

P
e
ri
an

dr
a 

du
lc

is
 M

A
R

T
.

・
ブ

ラ
ジ

ル
カ

ン
ゾ

ウ
と

い
う

和
名

及
び

P
e
ri
an

dr
a 

du
lc

is
 M

A
R

T
と

い
う

学
名

は
Y
lis

t

に
は

無
い

。

0
2
4
0
0

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

名
簿

ー
ー

0
2
4
0
0

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

リ
ス

ト
2
7
A

l
ー

ー

0
4
7
0
0

オ
レ

ン
ジ

色
素

名
簿

ア
マ

ダ
イ

ダ
イ

の
果

実
又

は
果

皮
か

ら
得

ら
れ

た
、

カ
ロ

テ
ン

及
び

キ
サ

ン
ト

フ
ィ

ル
を

主
成

分
と

す
る

も
の

を
い

う
。

・
ア

マ
ダ

イ
ダ

イ

・
標

準
和

名
：
 ・

キ
ン

ク
ネ

ン
ボ

（
別

名
：
ス

イ
ー

ト
オ

レ
ン

ジ
，

オ
レ

ン
ジ

，
ア

マ
ダ

イ
ダ

イ
）

・
ネ

ー
ブ

ル
オ

レ
ン

ジ
（
別

名
：
ネ

ー
ブ

ル
，

ア
マ

ダ
イ

ダ
イ

）

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

・
和

名
の

範
囲

が
異

な
る

。

0
4
7
0
0

オ
レ

ン
ジ

色
素

リ
ス

ト

ミ
カ

ン
科

ア
マ

ダ
イ

ダ
イ

（
C

it
ru

s 
si

n
e
n
si

s

O
S

B
E
C

K
）
の

果
実

又
は

果
皮

よ
り

、
搾

汁
し

た
も

の
、

又
は

熱
時

エ
タ

ノ
ー

ル
、

ヘ
キ

サ
ン

若
し

く
は

ア
セ

ト
ン

で

抽
出

し
、

溶
媒

を
除

去
し

て
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。
主

色
素

は
β

-
ク

リ
プ

ト
キ

サ
ン

チ
ン

の
脂

肪
酸

エ
ス

テ
ル

で
あ

る
。

黄
色

を
呈

す
る

。

・
ア

マ
ダ

イ
ダ

イ
（
C

it
ru

s 
si

n
e
n
si

s 
(L

.) 
O

S
B

E
C

K
）

・
標

準
和

名
：
 ・

キ
ン

ク
ネ

ン
ボ

（
別

名
：
ス

イ
ー

ト
オ

レ
ン

ジ
，

オ
レ

ン
ジ

，
ア

マ
ダ

イ
ダ

イ
）

・
ネ

ー
ブ

ル
オ

レ
ン

ジ
（
別

名
：
ネ

ー
ブ

ル
，

ア
マ

ダ
イ

ダ
イ

）

・
キ

ン
ク

ネ
ン

ボ
（
C

it
ru

s 
si

n
e
n
si

s 
(L

.)

O
S

B
E
C

K
）

・
ネ

ー
ブ

ル
オ

レ
ン

ジ
（
C

it
ru

s 
si

n
e
n
si

s 
(L

.)

O
sb

e
c
k 

va
r.
 b

ra
si

lie
n
si

s 
T
an

ak
a）

・
標

準
和

名
、

標
準

学
名

が
異

な
る

。

・
標

準
和

名
、

標
準

学
名

の
範

囲
が

異
な

る
。

0
5
1
0
0

カ
キ

色
素

名
簿

カ
キ

の
果

実
か

ら
得

ら
れ

た
、

フ
ラ

ボ
ノ

イ
ド

を
主

成
分

と

す
る

も
の

を
い

う
。

・
カ

キ
・
標

準
和

名
：
 カ

キ
ノ

キ

・
別

名
：
カ

キ
D

io
sp

yr
o
s 

ka
ki

 T
H

U
N

B
.

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

0
5
1
0
0

カ
キ

色
素

リ
ス

ト

カ
キ

ノ
キ

科
カ

キ
（
D

io
sp

yr
o
s 

ka
ki

 T
H

U
N

B
.）

の
果

実

を
発

酵
後

、
焙

焼
し

た
も

の
よ

り
、

温
時

含
水

エ
タ

ノ
ー

ル
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

、
又

は
温

時
弱

ア
ル

カ
リ

性
水

溶
液

で
抽

出
し

、
中

和
し

て
得

ら
れ

た
も

の
で

あ

る
。

主
色

素
は

フ
ラ

ボ
ノ

イ
ド

で
あ

る
。

赤
褐

色
を

呈
す

る
。

・
カ

キ
（
D

io
sp

yr
o
s 

ka
ki

 T
H

U
N

B
.）

・
標

準
和

名
：
 カ

キ
ノ

キ

・
別

名
：
カ

キ
D

io
sp

yr
o
s 

ka
ki

 T
H

U
N

B
.

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

0
8
7
0
0

魚
鱗

箔
名

簿
魚

類
の

上
皮

部
か

ら
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
を

い
う

。
・
魚

類

0
8
7
0
0

魚
鱗

箔
リ

ス
ト

イ
ワ

シ
科

マ
イ

ワ
シ

（
S

ar
di

n
o
ps

 m
e
la

n
o
st

ic
ta

T
E
M

M
IN

C
K

 e
t 

S
C

H
L
E
G

E
L
）
、

タ
チ

ウ
オ

科
タ

チ
ウ

オ

（
T
ri
c
h
iu

ru
s 

le
pt

u
ru

s 
L
IN

N
E
）
又

は
ニ

シ
ン

科
ニ

シ
ン

（
C

lu
pe

a 
pa

lla
si

 C
U

V
IE

R
 e

t 
V

A
L
E
N

C
IE

N
N

E
S

）
の

魚
体

の
上

皮
部

を
採

り
、

室
温

時
水

又
は

弱
ア

ル
カ

リ

性
水

溶
液

で
洗

浄
後

、
室

温
時

エ
タ

ノ
ー

ル
で

抽
出

し

て
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。
主

色
素

は
不

明
で

あ
る

が
、

グ
ア

ニ
ン

を
含

む
。

白
色

～
淡

黄
灰

色
を

呈
す

る
｡

ー
・
標

準
和

名
：
 マ

イ
ワ

シ
、

タ
チ

ウ
オ

、
ニ

シ
ン

・
S

ar
di

n
o
ps

 m
e
la

n
o
st

ic
ta

　
T
E
M

M
IN

C
K

 e
t

S
C

H
L
E
G

E
L

・
T
ri
c
h
iu

ru
s 

le
pt

u
ru

s 
L
IN

N
E

・
C

lu
pe

a 
pa

lla
si

 C
U

V
IE

R
 e

t

V
A

L
E
N

C
IE

N
N

E
S
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整
理

番
号

既
存

添
加

物
名

称
区

分
名

簿
定

義
／

基
原

・
製

法
・
本

質
和

名
・
一

般
名

／
学

名
の

記
載

標
準

和
名

・
別

名
標

準
学

名
・
別

名
問

題
点

等

0
8
9
0
0

金
名

簿
ー

ー

0
8
9
0
0

金
リ

ス
ト

1
9
7
A

u
ー

ー

0
9
0
0
0

銀
名

簿
―

―

0
9
0
0
0

銀
リ

ス
ト

1
0
7
A

g,
 1

0
9
A

g
―

1
1
4
0
0

ク
ー

ロ
ー

色
素

名
簿

ソ
メ

モ
ノ

イ
モ

の
根

か
ら

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

ソ
メ

モ
ノ

イ
モ

・
標

準
和

名
：
ソ

メ
モ

ノ
イ

モ

1
1
4
0
0

ク
ー

ロ
ー

色
素

リ
ス

ト

ヤ
マ

ノ
イ

モ
科

ソ
メ

モ
ノ

イ
モ

（
D

io
sc

o
re

a 
m

at
su

da
i

H
A

Y
A

T
A

）
の

根
よ

り
、

熱
時

水
、

弱
ア

ル
カ

リ
性

水
溶

液
若

し
く
は

プ
ロ

ピ
レ

ン
グ

リ
コ

ー
ル

で
抽

出
し

た
も

の
、

又
は

室
温

時
含

水
エ

タ
ノ

ー
ル

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た

も
の

で
あ

る
。

赤
褐

色
を

呈
す

る
。

ソ
メ

モ
ノ

イ
モ

（
D

io
sc

o
re

a 
m

at
su

da
i H

A
Y
A

T
A

）
・
標

準
和

名
：
ソ

メ
モ

ノ
イ

モ
・
標

準
学

名
：
D

io
sc

o
re

a 
c
ir
rh

o
sa

 L
o
u
r.

・
標

準
学

名
が

異
な

る
。

1
1
6
0
0

ク
ロ

ロ
フ

ィ
リ

ン
名

簿
―

―

1
1
6
0
0

ク
ロ

ロ
フ

ィ
リ

ン
リ

ス
ト

『
ク

ロ
ロ

フ
ィ

ル
』
を

、
温

時
ア

ル
カ

リ
性

エ
タ

ノ
ー

ル
水

溶

液
で

加
水

分
解

し
、

希
塩

酸
で

中
和

し
た

後
、

含
水

エ
タ

ノ
ー

ル
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

主
成

分
は

マ
グ

ネ
シ

ウ
ム

ク
ロ

ロ
フ

ィ
リ

ン
で

あ
る

。
緑

色
を

呈
す

る
。

―

1
3
5
0
0

骨
炭

色
素

骨
を

炭
化

し
て

得
ら

れ
た

、
炭

素
を

主
成

分
と

す
る

も
の

を
い

う
。

―

1
3
5
0
0

骨
炭

色
素

リ
ス

ト

ウ
シ

科
ウ

シ
（
B

o
s 

ta
u
ru

s 
L
IN

N
E
 v

ar
.　

do
m

e
st

ic
u
s

G
E
M

E
L
.）

等
の

骨
を

、
炭

化
し

た
物

で
あ

る
。

主
色

素
は

炭
素

で
あ

る
。

黒
色

を
呈

す
る

。

ウ
シ

科
ウ

シ
（
B

o
s 

ta
u
ru

s 
L
IN

N
E
 v

ar
.

do
m

e
st

ic
u
s 

G
E
M

E
L
.）

等

・
標

準
和

名
：
ウ

シ
　

？

　
等

・
ウ

シ
族

：
B

o
s 

ta
u
ru

s

　
　

　
　

　
　

等

B
o
s 

ta
u
ru

s

等

・
ウ

シ
の

標
準

f学
名

が
異

な
る

。

・
ウ

シ
の

一
般

名
、

標
準

和
名

、
標

準
学

名
、

ウ

シ
属

の
範

囲
が

異
な

る
恐

れ
が

あ
る

。

1
4
9
0
0

シ
ア

ナ
ッ

ト
色

素
名

簿
シ

ア
ノ

キ
の

果
実

又
は

種
皮

か
ら

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

シ
ア

ノ
キ

・
標
準
和
名
：
シ
ア
ー
バ
タ
ー
ノ
キ

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

1
4
9
0
0

シ
ア

ナ
ッ

ト
色

素
リ

ス
ト

ア
カ

テ
ツ

科
シ

ア
ノ

キ
（
B

u
ty

ro
sp

e
rm

u
m

 p
ar

ki
i

K
O

T
S

C
H

Y
.）

の
果

実
又

は
種

皮
よ

り
、

室
温

時
弱

ア
ル

カ
リ

性
水

溶
液

で
抽

出
し

、
中

和
し

て
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。
褐

色
を

呈
す

る
。

シ
ア

ノ
キ

（
B

u
ty

ro
sp

e
rm

u
m

 p
ar

ki
i K

O
T
S

C
H

Y
.）

・
標
準
和
名
：
シ
ア
ー
バ
タ
ー
ノ
キ

・
標

準
学

名
：
V

it
e
lla

ri
a 

pa
ra

do
xa

 C
.F

.G
ae

rt
n

　
　

　
別

名
：
.B

u
ty

ro
sp

e
rm

u
m

 p
ar

ki
i

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

・
標

準
f学

名
が

異
な

る
。

1
5
9
0
0

シ
タ

ン
色

素
名

簿
シ

タ
ン

の
幹

枝
か

ら
得

ら
れ

た
、

サ
ン

タ
リ

ン
を

主
成

分
と

す
る

も
の

を
い

う
。

・
シ

タ
ン

・
標

準
和

名
：
サ

ン
ダ

ル
シ

タ
ン

・
別

名
：
シ

タ
ン

―
・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

1
5
9
0
0

シ
タ

ン
色

素
リ

ス
ト

マ
メ

科
シ

タ
ン

（
P

te
ro

c
ar

pu
s 

sa
n
ta

lin
u
s
L
IN

N
E
）
の

幹
枝

よ
り

，
水

，
熱

時
プ

ロ
ピ

レ
ン

グ
リ

コ
ー

ル
又

は
温

時
エ

タ
ノ

ー
ル

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。
主

色
素

は
サ

ン
タ

リ
ン

で
あ

る
。

紫
赤

色
を

呈
す

る
。

・
シ

タ
ン

（
P

te
ro

c
ar

pu
s 

sa
n
ta

lin
u
s
 L

.）
・
標

準
和

名
：
サ

ン
ダ

ル
シ

タ
ン

・
別

名
：
シ

タ
ン

P
te

ro
c
ar

pu
s 

sa
n
ta

lin
u
s 

L
.

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

1
6
5
0
0

植
物

炭
末

色
素

名
簿

植
物

を
炭

化
し

て
得

ら
れ

た
、

炭
素

を
主

成
分

と
す

る
も

の
を

い
う

。
―

―

1
6
5
0
0

植
物

炭
末

色
素

リ
ス

ト

植
物

を
、

水
蒸

気
賦

活
法

で
高

温
に

加
熱

し
炭

化
し

た

も
の

で
あ

る
。

主
色

素
は

炭
素

で
あ

る
。

黒
色

を
呈

す

る
。

―
―

―

2
5
8
0
0

フ
ァ

フ
ィ

ア
色

素
名

称
フ

ァ
フ

ィ
ア

の
培

養
液

か
ら

得
ら

れ
た

、
ア

ス
タ

キ
サ

ン
チ

ン
を

主
成

分
と

す
る

も
の

を
い

 う
。

・
フ

ァ
フ

ィ
ア

・
標

準
和

名
が

確
認

で
き

な
い

。

2
5
8
0
0

フ
ァ

フ
ィ

ア
色

素
リ

ス
ト

酵
母

（
P

h
af

fia
 r

h
o
do

zy
m

a 
M

IL
L
E
R

）
の

培
養

液
よ

り
、

室
温

時
ア

セ
ト

ン
、

エ
タ

ノ
ー

ル
、

含
水

エ
タ

 ノ
ー

ル
、

ヘ
キ

サ
ン

又
は

こ
れ

ら
の

混
合

液
で

抽
出

 し
、

溶

媒
を

除
去

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

主
色

 素
は

ア
ス

タ
キ

サ
ン

チ
ン

で
あ

る
。

橙
色

～
赤

色
を

呈
 す

る

・
酵

母
（
P

h
af

fia
 r

h
o
do

zy
m

a 
M

IL
L
E
R

）
－

・
P

h
af

fia
 r

h
o
do

zy
m

a
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／
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・
本

質
和

名
・
一

般
名

／
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和
名

・
別

名
標

準
学

名
・
別

名
問

題
点

等

2
8
2
0
0

ペ
カ

ン
ナ

ッ
ツ

色
素

名
簿

ピ
ー

カ
ン

の
果

皮
又

は
渋

皮
か

ら
得

ら
れ

た
、

フ
ラ

ボ
ノ

イ
ド

を
主

成
分

と
す

る
も

の
を

い
 う

。
・
ピ

ー
カ

ン

2
8
2
0
0

ペ
カ

ン
ナ

ッ
ツ

色
素

リ
ス

ト

ク
ル

ミ
科

ピ
ー

カ
ン

（
C

ar
ya

 p
e
c
an

 E
N

G
L
. e

t

G
R

A
E
B

N
.）

の
果

皮
又

は
渋

皮
よ

り
、

熱
時

水
若

し
く
は

含
水

エ
タ

ノ
ー

ル
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

又
は

熱

時
酸

性
水

溶
液

で
抽

出
し

、
中

和
し

て
得

ら
れ

た
も

の

で
あ

る
。

主
色

素
は

フ
ラ

ボ
ノ

イ
ド

で
あ

る
。

褐
色

を
 呈

す
る

。

・
ピ

ー
カ

ン
（
C

ar
ya

 p
e
c
an

 E
N

G
L
. e

t 
G

R
A

E
B

N
.）

・
標

準
和

名
：
ペ

カ
ン

・
C

ar
ya

 p
e
c
an

 (
M

ar
sh

al
l) 

E
n
gl

. &
 G

ra
e
bn

.
・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

3
2
4
0
0

ム
ラ

サ
キ

ヤ
マ

イ
モ

色
素

名
簿

・
ヤ

マ
イ

モ
の

塊
根

か
ら

得
ら

れ
た

、
シ

ア
ニ

ジ
ン

ア
シ

ル
グ

ル
コ

シ
ド

を
主

成
分

と
す

る
 も

の
を

い
う

。
・
ヤ

マ
イ

モ

・
標

準
和

名
：
ヤ

マ
ノ

イ
モ

　
　

　
　

　
　

　
　

ダ
イ

ジ
ョ

（
別

名
：
ダ

イ
シ

ョ
, グ

ン

　
　

　
　

　
　

　
　

バ
イ

ド
コ

ロ
）

　
　

　
　

　
　

　
　

等

3
2
4
0
0

ム
ラ

サ
キ

ヤ
マ

イ
モ

色
素

リ
ス

ト

 ・
ヤ

マ
ノ

イ
モ

科
ヤ

マ
イ

モ
（
D

io
sc

o
re

a 
al

at
a 

L
IN

N
E
）

の
紫

色
の

塊
根

よ
り

、
室

温
時

水
又

は
弱

酸
性

 水
溶

液
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

主
色

素
 は

シ

ア
ニ

ジ
ン

ア
シ

ル
グ

ル
コ

シ
ド

で
あ

る
。

紫
赤

色
 を

呈
す

る
。

・
ヤ

マ
イ

モ
（
D

io
sc

o
re

a 
al

at
a 

L
IN

N
E
）

・
標

準
和

名
：
ヤ

マ
ノ

イ
モ

　
　

　
　

　
　

　
　

ダ
イ

ジ
ョ

（
別

名
：
ダ

イ
シ

ョ
, グ

ン

　
　

　
　

　
　

　
　

バ
イ

ド
コ

ロ
）

　
　

　
　

　
　

　
　

等

・
標

準
学

名
：
ヤ

マ
ノ

イ
モ

（
D

io
sc

o
re

a

ja
po

n
ic

a 
T
h
u
n
b）

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

3
6
2
0
0

ロ
グ

ウ
ッ

ド
色

素
名

簿
ロ

グ
ウ

ッ
ド

の
心

材
か

ら
得

ら
れ

た
、

ヘ
マ

ト
キ

シ
リ

ン
を

主
成

分
と

す
る

も
の

を
い

う
。

）
・
ロ

グ
ウ

ッ
ド

3
6
2
0
0

ロ
グ

ウ
ッ

ド
色

素
リ

ス
ト

・
マ

メ
科

ロ
グ

ウ
ッ

ド
(H

ae
m

at
o
xy

lo
n

c
am

pe
c
h
ia

n
u
m

）
の

心
材

よ
り

、
熱

時
水

で
抽

出
し

て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

主
色

素
は

ヘ
マ

ト
キ

シ
リ

ン
 で

あ
る

。
黒

褐
色

を
呈

す
る

。

・
ロ

グ
ウ

ッ
ド

(H
ae

m
at

o
xy

lo
n
 c

am
pe

c
h
ia

n
u
m

）
・
標

準
和

名
：
ロ

グ
ウ

ッ
ド

・
別

名
：
ア

カ
ミ

ノ
キ

・
H

ae
m

at
o
xy

lo
n
 c

am
pe

c
h
ia

n
u
m

ロ
グ

ウ
ッ

ド
で

は
Y
lis

tヒ
ッ

ト
せ

ず
。

ア
カ

ミ
ノ

キ

で
検

索
す

る
と

ヒ
ッ

ト
す

る
。

学
名

は

H
ae

m
at

o
xy

lo
n
 c

am
pe

c
h
ia

n
u
m

。

T
ro

pi
c
o
sで

は
、

H
ae

m
at

o
xy

lo
n

c
am

pe
c
h
ia

n
u
m

で
は

ヒ
ッ

ト
せ

ず
。

H
ae

m
at

o
xy

lo
n
で

ヒ
ッ

ト
す

る
。

7
4
0
0

カ
ワ

ラ
ヨ

モ
ギ

抽
出

物
　

名
簿

・
カ

ワ
ラ

ヨ
モ

ギ
の

全
草

か
ら

得
ら

れ
た

、
カ

ピ
リ

ン
を

主

成
分

と
す

る
も

の
を

い
う

。
・
カ

ワ
ラ

ヨ
モ

ギ

7
4
0
0

カ
ワ

ラ
ヨ

モ
ギ

抽
出

物
　

リ
ス

ト

・
キ

ク
科

カ
ワ

ラ
ヨ

モ
ギ

（
A

rt
e
m

is
ia

 c
ap

ill
ar

is

T
H

U
N

B
.）

の
全

草
よ

り
、

室
温

時
エ

タ
ノ

ー
ル

若
し

く
 は

含
水

エ
タ

ノ
ー

ル
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

、
又

 は
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

有
効

成
 分

は

カ
ピ

リ
ン

等
で

あ
る

・
カ

ワ
ラ

ヨ
モ

ギ
（
A

rt
e
m

is
ia

 c
ap

ill
ar

is
 T

H
U

N
B

.）
・
標

準
和

名
：
カ

ワ
ラ

ヨ
モ

ギ
・
A

rt
e
m

is
ia

 c
ap

ill
ar

is

1
1
3
0
0

グ
レ

ー
プ

フ
ル

ー
ツ

種
子

抽
出

物
名

簿
・
グ

レ
ー

プ
フ

ル
ー

ツ
の

種
子

か
ら

得
ら

れ
た

、
脂

肪
酸

及
び

フ
ラ

ボ
ノ

イ
ド

を
主

 成
分

と
す

る
も

の
を

い
う

。
・
グ

レ
ー

プ
フ

ル
ー

ツ

1
1
3
0
0

グ
レ

ー
プ

フ
ル

ー
ツ

種
子

抽
出

物
リ

ス
ト

・
ミ

カ
ン

科
グ

レ
ー

プ
フ

ル
ー

ツ
（
C

it
ru

s 
pa

ra
di

si

M
A

C
F
.）

の
種

子
よ

り
、

水
又

は
エ

タ
ノ

ー
ル

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。
主

成
分

は
脂

肪
酸

及
び

フ

ラ
ボ

ノ
イ

ド
で

あ
る

。

・
グ

レ
ー

プ
フ

ル
ー

ツ
（
C

it
ru

s 
pa

ra
di

si
 M

A
C

F
.）

・
標

準
和

名
：
グ

レ
ー

プ
フ

ル
ー

ツ
・
C

it
ru

s 
pa

ra
di

si
 M

ac
fa

d.

1
6
2
0
0

シ
ョ

ウ
ガ

抽
出

物
名

簿
・
シ

ョ
ウ

ガ
の

根
茎

か
ら

得
ら

れ
た

、
シ

ョ
ウ

ガ
オ

ー
ル

及

び
ジ

ン
ゲ

ロ
ー

ル
を

主
成

分
と

す
る

も
 の

を
い

う
。

・
シ

ョ
ウ

ガ

1
6
2
0
0

シ
ョ

ウ
ガ

抽
出

物
リ

ス
ト

・
シ

ョ
ウ

ガ
科

シ
ョ

ウ
ガ

（
Z
in

gi
be

r 
o
ff
ic

in
al

e
 R

O
S

C
.）

の
根

茎
よ

り
、

室
温

時
エ

タ
ノ

ー
ル

、
ア

セ
ト

 ン
又

は
ヘ

キ
サ

ン
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

 る
。

主
成

分

は
ジ

ン
ゲ

ロ
ー

ル
類

及
び

シ
ョ

ウ
ガ

オ
ー

 ル
類

で
あ

る
。

・
シ

ョ
ウ

ガ
（
Z
in

gi
be

r 
o
ff
ic

in
al

e
 R

O
S

C
.）

・
標

準
和

名
：
シ

ョ
ウ

ガ
・
Z
in

gi
be

r 
o
ff
ic

in
al

e
 R

o
sc

o
e
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／
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／
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名
・
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名
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題
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等

1
7
5
0
0

セ
イ

ヨ
ウ

ワ
サ

ビ
抽

出
物

名
簿

セ
イ

ヨ
ウ

ワ
サ

ビ
の

根
か

ら
得

ら
れ

た
、

イ
ソ

チ
オ

シ
ア

ナ
ー

ト
を

主
成

分
と

す
る

も
の

を
い

う
。

・
セ

イ
ヨ

ウ
ワ

サ
ビ

・
標

準
和

名
：
セ

イ
ヨ

ウ
ワ

サ
ビ

　
別

名
：
ワ

サ
ビ

ダ
イ

コ
ン

，
ウ

マ
ダ

イ
コ

ン
，

ホ
ー

ス

ラ
デ

ィ
ッ

シ
ュ

―
・
特

に
な

し

1
7
5
0
0

セ
イ

ヨ
ウ

ワ
サ

ビ
抽

出
物

リ
ス

ト

ア
ブ

ラ
ナ

科
セ

イ
ヨ

ウ
ワ

サ
ビ

（
A

rm
o
ra

c
ia

 r
u
st

ic
an

a

P
.G

A
E
R

T
N

.,B
.M

E
Y
E
R

 e
t 

S
C

H
E
R

B
.）

の
根

を
、

粉
砕

後
、

水
蒸

気
蒸

留
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

主
成

分
は

イ
ソ

チ
オ

シ
ア

ナ
ー

ト
で

あ
る

。

・
ア

ブ
ラ

ナ
科

セ
イ

ヨ
ウ

ワ
サ

ビ
（
A

rm
o
ra

c
ia

ru
st

ic
an

a 
P

.G
A

E
R

T
N

.,B
.M

E
Y
E
R

 e
t 

S
C

H
E
R

B
.）

・
標

準
和

名
：
セ

イ
ヨ

ウ
ワ

サ
ビ

　
別

名
：
ワ

サ
ビ

ダ
イ

コ
ン

，
ウ

マ
ダ

イ
コ

ン
，

ホ
ー

ス

ラ
デ

ィ
ッ

シ
ュ

・
A

rm
o
ra

c
ia

 r
u
st

ic
an

a 
G

. G
ae

rt
n
., 

B
. M

e
y.

&
 S

c
h
e
rb

.

・
特

に
な

し

2
1
6
0
0

ト
ウ

ガ
ラ

シ
水

性
抽

出
物

名
簿

ト
ウ

ガ
ラ

シ
の

果
実

か
ら

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

、
水

溶
性

物
質

を
主

成
分

と
す

る
も

の
を

い
う

。
・
ト

ウ
ガ

ラ
シ

・
標

準
和

名
：
ト

ウ
ガ

ラ
シ

　
　

　
　

　
　

　
ピ

ー
マ

ン

　
　

　
　

　
　

　
等

・
標

準
和

名
の

範
囲

が
異

な
る

2
1
6
0
0

ト
ウ

ガ
ラ

シ
水

性
抽

出
物

リ
ス

ト

ナ
ス

科
ト

ウ
ガ

ラ
シ

（
C

ap
si

c
u
m

 a
n
n
u
u
m

 L
IN

N
E
）
の

果
実

よ
り

、
室

温
時

含
水

エ
タ

ノ
ー

ル
で

抽
出

し
た

も
の

で
、

タ
ン

パ
ク

質
、

ペ
プ

チ
ド

、
ビ

タ
ミ

ン
C

を
含

む
。

・
ナ

ス
科

ト
ウ

ガ
ラ

シ
（
C

ap
si

c
u
m

 a
n
n
u
u
m

 L
IN

N
E
）

・
標

準
和

名
：
ト

ウ
ガ

ラ
シ

　
　

　
　

　
　

　
ピ

ー
マ

ン

　
　

　
　

　
　

　
等

C
ap

si
c
u
m

 a
n
n
u
u
m

 L
.　

 ト
ウ

ガ
ラ

シ
　

標
準

C
ap

si
c
u
m

 a
n
n
u
u
m

 L
. A

c
u
m

in
at

u
m

 g
ro

u
p

ソ
ラ

ミ
ト

ウ
ガ

ラ
シ

　
標

準

C
ap

si
c
u
m

 a
n
n
u
u
m

 L
. C

e
ra

si
fo

rm
e
 g

ro
u
p

ホ
シ

ト
ウ

ガ
ラ

シ
　

標
準

C
ap

si
c
u
m

 a
n
n
u
u
m

 L
. C

o
n
o
id

e
s 

gr
o
u
p　

 ゴ

シ
キ

ト
ウ

ガ
ラ

シ
　

標
準

C
ap

si
c
u
m

 a
n
n
u
u
m

 L
. G

ro
ss

u
m

 g
ro

u
p

ピ
ー

マ
ン

　
標

準

C
ap

si
c
u
m

 a
n
n
u
u
m

 L
. L

o
n
gu

m
 g

ro
u
p　

 ナ

ガ
ミ

ト
ウ

ガ
ラ

シ
　

標
準

C
ap

si
c
u
m

 f
ru

te
sc

e
n
s 

L
.　

 キ
ダ

チ
ト

ウ
ガ

ラ

シ
　

標
準

・
標

準
和

名
、

学
名

の
範

囲
が

異
な

る
。

2
6
8
0
0

ブ
ド

ウ
果

皮
抽

出
物

　
　

名
簿

ア
メ

リ
カ

ブ
ド

ウ
又

は
ブ

ド
ウ

の
果

皮
か

ら
得

ら
れ

た
、

ポ

リ
フ

ェ
ノ

ー
ル

を
主

成
分

と
す

る
も

の
を

い
う

。

・
ア

メ
リ

カ
ブ

ド
ウ

・
ブ

ド
ウ

・
標

準
和

名
：
ア

メ
リ

カ
ブ

ド
ウ

　
別

名
：
ラ

ブ
ル

ス
カ

ブ
ド

ウ

・
標

準
和

名
：
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

ブ
ド

ウ

　
別

名
：
ブ

ド
ウ

―
・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

2
6
8
0
0

ブ
ド

ウ
果

皮
抽

出
物

　
　

リ
ス

ト

ブ
ド

ウ
科

ア
メ

リ
カ

ブ
ド

ウ
（
V

it
is

 la
br

u
sc

a 
L
IN

N
E
）
又

は
ブ

ド
ウ

科
ブ

ド
ウ

（
V

it
is

 v
in

ife
ra

 L
IN

N
E
）
の

う
ち

、
生

食
用

又
は

醸
造

用
ブ

ド
ウ

の
甲

州
、

シ
ャ

ル
ド

ネ
若

し
く

は
リ

ー
ス

リ
ン

グ
種

の
果

皮
搾

粕
よ

り
、

室
温

時
～

微
温

時
エ

タ
ノ

ー
ル

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。
主

成
分

は
ポ

リ
フ

ェ
ノ

ー
ル

で
あ

る
。

・
ブ

ド
ウ

科
ア

メ
リ

カ
ブ

ド
ウ

（
V

it
is

 la
br

u
sc

a 
L
IN

N
E
）

・
ブ

ド
ウ

科
ブ

ド
ウ

（
V

it
is

 v
in

ife
ra

 L
IN

N
E
）
の

う
ち

、

生
食

用
又

は
醸

造
用

ブ
ド

ウ
の

甲
州

、
シ

ャ
ル

ド
ネ

若

し
く
は

リ
ー

ス
リ

ン
グ

種

・
標

準
和

名
：
ア

メ
リ

カ
ブ

ド
ウ

　
別

名
：
ラ

ブ
ル

ス
カ

ブ
ド

ウ

・
標

準
和

名
：
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

ブ
ド

ウ

　
別

名
：
ブ

ド
ウ

・
等

・
V

it
is

 la
br

u
sc

a 
L
.

・
V

it
is

 v
in

ife
ra

 L
.

・
等

・
標

準
和

名
、

学
名

及
び

範
囲

が
異

な
る

。

・
Y
lis

tの
標

準
和

名
に

示
さ

れ
る

学
名

は
、

S
e
n
n
a 

to
ra

 が
示

さ
れ

、
T
ro

pi
c
o
sで

は

C
as

si
a 

to
ra

 は
、

S
e
n
n
a 

to
ra

 の
sy

n
o
n
ym

と

し
て

ヒ
ッ

ト
す

る
。

J
E
C

F
A

で
は

、
C

as
si

a 
to

ra
 と

な
っ

て
い

る

3
2
9
0
0

モ
ウ

ソ
ウ

チ
ク

乾
留

物
名

簿
モ

ウ
ソ

ウ
チ

ク
の

茎
を

乾
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

・
モ

ウ
ソ

ウ
チ

ク
・
標

準
和

名
：
モ

ウ
ソ

ウ
チ

ク

　
別

名
：
キ

ッ
コ

ウ
チ

ク
―

・
特

に
な

し

3
2
9
0
0

モ
ウ

ソ
ウ

チ
ク

乾
留

物
リ

ス
ト

イ
ネ

科
モ

ウ
ソ

ウ
チ

ク
（
P

h
yl

lo
st

ac
h
ys

 h
e
te

ro
c
yc

la

M
IT

F
.）

の
茎

を
チ

ッ
プ

状
に

し
た

も
の

を
、

減
圧

加
熱

下

で
乾

留
し

た
も

の
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。

・
イ

ネ
科

モ
ウ

ソ
ウ

チ
ク

（
P

h
yl

lo
st

ac
h
ys

h
e
te

ro
c
yc

la
 M

IT
F
.）

・
標

準
和

名
：
モ

ウ
ソ

ウ
チ

ク

　
別

名
：
キ

ッ
コ

ウ
チ

ク
・
P

h
yl

lo
st

ac
h
ys

 e
du

lis
 (
C

ar
ri
è
re

) 
J
. H

o
u
z.

・
学

名
が

異
な

る
。

　
（
P

h
yl

lo
st

ac
h
ys

h
e
te

ro
c
yc

la
 M

IT
F
は

In
va

lid
に

な
っ

て
い

る
）

3
3
0
0
0

モ
ウ

ソ
ウ

チ
ク

抽
出

物
名

簿

モ
ウ

ソ
ウ

チ
ク

の
茎

の
表

皮
か

ら
得

ら
れ

た
、

2
,6

-
ジ

メ

ト
キ

シ
-
1
,4

-
ベ

ン
ゾ

キ
ノ

ン
を

主
成

分
と

す
る

も
の

を
い

う
。

・
モ

ウ
ソ

ウ
チ

ク
・
標

準
和

名
：
モ

ウ
ソ

ウ
チ

ク

　
別

名
：
キ

ッ
コ

ウ
チ

ク
―

・
特

に
な

し

3
3
0
0
0

モ
ウ

ソ
ウ

チ
ク

抽
出

物
リ

ス
ト

イ
ネ

科
モ

ウ
ソ

ウ
チ

ク
（
P

h
yl

lo
st

ac
h
ys

 h
e
te

ro
c
yc

la

M
IT

F
.）

の
茎

の
表

皮
を

、
粉

砕
し

た
も

の
よ

り
、

微
温

時

エ
タ

ノ
ー

ル
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

成
分

と
し

て
2
,6

-
ジ

メ
ト

キ
シ

-
1
,4

-
ベ

ン
ゾ

キ
ノ

ン
を

含
む

。

・
イ

ネ
科

モ
ウ

ソ
ウ

チ
ク

（
P

h
yl

lo
st

ac
h
ys

h
e
te

ro
c
yc

la
 M

IT
F
.）

・
標

準
和

名
：
モ

ウ
ソ

ウ
チ

ク

　
別

名
：
キ

ッ
コ

ウ
チ

ク
・
P

h
yl

lo
st

ac
h
ys

 e
du

lis
 (
C

ar
ri
è
re

) 
J
. H

o
u
z.

・
学

名
が

異
な

る
。

　
（
P

h
yl

lo
st

ac
h
ys

h
e
te

ro
c
yc

la
 M

IT
F
は

In
va

lid
に

な
っ

て
い

る
）
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整
理

番
号

既
存

添
加

物
名

称
区

分
名

簿
定

義
／

基
原

・
製

法
・
本

質
和

名
・
一

般
名

／
学

名
の

記
載

標
準

和
名

・
別

名
標

準
学

名
・
別

名
問

題
点

等

0
1
1
0
0

ア
ウ

レ
オ

バ
シ

ジ
ウ

ム
培

養
液

（
液

体
品

）
名

簿

ア
ウ

レ
オ

バ
シ

ジ
ウ

ム
の

培
養

液
か

ら
得

ら
れ

た
、

β

―
１

，
３

―
１

，
６

―
グ

ル
カ

ン
を

主
成

分
と

す
る

も
の

を

い
う

。

・
ア

ウ
レ

オ
バ

シ
ジ

ウ
ム

※
菌

類
の

た
め

、
未

調
査

―
・
「
ア

ウ
レ

オ
バ

シ
ジ

ウ
ム

」
は

、
学

名
の

カ
タ

カ

ナ
読

み
（
標

準
和

名
が

確
認

で
き

な
い

。
）

0
1
1
0
0

ア
ウ

レ
オ

バ
シ

ジ
ウ

ム
培

養
液

（
液

体
品

）
リ

ス
ト

黒
酵

母
（
A

u
re

o
ba

si
di

u
m

 p
u
llu

la
n
s
）
の

培
養

液
よ

り
、

分
離

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

主
成

分
は

β
-
1
,3

-

1
,6

-
グ

ル
カ

ン
で

あ
る

。

・
黒

酵
母

（
A

u
re

o
ba

si
di

u
m

 p
u
llu

la
n
s
）

※
菌

類
の

た
め

、
未

調
査

A
u
re

o
ba

si
di

u
m

 p
u
llu

la
n
s

・
標

準
和

名
が

確
認

で
き

な
い

。

・
学

名
は

問
題

な
し

0
1
2
0
0

ア
ウ

レ
オ

バ
シ

ジ
ウ

ム
培

養
液

（
粉

末
品

）
名

簿

ア
ウ

レ
オ

バ
シ

ジ
ウ

ム
の

培
養

液
か

ら
得

ら
れ

た
、

β

―
１

，
３

―
１

，
６

―
グ

ル
カ

ン
を

主
成

分
と

す
る

も
の

を

い
う

。

・
ア

ウ
レ

オ
バ

シ
ジ

ウ
ム

※
菌

類
の

た
め

、
未

調
査

―
・
「
ア

ウ
レ

オ
バ

シ
ジ

ウ
ム

」
は

、
学

名
の

カ
タ

カ

ナ
読

み
（
標

準
和

名
が

確
認

で
き

な
い

。
）

0
1
2
0
0

ア
ウ

レ
オ

バ
シ

ジ
ウ

ム
培

養
液

（
粉

末
品

）
リ

ス
ト

黒
酵

母
（
A

u
re

o
ba

si
di

u
m

 p
u
llu

la
n
s
）
の

培
養

液
よ

り
、

分
離

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

主
成

分
は

β
-
1
,3

-

1
,6

-
グ

ル
カ

ン
で

あ
る

。

・
黒

酵
母

（
A

u
re

o
ba

si
di

u
m

 p
u
llu

la
n
s
）

※
菌

類
の

た
め

、
未

調
査

A
u
re

o
ba

si
di

u
m

 p
u
llu

la
n
s

・
標

準
和

名
が

確
認

で
き

な
い

。

・
学

名
は

問
題

な
し

0
4
0
0
0

ア
グ

ロ
バ

ク
テ

リ
ウ

ム
ス

ク
シ

ノ
グ

リ
カ

ン
名

簿
ア

グ
ロ

バ
ク

テ
リ

ウ
ム

の
培

養
液

か
ら

得
ら

れ
た

、
ス

ク

シ
ノ

グ
リ

カ
ン

を
主

成
分

と
す

る
も

の
を

い
う

。
・
ア

グ
ロ

バ
ク

テ
リ

ウ
ム

※
菌

類
の

た
め

、
未

調
査

―
「
ア

グ
ロ

バ
ク

テ
リ

ウ
ム

」
は

、
学

名
の

カ
タ

カ
ナ

読
み

（
標

準
和

名
が

確
認

で
き

な
い

。
）

0
4
0
0
0

ア
グ

ロ
バ

ク
テ

リ
ウ

ム
ス

ク
シ

ノ
グ

リ
カ

ン
リ

ス
ト

細
菌

（
A

gr
o
ba

c
te

ri
u
m

 t
u
m

e
fa

c
ie

n
c
e
s）

の
培

養
液

よ
り

、
分

離
し

て
得

ら
れ

た
多

糖
類

で
あ

る
。

主
成

分
は

ス
ク

シ
ノ

グ
リ

カ
ン

で
あ

る
。

・
細

菌
（
A

gr
o
ba

c
te

ri
u
m

 t
u
m

e
fa

c
ie

n
c
e
s）

－
A

gr
o
ba

c
te

ri
u
m

 t
u
m

e
fa

c
ie

n
s

 /
 R

h
iz

o
bi

u
m

 r
ad

io
ba

c
te

r

学
名

が
tu

m
e
fa

c
ie

n
c
e
sで

は
な

く
、

tu
m

e
fa

c
ie

n
sで

あ
る

。
N

C
B

Iで
は

R
h
iz

o
bi

u
m

/
A

gr
o
ba

c
te

ri
u
m

 g
ro

u
pの

中
に

存
在

す
る

が
、

ジ
ー

ン
バ

ン
ク

で
は

R
h
iz

o
bi

u
m

gr
o
u
pに

統
一

さ
れ

て
る

。
現

在
の

分
類

で
は

R
h
iz

o
bi

u
m

 r
ad

io
ba

c
te

rが
該

当
す

る
。

0
1
3
0
0

ア
マ

シ
ー

ド
ガ

ム
名

簿
ア

マ
の

種
子

か
ら

得
ら

れ
た

、
多

糖
類

を
主

成
分

と
す

る

も
の

を
い

う
。

・
ア

マ
・
標

準
和

名
：
ア

マ

・
別

名
：
ア

カ
ゴ

マ
，

ヌ
メ

ゴ
マ

，
イ

チ
ネ

ン
ア

マ
―

・
特

に
な

し

0
1
3
0
0

ア
マ

シ
ー

ド
ガ

ム
リ

ス
ト

ア
マ

科
ア

マ
（
L
in

u
m

 u
si

ta
ti
ss

im
u
m

 L
IN

N
E
）
の

種
子

の
胚

乳
部

分
よ

り
、

室
温

時
～

温
時

水
又

は
含

水
ア

ル

コ
ー

ル
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

主
成

分
は

多
糖

類
で

あ
る

。

・
ア

マ
（
L
in

u
m

 u
si

ta
ti
ss

im
u
m

 L
IN

N
E
）

・
標

準
和

名
：
ア

マ

・
別

名
：
ア

カ
ゴ

マ
，

ヌ
メ

ゴ
マ

，
イ

チ
ネ

ン
ア

マ
L
in

u
m

 u
si

ta
ti
ss

im
u
m

 L
.

・
特

に
な

し

0
1
9
0
0

ア
ラ

ビ
ノ

ガ
ラ

ク
タ

ン
名

簿
―

―
―

―

0
1
9
0
0

ア
ラ

ビ
ノ

ガ
ラ

ク
タ

ン
リ

ス
ト

マ
ツ

科
セ

イ
ヨ

ウ
カ

ラ
マ

ツ
（
L
ar

ix
 o

c
c
id

e
n
ta

lis

N
U

T
T
.）

又
は

そ
の

他
同

属
植

物
の

根
又

は
幹

よ
り

、
室

温
時

水
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

成
分

は

多
糖

類
（
構

成
糖

は
ガ

ラ
ク

ト
ー

ス
、

ア
ラ

ビ
ノ

ー
ス

等
）

で
あ

る
。

・
マ

ツ
科

セ
イ

ヨ
ウ

カ
ラ

マ
ツ

（
L
ar

ix
 o

c
c
id

e
n
ta

lis

N
U

T
T
.）

・
標

準
和

名
：
無

し
・
P

in
u
s 

n
u
tt

al
lii
 P

ar
l.

・
標

準
和

名
が

無
い

。

・
学

名
が

変
わ

っ
て

い
る

。

T
ro

pi
c
o
sで

L
ar

ix
 o

c
c
id

e
n
ta

lis

N
U

T
T
を

確
認

す
る

と
、

N
e
w

 N
am

e
:P

in
u
s

n
u
tt

al
lii
 P

ar
l. 

と
の

記
載

が
あ

る
。

0
4
0
0
0

エ
レ

ミ
樹

脂
名

簿
エ

レ
ミ

の
分

泌
液

か
ら

得
ら

れ
た

、
β

―
ア

ミ
リ

ン
を

主

成
分

と
す

る
も

の
を

い
う

。
・
エ

レ
ミ

・
標

準
和

名
：
マ

ニ
ラ

エ
レ

ミ

　
別

名
：
無

し
―

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

検
討

会
審

議
済

の
新

規
収

載
資

料
の

定
義

に

反
映

済
み

0
4
0
0
0

エ
レ

ミ
樹

脂
リ

ス
ト

カ
ン

ラ
ン

科
エ

レ
ミ

（
C

an
ar

iu
m

 lu
zo

n
ic

u
m

 A
.G

R
A

Y
.）

の
分

泌
液

を
、

乾
燥

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

主
成

分
は

β
-
ア

ミ
リ

ン
で

あ
る

。

・
カ

ン
ラ

ン
科

エ
レ

ミ
（
C

an
ar

iu
m

 lu
zo

n
ic

u
m

A
.G

R
A

Y
.）

・
標

準
和

名
：
マ

ニ
ラ

エ
レ

ミ

　
別

名
：
無

し
・
C

an
ar

iu
m

 lu
zo

n
ic

u
m

 (
B

lu
m

e
) 
A

. G
ra

y

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

検
討

会
審

議
済

の
新

規
収

載
資

料
の

定
義

に

反
映

済
み

0
5
3
0
0

カ
シ

ア
ガ

ム
名

簿
エ

ビ
ス

グ
サ

モ
ド

キ
の

種
子

を
粉

砕
し

て
得

ら
れ

た
、

多

糖
類

を
主

成
分

と
す

る
も

の
を

い
う

。
・
エ

ビ
ス

グ
サ

モ
ド

キ

・
標

準
和

名
：
ホ

ソ
ミ

エ
ビ

ス
グ

サ

・
別

名
：
ロ

ッ
カ

ク
ソ

ウ
、

エ
ビ

ス
グ

サ
モ

ド
キ

、
コ

エ
ビ

ス
グ

サ

―
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整
理

番
号

既
存

添
加

物
名

称
区

分
名

簿
定

義
／

基
原

・
製

法
・
本

質
和

名
・
一

般
名

／
学

名
の

記
載

標
準

和
名

・
別

名
標

準
学

名
・
別

名
問

題
点

等

0
5
3
0
0

カ
シ

ア
ガ

ム
リ

ス
ト

マ
メ

科
エ

ビ
ス

グ
サ

モ
ド

キ
（
C

as
si

a 
to

ra
 L

IN
N

E
）
の

種
子

の
胚

乳
部

を
、

粉
砕

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

主
成

分
は

多
糖

類
で

あ
る

。

・
マ

メ
科

エ
ビ

ス
グ

サ
モ

ド
キ

（
C

as
si

a 
to

ra
 L

IN
N

E
）

・
標

準
和

名
：
ホ

ソ
ミ

エ
ビ

ス
グ

サ

・
別

名
：
ロ

ッ
カ

ク
ソ

ウ
、

エ
ビ

ス
グ

サ
モ

ド
キ

、
コ

エ
ビ

ス
グ

サ

S
e
n
n
a
 
t
o
r
a
 

(L
.) 

R
o
xb

.

S
yn

o
n
ym

s：
C

as
si

a 
to

ra
 L

.

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

・
Y
lis

tの
標

準
和

名
に

示
さ

れ
る

学
名

は
、

S
e
n
n
a 

to
ra

 が
示

さ
れ

、
T
ro

pi
c
o
sで

は

C
as

si
a 

to
ra

 は
、

S
e
n
n
a 

to
ra

 の
sy

n
o
n
ym

と

し
て

ヒ
ッ

ト
す

る
。

J
E
C

F
A

で
は

、
C

as
si

a 
to

ra
 と

な
っ

て
い

る
。

0
6
1
0
1

ユ
ー

ケ
マ

藻
末

名
簿

※
ユ

ー
ケ

マ
藻

末
は

、
カ

ラ
ギ

ナ
ユ

ー
ケ

マ
藻

末
に

は

括
弧

書
き

の
定

義
な

し
。

―
―

―

0
6
1
0
1

ユ
ー

ケ
マ

藻
末

リ
ス

ト
ミ

リ
ン

科
キ

リ
ン

サ
イ

属
（
E
u
c
h
e
u
m

a
）
の

全
藻

を
、

乾

燥
、

粉
砕

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

・
ミ

リ
ン

科
キ

リ
ン

サ
イ

属
（
E
u
c
h
e
u
m

a
）

※
海

藻
類

の
た

め
、

文
献

未
調

査
※

海
藻

類
の

た
め

、
文

献
未

調
査

公
定

書
収

載
品

「
加

工
ユ

ー
ケ

マ
藻

類
」
の

定

義
に

は
、

「
キ

リ
ン

サ
イ

属
（
E
u
c
h
e
u
m

a
属

）
」

の
記

載
が

あ
る

。

0
8
2
0
0

キ
チ

ン
名

簿
―

―
―

―

0
8
2
0
0

キ
チ

ン
リ

ス
ト

エ
ビ

、
カ

ニ
等

甲
殻

類
の

甲
殻

又
は

イ
カ

の
甲

を
、

室
温

時
～

温
時

酸
性

水
溶

液
で

炭
酸

カ
ル

シ
ウ

ム
を

除
去

し

た
後

、
温

時
～

熱
時

弱
ア

ル
カ

ル
性

水
溶

液
で

タ
ン

パ

ク
質

を
除

去
し

た
も

の
で

、
N

-
ア

セ
チ

ル
-
D

-
グ

ル
コ

サ

ミ
ン

の
多

量
体

か
ら

な
る

。

・
糸

状
菌

（
A

sp
e
rg

ill
u
s 

n
ig

e
r）

糸
状

菌
A
s
p
e
r
g
i
l
l
u
s
 
n
i
g
e
r

グ
ル

コ
サ

ミ
ン

の
原

料
と

し
て

キ
チ

ン
の

定
義

と

整
合

の
必

要
が

あ
る

。

検
討

会
審

議
済

の
グ

ル
コ

サ
ミ

ン
新

規
収

載
資

料
の

定
義

に
は

、
由

来
生

物
と

し
て

「
糸

状
菌

（
A

sp
e
rg

ill
u
s 

n
ig

e
rに

限
る

。
）
」
が

追
加

さ
れ

て
い

る
。

0
8
4
0
0

キ
ト

サ
ン

名
簿

―
―

―
―

0
8
4
0
0

キ
ト

サ
ン

リ
ス

ト

「
キ

チ
ン

」
を

、
温

時
～

熱
時

水
酸

化
ナ

ト
リ

ウ
ム

水
溶

液
で

脱
ア

セ
チ

ル
化

し
た

も
の

で
、

D
-
グ

ル
コ

サ
ミ

ン
の

多
量

体
か

ら
な

る
。

・
糸

状
菌

（
A

sp
e
rg

ill
u
s 

n
ig

e
r）

糸
状

菌
A

sp
e
rg

ill
u
s 

n
ig

e
r

キ
ト

サ
ン

の
原

料
と

し
て

キ
チ

ン
の

定
義

と
整

合

の
必

要
が

あ
る

。

検
討

会
審

議
済

の
グ

ル
コ

サ
ミ

ン
新

規
収

載
資

料
の

定
義

に
は

、
由

来
生

物
と

し
て

「
糸

状
菌

（
A

sp
e
rg

ill
u
s 

n
ig

e
rに

限
る

。
）
」
が

追
加

さ
れ

て
い

る
。

0
9
2
0
0

グ
ァ

ー
ガ

ム
酵

素
分

解
物

名
簿

グ
ァ

ー
の

種
子

を
粉

砕
し

、
分

解
し

て
得

ら
れ

た
、

多
糖

類
を

主
成

分
と

す
る

も
の

を
い

う
。

・
グ

ァ
ー

・
標

準
和

名
：
グ

ア
ー

　
別

名
：
ク

ラ
ス

タ
ー

マ
メ

・
C

ya
m

o
ps

is
 t

e
tr

ag
o
n
o
lo

ba
 (
L
.) 

T
au

b.
・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

（
ア

が
大

き
い

）

0
9
2
0
0

グ
ァ

ー
ガ

ム
酵

素
分

解
物

リ
ス

ト

「
グ

ァ
ー

ガ
ム

」
を

、
酵

素
（
α

-
ガ

ラ
ク

ト
シ

ダ
ー

ゼ
、

ヘ
ミ

セ
ル

ラ
ー

ゼ
）
で

分
解

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

主

成
分

は
多

糖
類

で
あ

る
。

－

1
0
4
0
0

グ
ル

コ
サ

ミ
ン

名
簿

―
―

―
―

1
0
4
0
0

グ
ル

コ
サ

ミ
ン

リ
ス

ト
「
キ

チ
ン

」
を

、
塩

酸
で

加
水

分
解

し
、

分
離

し
て

得
ら

れ

た
も

の
で

あ
る

。
成

分
は

グ
ル

コ
サ

ミ
ン

で
あ

る
。

・
糸

状
菌

（
A

sp
e
rg

ill
u
s 

n
ig

e
r）

糸
状

菌
A
s
p
e
r
g
i
l
l
u
s
 
n
i
g
e
r

検
討

会
審

議
済

の
新

規
収

載
資

料
の

定
義

に

は
、

由
来

生
物

と
し

て
「
糸

状
菌

（
A

sp
e
rg

ill
u
s

n
ig

e
rに

限
る

。
）
」
が

追
加

さ
れ

て
い

る
。

1
4
5
0
0

サ
バ

ク
ヨ

モ
ギ

シ
ー

ド
ガ

ム
名

簿
サ

バ
ク

ヨ
モ

ギ
の

種
皮

か
ら

得
ら

れ
た

、
多

糖
類

を
主

成
分

と
す

る
も

の
を

い
う

。
・
サ

バ
ク

ヨ
モ

ギ
・
標

準
和

名
：
サ

バ
ク

ヨ
モ

ギ

　
別

名
：
無

し
―

1
4
5
0
0

サ
バ

ク
ヨ

モ
ギ

シ
ー

ド
ガ

ム
リ

ス
ト

キ
ク

科
サ

バ
ク

ヨ
モ

ギ
（
A

rt
e
m

is
ia

 h
al

o
de

n
dr

o
n

T
U

R
C

Z
. e

x 
B

E
S

S
., 

A
rt

e
m

is
ia

 o
rd

o
si

c
a

K
R

A
S

C
H

E
N

., 
A

rt
e
m

is
ia

 s
ph

ae
ro

c
e
ph

al
a

K
R

A
S

C
H

）
の

種
子

の
外

皮
を

、
脱

脂
、

乾
燥

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

主
成

分
は

、
α

-
セ

ル
ロ

ー
ス

を
基

本
骨

格
に

持
つ

、
中

性
多

糖
類

及
び

酸
性

多
糖

類
で

あ

る
。

・
キ

ク
科

サ
バ

ク
ヨ

モ
ギ

（
A

rt
e
m

is
ia

 h
al

o
de

n
dr

o
n

T
U

R
C

Z
. e

x 
B

E
S

S
., 

A
rt

e
m

is
ia

 o
rd

o
si

c
a

K
R

A
S

C
H

E
N

., 
A

rt
e
m

is
ia

 s
ph

ae
ro

c
e
ph

al
a

K
R

A
S

C
H

・
標

準
和

名
：
サ

バ
ク

ヨ
モ

ギ

　
別

名
：
無

し

・
標

準
和

名
：
無

し

・
標

準
和

名
：
無

し

・
A

rt
e
m

is
ia

 h
al

o
de

n
dr

o
n
 T

u
rc

z.
 e

x 
B

e
ss

e
r

・
A

rt
e
m

is
ia

 o
rd

o
si

c
a 

K
ra

sc
h
.

・
A

rt
e
m

is
ia

 s
ph

ae
ro

c
e
ph

al
a 

K
ra

sc
h
.

・
A

rt
e
m

is
ia

 o
rd

o
si

c
a 

K
ra

sc
h
. 及

び

A
rt

e
m

is
ia

 s
ph

ae
ro

c
e
ph

al
a 

K
ra

sc
h
.に

は
標

準
和

名
が

無
い

。

検
討

会
審

議
済

の
新

規
収

載
資

料
の

定
義

に

反
映

済
み

2
2
9
0
0

ト
ロ

ロ
ア

オ
イ

名
簿

ト
ロ

ロ
ア

オ
イ

の
根

か
ら

得
ら

れ
た

、
多

糖
類

を
主

成
分

と
す

る
も

の
を

い
う

。
・
ト

ロ
ロ

ア
オ

イ
・
標

準
和

名
：
ト

ロ
ロ

ア
オ

イ

・
別

名
：
ネ

リ
―

・
特

に
な

し

34



整
理

番
号

既
存

添
加

物
名

称
区

分
名

簿
定

義
／

基
原

・
製

法
・
本

質
和

名
・
一

般
名

／
学

名
の

記
載

標
準

和
名

・
別

名
標

準
学

名
・
別

名
問

題
点

等

2
2
9
0
0

ト
ロ

ロ
ア

オ
イ

リ
ス

ト

ア
オ

イ
科

ト
ロ

ロ
ア

オ
イ

（
A

be
lm

o
sc

h
u
s

m
an

ih
o
tM

E
D

.）
の

根
を

、
乾

燥
、

粉
砕

し
て

得
ら

れ
た

も

の
で

あ
る

。
主

成
分

は
多

糖
類

で
あ

る
。

・
ト

ロ
ロ

ア
オ

イ
（
A

be
lm

o
sc

h
u
s 

m
an

ih
o
tM

E
D

.）
・
標

準
和

名
：
ト

ロ
ロ

ア
オ

イ

・
別

名
：
ネ

リ
A

be
lm

o
sc

h
u
s 

m
an

ih
o
t 

(L
.) 

M
e
di

k.
・
特

に
な

し

2
5
7
0
0

フ
ァ

ー
セ

レ
ラ

ン
名

簿
フ

ル
セ

ラ
リ

ア
の

全
藻

か
ら

得
ら

れ
た

、
多

糖
類

を
主

成

分
と

す
る

も
の

を
い

う
。

・
フ

ル
セ

ラ
リ

ア
※

海
藻

類
の

た
め

、
文

献
未

調
査

―

2
5
7
0
0

フ
ァ

ー
セ

レ
ラ

ン
リ

ス
ト

ス
ス

カ
ケ

ベ
ニ

科
フ

ル
セ

ラ
リ

ア
（
F
u
rc

e
lla

ri
af

as
ti
gi

at
a

H
U

D
.）

の
全

藻
よ

り
、

熱
時

水
又

は
ア

ル
カ

リ
性

水
溶

液

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。
主

成
分

は
多

糖
類

で
あ

る
。

・
フ

ル
セ

ラ
リ

ア
（
F
u
rc

e
lla

ri
af

as
ti
gi

at
a 

H
U

D
.）

※
海

藻
類

の
た

め
、

文
献

未
調

査
※

海
藻

類
の

た
め

、
文

献
未

調
査

3
3
6
0
0

モ
モ

樹
脂

名
簿

モ
モ

の
分

泌
液

か
ら

得
ら

れ
た

、
多

糖
類

を
主

成
分

と

す
る

も
の

を
い

う
。

・
モ

モ
・
標

準
和

名
：
モ

モ
―

・
特

に
な

し

3
3
6
0
0

モ
モ

樹
脂

リ
ス

ト

バ
ラ

科
モ

モ
（
P

ru
n
u
s 

pe
rs

ic
a 

B
A

T
S

C
H

）
の

幹
枝

の

樹
脂

成
分

を
、

分
離

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

主
成

分
は

多
糖

類
で

あ
る

。

・
バ

ラ
科

モ
モ

（
P

ru
n
u
s 

pe
rs

ic
a 

B
A

T
S

C
H

）
・
標

準
和

名
：
モ

モ
P

ru
n
u
s 

pe
rs

ic
a 

(L
.) 

B
at

sc
h

・
特

に
な

し

3
5
9
0
0

レ
バ

ン
名

簿
枯

草
菌

の
培

養
液

か
ら

得
ら

れ
た

、
多

糖
類

を
主

成
分

と
す

る
も

の
を

い
う

。
・
枯

草
菌

※
菌

類
の

た
め

、
文

献
未

調
査

―

3
5
9
0
0

レ
バ

ン
リ

ス
ト

枯
草

菌
（
B

ac
ill
u
s 

su
bt

ili
s（

E
H

R
.）

C
O

H
N

）
に

よ
る

シ
ョ

糖
又

は
ラ

フ
ィ

ノ
ー

ス
の

発
酵

培
養

液
よ

り
、

分
離

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

主
成

分
は

多
糖

類
で

あ
る

。

・
枯

草
菌

（
B

ac
ill
u
s 

su
bt

ili
s
（
E
H

R
.）

C
O

H
N

）
※

菌
類

の
た

め
、

文
献

未
調

査
B
a
c
i
l
l
u
s
 
s
u
b
t
i
l
i
s

・
学

名
は

問
題

な
し

0
5
8
0
0

カ
テ

キ
ン

名
簿

ー
―

―
―

・
記

載
な

し

・
ツ

バ
キ

科
チ

ャ
（
C

am
e
lli
a 

si
n
e
n
si

s 
O

.K
Z
E
.）

・
標

準
和

名
：
チ

ャ
ノ

キ

・
別

名
：
チ

ャ
, コ

バ
ノ

チ
ャ

, ト
ウ

チ
ャ

・
標

準
学

名
：
C

am
e
lli
a 

si
n
e
n
si

s 
(L

.) 
K

u
n
tz

e
・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

・
標

準
学

名
が

異
な

る
。

・
マ

メ
科

ペ
グ

ア
セ

ン
ヤ

ク
（
A

c
ac

ia
 c

at
e
c
h
u

W
IL

L
D

.）

・
標

準
和

名
：
ペ

グ
ノ

キ

・
別

名
：
ア

セ
ン

ヤ
ク

, ア
セ

ン
ヤ

ク
ノ

キ
・
標

準
学

名
：
A

c
ac

ia
 c

at
e
c
h
u
 (
L
.f.

) 
W

ill
d.

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

・
標

準
学

名
が

異
な

る
。

・
ア

カ
ネ

科
ガ

ン
ビ

ー
ル

（
U

n
c
ar

ia
 g

am
bi

r

R
O

X
B

U
R

G
H

）
・
標

準
和

名
：
ガ

ン
ビ

ー
ル

ノ
キ

・
標

準
学

名
：
U

n
c
ar

ia
 g

am
bi

e
r 

R
o
xb

.
・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

・
ウ

ラ
ル

カ
ン

ゾ
ウ

・
標

準
和

名
：
ウ

ラ
ル

カ
ン

ゾ
ウ

―

・
チ

ョ
ウ

カ
カ

ン
ゾ

ウ
―

―
・
標

準
和

名
が

確
認

で
き

な
い

。

・
ヨ

ウ
カ

ン
ゾ

ウ
―

―
・
標

準
和

名
が

確
認

で
き

な
い

。
・

・
マ

メ
科

ウ
ラ

ル
カ

ン
ゾ

ウ
（
G

ly
c
yr

rh
iz

a 
u
ra

le
n
si

s

F
IS

C
H

E
R

）
・
標

準
和

名
：
ウ

ラ
ル

カ
ン

ゾ
ウ

・
標

準
学

名
：
G

ly
c
yr

rh
iz

a 
u
ra

le
n
si

s 
F
is

c
h
. 
e
x 

D
C

.

・
マ

メ
科

チ
ョ

ウ
カ

カ
ン

ゾ
ウ

（
G

ly
c
yr

rh
iz

a 
in

fla
ta

B
A

T
A

L
IN

）

―
―

・
標

準
和

名
が

確
認

で
き

な
い

。

・
標

準
学

名
が

確
認

で
き

な
い

。

・
マ

メ
科

ヨ
ウ

カ
ン

ゾ
ウ

（
G

ly
c
yr

rh
iz

a 
gl

ab
ra

 L
IN

N
E
）

―
・
標

準
学

名
：
G

ly
c
yr

rh
iz

a 
gl

ab
ra

 L
IN

N
E

・
標

準
和

名
が

確
認

で
き

な
い

。

0
9
3
0
0

グ
ア

ヤ
ク

脂
名

簿

ユ
ソ

ウ
ボ

ク
の

幹
枝

か
ら

得
ら

れ
た

、
グ

ア
ヤ

コ
ン

酸
、

グ
ア

ヤ
レ

チ
ッ

ク
酸

及
び

β
―

レ
ジ

ン
を

主
成

分
と

す
る

も
の

を
い

う
。

・
ユ

ウ
ソ

ウ
ボ

ク
・
標

準
和

名
：
ユ

ソ
ウ

ボ
ク

0
5
8
0
0

カ
テ

キ
ン

リ
ス

ト

ツ
バ

キ
科

チ
ャ

（
C

am
e
lli
a 

si
n
e
n
si

s 
O

.K
Z
E
.）

の
茎

若

し
く
は

葉
、

マ
メ

科
ペ

グ
ア

セ
ン

ヤ
ク

（
A

c
ac

ia
 c

at
e
c
h
u

W
IL

L
D

.）
の

幹
枝

又
は

ア
カ

ネ
科

ガ
ン

ビ
ー

ル
（
U

n
c
ar

ia

ga
m

bi
r 

R
O

X
B

U
R

G
H

）
の

幹
枝

若
し

く
は

葉
よ

り
、

乾
留

し
た

後
、

水
又

は
エ

タ
ノ

ー
ル

で
抽

出
し

、
精

製
し

て
得

ら

れ
た

も
の

、
又

は
熱

時
水

で
抽

出
し

た
後

、
メ

タ
ノ

ー
ル

若
し

く
は

酢
酸

エ
チ

ル
で

分
配

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

成
分

は
カ

テ
キ

ン
類

で
あ

る
。

0
7
6
0
0

カ
ン

ゾ
ウ

油
性

抽
出

物
名

簿

ウ
ラ

ル
カ

ン
ゾ

ウ
、

チ
ョ

ウ
カ

カ
ン

ゾ
ウ

又
は

ヨ
ウ

カ
ン

ゾ

ウ
の

根
又

は
根

茎
か

ら
得

ら
れ

た
、

フ
ラ

ボ
ノ

イ
ド

を
主

成
分

と
す

る
も

の
を

い
う

。

0
7
6
0
0

カ
ン

ゾ
ウ

油
性

抽
出

物
リ

ス
ト

マ
メ

科
ウ

ラ
ル

カ
ン

ゾ
ウ

（
G

ly
c
yr

rh
iz

a 
u
ra

le
n
si

s

F
IS

C
H

E
R

）
、

マ
メ

科
チ

ョ
ウ

カ
カ

ン
ゾ

ウ
（
G

ly
c
yr

rh
iz

a

in
fla

ta
 B

A
T
A

L
IN

）
又

は
マ

メ
科

ヨ
ウ

カ
ン

ゾ
ウ

（
G

ly
c
yr

rh
iz

a 
gl

ab
ra

 L
IN

N
E
）
の

根
又

は
根

茎
を

水
で

洗
浄

し
た

残
渣

よ
り

、
室

温
時

～
温

時
エ

タ
ノ

ー
ル

、
ア

セ
ト

ン
又

は
ヘ

キ
サ

ン
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

主
成

分
は

フ
ラ

ボ
ノ

イ
ド

で
あ

る
。
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整
理

番
号

既
存

添
加

物
名

称
区

分
名

簿
定

義
／

基
原

・
製

法
・
本

質
和

名
・
一

般
名

／
学

名
の

記
載

標
準

和
名

・
別

名
標

準
学

名
・
別

名
問

題
点

等

0
9
3
0
0

グ
ア

ヤ
ク

脂
リ

ス
ト

ハ
マ

ビ
シ

科
ユ

ソ
ウ

ボ
ク

（
G

u
aj

ac
u
m

 o
ff
ic

in
al

e

L
IN

N
E
）
の

幹
枝

を
、

加
熱

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

有
効

成
分

は
、

グ
ア

ヤ
コ

ン
酸

、
グ

ア
ヤ

レ
チ

ッ
ク

酸
及

び
β

-
レ

ジ
ン

で
あ

る
。

・
ハ

マ
ビ

シ
科

ユ
ソ

ウ
ボ

ク
（
G

u
aj

ac
u
m

 o
ff
ic

in
al

e

L
IN

N
E
）

・
標

準
和

名
：
ユ

ソ
ウ

ボ
ク

・
標

準
学

名
：
G

u
ai

ac
u
m

 o
ff
ic

in
al

e
 L

.

0
9
5
0
0

ク
エ

ル
セ

チ
ン

名
簿

ク
エ

ル
セ

チ
ン

―
―

―

1
1
5
0
0

ク
ロ

ー
ブ

抽
出

物
　

名
簿

チ
ョ

ウ
ジ

の
つ

ぼ
み

、
葉

又
は

花
か

ら
得

ら
れ

た
、

オ
イ

ゲ
ノ

ー
ル

を
主

成
分

と
す

る
も

の
を

い
う

。
・
チ

ョ
ウ

ジ
・
標

準
和

名
：
チ

ョ
ウ

ジ
ノ

キ

・
別

名
：
チ

ョ
ウ

ジ
・
標

準
学

名
S

y
z
y
g
iu

m
 a

ro
m

a
ti

c
u
m

 （
L
.)
M

e
rr

.&
L
.M

.p
e
rr

y
・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

1
1
5
0
0

ク
ロ

ー
ブ

抽
出

物
　

リ
ス

ト

フ
ト

モ
モ

科
チ

ョ
ウ

ジ
（
S

yz
yg

iu
m

 a
ro

m
at

ic
u
m

M
E
R

R
IL

L
 e

t 
P

E
R

R
Y
）
の

つ
ぼ

み
、

葉
又

は
花

よ
り

、

エ
タ

ノ
ー

ル
又

は
ア

セ
ト

ン
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

、

又
は

水
蒸

気
蒸

留
に

よ
り

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

主
成

分
は

オ
イ

ゲ
ノ

ー
ル

等
で

あ
る

。

・
フ

ト
モ

モ
科

チ
ョ

ウ
ジ

（
S

yz
yg

iu
m

 a
ro

m
at

ic
u
m

M
E
R

R
IL

L
 e

t 
P

E
R

R
Y
）

・
標

準
和

名
：
チ

ョ
ウ

ジ
ノ

キ

・
別

名
：
チ

ョ
ウ

ジ
・
標

準
学

名
S

y
z
y
g
iu

m
 a

ro
m

a
ti

c
u
m

 （
L
.)
M

e
rr

.&
L
.M

.p
e
rr

y
・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

1
2
9
0
0

酵
素

分
解

リ
ン

ゴ
抽

出
物

名
簿

リ
ン

ゴ
の

果
実

を
酵

素
分

解
し

て
得

ら
れ

た
、

カ
テ

キ
ン

類
及

び
ク

ロ
ロ

ゲ
ン

酸
を

主
成

分
と

す
る

も
の

を
い

う
。

・
リ

ン
ゴ

・
標

準
和

名
：
ワ

リ
ン

ゴ

　
　

　
　

　
　

　
　

セ
イ

ヨ
ウ

リ
ン

ゴ
―

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

1
2
9
0
0

酵
素

分
解

リ
ン

ゴ
抽

出
物

リ
ス

ト

バ
ラ

科
リ

ン
ゴ

（
M

al
u
s 

pu
m

ila
 M

IL
L
E
R

）
の

果
実

を
搾

汁
し

、
パ

ル
プ

を
分

離
し

た
後

、
得

ら
れ

た
上

清
を

酵
素

処
理

し
、

精
製

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

有
効

成
分

は
ク

ロ
ロ

ゲ
ン

酸
及

び
カ

テ
キ

ン
類

で
あ

る
。

・
バ

ラ
科

リ
ン

ゴ
（
M

al
u
s 

pu
m

ila
 M

IL
L
E
R

）
・
標

準
和

名
：
ワ

リ
ン

ゴ

　
　

　
　

　
　

　
　

セ
イ

ヨ
ウ

リ
ン

ゴ

・
標

準
学

名

　
ワ

リ
ン

ゴ
：
M

al
u
s 

pu
m

ila
 M

ill
. v

ar
. a

si
at

ic
a

　
セ

イ
ヨ

ウ
リ

ン
ゴ

：
M

al
u
s 

pu
m

ila
 M

ill
. v

ar
.

　
　

do
m

e
st

ic
a 

(B
o
rk

h
.) 

C
.K

.S
c
h
n
e
id

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

・
標

準
学

名
が

異
な

る
。

1
3
6
0
0

ゴ
マ

油
不

け
ん

化
物

　
既

存
ゴ

マ
の

種
子

か
ら

得
ら

れ
た

、
セ

サ
モ

リ
ン

を
主

成
分

と

す
る

も
の

を
い

う
。

・
ゴ

マ
・
標

準
和

名
：
ゴ

マ
―

1
3
6
0
0

ゴ
マ

油
不

け
ん

化
物

　
リ

ス
ト

ゴ
マ

科
ゴ

マ
（
S

e
sa

m
u
m

 in
di

c
u
m

 L
IN

N
E
）
の

種
子

又

は
種

子
の

搾
油

糟
よ

り
、

エ
タ

ノ
ー

ル
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

主
成

分
は

セ
サ

モ
リ

ン
で

あ
る

。

・
ゴ

マ
科

ゴ
マ

（
S

e
sa

m
u
m

 in
di

c
u
m

 L
IN

N
E
）

・
標

準
和

名
：
ゴ

マ
・
標

準
学

名
：
S

e
sa

m
u
m

 in
di

c
u
m

 L
.

1
4
1
0
0

コ
メ

ヌ
カ

酵
素

分
解

物
名

簿
脱

脂
米

ぬ
か

か
ら

得
ら

れ
た

、
フ

ィ
チ

ン
酸

及
び

ペ
プ

チ

ド
を

主
成

分
と

す
る

も
の

を
い

う
。

・
イ

ネ
（
米

ぬ
か

）

イ
ネ

モ
チ

イ
ネ

等

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

1
4
1
0
0

コ
メ

ヌ
カ

酵
素

分
解

物
リ

ス
ト

イ
ネ

科
イ

ネ
（
O

ry
za

 s
at

iv
a 

L
IN

N
E
）
の

種
子

よ
り

得
ら

れ
る

脱
脂

米
ぬ

か
を

酵
素

分
解

し
た

も
の

よ
り

、
水

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。
主

成
分

は
ペ

プ
チ

ド
及

び
フ

ィ
チ

ン
酸

で
あ

る
。

・
イ

ネ
科

イ
ネ

（
O

ry
za

 s
at

iv
a 

L
IN

N
E
）

イ
ネ

モ
チ

イ
ネ

等

イ
ネ

：
O

ry
za

 s
at

iv
a 

L
.

　
　

等

 モ
チ

イ
ネ

：
O

ry
za

 s
at

iv
a 

L
. G

lu
ti
n
o
sa

 g
ro

u
p

　
　

等

イ
ネ

属
：
O

ry
za

 s
at

iv
a 

L
.

　
等

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

標
準

和
名

の
な

い
種

が
あ

る
。

・
一

般
名

（
イ

ネ
）
、

属
名

（
イ

ネ
属

）
、

標
準

和

名
、

学
名

が
そ

れ
ぞ

れ
異

な
る

。

・
O

ry
za

 s
at

iv
a 

L
.以

外
に

も
学

名
の

異
な

る
多

数
の

種
が

あ
る

。

1
7
4
0
0

精
油

除
去

ウ
イ

キ
ョ

ウ
抽

出
物

名
簿

ウ
イ

キ
ョ

ウ
の

種
子

か
ら

得
ら

れ
た

、
グ

ル
コ

シ
ル

シ
ナ

ピ
ル

ア
ル

コ
ー

ル
を

主
成

分
と

す
る

も
の

を
い

う
。

・
ウ

イ
キ

ョ
ウ

・
標

準
和

名
：
ウ

イ
キ

ョ
ウ

　
　

　
　

　
　

　
　

イ
タ

リ
ア

ウ
イ

キ
ョ

ウ

　
　

　
　

　
　

　
　

ミ
ヤ

マ
ウ

イ
キ

ョ
ウ

　
　

　
　

　
　

　
　

等

―
・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

範
囲

が
異

な
る

。

0
9
5
0
0

ク
エ

ル
セ

チ
ン

リ
ス

ト

『
ル

チ
ン

（
抽

出
物

』
を

、
酵

素
又

は
酸

性
水

溶
液

で
加

水
分

解
し

て
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。
成

分
は

ク
エ

ル
セ

チ
ン

で
あ

る
。

―
―

―
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整
理

番
号

既
存

添
加

物
名

称
区

分
名

簿
定

義
／

基
原

・
製

法
・
本

質
和

名
・
一

般
名

／
学

名
の

記
載

標
準

和
名

・
別

名
標

準
学

名
・
別

名
問

題
点

等

1
7
4
0
0

精
油

除
去

ウ
イ

キ
ョ

ウ
抽

出
物

リ
ス

ト

セ
リ

科
ウ

イ
キ

ョ
ウ

（
F
o
e
n
ic

u
lu

m
 v

u
lg

ar
e
 L

IN
N

E
）
の

種
子

を
水

蒸
気

蒸
留

し
た

残
渣

よ
り

、
熱

時
水

で
抽

出

し
、

濃
縮

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

主
成

分
は

4
-
O

-

α
-
D

-
グ

ル
コ

シ
ル

シ
ナ

ピ
ル

ア
ル

コ
ー

ル
で

あ
る

。

セ
リ

科
ウ

イ
キ

ョ
ウ

（
F
o
e
n
ic

u
lu

m
 v

u
lg

ar
e

・
標

準
和

名
：
ウ

イ
キ

ョ
ウ

　
　

　
　

　
　

　
　

イ
タ

リ
ア

ウ
イ

キ
ョ

ウ

　
　

　
　

　
　

　
　

ミ
ヤ

マ
ウ

イ
キ

ョ
ウ

　
　

　
　

　
　

　
　

等

B
u
n
iu

m
 b

u
bo

c
as

ta
n
u
m

 L
.　

 ア
レ

チ
ウ

イ

キ
ョ

ウ
　

標
準

C
ar

u
m

 c
ar

vi
 L

.　
 ヒ

メ
ウ

イ
キ

ョ
ウ

　
標

準

C
o
n
io

se
lin

u
m

 t
e
n
u
is

si
m

u
m

 (
N

ak
ai

)

P
im

e
n
o
v 

e
t 

K
lju

yk
o
v　

 ニ
オ

イ
ウ

イ
キ

ョ
ウ

標
準

　
L
ig

u
st

ic
u
m

 t
e
n
u
is

si
m

u
m

 (
N

ak
ai

)

K
it
ag

.　
 ニ

オ
イ

ウ
イ

キ
ョ

ウ
　

sy
n
o
n
ym

F
e
ru

la
 c

o
m

m
u
n
is

 L
.　

 オ
オ

ウ
イ

キ
ョ

ウ
　

標

準 F
o
e
n
ic

u
lu

m
 v

u
lg

ar
e
 M

ill
.　

 ウ
イ

キ
ョ

ウ
　

標

準 F
o
e
n
ic

u
lu

m
 v

u
lg

ar
e
 M

ill
. v

ar
. d

u
lc

e
 (
M

ill
.)

T
h
e
ll.
　

 イ
タ

リ
ア

ウ
イ

キ
ョ

ウ
　

標
準

T
ili
n
gi

a 
ta

c
h
ir
o
e
i (

F
ra

n
c
h
. e

t 
S

av
.) 

K
it
ag

.

ミ
ヤ

マ
ウ

イ
キ

ョ
ウ

　
標

準

・
和

名
・
学

名
・
範

囲
が

異
な

る
。

1
7
8
0
0

セ
ー

ジ
抽

出
物

名
簿

サ
ル

ビ
ア

の
葉

か
ら

得
ら

れ
た

、
カ

ル
ノ

シ
ン

酸
及

び

フ
ェ

ノ
ー

ル
性

ジ
テ

ル
ペ

ン
を

主
成

分
と

す
る

も
の

を
い

う
。

サ
ル

ビ
ア

 セ
ー

ジ

ベ
ニ

バ
ナ

サ
ル

ビ
ア

ケ
シ

ョ
ウ

サ
ル

ビ
ア

等

・
世

界
的

に
有

名
な

S
. l

av
an

du
la

e
fo

lia
 V

A
H

L
.（

ス
パ

ニ
ッ

シ
ュ

　
セ

ー
ジ

）
及

び
・

S
.t
ri
bo

ra
 L

.（
グ

リ
ー

ク
セ

ー
ジ

）
 の

標
準

和

名
・
学

名
が

記
載

さ
れ

て
い

な
い

。

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

範
囲

が
異

な
る

。

1
7
8
0
0

セ
ー

ジ
抽

出
物

リ
ス

ト

シ
ソ

科
サ

ル
ビ

ア
（
S

al
vi

a 
o
ff
ic

in
al

is
 L

IN
N

E
）
の

葉
よ

り
、

水
、

エ
タ

ノ
ー

ル
又

は
ヘ

キ
サ

ン
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

有
効

成
分

は
フ

ェ
ノ

ー
ル

性
ジ

テ
ル

ペ
ノ

イ
ド

（
ジ

テ
ル

ペ
ン

）
及

び
カ

ル
ノ

シ
ン

酸
で

あ
る

。

シ
ソ

科
サ

ル
ビ

ア
（
S

al
vi

a 
o
ff
ic

in
al

is
 L

IN
N

E
）

 セ
ー

ジ

ベ
ニ

バ
ナ

サ
ル

ビ
ア

ケ
シ

ョ
ウ

サ
ル

ビ
ア

等

S
al

vi
a 

c
o
c
c
in

e
a 

B
u
c
'h

o
z 

e
x 

E
tl
in

g.
　

 ベ
ニ

バ
ナ

サ
ル

ビ
ア

　
標

準

S
al

vi
a 

fa
ri
n
ac

e
a 

B
e
n
th

.　
 ケ

シ
ョ

ウ
サ

ル
ビ

ア
　

標
準

S
al

vi
a 

o
ff
ic

in
al

is
 L

.　
 セ

ー
ジ

　
標

準

S
al

vi
a 

pa
te

n
s 

C
av

.　
 ソ

ラ
イ

ロ
サ

ル
ビ

ア
　

標

準 S
al

vi
a 

sc
la

re
a 

L
.　

 オ
ニ

サ
ル

ビ
ア

　
標

準

S
al

vi
a 

sp
le

n
de

n
s 

S
e
llo

w
 e

x 
R

o
e
m

. e
t

S
c
h
u
lt
.　

 ヒ
ゴ

ロ
モ

ソ
ウ

　
標

準

S
al

vi
a 

vi
ri
di

s 
L
.　

 ム
ラ

サ
キ

サ
ル

ビ
ア

　
標

準

・
世

界
的

に
有

名
な

S
. l

av
an

du
la

e
fo

lia
 V

A
H

L
.（

ス
パ

ニ
ッ

シ
ュ

　
セ

ー
ジ

）
及

び
・

S
.t
ri
bo

ra
 L

.（
グ

リ
ー

ク
セ

ー
ジ

）
 の

標
準

和

名
・
学

名
が

記
載

さ
れ

て
い

な
い

。

・
和

名
・
学

名
が

異
な

る
。

和
名

・
学

名
の

範
囲

が
異

な
る

。

1
9
6
0
0

単
糖

・
ア

ミ
ノ

酸
複

合
物

名
簿

ア
ミ

ノ
酸

と
単

糖
類

の
混

合
物

を
加

熱
し

て
得

ら
れ

た
も

の
を

い
う

。
―

1
9
6
0
0

単
糖

・
ア

ミ
ノ

酸
複

合
物

リ
ス

ト
ア

ミ
ノ

酸
と

単
糖

類
の

混
合

液
を

、
常

圧
下

で
加

熱
し

て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

―

2
0
2
0
0

チ
ャ

抽
出

物
名

簿
チ

ャ
の

葉
か

ら
得

ら
れ

た
、

カ
テ

キ
ン

類
を

主
成

分
と

す

る
も

の
を

い
う

。
チ

ャ

・
標

準
和

名
：
チ

ャ
ノ

キ

・
別

名
：
チ

ャ
, コ

バ
ノ

チ
ャ

, ト
ウ

チ
ャ

・
標

準
学

名
：
C

am
e
lli
a 

si
n
e
n
si

s 
(L

.) 
K

u
n
tz

e
・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

2
0
2
0
0

チ
ャ

抽
出

物
リ

ス
ト

ツ
バ

キ
科

チ
ャ

（
C

am
e
lli
a 

si
n
e
n
si

s 
O

.K
Z
E
. ）

の
葉

よ

り
製

し
た

茶
よ

り
、

室
温

時
、

温
時

又
は

熱
時

、
水

、
酸

性
水

溶
液

、
含

水
エ

タ
ノ

ー
ル

、
エ

タ
ノ

ー
ル

、
含

水
メ

タ

ノ
ー

ル
、

メ
タ

ノ
ー

ル
、

ア
セ

ト
ン

、
酢

酸
エ

チ
ル

又
は

グ

リ
セ

リ
ン

水
溶

液
で

抽
出

し
た

も
の

よ
り

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

成
分

と
し

て
カ

テ
キ

ン
類

を
含

む
。

な
お

、
チ

ャ

の
葉

の
処

理
方

法
に

よ
り

ウ
ー

ロ
ン

チ
ャ

抽
出

物
と

呼

ば
れ

る
も

の
が

あ
る

。

ツ
バ

キ
科

チ
ャ

（
C

am
e
lli
a 

si
n
e
n
si

s 
O

.K
Z
E
. ）

・
標

準
和

名
：
チ

ャ
ノ

キ

・
別

名
：
チ

ャ
, コ

バ
ノ

チ
ャ

, ト
ウ

チ
ャ

・
標

準
学

名
：
C

am
e
lli
a 

si
n
e
n
si

s 
(L

.) 
K

u
n
tz

e
・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

・
標

準
学

名
が

異
な

る
。
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整
理

番
号

既
存

添
加

物
名

称
区

分
名

簿
定

義
／

基
原

・
製

法
・
本

質
和

名
・
一

般
名

／
学

名
の

記
載

標
準

和
名

・
別

名
標

準
学

名
・
別

名
問

題
点

等

2
3
2
0
0

生
コ

ー
ヒ

ー
豆

抽
出

物
名

簿
コ

ー
ヒ

ー
の

種
子

か
ら

得
ら

れ
た

、
ク

ロ
ロ

ゲ
ン

酸
及

び

ポ
リ

フ
ェ

ノ
ー

ル
を

主
成

分
と

す
る

も
の

を
い

う
。

コ
ー

ヒ
ー

コ
ー

ヒ
ー

ノ
キ

ロ
ブ

ス
タ

コ
ー

ヒ
ー

ノ
キ

コ
ン

ゴ
コ

ー
ヒ

ー
ノ

キ

リ
ベ

リ
ア

コ
ー

ヒ
ー

ノ
キ

 ベ
ン

ガ
ル

コ
ー

ヒ
ー

ノ
キ

等

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

範
囲

が
異

な
る

。

2
3
2
0
0

生
コ

ー
ヒ

ー
豆

抽
出

物
リ

ス
ト

ア
カ

ネ
科

コ
ー

ヒ
ー

（
C

o
ff
e
a 

ar
ab

ic
a 

L
IN

N
E
）
の

種
子

よ
り

、
温

時
ア

ス
コ

ル
ビ

ン
酸

又
は

ク
エ

ン
酸

酸
性

水
溶

液
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

有
効

成
分

は
、

ク
ロ

ロ
ゲ

ン
酸

及
び

ポ
リ

フ
ェ

ノ
ー

ル
で

あ
る

。

ア
カ

ネ
科

コ
ー

ヒ
ー

（
C

o
ff
e
a 

ar
ab

ic
a 

L
IN

N
E
）

コ
ー

ヒ
ー

ノ
キ

ロ
ブ

ス
タ

コ
ー

ヒ
ー

ノ
キ

コ
ン

ゴ
コ

ー
ヒ

ー
ノ

キ

リ
ベ

リ
ア

コ
ー

ヒ
ー

ノ
キ

 ベ
ン

ガ
ル

コ
ー

ヒ
ー

ノ
キ

等

C
o
ff
e
a 

ar
ab

ic
a 

L
.　

 コ
ー

ヒ
ー

ノ
キ

　
標

準

C
o
ff
e
a 

c
an

e
ph

o
ra

 P
ie

rr
e
 e

x 
F
ro

e
h
n
e
r

ロ
ブ

ス
タ

コ
ー

ヒ
ー

ノ
キ

　
標

準
　

C
o
ff
e
a

c
an

e
ph

o
ra

 P
ie

rr
e
 e

x 
F
ro

e
h
n
e
r 

su
bv

ar
.

ro
bu

st
a 

(L
in

de
n
 e

x 
de

 W
ild

.) 
A

.C
h
e
va

l.　
 ロ

ブ
ス

タ
コ

ー
ヒ

ー
ノ

キ
　

sy
n
o
n
ym

C
o
ff
e
a 

c
o
n
ge

n
si

s 
F
ro

e
h
n
e
r　

 コ
ン

ゴ
コ

ー

ヒ
ー

ノ
キ

　
標

準

C
o
ff
e
a 

lib
e
ri
c
a 

B
u
ll 

e
x 

H
ie

rn
　

 リ
ベ

リ
ア

コ
ー

ヒ
ー

ノ
キ

　
標

準

P
si

la
n
th

u
s 

be
n
ga

le
n
si

s 
(H

e
yn

e
 e

x 
R

o
e
m

.

e
t 

S
c
h
u
lt
.) 

J
.-

F
.L

e
ro

y　
 ベ

ン
ガ

ル
コ

ー
ヒ

ー

ノ
キ

　
標

準

・
和

名
・
学

名
・
範

囲
が

異
な

る
。

2
5
5
0
0

ヒ
マ

ワ
リ

種
子

抽
出

物
名

簿
ヒ

マ
ワ

リ
の

種
子

か
ら

得
ら

れ
た

、
イ

ソ
ク

ロ
ロ

ゲ
ン

酸
及

び
ク

ロ
ロ

ゲ
ン

酸
を

主
成

分
と

す
る

も
の

を
い

う
。

ヒ
マ

ワ
リ

ヒ
マ

ワ
リ

 ア
フ

リ
カ

ヒ
マ

ワ
リ

メ
キ

シ
コ

ヒ
マ

ワ
リ

等

2
5
5
0
0

ヒ
マ

ワ
リ

種
子

抽
出

物
リ

ス
ト

キ
ク

科
ヒ

マ
ワ

リ
（
H

e
lia

n
th

u
s 

an
n
u
u
s 

L
IN

N
E
）
の

種

子
又

は
種

子
の

搾
油

相
よ

り
、

熱
時

水
又

は
含

水
エ

タ

ノ
ー

ル
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

有
効

成
分

は
イ

ソ
ク

ロ
ロ

ゲ
ン

酸
及

び
ク

ロ
ロ

ゲ
ン

酸
で

あ
る

。

キ
ク

科
ヒ

マ
ワ

リ
（
H

e
lia

n
th

u
s 

an
n
u
u
s 

L
IN

N
E
）

ヒ
マ

ワ
リ

 ア
フ

リ
カ

ヒ
マ

ワ
リ

メ
キ

シ
コ

ヒ
マ

ワ
リ

等

A
rc

to
ti
s 

ar
c
to

to
id

e
s 

(L
e
ss

.) 
O

.H
o
ff
m

.　
 ア

フ
リ

カ
ヒ

マ
ワ

リ
　

標
準

V
e
n
id

iu
m

 d
e
c
u
rr

e
n
s 

L
e
ss

.　
 ヒ

マ
ワ

リ
ヒ

ヨ
ド

リ
　

標
準

G
ym

n
o
c
o
ro

n
is

 s
pi

la
n
th

o
id

e
s 

(D
.D

o
n
 e

x

H
o
o
k.

 e
t 

A
rn

.) 
D

C
.　

 ミ
ズ

ヒ
マ

ワ
リ

　
標

準

H
e
lia

n
th

u
s 

an
n
u
u
s 

L
.　

 ヒ
マ

ワ
リ

　
標

準

H
e
lia

n
th

u
s 

ar
go

ph
yl

lu
s 

T
o
rr

. e
t 

A
.G

ra
y

シ
ロ

タ
エ

ヒ
マ

ワ
リ

　
標

準

H
e
lia

n
th

u
s 

de
bi

lis
 N

u
tt

. s
u
bs

p.

c
u
c
u
m

e
ri
fo

liu
s 

(T
o
rr

. e
t 

A
.G

ra
y)

 H
e
is

e
r

ヒ
メ

ヒ
マ

ワ
リ

　
標

準

 c
u
c
u
m

e
ri
fo

liu
s 

T
o
rr

. e
t 

A
.G

ra
y　

 ヒ
メ

ヒ
マ

ワ
リ

　
sy

n
o
n
ym

H
e
lia

n
th

u
s 

de
c
ap

e
ta

lu
s 

L
.　

 ノ
ヒ

マ
ワ

リ
　

標

準 H
e
lia

n
th

u
s 

la
e
vi

ga
tu

s 
T
o
rr

. e
t 

A
.G

ra
y　

 ヤ

ナ
ギ

ヒ
マ

ワ
リ

　
標

準

H
e
lia

n
th

u
s 

x 
m

u
lt
ifl

o
ru

s 
L
.　

 コ
ヒ

マ
ワ

リ

標
準

T
it
h
o
n
ia

 d
iv

e
rs

ifo
lia

 (
H

e
m

sl
.) 

A
.G

ra
y　

 ニ
ト

ベ
ギ

ク
　

標
準

T
it
h
o
n
ia

 r
o
tu

n
di

fo
lia

 (
M

ill
.) 

S
.F

.B
la

ke
　

 メ
キ

シ
コ

ヒ
マ

ワ
リ

　
標

準

2
7
6
0
0

プ
ロ

ポ
リ

ス
抽

出
物

名
簿

ミ
ツ

バ
チ

の
巣

か
ら

得
ら

れ
た

、
フ

ラ

ボ
ノ

イ
ド

を
主

成
分

と
す

る
も

の
を

い

う
。

ミ
ツ

バ
チ

セ
イ

ヨ
ウ

ミ
ツ

バ
チ

ア
フ

リ
カ

ミ
ツ

バ
チ

ト
ウ

ヨ
ウ

ミ
ツ

バ
チ

ニ
ホ

ン
ミ

ツ
バ

チ

等

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

範
囲

が
異

な
る

。
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整
理

番
号

既
存

添
加

物
名

称
区

分
名

簿
定

義
／

基
原

・
製

法
・
本

質
和

名
・
一

般
名

／
学

名
の

記
載

標
準

和
名

・
別

名
標

準
学

名
・
別

名
問

題
点

等

2
7
6
0
0

プ
ロ

ポ
リ

ス
抽

出
物

リ
ス

ト

ミ
ツ

バ
チ

科
ミ

ツ
バ

チ
（
A

pi
s 

m
e
lli
fe

ra
 L

IN
N

E
,A

pi
s

in
di

c
a 

R
O

D
O

S
Z
K

O
W

S
K

I）
の

巣
よ

り
、

エ
タ

ノ
ー

ル
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

主
成

分
は

フ
ラ

ボ
ノ

イ
ド

で
あ

る
。

ミ
ツ

バ
チ

科
ミ

ツ
バ

チ
（
A

pi
s 

m
e
lli
fe

ra
 L

IN
N

E
,

A
pi

s 
in

di
c
a 

R
O

D
O

S
Z
K

O
W

S
K

I）

セ
イ

ヨ
ウ

ミ
ツ

バ
チ

ア
フ

リ
カ

ミ
ツ

バ
チ

ト
ウ

ヨ
ウ

ミ
ツ

バ
チ

ニ
ホ

ン
ミ

ツ
バ

チ

等

セ
イ

ヨ
ウ

ミ
ツ

バ
チ

 (
A

pi
s 

m
e
lli
fe

ra
 L

in
n
ae

u
s）

ア
フ

リ
カ

ミ
ツ

バ
チ

 (
A

pi
s 

m
e
lli
fe

ra
 s

c
u
te

lla
ta

L
e
pe

le
ti
e
r）

ト
ウ

ヨ
ウ

ミ
ツ

バ
チ

 (
A

pi
s 

c
e
ra

n
a 

F
ab

ri
c
iu

s）

ニ
ホ

ン
ミ

ツ
バ

チ
 (
A

pi
s 

c
e
ra

n
a 

ja
po

n
ic

a）

等

・
和

名
・
学

名
・
範

囲
が

異
な

る
。

2
8
7
0
0

ヘ
ゴ

・
イ

チ
ョ

ウ
抽

出
物

名
簿

イ
チ

ョ
ウ

及
び

ヘ
ゴ

の
葉

か
ら

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

イ
チ

ョ
ウ

及
び

ヘ
ゴ

ヘ
ゴ

イ
チ

ョ
ウ

2
8
7
0
0

ヘ
ゴ

・
イ

チ
ョ

ウ
抽

出
物

リ
ス

ト

ヘ
ゴ

科
ヘ

ゴ
（
C

ya
th

e
a 

fa
u
ri
e
i C

O
P

E
L
.）

及
び

イ
チ

ョ

ウ
科

イ
チ

ョ
ウ

（
G

in
kg

o
 b

ilo
ba

 L
IN

N
E
）
の

葉
を

9
:1

の

比
率

で
混

合
し

、
熱

時
水

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。

ヘ
ゴ

科
ヘ

ゴ
（
C

ya
th

e
a 

fa
u
ri
e
i C

O
P

E
L
.）

及
び

イ

チ
ョ

ウ
科

イ
チ

ョ
ウ

（
G

in
kg

o
 b

ilo
ba

 L
IN

N
E
）

ヘ
ゴ

イ
チ

ョ
ウ

G
in

kg
o
 b

ilo
ba

 L
.

C
ya

th
e
a 

sp
in

u
lo

sa
 W

al
l. 

e
x 

H
o
o
k.

3
0
6
0
0

没
食

子
酸

名
簿

―
―

3
0
6
0
0

没
食

子
酸

リ
ス

ト

ウ
ル

シ
科

ヌ
ル

デ
（
R

h
u
s 

ja
va

n
ic

a 
L
IN

N
E
）
に

発
生

す

る
五

倍
子

、
ブ

ナ
科

（
Q

u
e
rc

u
s 

in
fe

c
to

ri
a 

O
II
V

.）
に

発
生

す
る

没
食

子
よ

り
、

水
、

エ
タ

ノ
ー

ル
又

は
有

機
溶

剤
で

抽
出

し
た

タ
ン

ニ
ン

、
又

は
マ

メ
科

タ
ラ

（
C

ae
sa

lp
in

ia
 s

pi
n
o
sa

（
M

O
L
IN

A
）
K

U
N

T
Z
E
）
の

実
の

夾
よ

り
、

温
時

水
で

抽
出

し
た

タ
ン

ニ
ン

を
、

ア
ル

カ
リ

又

は
酵

素
（
タ

ン
ナ

ー
ゼ

）
に

よ
り

加
水

分
解

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

成
分

は
没

食
子

酸
で

あ
る

。

ウ
ル

シ
科

ヌ
ル

デ
（
R

h
u
s 

ja
va

n
ic

a 
L
IN

N
E
）

ヌ
ル

デ
R

h
u
s 

ja
va

n
ic

a 
L
. v

ar
. c

h
in

e
n
si

s 
(M

ill
.)

T
.Y

am
az

.

3
2
8
0
0

メ
ラ

ロ
イ

カ
精

油
名

簿
メ

ラ
ロ

イ
カ

の
葉

か
ら

得
ら

れ
た

、
精

油
を

主
成

分
と

す

る
も

の
を

い
う

。
メ

ラ
ロ

イ
カ

テ
ィ

ー
ツ

リ
ー

　
？

・
標

準
和

名
が

確
認

で
き

な
い

。

3
2
8
0
0

メ
ラ

ロ
イ

カ
精

油
リ

ス
ト

フ
ト

モ
モ

科
メ

ラ
ロ

イ
カ

（
M

e
la

le
u
c
a 

al
te

rn
ifo

lia

C
H

E
E
L
）
の

葉
よ

り
、

水
蒸

気
蒸

留
に

よ
り

得
ら

れ
た

も

の
で

あ
る

。
成

分
は

精
油

（
α

-
テ

ル
ピ

ネ
ン

及
び

γ
-
テ

ル
ピ

ネ
ン

等
）
で

あ
る

。

フ
ト

モ
モ

科
メ

ラ
ロ

イ
カ

（
M

e
la

le
u
c
a

al
te

rn
ifo

lia
 C

H
E
E
L
）

テ
ィ

ー
ツ

リ
ー

　
？

M
e
la

le
u
c
a 

al
te

rn
ifo

lia
 　

？

M
e
la

le
u
c
a 

c
aj

u
pu

ti
 M

at
o
n
 e

t 
S

m
. e

x

R
.P

o
w

e
ll 

　
？

・
標

準
和

名
・
学

名
・
範

囲
が

確
認

で
き

な
い

。

3
5
5
2
0

ル
チ

ン
（
抽

出
物

）
（
ア

ズ
キ

全
草

抽
出

物
）

名
簿

ル
チ

ン
（
抽

出
物

）
;ア

ズ
キ

の
全

草
、

エ
ン

ジ
ュ

の
つ

ぼ

み
若

し
く
は

花
又

は
ソ

バ
の

全
草

か
ら

得
ら

れ
た

、
ル

チ

ン
を

主
成

分
と

す
る

も
の

を
い

う
。

ア
ズ

キ

ア
ズ

キ

 シ
マ

ア
ズ

キ

 ツ
ル

ア
ズ

キ

等

標
準

和
名

が
異

な
る

。
範

囲
が

異
な

る
。
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整
理

番
号

既
存

添
加

物
名

称
区

分
名

簿
定

義
／

基
原

・
製

法
・
本

質
和

名
・
一

般
名

／
学

名
の

記
載

標
準

和
名

・
別

名
標

準
学

名
・
別

名
問

題
点

等

3
5
5
2
0

ル
チ

ン
（
抽

出
物

）
（
ア

ズ
キ

全
草

抽
出

物
）

リ
ス

ト

マ
メ

科
ア

ズ
キ

（
A

zu
ki

a 
an

gu
la

ri
s 

O
H

W
I）

の
全

草
よ

り
、

水
又

は
エ

タ
ノ

ー
ル

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。
主

成
分

は
ル

チ
ン

で
あ

る
。

マ
メ

科
ア

ズ
キ

（
A

zu
ki

a 
an

gu
la

ri
s 

O
H

W
I）

ア
ズ

キ

 シ
マ

ア
ズ

キ

 ツ
ル

ア
ズ

キ

等

V
ig

n
a 

an
gu

la
ri
s 

(W
ill
d.

) 
O

h
w

iA
br

u
s

pr
e
c
at

o
ri
u
s 

L
.　

 ト
ウ

ア
ズ

キ
　

標
準

A
de

n
an

th
e
ra

 p
av

o
n
in

a 
L
.　

 ナ
ン

バ
ン

ア
カ

ア
ズ

キ
　

標
準

D
u
n
ba

ri
a 

m
e
rr

ill
ii 

E
lm

e
r　

 コ
ウ

ト
ウ

ノ
ア

ズ
キ

(t
e
m

p.
)　

標
準

D
u
n
ba

ri
a 

po
do

c
ar

pa
 K

u
rz

　
 カ

イ
ナ

ン
ノ

ア
ズ

キ
　

標
準

D
u
n
ba

ri
a 

ro
tu

n
di

fo
lia

 (
L
o
u
r.
) 
M

e
rr

.　
 タ

カ

サ
ゴ

ノ
ア

ズ
キ

　
標

準

D
u
n
ba

ri
a 

vi
llo

sa
 (
T
h
u
n
b.

) 
M

ak
in

o
　

 ノ
ア

ズ

キ
　

標
準

M
ac

ro
pt

ili
u
m

 a
tr

o
pu

rp
u
re

u
m

 (
M

o
c
iñ

o
 e

t

S
e
ss

é
 e

x 
D

C
.) 

U
rb

.　
 ク

ロ
バ

ナ
ツ

ル
ア

ズ
キ

標
準

　
P

h
as

e
o
lu

s 
at

ro
pu

rp
u
re

u
s 

M
o
c
iñ

o

e
t 

S
e
ss

é
 e

x 
D

C
.　

 ク
ロ

バ
ナ

ツ
ル

ア
ズ

キ

等

・
標

準
和

名
・
学

名
が

異
な

る
。

範
囲

が
異

な

る
。

・
A

zu
ki

a 
an

gu
la

ri
s 

O
H

W
I　

が
別

名
に

な
っ

て

い
い

る
。

3
5
5
3
0

ル
チ

ン
（
抽

出
物

）
（
ソ

バ
全

草
抽

出
物

）
名

簿

ル
チ

ン
（
抽

出
物

）
;

ア
ズ

キ
の

全
草

、
エ

ン
ジ

ュ
の

つ
ぼ

み

若
し

く
は

花
又

は
ソ

バ
の

全
草

か
ら

得
ら

れ
た

、
ル

チ
ン

を
主

成
分

と
す

る
も

の
を

い
う

。

ソ
バ

ソ
バ

 シ
ャ

ク
チ

リ
ソ

バ

ダ
ッ

タ
ン

ソ
バ

標
準

和
名

が
異

な
る

。
範

囲
が

異
な

る
。

3
5
5
3
0

ル
チ

ン
（
抽

出
物

）
（
ソ

バ
全

草
抽

出
物

）
リ

ス
ト

タ
デ

科
ソ

バ
（
F
ag

o
py

ru
m

 e
sc

u
le

n
tu

m
 M

O
E
N

C
H

）

の
全

草
よ

り
、

水
又

は
エ

タ
ノ

ー
ル

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。
主

成
分

は
ル

チ
ン

で
あ

る
。

タ
デ

科
ソ

バ
（
F
ag

o
py

ru
m

 e
sc

u
le

n
tu

m
 M

O
E
N

C
H

）

ソ
バ

 シ
ャ

ク
チ

リ
ソ

バ

ダ
ッ

タ
ン

ソ
バ

F
ag

o
py

ru
m

 d
ib

o
tr

ys
 (
D

.D
o
n
) 
H

.H
ar

a　
 シ

ャ

ク
チ

リ
ソ

バ
　

標
準

　
F
ag

o
py

ru
m

 c
ym

o
su

m

(T
re

vi
r.
) 
M

e
is

n
.　

 シ
ャ

ク
チ

リ
ソ

バ
　

sy
n
o
n
ym

F
ag

o
py

ru
m

 e
sc

u
le

n
tu

m
 M

o
e
n
c
h
　

 ソ
バ

標
準

　
P

o
ly

go
n
u
m

 f
ag

o
py

ru
m

 L
.　

 ソ
バ

sy
n
o
n
ym

　
F
ag

o
py

ru
m

 s
ag

it
ta

tu
m

 G
ili
b.

　
 ソ

バ
　

sy
n
o
n
ym

F
ag

o
py

ru
m

 t
at

ar
ic

u
m

 (
L
.) 

G
ae

rt
n
.　

 ダ
ッ

タ

ン
ソ

バ
　

標
準

・
標

準
和

名
・
学

名
が

異
な

る
。

範
囲

が
異

な

る
。

3
6
5
0
0

ロ
ー

ズ
マ

リ
ー

抽
出

物
名

簿

マ
ン

ネ
ン

ロ
ウ

の
葉

又
は

花
か

ら
得

ら
れ

た
、

カ
ル

ノ
シ

ン
酸

、
カ

ル
ノ

ソ
ー

ル
及

び
ロ

ス
マ

ノ
ー

ル
を

主
成

分
と

す
る

も
の

を
い

う
。

マ
ン

ネ
ン

ロ
ウ

マ
ン

ネ
ン

ロ
ウ

標
準

和
名

が
異

な
る

。

3
6
5
0
0

ロ
ー

ズ
マ

リ
ー

抽
出

物
リ

ス
ト

シ
ソ

科
マ

ン
ネ

ン
ロ

ウ
（
R

o
sm

ar
in

u
s 

o
ff
ic

in
al

is

L
IN

N
E
）
の

葉
又

は
花

よ
り

、
二

酸
化

炭
素

、
温

時
～

熱

時
含

水
エ

タ
ノ

ー
ル

若
し

く
は

エ
タ

ノ
ー

ル
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

、
又

は
温

時
～

熱
時

ヘ
キ

サ
ン

、
メ

タ

ノ
ー

ル
若

し
く
は

含
水

メ
タ

ノ
ー

ル
で

抽
出

し
、

溶
媒

を
除

去
し

て
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。
有

効
成

分
は

、
フ

ェ
ノ

ー

ル
性

ジ
テ

ル
ペ

ノ
イ

ド
（
ロ

ス
マ

ノ
ー

ル
、

カ
ル

ノ
ソ

ー
ル

及
び

カ
ル

ノ
シ

ン
酸

等
）
で

あ
る

。

シ
ソ

科
マ

ン
ネ

ン
ロ

ウ
（
R

o
sm

ar
in

u
s 

o
ff
ic

in
al

is

L
IN

N
E
）

マ
ン

ネ
ン

ロ
ウ

S
al

vi
a 

ro
sm

ar
in

u
s 

S
c
h
le

id
.（

R
o
sm

ar
in

u
s

o
ff
ic

in
al

is
 L

.　
 マ

ン
ネ

ン
ロ

ウ
　

sy
n
o
n
ym

）
・
標

準
和

名
・
学

名
が

異
な

る
。

0
3
6
0
0

ウ
ル

シ
ロ

ウ
名

簿
ウ

ル
シ

の
果

実
か

ら
得

ら
れ

た
、

グ
リ

セ
リ

ン
パ

ル
ミ

タ
ー

ト
を

主
成

分
と

す
る

も
の

を
い

う
。

・
ウ

ル
シ

標
準

和
名

：
　

ウ
ル

シ

　
　

　
　

　
　

　
　

等
？

・
標

準
和

名
の

範
囲

の
確

認
が

必
要

0
3
6
0
0

ウ
ル

シ
ロ

ウ
リ

ス
ト

ウ
ル

シ
科

ウ
ル

シ
（
R

h
u
s 

ve
rn

ic
ifl

u
a 

L
IN

N
E
）
の

果
実

よ
り

、
融

解
、

さ
ら

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

主
成

分

は
グ

リ
セ

リ
ン

パ
ル

ミ
タ

ー
ト

で
あ

る
。

・
ウ

ル
シ

（
R

h
u
s 

ve
rn

ic
ifl

u
a 

L
IN

N
E
）

標
準

和
名

：
　

 ウ
ル

シ

　
　

　
　

　
　

　
　

等
？

・
標

準
学

名
:T

o
xi

c
o
de

n
dr

o
n
 v

e
rn

ic
ifl

u
u
m

(S
to

ke
s)

 F
.A

.B
ar

kl
e
y　

.

別
名

：
R

h
u
s 

ve
rn

ic
ife

ra
 D

C
.

・
標

準
和

名
の

範
囲

の
確

認
が

必
要

・
標

準
学

名
が

異
な

る
。

0
4
2
0
0

オ
ゾ

ケ
ラ

イ
ト

名
簿

-
-

-
-

・
基

原
が

動
植

物
(菌

体
)で

な
い
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整
理

番
号

既
存

添
加

物
名

称
区

分
名

簿
定

義
／

基
原

・
製

法
・
本

質
和

名
・
一

般
名

／
学

名
の

記
載

標
準

和
名

・
別

名
標

準
学

名
・
別

名
問

題
点

等

0
4
2
0
0

オ
ゾ

ケ
ラ

イ
ト

リ
ス

ト

ワ
ッ

ク
ス

シ
ュ

ー
ル

の
鉱

脈
に

含
ま

れ
る

ロ
ウ

を
精

製
し

た
も

の
で

あ
る

。
主

成
分

は
C

2
9
～

C
5
3
の

炭
化

水
素

で

あ
る

。

・
ワ

ッ
ク

ス
シ

ュ
ー

ル
-

-
・
基

原
が

動
植

物
(菌

体
)で

な
い

0
9
4
0
0

グ
ア

ヤ
ク

樹
脂

名
簿

ユ
ソ

ウ
ボ

ク
の

分
泌

液
か

ら
得

ら
れ

た
、

α
―

グ
ア

ヤ
コ

ン
酸

及
び

β
―

グ
ア

ヤ
コ

ン
酸

を
主

成
分

と
す

る
も

の
を

い
う

。

・
ユ

ソ
ウ

ボ
ク

標
準

和
名

：
　

 ユ
ソ

ウ
ボ

ク

0
9
4
0
0

グ
ア

ヤ
ク

樹
脂

リ
ス

ト

ハ
マ

ビ
シ

科
ユ

ソ
ウ

ボ
ク

（
G

u
ai

ac
u
m

 o
ff
ic

in
al

e

L
IN

N
E
）
の

分
泌

液
を

、
室

温
時

エ
タ

ノ
ー

ル
で

抽
出

し
、

ろ
液

か
ら

エ
タ

ノ
ー

ル
を

留
去

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

主
構

成
成

分
は

α
-
、

β
-
グ

ア
ヤ

コ
ン

酸
で

あ
る

。

・
ユ

ソ
ウ

ボ
ク

（
G

u
ai

ac
u
m

 o
ff
ic

in
al

e
 L

IN
N

E
）

標
準

和
名

：
　

 ユ
ソ

ウ
ボ

ク
・
標

準
学

名
　

G
u
ai

ac
u
m

 o
ff
ic

in
al

e
 L

.

0
9
9
0
0

グ
ッ

タ
ハ

ン
カ

ン
名

簿

グ
ッ

タ
ハ

ン
カ

ン
の

分
泌

液
か

ら
得

ら
れ

た
、

ア
ミ

リ
ン

ア

セ
タ

ー
ト

及
び

ポ
リ

イ
ソ

プ
レ

ン
を

主
成

分
と

す
る

も
の

を

い
う

。

・
グ

ッ
タ

ハ
ン

カ
ン

-

0
9
9
0
0

グ
ッ

タ
ハ

ン
カ

ン
リ

ス
ト

ア
カ

テ
ツ

科
グ

ッ
タ

ハ
ン

カ
ン

（
P

al
aq

u
iu

m
le

io
c
ar

pu
m

B
O

E
R

L
.）

の
幹

枝
よ

り
得

ら
れ

た
ラ

テ
ッ

ク
ス

を
、

熱
時

水
で

洗
浄

し
、

水
溶

成
分

を
除

去
し

た
も

の
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。
主

成
分

は
ト

ラ
ン

ス
ポ

リ
イ

ソ
プ

レ
ン

及

び
ア

ミ
リ

ン
ア

セ
タ

ー
ト

で
あ

る
。

・
グ

ッ
タ

ハ
ン

カ
ン

（
P

al
aq

u
iu

m
le

io
c
ar

pu
m

 B
O

E
R

L
.）

-
P

al
aq

u
iu

m
 le

io
c
ar

pu
m

 B
o
e
rl
.

・
標

準
学

名
不

明

・
学

名
ス

ペ
ー

ス
な

し

1
0
0
0
0

グ
ッ

タ
ペ

ル
カ

名
簿

グ
ッ

タ
ペ

ル
カ

の
分

泌
液

か
ら

得
ら

れ
た

、
ポ

リ
イ

ソ
プ

レ

ン
を

主
成

分
と

す
る

も
の

を
い

う
。

・
グ

ッ
タ

ペ
ル

カ
標

準
和

名
：
　

 グ
ッ

タ
ペ

ル
カ

ノ
キ

別
名

：
　

ガ
タ

パ
チ

ャ
ノ

キ
・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

1
0
0
0
0

グ
ッ

タ
ペ

ル
カ

リ
ス

ト

ア
カ

テ
ツ

科
グ

ッ
タ

ペ
ル

カ
（
P

al
aq

u
iu

m
 g

u
tt

a

B
U

R
C

K
.）

の
幹

枝
よ

り
得

ら
れ

た
ラ

テ
ッ

ク
ス

を
、

熱
時

水
で

洗
浄

し
、

水
溶

成
分

を
除

去
し

た
も

の
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。
主

成
分

は
ト

ラ
ン

ス
ポ

リ
イ

ソ
プ

レ
ン

で

あ
る

。

・
グ

ッ
タ

ペ
ル

カ
（
P

al
aq

u
iu

m
 g

u
tt

a 
B

U
R

C
K

.）
標

準
和

名
：
　

 グ
ッ

タ
ペ

ル
カ

ノ
キ

別
名

：
　

ガ
タ

パ
チ

ャ
ノ

キ
・
標

準
学

名
：
　

P
al

aq
u
iu

m
 g

u
tt

a 
(H

o
o
k.

f.)
 B

ai
ll.・

学
名

、
標

準
和

名
が

異
な

る
。

1
3
8
0
0

ゴ
ム

名
簿

パ
ラ

ゴ
ム

の
分

泌
液

か
ら

得
ら

れ
た

、
ポ

リ
イ

ソ
プ

レ
ン

を
主

成
分

と
す

る
も

の
を

い
う

。
た

だ
し

、
第

2
0
8
号

の
低

分
子

ゴ
ム

を
除

く
。

・
パ

ラ
ゴ

ム
標

準
和

名
：
　

 パ
ラ

ゴ
ム

ノ
キ

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

1
3
8
0
0

ゴ
ム

リ
ス

ト

ト
ウ

ダ
イ

グ
サ

科
パ

ラ
ゴ

ム
（
H

e
ve

a 
br

as
ili
e
n
si

s

M
U

E
L
L
.-

A
R

G
.）

の
幹

枝
よ

り
得

ら
れ

る
ラ

テ
ッ

ク
ス

を

酸
性

水
溶

液
で

凝
固

さ
せ

、
水

洗
、

脱
水

し
た

も
の

よ
り

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

主
成

分
は

シ
ス

ポ
リ

イ
ソ

プ
レ

ン
で

あ
る

。

・
パ

ラ
ゴ

ム
（
H

e
ve

a 
br

as
ili
e
n
si

s 
M

U
E
L
L
.-

A
R

G
.）

標
準

和
名

：
　

 パ
ラ

ゴ
ム

ノ
キ

・
標

準
学

名
：
　

H
e
ve

a 
br

as
ili
e
n
si

s 
(W

ill
d.

 e
x

A
.J

u
ss

.) 
M

ü
ll.
A

rg
.

H
e
ve

a 
br

as
ili
e
n
si

s
 (
K

u
n
th

) 
M

ü
ll.
 A

rg
.

・
学

名
、

標
準

和
名

が
異

な
る

。

1
3
9
0
0

ゴ
ム

分
解

樹
脂

名
簿

ゴ
ム

（
前

号
の

ゴ
ム

を
い

う
。

）
か

ら
得

ら
れ

た
、

ジ
テ

ル

ペ
ン

、
ト

リ
テ

ル
ペ

ン
及

び
テ

ト
ラ

テ
ル

ペ
ン

を
主

成
分

と

す
る

も
の

を
い

う
。

・
パ

ラ
ゴ

ム
標

準
和

名
：
　

 パ
ラ

ゴ
ム

ノ
キ

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

1
3
9
0
0

ゴ
ム

分
解

樹
脂

リ
ス

ト

ト
ウ

ダ
イ

グ
サ

科
パ

ラ
ゴ

ム
（
H

e
ve

a 
br

as
ili
e
n
si

s

M
U

E
L
L
.-

A
R

G
.）

の
幹

枝
よ

り
得

ら
れ

る
ラ

テ
ッ

ク
ス

を
、

加
熱

分
解

し
た

も
の

、
又

は
酵

素
分

解
し

て
得

ら
れ

た

低
分

子
の

樹
脂

状
物

質
で

あ
る

。
主

成
分

は
C

2
0
～

C
4
0

の
テ

ル
ペ

ノ
イ

ド
で

あ
る

。

・
パ

ラ
ゴ

ム
（
H

e
ve

a 
br

as
ili
e
n
si

s 
M

U
E
L
L
.-

A
R

G
.）

標
準

和
名

：
　

 パ
ラ

ゴ
ム

ノ
キ

・
標

準
学

名
：
　

H
e
ve

a 
br

as
ili
e
n
si

s 
(W

ill
d.

 e
x

A
.J

u
ss

.) 
M

ü
ll.
A

rg
.

H
e
ve

a 
br

as
ili
e
n
si

s
 (
K

u
n
th

) 
M

ü
ll.
 A

rg
.

・
学

名
、

標
準

和
名

が
異

な
る

。
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整
理

番
号

既
存

添
加

物
名

称
区

分
名

簿
定

義
／

基
原

・
製

法
・
本

質
和

名
・
一

般
名

／
学

名
の

記
載

標
準

和
名

・
別

名
標

準
学

名
・
別

名
問

題
点

等

1
4
2
0
0

コ
メ

ヌ
カ

ロ
ウ

　
　

　
名

簿
米

ぬ
か

油
か

ら
得

ら
れ

た
、

リ
グ

ノ
セ

リ
ン

酸
ミ

リ
シ

ル
を

主
成

分
と

す
る

も
の

を
い

う
。

イ
ネ

（
米

ぬ
か

油
）

イ
ネ

モ
チ

イ
ネ

等

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

1
4
2
0
0

コ
メ

ヌ
カ

ロ
ウ

　
　

　
リ

ス
ト

イ
ネ

科
イ

ネ
（
O

ry
za

 s
at

iv
a 

L
IN

N
E
）
の

種
子

よ
り

得
ら

れ
る

米
ぬ

か
油

よ
り

、
分

離
し

て
得

ら
れ

た
も

の
で

あ

る
。

主
成

分
は

リ
グ

ノ
セ

リ
ン

酸
ミ

リ
シ

ル
で

あ
る

。

イ
ネ

科
イ

ネ
（
O

ry
za

 s
at

iv
a 

L
IN

N
E
）

イ
ネ

モ
チ

イ
ネ

等

イ
ネ

：
O

ry
za

 s
at

iv
a 

L
.

　
　

等

 モ
チ

イ
ネ

：
O

ry
za

 s
at

iv
a 

L
. G

lu
ti
n
o
sa

 g
ro

u
p

　
　

等

イ
ネ

属
：
O

ry
za

 s
at

iv
a 

L
.

　
等

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

標
準

和
名

の
な

い
種

が
あ

る
。

・
一

般
名

（
イ

ネ
）
、

属
名

（
イ

ネ
属

）
、

標
準

和

名
、

学
名

が
そ

れ
ぞ

れ
異

な
る

。

・
O

ry
za

 s
at

iv
a 

L
.以

外
に

も
学

名
の

異
な

る
多

数
の

種
が

あ
る

。

1
4
4
0
0

サ
ト

ウ
キ

ビ
ロ

ウ
　

　
名

簿
サ

ト
ウ

キ
ビ

の
茎

か
ら

得
ら

れ
た

、
パ

ル
ミ

チ
ン

酸
ミ

リ
シ

ル
を

主
成

分
と

す
る

も
の

を
い

う
。

サ
ト

ウ
キ

ビ

標
準

和
名

：
サ

ト
ウ

キ
ビ

（
S

ac
c
h
ar

u
m

　
　

　
　

　
　

 o
ff
ic

in
ar

u
m

 　
L
.）

　
　

　
　

　
　

　
ホ

ソ
サ

ト
ウ

キ
ビ

（
S

ac
c
h
ar

u
m

 b
ar

be
ri

　
　

　
　

　
　

　
J
e
sw

.）

　
　

　
　

　
　

　
等

標
準

和
名

：
サ

ト
ウ

キ
ビ

（
S

ac
c
h
ar

u
m

　
　

　
　

　
　

 o
ff
ic

in
ar

u
m

 　
L
.）

　
　

　
　

　
　

　
ホ

ソ
サ

ト
ウ

キ
ビ

（
S

ac
c
h
ar

u
m

　
　

　
　

　
　

　
ba

rb
e
ri
 　

　
J
e
sw

.）

　
　

　
　

　
　

　
等

・
一

般
名

、
学

名
、

標
準

和
名

が
異

な
る

。

・
一

般
名

、
学

名
、

標
準

和
名

の
範

囲
が

異
な

る
。

1
4
4
0
0

サ
ト

ウ
キ

ビ
ロ

ウ
　

　
リ

ス
ト

イ
ネ

科
サ

ト
ウ

キ
ビ

（
S

ac
c
h
ar

u
m

o
ff
ic

in
ar

u
m

L
IN

N
E
）
の

茎
の

搾
汁

残
渣

よ
り

、
分

離
、

精
製

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

主
成

分
は

パ
ル

ミ
チ

ン
酸

ミ
リ

シ
ル

で
あ

る
。

イ
ネ

科
サ

ト
ウ

キ
ビ

（
S

ac
c
h
ar

u
m

o
ff
ic

in
ar

u
m

L
IN

N
E
）

標
準

和
名

：
サ

ト
ウ

キ
ビ

（
S

ac
c
h
ar

u
m

　
　

　
　

　
　

 o
ff
ic

in
ar

u
m

 　
L
.）

　
　

　
　

　
　

　
ホ

ソ
サ

ト
ウ

キ
ビ

（
S

ac
c
h
ar

u
m

 b
ar

be
ri

　
　

　
　

　
　

　
J
e
sw

.）

　
　

　
　

　
　

　
等

標
準

和
名

：
サ

ト
ウ

キ
ビ

（
S

ac
c
h
ar

u
m

　
　

　
　

　
　

 o
ff
ic

in
ar

u
m

 　
L
.）

　
　

　
　

　
　

　
ホ

ソ
サ

ト
ウ

キ
ビ

（
S

ac
c
h
ar

u
m

　
　

　
　

　
　

　
　

ba
rb

e
ri
 　

　
J
e
sw

.）

　
　

　
　

　
　

　
等

・
一

般
名

、
学

名
、

標
準

和
名

が
異

な
る

。

・
一

般
名

、
学

名
、

標
準

和
名

の
範

囲
が

異
な

る
。

1
5
2
0
0

シ
ェ

ラ
ッ

ク
ロ

ウ
名

簿
ラ

ッ
ク

カ
イ

ガ
ラ

ム
シ

の
分

泌
液

か
ら

得
ら

れ
た

、
ろ

う
分

を
主

成
分

と
す

る
も

の
を

い
う

。
ラ

ッ
ク

カ
イ

ガ
ラ

ム
シ

ラ
ッ

ク
カ

イ
ガ

ラ
ム

シ

1
5
2
0
0

シ
ェ

ラ
ッ

ク
ロ

ウ
リ

ス
ト

カ
イ

ガ
ラ

ム
シ

科
ラ

ッ
ク

カ
イ

ガ
ラ

ム
シ

（
L
ac

c
ife

r 
la

c
c
a

K
E
R

R
）
の

分
泌

す
る

樹
脂

状
物

質
を

、
室

温
時

エ
タ

ノ
ー

ル
又

は
温

時
ア

ル
カ

リ
性

水
溶

液
に

溶
解

し
、

ろ
液

か
ら

ロ
ウ

分
を

分
離

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

主
成

分
は

樹
脂

酸
エ

ス
テ

ル
で

あ
る

。

カ
イ

ガ
ラ

ム
シ

科
ラ

ッ
ク

カ
イ

ガ
ラ

ム
シ

（
L
ac

c
ife

r

la
c
c
a　

K
E
R

R
）

ラ
ッ

ク
カ

イ
ガ

ラ
ム

シ
（
L
ac

c
ife

r 
la

c
c
a　

K
E
R

R
）

ラ
ッ

ク
カ

イ
ガ

ラ
ム

シ
（
L
ac

c
ife

r 
la

c
c
a

K
E
R

R
）

1
5
4
0
0

ジ
ェ

ル
ト

ン
名

簿

ジ
ェ

ル
ト

ン
の

分
泌

液
か

ら
得

ら
れ

た
、

ア
ミ

リ
ン

ア
セ

タ
ー

ト
及

び
ポ

リ
イ

ソ
プ

レ
ン

を
主

成
分

と
す

る
も

の
を

い

う
。

ジ
ェ

ル
ト

ン

T
ro

pi
c
o
sで

J
e
lu

to
n
gを

検
索

し
、

記
載

の
学

名
は

確
認

で
き

た
が

、
標

準
和

名
・
別

名
を

確

認
で

き
な

か
っ

た
。

1
5
4
0
0

ジ
ェ

ル
ト

ン
リ

ス
ト

キ
ョ

ウ
チ

ク
ト

ウ
科

ジ
ェ

ル
ト

ン
（
D

ye
ra

 c
o
st

u
la

ta

H
O

O
K

F
.,D

ye
ra

 lo
w

ii 
H

O
O

K
F
.）

の
幹

枝
か

ら
得

ら
れ

た
ラ

テ
ッ

ク
ス

を
、

熱
時

水
で

洗
浄

し
、

水
溶

成
分

を
除

去
し

て
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。
主

成
分

は
ア

ミ
リ

ン
ア

セ

タ
ー

ト
及

び
シ

ス
ポ

リ
イ

ソ
プ

レ
ン

で
あ

る
。

キ
ョ

ウ
チ

ク
ト

ウ
科

ジ
ェ

ル
ト

ン
（
D

ye
ra

 c
o
st

u
la

ta

H
O

O
K

F
.,D

ye
ra

 lo
w

ii 
H

O
O

K
F
.）

D
ye

ra
 c

o
st

u
la

ta
標

準
和

名
、

別
名

を
確

認
す

る
必

要
が

あ
る

と

思
わ

れ
る

。

1
8
5
0
0

ソ
ル

バ
名

簿
ソ

ル
バ

の
分

泌
液

か
ら

得
ら

れ
た

、
ア

ミ
リ

ン
ア

セ
タ

ー
ト

及
び

ポ
リ

イ
ソ

プ
レ

ン
を

主
成

分
と

す
る

も
の

を
い

う
。

ソ
ル

バ

T
ro

pi
c
o
sで

S
o
rv

a 
を

検
索

し
た

が
、

記
載

の
学

名
は

確
認

で
き

な
か

っ
た

。

学
名

や
標

準
和

名
、

別
名

を
確

認
す

る
必

要
が

あ
る

と
思

わ
れ

る
。

1
8
5
0
0

ソ
ル

バ
リ

ス
ト

キ
ョ

ウ
チ

ク
ト

ウ
科

ソ
ル

バ
（
C

o
u
m

a 
m

ac
ro

c
ar

pa

B
A

R
B

.R
O

D
R

.）
の

幹
枝

か
ら

得
ら

れ
た

ラ
テ

ッ
ク

ス
を

、

熱
時

水
で

洗
浄

し
、

水
溶

成
分

を
除

去
し

て
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。
主

成
分

は
ア

ミ
リ

ン
ア

セ
タ

ー
ト

及
び

シ
ス

ポ

リ
イ

ソ
プ

レ
ン

で
あ

る
。

キ
ョ

ウ
チ

ク
ト

ウ
科

ソ
ル

バ
（
C

o
u
m

a 
m

ac
ro

c
ar

pa

B
A

R
B

.R
O

D
R

.）

T
ro

pi
c
o
sで

学
名

は
確

認
で

き
な

か
っ

た
。

学
名

や
標

準
和

名
、

別
名

を
確

認
す

る
必

要
が

あ
る

と
思

わ
れ

る
。
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整
理

番
号

既
存

添
加

物
名

称
区

分
名

簿
定

義
／

基
原

・
製

法
・
本

質
和

名
・
一

般
名

／
学

名
の

記
載

標
準

和
名

・
別

名
標

準
学

名
・
別

名
問

題
点

等

1
8
6
0
0

ソ
ル

ビ
ン

ハ
名

簿

ソ
ル

ビ
ン

ハ
の

分
泌

液
か

ら
得

ら
れ

た
、

ア
ミ

リ
ン

ア
セ

タ
ー

ト
及

び
ポ

リ
イ

ソ
プ

レ
ン

を
主

成
分

と
す

る
も

の
を

い

う
。

ソ
ル

ビ
ン

ハ

T
ro

pi
c
o
sで

学
名

は
確

認
で

き
な

か
っ

た
。

学
名

や
標

準
和

名
、

別
名

を
確

認
す

る
必

要
が

あ
る

と
思

わ
れ

る
。

1
8
6
0
0

ソ
ル

ビ
ン

ハ
リ

ス
ト

キ
ョ

ウ
チ

ク
ト

ウ
科

ソ
ル

ビ
ン

ハ
（
C

o
u
m

a 
u
ti
lis

M
U

E
L
L
.）

の
幹

枝
よ

り
得

ら
れ

た
ラ

テ
ッ

ク
ス

を
、

熱
時

水
で

洗
浄

し
、

水
溶

成
分

を
除

去
し

て
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。
主

成
分

は
ア

ミ
リ

ン
ア

セ
タ

ー
ト

及
び

シ
ス

ポ
リ

イ

ソ
プ

レ
ン

で
あ

る
。

キ
ョ

ウ
チ

ク
ト

ウ
科

ソ
ル

ビ
ン

ハ
（
C

o
u
m

a 
u
ti
lis

M
U

E
L
L
.）

T
ro

pi
c
o
sで

学
名

は
確

認
で

き
な

か
っ

た
。

学
名

や
標

準
和

名
、

別
名

を
確

認
す

る
必

要
が

あ
る

と
思

わ
れ

る
。

1
9
9
0
0

チ
ク

ル
　

　
　

　
名

簿

サ
ポ

ジ
ラ

の
分

泌
液

か
ら

得
ら

れ
た

、
ア

ミ
リ

ン
ア

セ

タ
ー

ト
及

び
ポ

リ
イ

ソ
プ

レ
ン

を
主

成
分

と
す

る
も

の
を

い

う
。

サ
ポ

ジ
ラ

・
標

準
和

名
が

確
認

で
き

な
い

。

1
9
9
0
0

チ
ク

ル
　

　
　

　
リ

ス
ト

ア
カ

テ
ツ

科
サ

ポ
ジ

ラ
（
A

c
h
ra

s 
za

po
ta

 L
IN

N
E
）
の

幹

枝
よ

り
得

ら
れ

た
ラ

テ
ッ

ク
ス

を
、

脱
水

し
た

も
の

よ
り

得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。
主

成
分

は
ア

ミ
リ

ン
ア

セ
タ

ー
ト

及

び
ポ

リ
イ

ソ
プ

レ
ン

で
あ

る
。

ア
カ

テ
ツ

科
サ

ポ
ジ

ラ
（
A

c
h
ra

s 
za

po
ta

 L
IN

N
E
）

A
c
h
ra

s 
za

po
ta

 L
IN

N
E

・
標

準
和

名
が

確
認

で
き

な
い

。

2
0
3
0
0

チ
ル

テ
名

簿
チ

ル
テ

の
分

泌
液

か
ら

得
ら

れ
た

、
ア

ミ
リ

ン
ア

セ
タ

ー
ト

及
び

ポ
リ

イ
ソ

プ
レ

ン
を

主
成

分
と

す
る

も
の

を
い

う
。

チ
ル

テ
―

―
・
標

準
和

名
が

確
認

で
き

な
い

。

2
0
3
0
0

チ
ル

テ
リ

ス
ト

ト
ウ

ダ
イ

グ
サ

科
チ

ル
テ

（
C

n
id

o
sc

o
lu

s 
e
la

st
ic

u
s

L
U

N
D

E
L
L
.）

の
幹

枝
よ

り
得

ら
れ

た
ラ

テ
ッ

ク
ス

を
、

熱

時
水

で
洗

浄
し

、
水

溶
成

分
を

除
去

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

主
成

分
は

ア
ミ

リ
ン

ア
セ

タ
ー

ト
及

び
ポ

リ
イ

ソ

プ
レ

ン
で

あ
る

。

チ
ル

テ
（
C

n
id

o
sc

o
lu

s 
e
la

st
ic

u
s 

L
U

N
D

E
L
L
.）

―
―

・
標

準
和

名
が

確
認

で
き

な
い

。

・
標

準
学

名
が

確
認

で
き

な
い

。

2
0
5
0
0

ツ
ヌ

ー
名

簿
ツ

ヌ
ー

の
分

泌
液

か
ら

得
ら

れ
た

、
ア

ミ
リ

ン
ア

セ
タ

ー
ト

及
び

ポ
リ

イ
ソ

プ
レ

ン
を

主
成

分
と

す
る

も
の

を
い

う
。

ツ
ヌ

ー
―

―
・
標

準
和

名
が

確
認

で
き

な
い

。

2
0
5
0
0

ツ
ヌ

ー
リ

ス
ト

ク
ワ

科
ツ

ヌ
ー

（
C

as
ti
lla

 f
al

la
x 

C
O

O
K

）
の

幹
枝

よ
り

得

ら
れ

た
ラ

テ
ッ

ク
ス

を
、

脱
水

し
た

も
の

よ
り

得
ら

れ
た

も

の
で

あ
る

。
主

成
分

は
ア

ミ
リ

ン
ア

セ
タ

ー
ト

及
び

ポ
リ

イ

ソ
プ

レ
ン

で
あ

る
。

ツ
ヌ

ー
（
C

as
ti
lla

 f
al

la
x 

C
O

O
K

）
―

―
・
標

準
和

名
が

確
認

で
き

な
い

。

・
標

準
学

名
が

確
認

で
き

な
い

。

2
0
8
0
0

低
分

子
ゴ

ム
名

簿
パ

ラ
ゴ

ム
の

分
泌

液
を

分
解

し
て

得
ら

れ
た

、
ポ

リ
イ

ソ

プ
レ

ン
を

主
成

分
と

す
る

も
の

を
い

う
。

パ
ラ

ゴ
ム

パ
ラ

ゴ
ム

ノ
キ

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

2
0
8
0
0

低
分

子
ゴ

ム
リ

ス
ト

ト
ウ

ダ
イ

グ
サ

科
パ

ラ
ゴ

ム
（
H

e
ve

a 
br

as
ili
e
n
si

s

M
U

E
L
L
.-

A
R

G
.）

の
幹

枝
よ

り
得

ら
れ

る
ラ

テ
ッ

ク
ス

を
、

加
熱

分
解

し
て

得
ら

れ
た

も
の

、
又

は
酵

素
分

解
し

て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

主
成

分
は

シ
ス

ポ
リ

イ
ソ

プ
レ

ン
で

あ
る

。

パ
ラ

ゴ
ム

（
H

e
ve

a 
br

as
ili
e
n
si

s 
M

U
E
L
L
.-

A
R

G
.）

パ
ラ

ゴ
ム

ノ
キ

H
e
ve

a 
br

as
ili
e
n
si

s 
(W

ill
d.

 e
x 

A
.J

u
ss

.) 
M

ü

ll.
A

rg
.

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

・
標

準
学

名
が

異
な

る
。

2
3
5
0
0

ニ
ガ

ー
グ

ッ
タ

名
簿

ニ
ガ

ー
グ

ッ
タ

の
分

泌
液

か
ら

得
ら

れ
た

、
ア

ミ
リ

ン
ア

セ

タ
ー

ト
及

び
ポ

リ
イ

ソ
プ

レ
ン

を
主

成
分

と
す

る
も

の
を

い

う
。

ニ
ガ

ー
グ

ッ
タ

―
―

・
標

準
和

名
が

確
認

で
き

な
い

。

2
3
5
0
0

ニ
ガ

ー
グ

ッ
タ

リ
ス

ト

ク
ワ

科
ニ

ガ
ー

グ
ッ

タ
（
F
ic

u
s 

pl
at

yp
h
yl

la
 D

E
L
IL

E
.）

の

幹
枝

よ
り

得
ら

れ
た

ラ
テ

ッ
ク

ス
を

、
熱

時
水

で
洗

浄
し

、

水
溶

成
分

を
除

去
し

て
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。
主

成
分

は
ア

ミ
リ

ン
ア

セ
タ

ー
ト

及
び

ポ
リ

イ
ソ

プ
レ

ン
で

あ
る

。

ニ
ガ

ー
グ

ッ
タ

（
F
ic

u
s 

pl
at

yp
h
yl

la
 D

E
L
IL

E
.）

―
―

・
標

準
和

名
が

確
認

で
き

な
い

。

・
標

準
学

名
が

確
認

で
き

な
い

。
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整
理

番
号

既
存

添
加

物
名

称
区

分
名

簿
定

義
／

基
原

・
製

法
・
本

質
和

名
・
一

般
名

／
学

名
の

記
載

標
準

和
名

・
別

名
標

準
学

名
・
別

名
問

題
点

等

2
8
1
0
0

粉
末

モ
ミ

ガ
ラ

名
簿

イ
ネ

の
も

み
殻

か
ら

得
ら

れ
た

、
セ

ル
ロ

ー
ス

を
主

成
分

と
す

る
も

の
を

い
う

。
イ

ネ

イ
ネ

モ
チ

イ
ネ

等

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

2
8
1
0
0

粉
末

モ
ミ

ガ
ラ

リ
ス

ト

イ
ネ

科
イ

ネ
（
O

ry
za

 s
at

iv
a 

L
IN

N
E
）
の

も
み

殻
を

、
微

粉
砕

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

主
成

分
は

セ
ル

ロ
ー

ス
で

あ
る

。

イ
ネ

（
O

ry
za

 s
at

iv
a 

L
IN

N
E
）

イ
ネ

モ
チ

イ
ネ

等

イ
ネ

：
O

ry
za

 s
at

iv
a 

L
.

　
　

等

 モ
チ

イ
ネ

：
O

ry
za

 s
at

iv
a 

L
. G

lu
ti
n
o
sa

 g
ro

u
p

　
　

等

イ
ネ

属
：
O

ry
za

 s
at

iv
a 

L
.

　
等

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

標
準

和
名

の
な

い
種

が
あ

る
。

・
一

般
名

（
イ

ネ
）
、

属
名

（
イ

ネ
属

）
、

標
準

和

名
、

学
名

が
そ

れ
ぞ

れ
異

な
る

。

・
O

ry
za

 s
at

iv
a 

L
.以

外
に

も
学

名
の

異
な

る
多

数
の

種
が

あ
る

。

2
9
5
0
0

ベ
ネ

ズ
エ

ラ
チ

ク
ル

名
簿

ベ
ネ

ズ
エ

ラ
チ

ク
ル

の
分

泌
液

か
ら

得
ら

れ
た

、
ア

ミ
リ

ン
ア

セ
タ

ー
ト

及
び

ポ
リ

イ
ソ

プ
レ

ン
を

主
成

分
と

す
る

も

の
を

い
う

。

ベ
ネ

ズ
エ

ラ
チ

ク
ル

―
―

・
標

準
和

名
が

確
認

で
き

な
い

。

2
9
5
0
0

ベ
ネ

ズ
エ

ラ
チ

ク
ル

リ
ス

ト

ア
カ

テ
ツ

科
ベ

ネ
ズ

エ
ラ

チ
ク

ル
（
M

an
ilk

ar
a 

w
ill
ia

m
si

i

S
T
A

N
D

L
.）

の
幹

枝
よ

り
得

ら
れ

る
ラ

テ
ッ

ク
ス

を
、

脱
水

し
た

も
の

よ
り

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

主
成

分
は

ア
ミ

リ

ン
ア

セ
タ

ー
ト

及
び

ポ
リ

イ
ソ

プ
レ

ン
で

あ
る

。

ベ
ネ

ズ
エ

ラ
チ

ク
ル

（
M

an
ilk

ar
a 

w
ill
ia

m
si

i

S
T
A

N
D

L
.）

―
―

・
標

準
和

名
が

確
認

で
き

な
い

。

・
標

準
学

名
が

確
認

で
き

な
い

。

3
0
7
0
0

ホ
ホ

バ
ロ

ウ
名

簿
ホ

ホ
バ

の
果

実
か

ら
得

ら
れ

た
、

イ
コ

セ
ン

酸
イ

コ
セ

ニ

ル
を

主
成

分
と

す
る

も
の

を
い

う
。

ホ
ホ

バ
―

―
・
標

準
和

名
が

確
認

で
き

な
い

。

3
0
7
0
0

ホ
ホ

バ
ロ

ウ
リ

ス
ト

ツ
ゲ

科
ホ

ホ
バ

（
S

im
m

o
n
ds

ia
 c

al
ifo

rn
ic

a 
N

U
T
T
.）

の

果
実

よ
り

採
油

し
た

ホ
ホ

バ
脂

よ
り

、
分

離
し

て
得

ら
れ

た
高

融
点

ロ
ウ

物
質

で
あ

る
。

主
成

分
は

イ
コ

セ
ン

酸
イ

コ
セ

ニ
ル

で
あ

る
。

ホ
ホ

バ
（
S

im
m

o
n
ds

ia
 c

al
ifo

rn
ic

a 
N

U
T
T
.）

―
―

・
標

準
和

名
が

確
認

で
き

な
い

。

・
標

準
学

名
が

確
認

で
き

な
い

。

3
1
2
0
0

マ
ス

チ
ッ

ク
名

簿
ヨ

ウ
ニ

ュ
ウ

コ
ウ

の
分

泌
液

か
ら

得
ら

れ
た

、
マ

ス
チ

カ

ジ
エ

ノ
ン

酸
を

主
成

分
と

す
る

も
の

を
い

う
。

・
ヨ

ウ
ニ

ュ
ウ

コ
ウ

・
標

準
和

名
：
な

し
―

・
標

準
和

名
が

な
い

3
1
2
0
0

マ
ス

チ
ッ

ク
リ

ス
ト

ウ
ル

シ
科

ヨ
ウ

ニ
ュ

ウ
コ

ウ
（
P

is
ta

c
ia

 le
n
ti
sc

u
s

L
IN

N
E
）
の

分
泌

液
よ

り
、

低
沸

点
部

を
蒸

留
に

よ
り

除

去
し

、
熱

時
エ

タ
ノ

ー
ル

で
抽

出
し

、
エ

タ
ノ

ー
ル

を
留

去

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

主
構

成
成

分
は

マ
ス

チ
カ

ジ
エ

ノ
ン

酸
で

あ
る

。

・
ヨ

ウ
ニ

ュ
ウ

コ
ウ

（
P

is
ta

c
ia

 le
n
ti
sc

u
s
 L

.）
・
標

準
和

名
：
な

し

・
別

名
：
な

し
P

is
ta

c
ia

 le
n
ti
sc

u
s
 L

.
・
学

名
の

L
IN

N
E
記

載
を

修
正

・
標

準
和

名
が

な
い

3
1
3
0
0

マ
ッ

サ
ラ

ン
ド

バ
チ

ョ
コ

レ
ー

ト
名

簿

マ
ッ

サ
ラ

ン
ド

バ
チ

ョ
コ

レ
ー

ト
の

分
泌

液
か

ら
得

ら
れ

た
、

ア
ミ

リ
ン

ア
セ

タ
ー

ト
及

び
ポ

リ
イ

ソ
プ

レ
ン

を
主

成

分
と

す
る

も
の

を
い

う
。

・
マ

ッ
サ

ラ
ン

ド
バ

チ
ョ

コ
レ

ー
ト

・
標

準
和

名
：
な

し
―

・
標

準
和

名
が

な
い

3
1
3
0
0

マ
ッ

サ
ラ

ン
ド

バ
チ

ョ
コ

レ
ー

ト
リ

ス
ト

ア
カ

テ
ツ

科
マ

ッ
サ

ラ
ン

ド
バ

チ
ョ

コ
レ

ー
ト

（
M

an
ilk

ar
a

so
lim

o
e
se

n
si

s
 G

IL
L
Y
.）

の
幹

枝
よ

り
得

ら
れ

た
ラ

テ
ッ

ク
ス

を
、

熱
時

水
で

洗
浄

し
、

水
溶

成
分

を
除

去
し

て
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。
主

成
分

は
ア

ミ
リ

ン
ア

セ
タ

ー
ト

及

び
ポ

リ
イ

ソ
プ

レ
ン

で
あ

る
。

・
マ

ッ
サ

ラ
ン

ド
バ

チ
ョ

コ
レ

ー
ト

（
M

an
ilk

ar
a 

so
lim

o
e
se

n
si

s
 G

IL
L
Y
.）

・
標

準
和

名
：
な

し

・
別

名
：
な

し
―

3
1
4
0
0

マ
ッ

サ
ラ

ン
ド

バ
バ

ラ
タ

名
簿

マ
ッ

サ
ラ

ン
ド

バ
バ

ラ
タ

の
分

泌
液

か
ら

得
ら

れ
た

、
ア

ミ

リ
ン

ア
セ

タ
ー

ト
及

び
ポ

リ
イ

ソ
プ

レ
ン

を
主

成
分

と
す

る

も
の

を
い

う
。

・
マ

ッ
サ

ラ
ン

ド
バ

バ
ラ

タ
・
標

準
和

名
：
な

し
―

・
標

準
和

名
が

な
い
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整
理

番
号

既
存

添
加

物
名

称
区

分
名

簿
定

義
／

基
原

・
製

法
・
本

質
和

名
・
一

般
名

／
学

名
の

記
載

標
準

和
名

・
別

名
標

準
学

名
・
別

名
問

題
点

等

3
1
4
0
0

マ
ッ

サ
ラ

ン
ド

バ
バ

ラ
タ

リ
ス

ト

ア
カ

テ
ツ

科
マ

ッ
サ

ラ
ン

ド
バ

バ
ラ

タ
（
M

an
ilk

ar
a 

h
u
be

ri
（
D

U
C

K
E
）
 C

H
E
V

A
L
.）

の
幹

枝
よ

り
得

ら
れ

た
ラ

テ
ッ

ク

ス
を

、
熱

時
水

で
洗

浄
し

、
水

溶
成

分
を

除
去

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

主
成

分
は

ア
ミ

リ
ン

ア
セ

タ
ー

ト
及

び

ポ
リ

イ
ソ

プ
レ

ン
で

あ
る

。

・
マ

ッ
サ

ラ
ン

ド
バ

バ
ラ

タ
（
M

an
ilk

ar
a

h
u
be

ri
 （

D
u
c
ke

）
A

. c
h
e
v.

）

・
標

準
和

名
：
な

し

・
別

名
：
な

し
M

an
ilk

ar
a 

h
u
be

ri
 （

D
u
c
ke

）
A

. c
h
e
v.

・
標

準
和

名
が

な
い

・
学

名
の

記
載

方
法

が
異

な
る

か
？

3
2
1
0
0

ミ
ル

ラ
名

簿
ボ

ツ
ヤ

ク
の

分
泌

液
か

ら
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
を

い

う
。

・
ボ

ツ
ヤ

ク
・
標

準
和

名
：
な

し
―

・
標

準
和

名
が

な
い

3
2
1
0
0

ミ
ル

ラ
リ

ス
ト

カ
ン

ラ
ン

科
ボ

ツ
ヤ

ク
（
C

o
m

m
ip

h
o
ra

 m
u
ku

l 
E
N

G
L
.）

の
分

泌
液

よ
り

、
低

沸
点

部
を

蒸
留

に
よ

り
除

去
し

、
室

温
時

エ
タ

ノ
ー

ル
で

抽
出

し
、

エ
タ

ノ
ー

ル
を

留
去

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

成
分

と
し

て
コ

ミ
ホ

ー
ル

を
含

む
。

・
ボ

ツ
ヤ

ク

（
C

o
m

m
ip

h
o
ra

 m
u
ku

l 
(H

o
o
k.

e
x 

S
to

c
ks

)E
n
gl

.）

・
標

準
和

名
：
な

し

・
別

名
：
な

し
C

o
m

m
ip

h
o
ra

 m
u
ku

l 
(H

o
o
k.

e
x 

S
to

c
ks

)E
n
gl

.
・
標

準
和

名
が

な
い

・
学

名
の

記
載

方
法

が
異

な
る

か
？

3
3
3
0
0

モ
ク

ロ
ウ

名
簿

ハ
ゼ

ノ
キ

の
果

実
か

ら
得

ら
れ

た
、

グ
リ

セ
リ

ン
パ

ル
ミ

タ
ー

ト
を

主
成

分
と

す
る

も
の

を
い

う
。

・
ハ

ゼ
ノ

キ
・
標

準
和

名
ハ

ゼ
ノ

キ
―

3
3
3
0
0

モ
ク

ロ
ウ

リ
ス

ト

キ
ク

ウ
ル

シ
科

ハ
ゼ

ノ
キ

（
R

h
u
s 

su
c
c
e
da

n
e
a

L
IN

N
E
）
の

果
実

よ
り

、
融

解
、

さ
ら

し
た

も
の

よ
り

得
ら

れ

た
も

の
で

あ
る

。
主

成
分

は
グ

リ
セ

リ
ン

パ
ル

ミ
タ

ー
ト

で

あ
る

。

・
ハ

ゼ
ノ

キ
（
R

h
u
s 

su
c
c
e
da

n
e
a
 L

.）
・
標

準
和

名
：
ハ

ゼ
ノ

キ

・
別

名
：
ロ

ウ
ノ

キ
，

ハ
ゼ

，
リ

ュ
ウ

キ
ュ

ウ
ハ

ゼ
・
R

h
u
s 

su
c
c
e
da

n
e
a
 L

.
・
学

名
の

L
IN

N
E
記

載
を

修
正

3
5
8
0
0

レ
ッ

チ
ュ

デ
バ

カ
名

簿
レ

ッ
チ

ュ
デ

バ
カ

の
分

泌
液

か
ら

得
ら

れ
た

、
ア

ミ
リ

ン
エ

ス
テ

ル
を

主
成

分
と

す
る

も
の

を
い

う
。

・
レ

ッ
チ

ュ
デ

バ
カ

・
標

準
和

名
：
な

し
―

・
標

準
和

名
が

な
い

3
5
8
0
0

レ
ッ

チ
ュ

デ
バ

カ
リ

ス
ト

ク
ワ

科
レ

ッ
チ

ュ
デ

バ
カ

（
B

ro
si

m
u
m

 u
ti
le

 （
H

.B
.K

）

P
IT

T
.）

の
幹

枝
か

ら
得

ら
れ

た
ラ

テ
ッ

ク
ス

を
、

熱
時

水

で
洗

浄
し

、
水

溶
成

分
を

除
去

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

主
成

分
は

ア
ミ

リ
ン

エ
ス

テ
ル

で
あ

る
。

・
レ

ッ
チ

ュ
デ

バ
カ

（
B

ro
si

m
u
m

 u
ti
le

（
H

.B
.K

）
P

IT
T
.）

・
標

準
和

名
：
な

し

・
別

名
：
な

し
―

・
標

準
和

名
が

な
い

・
学

名
の

記
載

方
法

が
異

な
る

か
？

3
6
3
0
0

ロ
シ

デ
ィ

ン
ハ

名
簿

ロ
シ

デ
ィ

ン
ハ

の
分

泌
液

か
ら

得
ら

れ
た

、
ア

ミ
リ

ン
ア

セ

タ
ー

ト
及

び
ポ

リ
イ

ソ
プ

レ
ン

を
主

成
分

と
す

る
も

の
を

い

う
。

・
ロ

シ
デ

ィ
ン

ハ
・
標

準
和

名
：
な

し
―

・
標

準
和

名
が

な
い

3
6
3
0
0

ロ
シ

デ
ィ

ン
ハ

リ
ス

ト

ア
カ

テ
ツ

科
シ

デ
ロ

キ
シ

ロ
ン

属
（
S

id
e
ro

xy
lo

n
）
の

幹

枝
よ

り
得

ら
れ

た
ラ

テ
ッ

ク
ス

を
、

脱
水

し
た

も
の

よ
り

得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。
主

成
分

は
ア

ミ
リ

ン
ア

セ
タ

ー
ト

及

び
ポ

リ
イ

ソ
プ

レ
ン

で
あ

る
。

・
シ

デ
ロ

キ
シ

ロ
ン

属
（
S

id
e
ro

xy
lo

n
）

・
標

準
和

名
：
な

し

・
別

名
：
な

し
―

・
標

準
和

名
が

な
い

3
6
4
0
0

ロ
シ

ン
名

簿
マ

ツ
の

分
泌

液
か

ら
得

ら
れ

た
，

ア
ビ

エ
チ

ン
酸

を
主

成

分
と

す
る

も
の

を
い

う
。

・
マ

ツ
・
標

準
和

名
：
マ

ツ
属

（
P

in
u
s
）

・
標

準
学

名
：
マ

ツ
属

（
P

in
u
s）

・
学

名
が

異
な

る
。

・
名

簿
と

学
名

の
範

囲
が

異
な

る
？

3
6
4
0
0

ロ
シ

ン
リ

ス
ト

マ
ツ

科
マ

ツ
（
P

in
u
s 

pa
lu

st
ri
s
 M

IL
L
.）

の
樹

皮
の

分
泌

液
よ

り
，

低
沸

点
部

を
蒸

留
に

よ
り

除
去

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

主
構

成
成

分
は

ア
ビ

エ
チ

ン
酸

で
あ

る
。

・
マ

ツ
（
P

in
u
s 

pa
lu

st
ri
s
 M

IL
L
.）

・
標

準
和

名
：
マ

ツ
属

（
P

in
u
s）

・
標

準
和

名
：
ダ

イ
オ

ウ
マ

ツ
・
標

準
学

名
：
マ

ツ
属

（
P

in
u
s）

・
学

名
が

異
な

る
。

・
名

簿
と

学
名

の
範

囲
が

異
な

る
？

0
2
8
0
0

イ
ソ

マ
ル

ト
デ

キ
ス

ト
ラ

ナ
ー

ゼ
名

簿
―

―
―

―

0
2
8
0
0

イ
ソ

マ
ル

ト
デ

キ
ス

ト
ラ

ナ
ー

ゼ
リ

ス
ト

細
菌

（
A

rt
h
ro

ba
c
te

r）
の

培
養

液
よ

り
、

水
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

細
菌

（
A

rt
h
ro

ba
c
te

r）
―

A
rt

h
ro

ba
c
te

r

0
2
9
0
0

イ
タ

コ
ン

酸
名

簿
イ

タ
コ

ン
酸

―
―

―
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整
理

番
号

既
存

添
加

物
名

称
区

分
名

簿
定

義
／

基
原

・
製

法
・
本

質
和

名
・
一

般
名

／
学

名
の

記
載

標
準

和
名

・
別

名
標

準
学

名
・
別

名
問

題
点

等

0
2
9
0
0

イ
タ

コ
ン

酸
リ

ス
ト

麹
菌

（
A

sp
e
rg

ill
u
s 

te
rr

e
u
s）

に
よ

る
殿

粉
又

は
粗

糖

発
酵

培
養

液
よ

り
、

分
離

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

成
分

は
イ

タ
コ

ン
酸

で
あ

る
。

麹
菌

（
A

sp
e
rg

ill
u
s 

te
rr

e
u
s）

―
A

sp
e
rg

ill
u
s 

te
rr

e
u
s

0
2
7
0
0

イ
ソ

ア
ル

フ
ァ

ー
苦

味
酸

名
簿

イ
ソ

ア
ル

フ
ァ

ー
苦

味
酸

（
ホ

ッ
プ

の
花

か
ら

得
ら

れ
た

、

イ
ソ

フ
ム

ロ
ン

類
を

主
成

分
と

す
る

も
の

を
い

う
。

）
ホ

ッ
プ

標
準

和
名

：
H

u
m

u
lu

s 
lu

pu
lu

s 
L
. v

ar
. l

u
pu

lu
s

ホ
ッ

プ

標
準

和
名

：
P

te
le

a 
tr

ifo
lia

ta
 L

.　
 ホ

ッ
プ

ノ
キ

別
名

：
H

u
m

u
lu

s 
lu

pu
lu

s 
L
.　

 カ
ラ

ハ
ナ

ソ
ウ

―
標

準
和

名
、

別
名

に
つ

い
て

、
ク

ワ
科

ホ
ッ

プ
の

名
称

な
し

0
2
7
0
0

イ
ソ

ア
ル

フ
ァ

ー
苦

味
酸

リ
ス

ト

ク
ワ

科
ホ

ッ
プ

（
H

u
m

u
lu

s 
lu

pu
lu

s 
L
IN

N
E
）
の

雌
花

よ

り
、

水
、

二
酸

化
炭

素
又

は
有

機
溶

剤
で

抽
出

し
、

熱
処

理
し

て
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。
主

成
分

は
イ

ソ
フ

ム
ロ

ン
類

で
あ

る
。

ク
ワ

科
ホ

ッ
プ

（
H

u
m

u
lu

s 
lu

pu
lu

s 
L
IN

N
E
）

標
準

和
名

：
H

u
m

u
lu

s 
lu

pu
lu

s 
L
. v

ar
. c

o
rd

ifo
liu

s

(M
iq

.) 
M

ax
im

. e
x 

F
ra

n
c
h
. e

t 
S

av
.　

 カ
ラ

ハ
ナ

ソ

ウ 標
準

和
名

：
H

u
m

u
lu

s 
lu

pu
lu

s 
L
. v

ar
. l

u
pu

lu
s

ホ
ッ

プ

別
名

：
H

u
m

u
lu

s 
lu

pu
lu

s 
L
.　

 カ
ラ

ハ
ナ

ソ
ウ

H
u
m

u
lu

s 
lu

pu
lu

s 
L
. 

標
準

和
名

、
別

名
に

つ
い

て
、

ク
ワ

科
ホ

ッ
プ

の

名
称

な
し

0
4
1
0
0

塩
水

湖
水

低
塩

化
ナ

ト
リ

ウ
ム

液
名

簿

塩
水

湖
水

低
塩

化
ナ

ト
リ

ウ
ム

液
（
塩

水
湖

水
か

ら
塩

化
ナ

ト
リ

ウ
ム

を
析

出
分

離
し

て
得

ら
れ

た
、

ア
ル

カ
リ

金
属

塩
類

及
び

ア
ル

カ
リ

土
類

金
属

塩
類

を
主

成
分

と

す
る

も
の

を
い

う
。

）

―
―

―

0
4
1
0
0

塩
水

湖
水

低
塩

化
ナ

ト
リ

ウ
ム

液
リ

ス
ト

塩
水

湖
の

塩
水

を
、

天
日

蒸
散

に
よ

り
濃

縮
し

、
塩

化
ナ

ト
リ

ウ
ム

を
析

出
分

離
し

、
残

り
の

液
体

を
ろ

過
し

た
も

の

で
あ

る
。

主
成

分
は

ア
ル

カ
リ

金
属

塩
類

及
び

ア
ル

カ
リ

土
類

金
属

塩
類

で
あ

る
。

―
―

―

0
8
5
0
0

キ
ナ

抽
出

物
名

簿

キ
ナ

抽
出

物
（
ア

カ
キ

ナ
の

樹
皮

か
ら

得
ら

れ
た

、
キ

ニ

ジ
ン

、
キ

ニ
ー

ネ
及

び
シ

ン
コ

ニ
ン

を
主

成
分

と
す

る
も

の
を

い
う

。
）

ア
カ

キ
ナ

C
in

c
h
o
n
a 

su
c
c
ir
u
br

a 
P

av
. e

x 
K

lo
tz

sc
h
　

 ア
カ

キ
ナ

ノ
キ

C
in

c
h
o
n
a 

pu
be

sc
e
n
s 

V
ah

l　
 ア

カ
キ

ナ
ノ

キ

―
標

準
和

名
か

別
名

か
不

明
瞭

0
8
5
0
0

キ
ナ

抽
出

物
リ

ス
ト

ア
カ

ネ
科

ア
カ

キ
ナ

（
C

in
c
h
o
n
a 

su
c
c
ir
u
br

a

P
A

V
O

N
）
の

樹
皮

よ
り

、
水

又
は

エ
タ

ノ
ー

ル
等

で
抽

出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

有
効

成
分

は
キ

ニ
ー

ネ
、

キ
ニ

ジ
ン

及
び

シ
ン

コ
ニ

ン
で

あ
る

。

ア
カ

ネ
科

ア
カ

キ
ナ

（
C

in
c
h
o
n
a 

su
c
c
ir
u
br

a

P
A

V
O

N
）

C
in

c
h
o
n
a 

su
c
c
ir
u
br

a 
P

av
. e

x 
K

lo
tz

sc
h
　

 ア
カ

キ
ナ

ノ
キ

C
in

c
h
o
n
a 

su
c
c
ir
u
br

a 
P

av
. e

x 
K

lo
tz

sc
h

標
準

和
名

か
別

名
か

不
明

瞭

0
8
6
0
0

キ
ハ

ダ
抽

出
物

名
簿

キ
ハ

ダ
抽

出
物

（
キ

ハ
ダ

の
樹

皮
か

ら
得

ら
れ

た
、

ベ

ル
ベ

リ
ン

を
主

成
分

と
す

る
も

の
を

い
う

。
）

キ
ハ

ダ

標
準

和
名

（
下

記
複

数
）

P
h
e
llo

de
n
dr

o
n
 a

m
u
re

n
se

 R
u
pr

.　
 キ

ハ
ダ

P
h
e
llo

de
n
dr

o
n
 a

m
u
re

n
se

 R
u
pr

. f
. m

o
lle

(N
ak

ai
) 
W

.T
.L

e
e
　

 ケ
キ

ハ
ダ

P
h
e
llo

de
n
dr

o
n
 a

m
u
re

n
se

 R
u
pr

. v
ar

.

ja
po

n
ic

u
m

 (
M

ax
im

.) 
O

h
w

i　
 オ

オ
バ

キ
ハ

ダ

P
h
e
llo

de
n
dr

o
n
 a

m
u
re

n
se

 R
u
pr

. v
ar

. l
av

al
le

i

(D
o
de

) 
S

pr
ag

u
e
　

 ミ
ヤ

マ
キ

ハ
ダ

P
h
e
llo

de
n
dr

o
n
 a

m
u
re

n
se

 R
u
pr

. v
ar

. w
ils

o
n
ii

(H
ay

at
a 

e
t 

K
an

e
h
.) 

C
.E

.C
h
an

g　
 タ

イ
ワ

ン
キ

ハ

ダ

―
・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

・
標

準
和

名
の

範
囲

が
が

異
な

る
。
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整
理

番
号

既
存

添
加

物
名

称
区

分
名

簿
定

義
／

基
原

・
製

法
・
本

質
和

名
・
一

般
名

／
学

名
の

記
載

標
準

和
名

・
別

名
標

準
学

名
・
別

名
問

題
点

等

0
8
6
0
0

キ
ハ

ダ
抽

出
物

リ
ス

ト

ミ
カ

ン
科

キ
ハ

ダ
（
P

h
e
llo

de
n
dr

o
n
 a

m
u
re

n
se

R
U

P
R

.）
の

樹
皮

よ
り

、
水

又
は

エ
タ

ノ
ー

ル
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

主
成

分
は

ベ
ル

ベ
リ

ン
で

あ

る
。

ミ
カ

ン
科

キ
ハ

ダ
（
P

h
e
llo

de
n
dr

o
n
 a

m
u
re

n
se

R
U

P
R

.）

標
準

和
名

（
下

記
複

数
）

P
h
e
llo

de
n
dr

o
n
 a

m
u
re

n
se

 R
u
pr

.　
 キ

ハ
ダ

P
h
e
llo

de
n
dr

o
n
 a

m
u
re

n
se

 R
u
pr

. f
. m

o
lle

(N
ak

ai
) 
W

.T
.L

e
e
　

 ケ
キ

ハ
ダ

P
h
e
llo

de
n
dr

o
n
 a

m
u
re

n
se

 R
u
pr

. v
ar

.

ja
po

n
ic

u
m

 (
M

ax
im

.) 
O

h
w

i　
 オ

オ
バ

キ
ハ

ダ

P
h
e
llo

de
n
dr

o
n
 a

m
u
re

n
se

 R
u
pr

. v
ar

. l
av

al
le

i

(D
o
de

) 
S

pr
ag

u
e
　

 ミ
ヤ

マ
キ

ハ
ダ

P
h
e
llo

de
n
dr

o
n
 a

m
u
re

n
se

 R
u
pr

. v
ar

. w
ils

o
n
ii

(H
ay

at
a 

e
t 

K
an

e
h
.) 

C
.E

.C
h
an

g　
 タ

イ
ワ

ン
キ

ハ

ダ

P
h
e
llo

de
n
dr

o
n
 a

m
u
re

n
se

 R
u
pr

. 
・
標

準
和

名
・
学

名
が

異
な

る
。

・
標

準
和

名
・
学

名
の

範
囲

が
が

異
な

る
。

1
2
0
0
0

ゲ
ン

チ
ア

ナ
抽

出
物

名
簿

ゲ
ン

チ
ア

ナ
の

根
又

は
根

茎
か

ら
得

ら
れ

た
、

ア
マ

ロ
ゲ

ン
チ

ン
及

び
ゲ

ン
チ

オ
ピ

ク
ロ

シ
ド

を
主

成
分

と
す

る
も

の
を

い
う

。

ゲ
ン

チ
ア

ナ
・
標

準
和

名
：
ゲ

ン
チ

ア
ナ

1
2
0
0
0

ゲ
ン

チ
ア

ナ
抽

出
物

リ
ス

ト

リ
ン

ド
ウ

科
ゲ

ン
チ

ア
ナ

（
G

e
n
ti
an

a 
lu

te
a 

L
IN

N
E
）
の

根
又

は
根

茎
よ

り
、

水
又

は
エ

タ
ノ

ー
ル

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。
有

効
成

分
は

ゲ
ン

チ
オ

ピ
ク

ロ
シ

ド
（
ゲ

ン
チ

オ
ピ

ク
リ

ン
）
及

び
ア

マ
ロ

ゲ
ン

チ
ン

で
あ

る
。

ゲ
ン

チ
ア

ナ
―

―

1
2
4
0
0

酵
素

処
理

ナ
リ

ン
ジ

ン
 

名
簿

ナ
リ

ン
ジ

ン
（
第

2
3
4
号

の
ナ

リ
ン

ジ
ン

を
い

う
。

）
か

ら
得

ら
れ

た
、

α
―

グ
ル

コ
シ

ル
ナ

リ
ン

ジ
ン

を
主

成
分

と
す

る
も

の
を

い
う

。

―
―

－

1
2
4
0
0

酵
素

処
理

ナ
リ

ン
ジ

ン
 

リ
ス

ト

『
ナ

リ
ン

ジ
ン

』
と

デ
キ

ス
ト

リ
ン

の
混

合
物

に
、

シ
ク

ロ
デ

キ
ス

ト
リ

ン
グ

ル
コ

シ
ル

ト
ラ

ン
ス

フ
ェ

ラ
ー

ゼ
を

用
い

て

グ
ル

コ
ー

ス
を

付
加

さ
せ

た
も

の
で

あ
る

。
有

効
成

分
は

α
-
グ

ル
コ

シ
ル

ナ
リ

ン
ジ

ン
で

あ
る

。

―
―

－

1
6
1
0
0

ジ
ャ

マ
イ

カ
カ

ッ
シ

ア
抽

出
物

名
簿

ジ
ャ

マ
イ

カ
カ

ッ
シ

ア
の

幹
枝

又
は

樹
皮

か
ら

得
ら

れ

た
、

ク
ア

シ
ン

及
び

ネ
オ

ク
ア

シ
ン

を
主

成
分

と
す

る
も

の
を

い
う

。

ジ
ャ

マ
イ

カ
カ

ッ
シ

ア
・
標

準
和

名
：
ジ

ャ
マ

イ
カ

カ
ッ

シ
ア

1
6
1
0
0

ジ
ャ

マ
イ

カ
カ

ッ
シ

ア
抽

出
物

リ
ス

ト

ニ
ガ

キ
科

ジ
ャ

マ
イ

カ
カ

ッ
シ

ア
（
Q

u
as

si
a 

e
xc

e
ls

a

S
W

.）
の

幹
枝

又
は

樹
皮

よ
り

、
水

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
 も

の
で

あ
る

。
有

効
成

分
は

ク
ア

シ
ン

及
び

ネ
オ

ク
ア

シ
ン

で
あ

る
。

ニ
ガ

キ
科

ジ
ャ

マ
イ

カ
カ

ッ
シ

ア
・
標

準
和

名
：
ジ

ャ
マ

イ
カ

カ
ッ

シ
ア

・
標

準
学

名
：
Q

u
as

si
a 

e
xc

e
ls

a 
S

W
.

1
8
2
0
0

粗
製

海
水

塩
化

カ
リ

ウ
ム

名
簿

海
水

か
ら

塩
化

ナ
ト

リ
ウ

ム
を

析
出

分
離

し
て

得
ら

れ

た
、

塩
化

カ
リ

ウ
ム

を
主

成
分

と
す

る
も

の
を

い
う

。
―

―
―

1
8
2
0
0

粗
製

海
水

塩
化

カ
リ

ウ
ム

リ
ス

ト

海
水

を
、

濃
縮

し
、

塩
化

ナ
ト

リ
ウ

ム
を

析
出

分
離

さ
せ

た
後

、
そ

の
ろ

液
を

、
室

温
ま

で
冷

却
し

、
析

出
分

離
さ

せ
た

も
の

で
あ

る
。

主
成

分
は

塩
化

カ
リ

ウ
ム

で
あ

る
。

―
―

―

2
0
9
0
0

テ
オ

ブ
ロ

ミ
ン

名
簿

－
―

－
－
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整
理

番
号

既
存

添
加

物
名

称
区

分
名

簿
定

義
／

基
原

・
製

法
・
本

質
和

名
・
一

般
名

／
学

名
の

記
載

標
準

和
名

・
別

名
標

準
学

名
・
別

名
問

題
点

等

2
0
9
0
0

テ
オ

ブ
ロ

ミ
ン

リ
ス

ト

ア
オ

ギ
リ

科
カ

カ
オ

（
T
h
e
o
br

o
m

a 
c
ac

ao
 L

IN
N

E
）
の

種
子

、
ア

オ
ギ

リ
科

コ
ー

ラ
（
C

o
la

 a
c
u
m

in
at

a

S
C

H
O

T
T
 e

t 
E
N

D
L
.）

の
種

子
又

は
ツ

バ
キ

科
チ

ャ

（
C

am
e
lli
a 

si
n
e
n
si

s 
O

. K
Z
E
.）

の
葉

よ
り

、
水

又
は

エ
タ

ノ
ー

ル
で

抽
出

し
、

分
離

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

成
分

は
テ

オ
ブ

ロ
ミ

ン
で

あ
る

。

・
ア

オ
ギ

リ
科

カ
カ

オ

・
ア

オ
ギ

リ
科

コ
ー

ラ

・
ツ

バ
キ

科
チ

ャ
/
C

am
e
lli
a 

si
n
e
n
si

s 
(L

.) 
K

u
n
tz

e

・
標

準
和

名
：
カ

カ
オ

　
別

名
：
/
カ

カ
オ

ノ
キ

・
標

準
和

名
：
ヒ

メ
コ

ラ
ノ

キ

・
標

準
和

名
：
チ

ャ
ノ

キ
　

　
別

名
チ

ャ
, コ

バ
ノ

チ
ャ

,

ト
ウ

チ
ャ

・
標

準
学

名
：
T
h
e
o
br

o
m

a 
c
ac

ao
 L

.

・
標

準
学

名
：
C

o
la

 a
c
u
m

in
at

a 
(B

re
n
an

)

S
h
o
tt

 e
t 

E
n
dl

.

・
標

準
学

名
：
C

am
e
lli
a 

si
n
e
n
si

s 
(L

.) 
K

u
n
tz

e

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

2
3
6
0
0

ニ
ガ

ヨ
モ

ギ
抽

出
物

名
簿

ニ
ガ

ヨ
モ

ギ
の

全
草

か
ら

得
ら

れ
た

、
セ

ス
キ

テ
ル

ペ
ン

を
主

成
分

と
す

る
も

の
を

い
う

。
ニ

ガ
ヨ

モ
ギ

・
標

準
和

名
：
ニ

ガ
ヨ

モ
ギ

　
別

名
：
ア

ブ
サ

ン
・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

2
3
6
0
0

ニ
ガ

ヨ
モ

ギ
抽

出
物

リ
ス

ト

キ
ク

科
ニ

ガ
ヨ

モ
ギ

（
A

rt
e
m

is
ia

 a
bs

in
th

iu
m

 L
IN

N
E
）

の
全

草
よ

り
、

水
又

は
室

温
時

エ
タ

ノ
ー

ル
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

主
成

分
は

セ
ス

キ
テ

ル
ペ

ン

（
ア

ブ
シ

ン
チ

ン
等

）
で

あ
る

。

キ
ク

科
ニ

ガ
ヨ

モ
ギ

・
標

準
和

名
：
ニ

ガ
ヨ

モ
ギ

　
別

名
：
ア

ブ
サ

ン
・
標

準
学

名
：
A

rt
e
m

is
ia

 a
bs

in
th

iu
m

 L
.

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

3
5
7
0
0

レ
イ

シ
抽

出
物

名
簿

マ
ン

ネ
ン

タ
ケ

の
菌

糸
体

若
し

く
は

子
実

体
又

は
そ

の
培

養
液

か
ら

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

マ
ン

ネ
ン

タ
ケ

・
標

準
和

名
：
マ

ン
ネ

ン
タ

ケ

3
5
7
0
0

レ
イ

シ
抽

出
物

リ
ス

ト

サ
ル

ノ
コ

シ
カ

ケ
目

マ
ン

ネ
ン

タ
ケ

（
G

an
o
de

rm
a

lu
c
id

u
m

 K
A

R
S

T
.）

の
菌

糸
体

若
し

く
は

子
実

体
、

又
は

そ
の

培
養

液
よ

り
、

水
、

エ
タ

ノ
ー

ル
又

は
二

酸
化

炭
素

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。

サ
ル

ノ
コ

シ
カ

ケ
目

マ
ン

ネ
ン

タ
ケ

・
標

準
和

名
：
サ

ル
ノ

コ
シ

カ
ケ

目
マ

ン
ネ

ン
タ

ケ
G

an
o
de

rm
a 

lu
c
id

u
m

 (
C

u
rt

is
) 
P

. K
ar

st
.

1
2
7
0
0

酵
素

処
理

レ
シ

チ
ン

名
簿

植
物

レ
シ

チ
ン

（
第

1
6
6
号

の
植

物
レ

シ
チ

ン
を

い
う

。
）

又
は

卵
黄

レ
シ

チ
ン

（
第

3
4
6
号

の
卵

黄
レ

シ
チ

ン
を

い

う
。

）
か

ら
得

ら
れ

た
、

ホ
ス

フ
ァ

チ
ジ

ル
グ

リ
セ

ロ
ー

ル

を
主

成
分

と
す

る
も

の
を

い
う

。

－
－

1
2
7
0
0

酵
素

処
理

レ
シ

チ
ン

リ
ス

ト

植
物

レ
シ

チ
ン

又
は

卵
黄

レ
シ

チ
ン

と
グ

リ
セ

リ
ン

の
混

合
物

に
、

ホ
ス

ホ
リ

パ
ー

ゼ
D

を
用

い
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

主
成

分
は

ホ
ス

フ
ァ

チ
ジ

ル
グ

リ
セ

ロ
ー

ル
で

あ
る

。

－
－

1
7
2
0
0

ス
フ

ィ
ン

ゴ
脂

質
名

簿
米

ぬ
か

か
ら

得
ら

れ
た

、
ス

フ
ィ

ン
ゴ

シ
ン

誘
導

体
を

主

成
分

と
す

る
も

の
を

い
う

。
・
イ

ネ

・
標

準
和

名
：
イ

ネ

　
　

　
　

　
　

　
　

モ
チ

イ
ネ

　
　

　
　

　
等

・
標

準
和

名
：
コ

ム
ギ

　
　

　
　

　
　

　
　

マ
カ

ロ
ニ

コ
ム

ギ

　
　

　
　

　
　

　
　

等

・
一

般
名

と
標

準
和

名
の

名
称

・
範

囲
が

異
な

る
。

1
7
2
0
0

ス
フ

ィ
ン

ゴ
脂

質
リ

ス
ト

イ
ネ

科
イ

ネ
（
O

ry
za

 s
at

iv
a
 L

IN
N

E
）
の

種
子

又
は

小

麦
（
T
ri
ti
c
u
m

 a
e
st

iv
u
m

 L
IN

N
E
）
の

胚
芽

か
ら

得
ら

れ

た
米

ぬ
か

よ
り

、
室

温
時

～
温

時
エ

タ
ノ

ー
ル

、
含

水
エ

タ
ノ

ー
ル

、
イ

ソ
プ

ロ
ピ

ル
ア

ル
コ

ー
ル

、
ア

セ
ト

ン
、

ヘ

キ
サ

ン
又

は
酢

酸
エ

チ
ル

で
抽

出
し

た
も

の
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。
主

成
分

は
ス

フ
ィ

ン
ゴ

シ
ン

誘
導

体
で

あ
る

。

・
イ

ネ
（
O

ry
za

 s
at

iv
a 

L
IN

N
E
）

・
小

麦
（
T
ri
ti
c
u
m

 a
e
st

iv
u
m

 L
IN

N
E
）

・
標

準
和

名
：
イ

ネ

　
　

　
　

　
　

　
　

モ
チ

イ
ネ

　
　

　
　

　
等

・
標

準
和

名
：
コ

ム
ギ

　
　

　
　

　
　

　
　

マ
カ

ロ
ニ

コ
ム

ギ

　
　

　
　

　
　

　
　

等

O
ry

za
 s

at
iv

a 
L

T
ri
ti
c
u
m

 a
e
st

iv
u
m

 L
等

・
一

般
凕

、
標

準
和

名
、

標
準

学
名

の
名

称
・
範

囲
が

異
な

る
。

1
8
7
0
0

ダ
イ

ズ
サ

ポ
ニ

ン
名

簿
ダ

イ
ズ

の
種

子
か

ら
得

ら
れ

た
、

サ
ポ

ニ
ン

を
主

成
分

と

す
る

も
の

を
い

う
。

・
ダ

イ
ズ

・
標

準
属

名
：
ダ

イ
ズ

属
（
G

ly
c
in

e
）

・
標

準
和

名
：
ダ

イ
ズ

G
ly

c
in

e
・
基

原
の

範
囲

が
異

な
る

（
ダ

イ
ズ

属
）
。

1
8
7
0
0

ダ
イ

ズ
サ

ポ
ニ

ン
リ

ス
ト

マ
メ

科
ダ

イ
ズ

（
G

ly
c
in

e
 m

ax
 M

E
R

R
IL

L
）
の

種
子

を

粉
砕

し
、

水
又

は
エ

タ
ノ

ー
ル

で
抽

出
し

、
精

製
し

て
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。
主

成
分

は
サ

ポ
ニ

ン
（
ソ

ヤ
サ

ポ

ニ
ン

等
）
で

あ
る

。

・
ダ

イ
ズ

（
G

ly
c
in

e
 m

ax
 M

E
R

R
IL

L
）

・
標

準
属

名
：
ダ

イ
ズ

属
（
G

ly
c
in

e
）

・
標

準
和

名
：
ダ

イ
ズ

G
ly

c
in

e
 m

ax
 M

E
R

R
IL

L
・
基

原
の

範
囲

が
異

な
る

（
ダ

イ
ズ

）
。

1
9
5
0
0

胆
汁

末
名

簿
胆

汁
か

ら
得

ら
れ

た
、

コ
ー

ル
酸

及
び

デ
ソ

キ
シ

コ
ー

ル
酸

を
主

成
分

と
す

る
も

の
を

い
う

。
・
胆

汁
―
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整
理

番
号

既
存

添
加

物
名

称
区

分
名

簿
定

義
／

基
原

・
製

法
・
本

質
和

名
・
一

般
名

／
学

名
の

記
載

標
準

和
名

・
別

名
標

準
学

名
・
別

名
問

題
点

等

1
9
5
0
0

胆
汁

末
リ

ス
ト

動
物

の
胆

汁
を

、
粉

末
化

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

主
成

分
は

コ
ー

ル
酸

及
び

デ
ソ

キ
シ

コ
ー

ル
酸

で
あ

る
。

・
動

物
の

胆
汁

―

0
0
9
0
0

ア
ス

ペ
ル

ギ
ル

ス
テ

レ
ウ

ス
糖

た
ん

白
質

名
簿

ア
ス

ペ
ル

ギ
ル

ス
テ

レ
ウ

ス
の

培
養

液
か

ら
得

ら
れ

た
、

糖
タ

ン
パ

ク
質

を
主

成
分

と
す

る
も

の
を

い
う

。
・
限

定
な

し
―

・
基

原
の

範
囲

が
異

な
る

（
基

原
物

質
の

限
定

な
し

）
。

0
0
9
0
0

ア
ス

ペ
ル

ギ
ル

ス
テ

レ
ウ

ス
糖

た
ん

白
質

リ
ス

ト

糸
状

菌
（
A

sp
e
rg

ill
u
s 

te
rr

e
u
s
）
に

よ
る

ブ
ド

ウ
糖

、
殿

粉
及

び
大

豆
ミ

ー
ル

の
発

酵
培

養
液

を
除

菌
し

、
硫

酸

ア
ン

モ
ニ

ウ
ム

に
よ

り
分

画
し

た
後

、
脱

塩
し

て
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。
主

成
分

は
糖

タ
ン

バ
ク

質
で

あ
る

。

・
ブ

ド
ウ

糖

・
殿

粉

・
大

豆
ミ

ー
ル

―
・
基

原
の

範
囲

が
異

な
る

（
基

原
物

質
の

限
定

あ
り

）
。

0
3
0
0
0

イ
ナ

ワ
ラ

灰
抽

出
物

名
簿

イ
ネ

の
茎

又
は

葉
の

灰
化

物
か

ら
抽

出
し

て
得

ら
れ

た

も
の

を
い

う
。

・
イ

ネ

・
標

準
和

名
：
イ

ネ

　
　

　
　

　
　

　
　

モ
チ

イ
ネ

　
　

　
　

  
  
  
 　

等

・
一

般
名

と
標

準
和

名
の

名
称

・
範

囲
が

異
な

る
。

0
3
0
0
0

イ
ナ

ワ
ラ

灰
抽

出
物

リ
ス

ト

イ
ネ

科
イ

ネ
（
O

ry
za

 s
at

iv
a 

L
IN

N
E
）
の

茎
又

は
葉

を

灰
化

し
た

も
の

よ
り

、
室

温
時

水
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

っ
て

、
ア

ル
カ

リ
金

属
及

び
ア

ル
カ

リ
土

類
金

属
を

含
む

。

・
イ

ネ
（
O

ry
za

 s
at

iv
a
 L

IN
N

E
）

・
標

準
和

名
：
イ

ネ

　
　

　
　

　
　

　
　

モ
チ

イ
ネ

　
　

　
  
  
  
 　

　
等

O
ry

za
 s

at
iv

a 
L

等

・
一

般
凕

、
標

準
和

名
、

標
準

学
名

の
名

称
・
範

囲
が

異
な

る
。

0
4
3
0
0

オ
ゾ

ン
名

簿
―

―

0
4
3
0
0

オ
ゾ

ン
リ

ス
ト

Ｏ
３

―
―

4
4
0
0

オ
リ

ゴ
ガ

ラ
ク

チ
ュ

ロ
ン

酸
名

簿
―

―
―

―
―

4
4
0
0

オ
リ

ゴ
ガ

ラ
ク

チ
ュ

ロ
ン

酸
リ

ス
ト

「
ペ

ク
チ

ン
」
を

ペ
ク

チ
ナ

ー
ゼ

で
酵

素
分

解
し

、
限

外
ろ

過
し

て
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
っ

て
、

ガ
ラ

ク
チ

ュ
ロ

ン
酸

の

1
～

9
量

体
の

混
合

物
か

ら
な

る
。

―
―

―
―

4
6
0
0

オ
レ

ガ
ノ

抽
出

物
名

簿
オ

レ
ガ

ノ
の

葉
か

ら
得

ら
れ

た
、

カ
ル

バ
ク

ロ
ー

ル
及

び

チ
モ

ー
ル

を
主

成
分

と
す

る
も

の
を

い
う

。
・
ハ

ナ
ハ

ッ
カ

・
標

準
学

名
：
ハ

ナ
ハ

ッ
カ

・
別

名
：
オ

レ
ガ

ノ
―

・
標

準
和

名
が

異
な

る

4
6
0
0

オ
レ

ガ
ノ

抽
出

物
リ

ス
ト

シ
ソ

科
オ

レ
ガ

ノ
（
O

ri
ga

n
u
m

 v
u
lg

ar
e
 L

IN
N

E
）
の

葉
よ

り
、

室
温

時
～

温
時

エ
タ

ノ
ー

ル
、

含
水

エ
タ

ノ
ー

ル
又

は
ヘ

キ
サ

ン
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

成
分

と
し

て
チ

モ
ー

ル
及

び
カ

ル
バ

ク
ロ

ー
ル

を
含

む
。

・
ハ

ナ
ハ

ッ
カ

（
O

ri
ga

n
u
m

 v
u
lg

ar
e

 L
）

・
標

準
学

名
：
ハ

ナ
ハ

ッ
カ

・
別

名
：
オ

レ
ガ

ノ
・
標

準
学

名
：
O

ri
ga

n
u
m

 v
u
lg

ar
e

 L
・
標

準
和

名
が

異
な

る

4
8
0
0

海
藻

灰
抽

出
物

名
簿

褐
藻

類
の

灰
化

物
か

ら
得

ら
れ

た
、

ヨ
ウ

化
カ

リ
ウ

ム
を

主
成

分
と

す
る

も
の

を
い

う
。

―
―

―
―

4
8
0
0

海
藻

灰
抽

出
物

リ
ス

ト

褐
藻

類
を

焼
成

灰
化

し
た

も
の

よ
り

、
水

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。
主

成
分

は
ヨ

ウ
化

カ
リ

ウ
ム

で
あ

る
。

―
―

―
―

5
2
0
0

花
こ

う
斑

岩
名

簿
―

―
―

―
―

5
2
0
0

花
こ

う
斑

岩
リ

ス
ト

花
こ

う
斑

岩
を

洗
浄

、
粉

砕
し

た
も

の
を

、
乾

燥
後

、
滅

菌
し

て
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。
―

―
―

―

1
0
1
0
0

ク
リ

ス
ト

バ
ル

石
名

簿
―

―
―

―
―

1
0
1
0
0

ク
リ

ス
ト

バ
ル

石
リ

ス
ト

鉱
床

よ
り

採
掘

し
た

ク
リ

ス
ト

バ
ル

石
を

、
粉

砕
乾

燥
、

8
0
0
～

1
2
0
0
℃

で
焼

成
、

又
は

塩
酸

処
理

し
て

焼
成

し

た
も

の
で

あ
る

。

―
―

―
―
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整
理

番
号

既
存

添
加

物
名

称
区

分
名

簿
定

義
／

基
原

・
製

法
・
本

質
和

名
・
一

般
名

／
学

名
の

記
載

標
準

和
名

・
別

名
標

準
学

名
・
別

名
問

題
点

等

1
1
8
0
0

く
ん

液
名

簿

サ
ト

ウ
キ

ビ
、

竹
材

、
ト

ウ
モ

ロ
コ

シ
又

は
木

材
を

燃
焼

し

て
発

生
し

た
ガ

ス
成

分
を

捕
集

し
、

又
は

乾
溜

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

・
サ

ト
ウ

キ
ビ

・
マ

ダ
ケ

・
ト

ウ
モ

ロ
コ

シ

・
標

準
和

名
：
サ

ト
ウ

キ
ビ

・
標

準
和

名
：
マ

ダ
ケ

・
標

準
和

名
：
ト

ウ
モ

ロ
コ

シ

・
標

準
学

名
：
S

ac
c
h
ar

u
m

 o
ff
ic

in
ar

u
m

  
L
.

・
標

準
学

名
：
P

h
yl

lo
st

ac
h
ys

 r
e
ti
c
u
la

ta
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
(R

u
pr

.) 
K

. K
o
c
h

・
標

準
学

名
：
Z
e
a 

m
ay

s
 L

.

種
類

が
多

い
た

め
、

代
表

名
を

記
載

。

1
1
8
0
0

く
ん

液
リ

ス
ト

―
―

―
―

―

1
2
0
0
8

高
級

脂
肪

酸
名

簿
動

植
物

性
油

脂
又

は
動

植
物

性
硬

化
油

脂
を

加
水

分

解
し

て
得

ら
れ

た
も

の
を

い
う

。
・
動

植
物

－
－

1
2
0
0
8

高
級

脂
肪

酸
リ

ス
ト

動
植

物
性

油
脂

又
は

動
植

物
性

硬
化

油
脂

よ
り

、
加

水

分
解

し
た

も
の

よ
り

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

・
動

植
物

－
－

1
3
7
0
0

ゴ
マ

柄
灰

抽
出

物
名

簿
ゴ

マ
の

茎
又

は
葉

の
灰

化
物

か
ら

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

・
ゴ

マ
ゴ

マ

1
3
7
0
0

ゴ
マ

柄
灰

抽
出

物
リ

ス
ト

ゴ
マ

（
S

e
sa

m
u
m

 in
di

c
u
m

 L
IN

N
E
）
の

茎
又

は
葉

を
灰

化
し

、
室

温
時

水
で

抽
出

し
、

上
澄

み
液

を
ろ

過
し

て
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。

・
ゴ

マ
（
S

e
sa

m
u
m

 in
di

c
u
m

 L
IN

N
E
）

ゴ
マ

S
e
sa

m
u
m

 in
di

c
u
m

 L
.

1
4
8
0
0

酸
素

名
簿

―

1
4
8
0
0

酸
素

リ
ス

ト
O

2
―

―
－

1
5
5
0
0

分
岐

 シ
ク

ロ
デ

キ
ス

ト
リ

ン
名

簿
―

―
―

1
5
5
0
0

分
岐

 シ
ク

ロ
デ

キ
ス

ト
リ

ン
リ

ス
ト

デ
ン

プ
ン

を
、

酵
素

処
理

し
、

非
還

元
性

環
状

デ
キ

ス
ト

リ
ン

と
し

て
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。
成

分
は

シ
ク

ロ
デ

キ

ス
ト

リ
ン

で
あ

る
。

―
－

－

1
5
8
0
0

シ
ソ

抽
出

物
名

簿
シ

ソ
の

種
子

又
は

葉
か

ら
得

ら
れ

た
、

テ
ル

ペ
ノ

イ
ド

を

主
成

分
と

す
る

も
の

を
い

う
。

・
シ

ソ

　 ・
標

準
和

名
：
ア

カ
ジ

ソ

　
　

　
　

　
　

　
　

チ
リ

メ
ン

ジ
ソ

　
　

　
　

　
　

　
　

等

【
Y
-
ｌis

t】

・
ア

カ
ジ

ソ
（
標

準
）

・
P

e
ri
lla

 f
ru

te
sc

e
n
s
 (
L
.) 

B
ri
tt

o
n
 v

ar
.

c
ri
sp

a
 (
B

e
n
th

.) 
W

.D
e
an

e
 f
.p

u
rp

u
re

a
(

M
ak

in
o
）
M

ak
in

o

チ
リ

メ
ン

ア
オ

ジ
ソ

（
標

準
）

・
P

e
ri
lla

 f
ru

te
sc

e
n
s
 (
L
.) 

B
ri
tt

o
n
 v

ar
.

c
ri
sp

a
 (
B

e
n
th

.) 
W

.D
e
an

e
  
’
vi

ri
di

-
c
ri
sp

a’

等

・
標

準
和

名
・
学

名
が

異
な

る
。

・
シ

ソ
の

標
準

和
名

・
学

名
の

範
囲

が
が

異
な

る
。

1
5
8
0
0

シ
ソ

抽
出

物
リ

ス
ト

シ
ソ

科
シ

ソ
（
P

e
ri
lla

 c
ri
sp

a 
T
A

N
A

K
A

）
の

種
子

又
は

葉
よ

り
、

酸
性

水
溶

液
又

は
温

時
含

水
エ

タ
ノ

ー
ル

で

抽
出

し
た

も
の

か
ら

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

主
成

分
は

テ
ル

ペ
ノ

イ
ド

で
あ

る
。

・
シ

ソ
（
P

e
ri
lla

 c
ri
sp

a 
T
A

N
A

K
A

）

　 ・
標

準
和

名
：
ア

カ
ジ

ソ

　
　

　
　

　
　

　
　

チ
リ

メ
ン

ジ
ソ

　
　

　
　

　
　

　
　

等

【
Y
-
ｌis

t】

ア
カ

ジ
ソ

（
標

準
）

・
P

e
ri
lla

 f
ru

te
sc

e
n
s
 (
L
.) 

B
ri
tt

o
n
 v

ar
.

c
ri
sp

a
 (
B

e
n
th

.) 
W

.D
e
an

e
 f
.p

u
rp

u
re

a
(

M
ak

in
o
）
M

ak
in

o

チ
リ

メ
ン

ア
オ

ジ
ソ

（
標

準
）

・
P

e
ri
lla

 f
ru

te
sc

e
n
s
 (
L
.) 

B
ri
tt

o
n
 v

ar
.

c
ri
sp

a
 (
B

e
n
th

.) 
W

.D
e
an

e
  
’
vi

ri
di

-
c
ri
sp

a’

等

・
標

準
和

名
・
学

名
が

異
な

る
。

・
シ

ソ
の

標
準

和
名

・
学

名
の

範
囲

が
が

異
な

る
。

1
6
3
0
1

ウ
ニ

殻
焼

成
カ

ル
シ

ウ
ム

名
簿

う
に

殻
、

貝
殻

、
造

礁
サ

ン
ゴ

、
ホ

エ
イ

、
骨

又
は

卵
殻

を

焼
成

し
て

得
ら

れ
た

、
カ

ル
シ

ウ
ム

化
合

物
を

主
成

分
と

す
る

も
の

を
い

う
。

・
う

に
ウ

ニ
（
海

胆
、

海
栗

）
 

－

1
6
3
0
1

ウ
ニ

殻
焼

成
カ

ル
シ

ウ
ム

リ
ス

ト
う

に
殻

を
、

焼
成

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

主
成

分

は
酸

化
カ

ル
シ

ウ
ム

で
あ

る
。

・
う

に
ウ

ニ
（
海

胆
、

海
栗

）
 

－
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整
理

番
号

既
存

添
加

物
名

称
区

分
名

簿
定

義
／

基
原

・
製

法
・
本

質
和

名
・
一

般
名

／
学

名
の

記
載

標
準

和
名

・
別

名
標

準
学

名
・
別

名
問

題
点

等

1
6
3
0
2

造
礁

サ
ン

ゴ
焼

成
カ

ル
シ

ウ
ム

名
簿

う
に

殻
、

貝
殻

、
造

礁
サ

ン
ゴ

、
ホ

エ
イ

、
骨

又
は

卵
殻

を

焼
成

し
て

得
ら

れ
た

、
カ

ル
シ

ウ
ム

化
合

物
を

主
成

分
と

す
る

も
の

を
い

う
。

・
造

礁
サ

ン
ゴ

－
－

・
造

礁
サ

ン
ゴ

は
、

分
類

上
の

名
前

で
は

な
く
、

サ
ン

ゴ
礁

の
形

成
に

か
か

わ
る

サ
ン

ゴ
を

ま
と

め
て

呼
ぶ

も
の

で
あ

る
。

1
6
3
0
2

造
礁

サ
ン

ゴ
焼

成
カ

ル
シ

ウ
ム

リ
ス

ト

イ
シ

サ
ン

ゴ
目

の
（
S

c
le

ra
c
ti
n
ia

）
の

造
礁

サ
ン

ゴ
を

、

焼
成

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

主
成

分
は

酸
化

カ
ル

シ
ウ

ム
で

あ
る

。

・
イ

シ
サ

ン
ゴ

目
（
S

c
le

ra
c
ti
n
ia

）
の

造
礁

サ
ン

ゴ

イ
シ

サ
ン

ゴ
目

（
S

c
le

ra
c
ti
n
ia

）

ツ
ノ

サ
ン

ゴ
目

 (
A

n
ti
pa

th
ar

ia
)

等

イ
シ

サ
ン

ゴ
目

（
S

c
le

ra
c
ti
n
ia

）

ツ
ノ

サ
ン

ゴ
目

 (
A

n
ti
pa

th
ar

ia
)

等

・
造

礁
サ

ン
ゴ

は
、

分
類

上
の

名
前

で
は

な
く
、

サ
ン

ゴ
礁

の
形

成
に

か
か

わ
る

サ
ン

ゴ
を

ま
と

め
て

呼
ぶ

も
の

で
あ

る
。

・
造

礁
サ

ン
ゴ

の
範

囲
が

異
な

る
恐

れ
が

あ
る

。

1
6
3
0
3

乳
清

焼
成

カ
ル

シ
ウ

ム
名

簿
ー

―
ー

―

1
6
3
0
3

乳
清

焼
成

カ
ル

シ
ウ

ム
リ

ス
ト

乳
清

（
酸

カ
ゼ

イ
ン

ホ
エ

イ
）
よ

り
乳

清
タ

ン
パ

ク
と

乳
糖

を
分

離
、

除
去

し
た

も
の

を
、

精
製

し
焼

成
し

て
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。
主

成
分

は
リ

ン
酸

三
カ

ル
シ

ウ
ム

で
あ

る
。

―
ー

―

1
6
8
0
0

水
素

　
名

簿
H

2
―

―
・
起

源
が

生
物

で
は

な
い

1
6
8
0
0

水
素

　
リ

ス
ト

H
2

―
―

・
起

源
が

生
物

で
は

な
い

1
7
3
0
0

生
石

灰
名

簿
ー

―
ー

―

1
7
3
0
0

生
石

灰
リ

ス
ト

石
灰

石
(li

m
e
st

o
n
e
)を

、
焼

成
し

て
得

ら
れ

た
も

の
で

あ

る
。

主
成

分
は

酸
化

カ
ル

シ
ウ

ム
で

あ
る

。
・
石

灰
石

（
lim

e
st

o
n
e
)

・
起

源
が

生
物

で
は

な
い

　
・
石

灰
石

の
学

名

は
み

つ
か

ら
な

か
っ

た
。

1
7
6
0
0

ゼ
イ

ン
名

簿
 ト

ウ
モ

ロ
コ

シ
の

種
子

か
ら

得
ら

れ
た

、
植

物
性

タ
ン

パ

ク
質

を
主

成
分

と
す

る
も

の
を

い
う

。
・
ト

ウ
モ

ロ
コ

シ
―

・
学

名
、

和
名

が
ゼ

イ
ン

と
は

異
な

る

1
7
6
0
0

ゼ
イ

ン
  
  
（
ト

ウ
モ

ロ
コ

シ
の

種
子

か
ら

得
ら

れ
た

、
植

物
性

タ
ン

パ
ク

質
を

主
成

分
と

す
る

も
の

を
い

う
。

）

リ
ス

ト

イ
ネ

科
ト

ウ
モ

ロ
コ

シ
（
Z
e
a 

m
ay

s 
L
IN

N
E
）
の

種
子

を

粉
末

化
し

た
も

の
よ

り
、

エ
タ

ノ
ー

ル
又

は
ア

セ
ト

ン
で

抽

出
し

、
精

製
し

て
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。
主

成
分

は
プ

ロ
ラ

ミ
ン

に
属

す
る

植
物

性
タ

ン
パ

ク
質

で
あ

る
。

・
イ

ネ
科

ト
ウ

モ
ロ

コ
シ

（
Z
e
a 

m
ay

s 
L
.)

・
標

準
和

名
：
ト

ウ
モ

ロ
コ

シ
・
標

準
学

名
：
ト

ウ
モ

ロ
コ

シ
（
Z
e
a 

m
ay

s 
L
.)

・
学

名
、

和
名

が
ゼ

イ
ン

と
は

異
な

る

1
7
7
0
0

ゼ
オ

ラ
イ

ト
名

簿
ー

ー
ー

―
・
基

源
が

生
物

で
は

な
い

1
7
7
0
0

ゼ
オ

ラ
イ

ト
リ

ス
ト

鉱
床

(d
e
po

si
t)

よ
り

採
掘

し
た

ゼ
オ

ラ
イ

ト
(z

e
o
lit

e
)を

精

製
し

て
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。
主

成
分

は
結

晶
性

ア
ル

ミ
ノ

ケ
イ

酸
塩

で
あ

る
。

・
ゼ

オ
ラ

イ
ト

（
ze

o
lit

e
)

・
不

溶
性

鉱
物

性
物

質
 ・

別
名

：
沸

石
（
出

典
：
世

界

大
百

科
事

典
）

・
基

源
が

生
物

で
は

な
い

1
7
9
0
0

セ
ピ

オ
ラ

イ
ト

名
簿

―
―

ー
―

・
基

源
が

生
物

で
は

な
い

1
7
9
0
0

セ
ピ

オ
ラ

イ
ト

リ
ス

ト

鉱
石

セ
ピ

オ
ラ

イ
ト

(S
e
pi

o
lit

e
)を

、
粉

砕
し

て
得

ら
れ

た

も
の

で
あ

る
。

主
成

分
は

イ
ノ

ケ
イ

酸
の

マ
グ

ネ
シ

ウ
ム

塩
で

あ
る

。

・
セ

ピ
オ

ラ
イ

ト
(S

e
pi

o
lit

e
)

・
別

名
：
海

泡
石

（
Ｍ

ｅ
ｅ
ｒｓ

ｃ
ｈ

ａ
ｕ

ｍ
）

（
h
tt

ps
:/

/
w

w
w

.js
ta

ge
.js

t.
go

.jp
/
ar

ti
c
le

/
jc

ss
jn

e
n

do
ka

ga
ku

1
9
6
1
/
3
2
/
3
/
3
2
_3

_1
5
4
/
_p

df
）
　

・
別

名
：
ミ

ー
ア

シ
ャ

ム
、

メ
シ

ャ
ム

(m
e
e
rs

c
h
au

m
）
 (
出

典
：

h
tt

ps
:/

/
ja

.w
ik

ip
e
di

a.
o
rg

/
w

ik
i/

%
E
6
%
B

5
%
B

7
%
E
6

%
B

3
%
A

1
%
E
7
%
9
F
%
B

3
）

・
起

源
が

生
物

で
は

な
い

1
8
4
0
0

ソ
バ

柄
灰

抽
出

物
（
ソ

バ
の

茎
又

は
葉

の
灰

化
物

か
ら

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

）

名
簿

ー
ー

ー
―

・
添

加
物

名
は

加
工

し
た

後
の

も
の

な
の

で
学

名
等

は
な

い
違

う

1
8
4
0
0

ソ
バ

柄
灰

抽
出

物
（
ソ

バ
の

茎
又

は
葉

の
灰

化
物

か
ら

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

）

リ
ス

ト

タ
デ

科
ソ

バ
（
F
ag

o
py

ru
m

 e
sc

u
le

n
tu

m
 M

O
E
N

C
H

.)

の
茎

又
は

葉
を

灰
化

し
た

も
の

よ
り

、
熱

時
水

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
っ

て
、

ア
ル

カ
リ

金
属

及
び

ア
ル

カ
リ

土
類

金
属

を
含

む
。

タ
デ

科
ソ

バ
（
F
ag

o
py

ru
m

 e
sc

u
le

n
tu

m
 M

o
e
n
c
h
）

・
標

準
和

名
：
ソ

バ
・
添

加
物

名
は

加
工

し
た

後
の

も
の

な
の

で
学

名
等

は
な

い
違

う

1
9
8
0
1

柿
タ

ン
ニ

ン
　

名
簿

カ
キ

の
果

実
、

五
倍

子
、

タ
ラ

末
、

没
食

子
又

は
ミ

モ
ザ

の
樹

皮
か

ら
得

ら
れ

た
、

タ
ン

ニ
ン

及
び

タ
ン

ニ
ン

酸
を

主
成

分
と

す
る

も
の

を
い

う
。

・
カ

キ
・
標

準
和

名
：
カ

キ
ノ

キ

・
別

名
：
カ

キ
・
標

準
和

名
が

異
な

る

51



整
理

番
号

既
存

添
加

物
名

称
区

分
名

簿
定

義
／

基
原

・
製

法
・
本

質
和

名
・
一

般
名

／
学

名
の

記
載

標
準

和
名

・
別

名
標

準
学

名
・
別

名
問

題
点

等

1
9
8
0
1

柿
タ

ン
ニ

ン
　

リ
ス

ト

カ
キ

科
カ

キ
（
D

io
sp

yr
o
s 

ka
ki

 T
H

U
N

B
.）

の
実

よ
り

、
搾

汁
し

た
も

の
、

又
は

水
若

し
く
は

エ
タ

ノ
ー

ル
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

主
成

分
は

タ
ン

ニ
ン

及
び

タ
ン

ニ
ン

酸
で

あ
る

。

・
カ

キ
科

カ
キ

（
D

io
sp

yr
o
s 

ka
ki

 T
H

U
N

B
.）

・
標

準
和

名
：
カ

キ
ノ

キ
科

カ
キ

ノ
キ

・
別

名
：
カ

キ
・
標

準
学

名
：
D

io
sp

yr
o
s 

ka
ki

 T
h
u
n
b.

・
標

準
和

名
が

異
な

る

1
9
8
0
2

ミ
モ

ザ
タ

ン
ニ

ン
名

簿

カ
キ

の
果

実
、

五
倍

子
、

タ
ラ

末
、

没
食

子
又

は
ミ

モ
ザ

の
樹

皮
か

ら
得

ら
れ

た
、

タ
ン

ニ
ン

及
び

タ
ン

ニ
ン

酸
を

主
成

分
と

す
る

も
の

を
い

う
。

・
ミ

モ
ザ

・
標

準
和

名
：
フ

サ
ア

カ
シ

ア

・
別

名
：
ワ

ッ
ト

ル
ジ

ュ
、

ハ
ナ

ア
カ

シ
ア

ア
カ

シ
ア

属
：
フ

サ
ア

カ
シ

ア

　
　

　
　

　
　

　
　

等

・
標

準
和

名
が

異
な

る

・
ミ

モ
ザ

は
標

準
和

名
、

別
名

に
も

な
い

1
9
8
0
2

ミ
モ

ザ
タ

ン
ニ

ン
リ

ス
ト

マ
メ

科
ミ

モ
ザ

（
A

c
ac

ia
 d

e
al

ba
ta

 L
IN

N
E
）
の

樹
皮

よ

り
、

水
又

は
エ

タ
ノ

ー
ル

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。
主

成
分

は
タ

ン
ニ

ン
及

び
タ

ン
ニ

ン
酸

で
あ

る
。

・
マ

メ
科

ミ
モ

ザ
（
A

c
ac

ia
 d

e
al

ba
ta

 L
IN

N
E
）

・
標

準
和

名
：
フ

サ
ア

カ
シ

ア

・
別

名
：
ワ

ッ
ト

ル
ジ

ュ
、

ハ
ナ

ア
カ

シ
ア

・
標

準
学

名
：
A

c
ac

ia
 d

e
al

ba
ta

 L
in

k

・
標

準
和

名
が

異
な

る

・
ミ

モ
ザ

は
標

準
和

名
、

別
名

に
も

な
い

・
ミ

モ
ザ

が
学

名
に

つ
く
の

は
M

im
o
sa

　
pu

di
c
a 

L
.で

標
準

和
名

は
オ

ジ
ギ

ソ
ウ

・
一

般
名

（
ミ

モ
ザ

）
、

属
名

（
ア

カ
シ

ア
属

）
、

標

準
和

名
、

標
準

学
名

の
範

囲
が

そ
れ

ぞ
れ

異

な
る

。

2
0
0
0
0

窒
素

名
簿

―
―

2
0
0
0
0

窒
素

リ
ス

ト
N

2

2
0
2
0
0

チ
ャ

乾
留

物
　

名
簿

チ
ャ

の
葉

を
乾

留
し

て
得

ら
れ

た
も

の
を

い
う

。
・
チ

ャ
・
標

準
和

名
：
チ

ャ
ノ

キ

・
別

名
：
チ

ャ
、

コ
バ

ノ
チ

ャ
、

ト
ウ

チ
ャ

標
準

学
名

：

　
　

C
am

e
lli
a 

si
n
e
n
si

s 
(L

.) 
K

u
n
tz

e
・
標

準
和

名
が

異
な

る

2
0
2
0
0

チ
ャ

乾
留

物
　

リ
ス

ト

ツ
バ

キ
科

チ
ャ

（
C

am
e
lli
a 

si
n
e
n
si

s 
O

.K
Z
E
.）

の
葉

よ
り

製
し

た
茶

を
、

乾
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

有
効

成
分

は
特

定
で

き
な

い
が

、
ア

ミ
ノ

酸
、

カ
フ

ェ
イ

ン
、

タ
ン

ニ
ン

、
カ

テ
キ

ン
類

を
含

む
。

・
ツ

バ
キ

科
チ

ャ
（
C

am
e
lli
a 

si
n
e
n
si

s 
O

.K
Z
E
.

・
標

準
和

名
：
チ

ャ
ノ

キ

・
別

名
：
チ

ャ
、

コ
バ

ノ
チ

ャ
、

ト
ウ

チ
ャ

標
準

学
名

：

　
　

C
am

e
lli
a 

si
n
e
n
si

s 
(L

.) 
K

u
n
tz

e
・
標

準
和

名
が

異
な

る

2
1
2
0
0

鉄
名

簿
―

―

2
1
2
0
0

鉄
リ

ス
ト

5
4
F
e
, 5

6
F
e
, 5

7
F
e
, 5

8
F
e

2
1
4
0
0

銅
　

名
簿

2
1
4
0
0

銅
　

リ
ス

ト
6
3
C

u
, 6

5
C

u

2
2
7
0
0

ト
レ

ハ
ロ

ー
ス

名
簿

―
―

2
2
7
0
0

ト
レ

ハ
ロ

ー
ス

リ
ス

ト

担
子

菌
（
A

gu
ri
c
u
s等

）
、

細
菌

（
A

rt
h
ro

ba
c
te

r,
B

re
vi

ba
c
te

ri
u
m

, P
im

e
lo

ba
c
te

r,

P
se

u
do

m
o
n
as

,T
h
e
rm

u
s等

）
又

は
酵

母

（
S

ac
c
h
ar

o
m

yc
e
s等

）
の

培
養

ろ
液

又
は

菌
体

よ
り

、

水
若

し
く
は

ア
ル

コ
ー

ル
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

、

こ
れ

を
酵

素
に

よ
る

で
ん

粉
の

糖
化

液
よ

り
分

離
し

て
得

ら
れ

た
も

の
、

又
は

マ
ル

ト
ー

ス
を

酵
素

処
理

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

成
分

は
ト

レ
ハ

ロ
ー

ス
で

あ
る

。

・
担

子
菌

（
A

gu
ri
c
u
s等

）
、

　
細

菌
（
A

rt
h
ro

ba
c
te

r,
　

B
re

vi
ba

c
te

ri
u
m

,

　
P

im
e
lo

ba
c
te

r,
 P

se
u
do

m
o
n
as

,T
h
e
rm

u
s

　
等

）
又

は

　
酵

母
（
S

ac
c
h
ar

o
m

yc
e
s等

）

2
3
1
0
0

ナ
フ

サ
名

簿
―

―

2
3
1
0
0

ナ
フ

サ
リ

ス
ト

―
―

2
3
7
0
0

ニ
ッ

ケ
ル

名
簿

―
―

2
3
7
0
0

ニ
ッ

ケ
ル

リ
ス

ト
5
8
N

i, 
6
0
N

i, 
6
1
N

i, 
6
2
N

i, 
6
4
N

i
―

2
3
9
0
0

ば
い

煎
コ

メ
ヌ

カ
抽

出
物

名
簿

米
ぬ

か
か

ら
得

ら
れ

た
、

マ
ル

ト
ー

ル
を

主
成

分
と

す
る

も
の

を
い

う
・
イ

ネ

・
標

準
和

名
：
イ

ネ
　

（
別

名
：
オ

カ
ボ

、
リ

ク
ト

ウ
）

　
　

　
　

　
　

　
モ

チ
イ

ネ

　
　

　
　

　
　

　
等

・
標

準
学

名
：
イ

ネ
科

イ
ネ

（
O

ry
za

 s
at

iv
a

L
IN

N
E
）

等

・
標

準
和

名
・
。

学
名

・
範

囲
が

異
な

る
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整
理

番
号

既
存

添
加

物
名

称
区

分
名

簿
定

義
／

基
原

・
製

法
・
本

質
和

名
・
一

般
名

／
学

名
の

記
載

標
準

和
名

・
別

名
標

準
学

名
・
別

名
問

題
点

等

2
3
9
0
0

ば
い

煎
コ

メ
ヌ

カ
抽

出
物

リ
ス

ト

イ
ネ

科
イ

ネ
（
O

ry
za

 s
at

iv
a 

L
IN

N
E
）
の

米
ぬ

か
を

 脱

脂
し

、
ば

い
煎

し
た

も
の

を
、

熱
時

水
で

抽
出

後
、

 温
時

エ
タ

ノ
ー

ル
で

タ
ン

パ
ク

質
を

除
去

し
た

も
の

で
 あ

る
。

成
分

と
し

て
マ

ル
ト

ー
ル

を
含

む
。

・
イ

ネ

・
標

準
和

名
：
イ

ネ
　

（
別

名
：
オ

カ
ボ

、
リ

ク
ト

ウ
）

　
　

　
　

　
　

　
モ

チ
イ

ネ

　
　

　
　

　
　

　
等

・
標

準
学

名
：
イ

ネ
科

イ
ネ

（
O

ry
za

 s
at

iv
a

L
IN

N
E
）

等

・
標

準
和

名
・
。

学
名

・
範

囲
が

異
な

る

2
4
0
0
0

ば
い

煎
ダ

イ
ズ

抽
出

物
名

簿
ダ

イ
ズ

の
種

子
か

ら
得

ら
れ

た
、

マ
ル

ト
ー

ル
を

主
成

分

と
す

る
も

の
を

い
う

。
・
ダ

イ
ズ

・
標

準
和

名
：
ダ

イ
ズ

－

2
4
0
0
0

ば
い

煎
ダ

イ
ズ

抽
出

物
リ

ス
ト

マ
メ

科
ダ

イ
ズ

（
G

ly
c
in

e
 m

ax
 M

E
R

R
IL

L
）
の

種
子

を

脱
脂

し
、

ば
い

煎
し

た
も

の
よ

り
、

熱
時

水
で

抽
出

 後
、

温
時

エ
タ

ノ
ー

ル
で

タ
ン

パ
ク

質
を

除
去

し
て

得
 ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

成
分

と
し

て
マ

ル
ト

ー
ル

を
含

む
。

・
ダ

イ
ズ

・
標

準
和

名
：
ダ

イ
ズ

・
標

準
学

名
：
G

ly
c
in

e
 m

ax
 (
L
.) 

M
e
rr

. s
u
bs

p.

m
ax

－

2
4
2
0
0

白
金

名
簿

な
し

―
―

2
4
2
0
0

白
金

リ
ス

ト
1
9
2
P

t,
 1

9
4
P

t,
 1

9
5
P

t,
 1

9
6
P

t,
 1

9
8
P

t
―

―

2
4
6
0
0

パ
ラ

ジ
ウ

ム
名

簿
―

―
―

2
4
6
0
0

パ
ラ

ジ
ウ

ム
リ

ス
ト

1
0
2
P

d,
 1

0
4
P

d,
 1

0
5
P

d,
 1

0
6
P

d,
 1

0
8
P

d,
 1

1
0
P

d
―

―

2
4
9
0
0

ヒ
ア

ル
ロ

ン
酸

名
簿

―
―

標
準

学
名

①
：
ニ

ワ
ト

リ
；
G

al
lu

s 
ga

llu
s

do
m

e
st

ic
u
s

・
標

準
学

名
②

：
細

菌
（
S

tr
e
pt

c
o
c
c
u
s

zo
o
e
pi

de
m

ic
u
s
）

・
鶏

冠
の

基
原

と
ニ

ワ
ト

リ
の

範
囲

が
異

な
る

恐

れ
が

強
い

。

2
4
9
0
0

ヒ
ア

ル
ロ

ン
酸

リ
ス

ト

鶏
冠

よ
り

、
微

温
時

～
温

時
水

、
ア

ル
カ

リ
性

水
溶

液

若
し

く
は

酸
性

水
溶

液
で

抽
出

し
、

エ
タ

ノ
ー

ル
若

し
 く

は
含

水
エ

タ
ノ

ー
ル

で
処

理
、

若
し

く
は

酵
素

処
理

 し
た

後
エ

タ
ノ

ー
ル

若
し

く
は

含
水

エ
タ

ノ
ー

ル
で

処
 理

し
、

精
製

し
て

得
ら

れ
た

も
の

、
又

は
細

菌

（
S

tr
e
pt

c
o
c
c
u
s 

zo
o
e
pi

de
m

ic
u
s）

の
培

養
液

を
、

 冷

時
～

温
時

、
除

菌
し

、
エ

タ
ノ

ー
ル

若
し

く
は

含
水

 エ
タ

ノ
ー

ル
で

処
理

し
、

精
製

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
 あ

る
。

成
分

は
ヒ

ア
ル

ロ
ン

酸
で

あ
る

。

・
鶏

冠
（
鶏

）

・
細

菌
 （

S
tr

e
pt

c
o
c
c
u
s 

zo
o
e
pi

de
m

ic
u
s）

・
別

名
：
ム

コ
多

糖

標
準

学
名

①
：
ニ

ワ
ト

リ
（
G

al
lu

s 
ga

llu
s

do
m

e
st

ic
u
s
）

・
標

準
学

名
②

：
細

菌
（
S

tr
e
pt

c
o
c
c
u
s

zo
o
e
pi

de
m

ic
u
s
）

・
鶏

冠
の

基
原

と
ニ

ワ
ト

リ
の

範
囲

が
異

な
る

恐

れ
が

強
い

。

2
5
6
0
0

ひ
る

石
名

簿
―

―
―

―
・
生

物
由

来
で

は
な

く
対

象
外

2
5
6
0
0

ひ
る

石
リ

ス
ト

鉱
床

よ
り

採
掘

し
た

ひ
る

石
を

、
1
0
0
0
℃

で
焼

成
し

、
洗

浄
し

た
後

、
乾

燥
し

て
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。
主

成
分

は
ケ

イ
酸

塩
で

あ
る

。

―
―

―
・
生

物
由

来
で

は
な

く
対

象
外

・
イ

ネ

・
標

準
和

名
：
イ

ネ

　
　

　
　

　
　

　
モ

チ
イ

ネ

　
　

　
　

　
　

　
等

・
O

ry
za

 s
at

iv
a 

L
.

　
等

・
標

準
和

名
・
。

学
名

・
範

囲
が

異
な

る

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

な
し

・
ト

ウ
モ

ロ
コ

シ

・
標

準
和

名
：
ト

ウ
モ

ロ
コ

シ
（
別

名
：
－

）

　
　

　
　

　
　

　
フ

イ
リ

ト
ウ

モ
ロ

コ
シ

　
　

　
　

　
　

等

・
Z
e
a 

m
ay

s 
L
.

　
等

・
標

準
和

名
・
。

学
名

・
範

囲
が

異
な

る

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

な
し

・
イ

ネ
科

イ
ネ

（
O

ry
za

 s
at

iv
a 

L
IN

N
E
）

・
標

準
和

名
：
イ

ネ
　

（
別

名
：
オ

カ
ボ

、
リ

ク
ト

ウ
）

　
　

　
　

　
　

　
モ

チ
イ

ネ

　
　

　
　

　
　

　
等

・
O

ry
za

 s
at

iv
a 

L
.

　
等

・
標

準
和

名
・
。

学
名

・
範

囲
が

異
な

る

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

な
し

2
6
2
0
0

フ
ィ

チ
ン

（
抽

出
物

）
名

簿

米
ぬ

か
又

は
ト

ウ
モ

ロ
コ

シ
の

種
子

か
ら

得
ら

れ
た

、
イ

ノ
シ

ト
ー

ル
ヘ

キ
サ

リ
ン

酸
マ

グ
ネ

シ
ウ

ム
を

主
成

分
と

す
る

も
の

を
い

う
。

2
6
2
0
0

フ
ィ

チ
ン

（
抽

出
物

）
リ

ス
ト

イ
ネ

科
イ

ネ
（
O

ry
za

 s
at

iv
a 

L
IN

N
E
）
の

種
子

よ
り

得
ら

れ
た

米
ぬ

か
又

は
イ

ネ
科

ト
ウ

モ
ロ

コ
シ

（
Z
e
a 

m
ay

s

L
IN

N
E
）
の

種
子

よ
り

、
室

温
時

水
で

抽
出

し
て

得
ら

れ

た
も

の
で

あ
る

。
主

成
分

は
イ

ノ
シ

ト
ー

ル
ヘ

キ
サ

リ
ン

酸
マ

グ
ネ

シ
ウ

ム
で

あ
る

。
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整
理

番
号

既
存

添
加

物
名

称
区

分
名

簿
定

義
／

基
原

・
製

法
・
本

質
和

名
・
一

般
名

／
学

名
の

記
載

標
準

和
名

・
別

名
標

準
学

名
・
別

名
問

題
点

等

・
イ

ネ
科

ト
ウ

モ
ロ

コ
シ

（
Z
e
a 

m
ay

s
 L

IN
N

E
）

・
標

準
和

名
：
ト

ウ
モ

ロ
コ

シ
（
別

名
：
－

）

　
　

　
　

　
　

　
フ

イ
リ

ト
ウ

モ
ロ

コ
シ

　
　

　
　

　
　

等

・
Z
e
a 

m
ay

s 
L
.

　
等

・
標

準
和

名
・
。

学
名

・
範

囲
が

異
な

る

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

な
し

2
6
3
0
0

フ
ェ

リ
チ

ン
名

簿
―

―
―

―
・
基

原
の

記
載

な
し

2
6
6
0
0

ブ
タ

ン
名

簿
―

―
―

―
・
生

物
由

来
で

は
な

く
対

象
外

2
6
6
0
0

ブ
タ

ン
リ

ス
ト

石
油

若
し

く
は

天
然

ガ
ス

成
分

中
、

n
-
ブ

タ
ン

の
沸

点
付

近
の

留
分

で
あ

る
。

―
―

―
・
生

物
由

来
で

は
な

く
対

象
外

2
7
5
0
0

プ
ロ

パ
ン

名
簿

―
―

―
―

・
生

物
由

来
で

は
な

く
対

象
外

2
7
5
0
0

プ
ロ

パ
ン

リ
ス

ト
石

油
若

し
く
は

天
然

ガ
ス

成
分

中
、

n
-
プ

ロ
パ

ン
の

沸
点

付
近

の
留

分
で

あ
る

。
―

―
―

・
生

物
由

来
で

は
な

く
対

象
外

2
9
7
0
0

ヘ
プ

タ
ン

名
簿

―
―

―
―

・
生

物
由

来
で

は
な

く
対

象
外

2
9
7
0
0

ヘ
プ

タ
ン

リ
ス

ト
石

油
成

分
中

、
n
-
ヘ

プ
タ

ン
の

沸
点

付
近

の
留

分
で

あ

る
。

―
―

―
・
生

物
由

来
で

は
な

く
対

象
外

3
0
2
0
0

ヘ
リ

ウ
ム

名
簿

―
―

―
―

・
生

物
由

来
で

は
な

く
対

象
外

3
0
2
0
0

ヘ
リ

ウ
ム

リ
ス

ト
2
H

e
―

―
―

・
生

物
由

来
で

は
な

く
対

象
外

3
1
8
0
1

貝
殻

未
焼

成
カ

ル
シ

ウ
ム

名
簿

貝
殻

、
真

珠
の

真
珠

層
、

造
礁

サ
ン

ゴ
、

骨
又

は
卵

殻

を
乾

燥
し

て
得

ら
れ

た
、

カ
ル

シ
ウ

ム
塩

を
主

成
分

と
す

る
も

の
を

い
う

。

―
―

―

3
1
8
0
1

貝
殻

未
焼

成
カ

ル
シ

ウ
ム

リ
ス

ト
貝

殻
を

、
殺

菌
、

乾
燥

し
、

粉
末

に
し

て
得

ら
れ

た
も

の

で
あ

る
。

主
成

分
は

炭
酸

カ
ル

シ
ウ

ム
で

あ
る

。
―

―
―

―

3
1
8
0
2

骨
未

焼
成

カ
ル

シ
ウ

ム
名

簿

貝
殻

、
真

珠
の

真
珠

層
、

造
礁

サ
ン

ゴ
、

骨
又

は
卵

殻

を
乾

燥
し

て
得

ら
れ

た
、

カ
ル

シ
ウ

ム
塩

を
主

成
分

と
す

る
も

の
を

い
う

。

―
―

―

3
1
8
0
2

骨
未

焼
成

カ
ル

シ
ウ

ム
リ

ス
ト

獣
骨

又
は

魚
骨

を
、

殺
菌

、
乾

燥
し

、
粉

末
に

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

主
成

分
は

リ
ン

酸
カ

ル
シ

ウ
ム

で
あ

る
。

―
―

―
―

3
1
8
0
3

真
珠

層
未

焼
成

カ
ル

シ
ウ

ム
名

簿

貝
殻

、
真

珠
の

真
珠

層
、

造
礁

サ
ン

ゴ
、

骨
又

は
卵

殻

を
乾

燥
し

て
得

ら
れ

た
、

カ
ル

シ
ウ

ム
塩

を
主

成
分

と
す

る
も

の
を

い
う

。

―
―

―

3
1
8
0
3

真
珠

層
未

焼
成

カ
ル

シ
ウ

ム
リ

ス
ト

ウ
グ

イ
ス

ガ
イ

科
ア

コ
ヤ

ガ
イ

（
P

in
c
ta

da
 f
u
c
at

a）
か

ら

得
ら

れ
る

真
珠

の
核

を
除

い
た

真
珠

層
を

、
殺

菌
、

乾
燥

し
、

粉
末

に
し

て
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。
主

成
分

は
炭

酸
カ

ル
シ

ウ
ム

で
あ

る
。

ウ
グ

イ
ス

ガ
イ

科
ア

コ
ヤ

ガ
イ

（
P

in
c
ta

da
 f
u
c
at

a）

標
準

和
名

：
ア

コ
ヤ

ガ
イ

別
名

：
ベ

ニ
コ

チ
ョ

ウ
ガ

イ

（
出

典
：
微

小
貝

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

h
tt

p:
/
/
bi

ga
i.w

o
rl
d.

c
o
o
c
an

.jp
/
pi

c
_b

o
o
k/

da
ta

0
2

/
pe

ar
l.h

tm
l）

P
in

c
ta

da
 f
u
c
at

a 
m

ar
te

n
si

i

・
"
m

ar
te

n
si

i"
が

付
く
か

付
か

な
い

か
が

不

明
。

W
ik

ip
e
di

aで
は

P
. f

u
c
at

aが
種

：
ベ

ニ
コ

チ
ョ

ウ

ガ
イ

、
 P

. f
. m

ar
te

n
si

iが
亜

種
:ア

コ
ヤ

ガ
イ

と

な
っ

て
い

る
。

（
h
tt

ps
:/

/
ja

.w
ik

ip
e
di

a.
o
rg

/
w

ik
i/

%
E
3
%
8
2
%
A

2
%
E
3
%
8
2
%
B

3
%
E
3
%
8
3
%
A

4
%
E
3
%
8
2
%
A

C
%
E
3

%
8
2
%
A

4
）

・
ウ

シ
科

ウ
シ

（
B

o
s 

ta
u
ru

s
 L

IN
N

E
）

・
標

準
和

名
：
ウ

シ

・
別

名
：
－

・
B

o
s 

ta
u
ru

s
 L

.
・
特

に
問

題
な

し

2
6
2
0
0

フ
ィ

チ
ン

（
抽

出
物

）
リ

ス
ト

イ
ネ

科
イ

ネ
（
O

ry
za

 s
at

iv
a 

L
IN

N
E
）
の

種
子

よ
り

得
ら

れ
た

米
ぬ

か
又

は
イ

ネ
科

ト
ウ

モ
ロ

コ
シ

（
Z
e
a 

m
ay

s

L
IN

N
E
）
の

種
子

よ
り

、
室

温
時

水
で

抽
出

し
て

得
ら

れ

た
も

の
で

あ
る

。
主

成
分

は
イ

ノ
シ

ト
ー

ル
ヘ

キ
サ

リ
ン

酸
マ

グ
ネ

シ
ウ

ム
で

あ
る

。

2
6
3
0
0

フ
ェ

リ
チ

ン
リ

ス
ト

ウ
シ

科
ウ

シ
（
B

o
s 

ta
u
ru

s 
L
IN

N
E
）
の

脾
臓

よ
り

、
熱

時
水

で
抽

出
し

、
塩

析
法

で
分

画
し

、
膜

ろ
過

に
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。
成

分
は

フ
ェ

リ
チ

ン
で

あ
る

。
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整
理

番
号

既
存

添
加

物
名

称
区

分
名

簿
定

義
／

基
原

・
製

法
・
本

質
和

名
・
一

般
名

／
学

名
の

記
載

標
準

和
名

・
別

名
標

準
学

名
・
別

名
問

題
点

等

3
1
8
0
4

卵
殻

未
焼

成
カ

ル
シ

ウ
ム

名
簿

貝
殻

、
真

珠
の

真
珠

層
、

造
礁

サ
ン

ゴ
、

骨
又

は
卵

殻

を
乾

燥
し

て
得

ら
れ

た
、

カ
ル

シ
ウ

ム
塩

を
主

成
分

と
す

る
も

の
を

い
う

。

―
―

―

3
1
8
0
4

卵
殻

未
焼

成
カ

ル
シ

ウ
ム

リ
ス

ト
卵

殻
を

、
殺

菌
、

乾
燥

し
、

粉
末

に
し

て
得

ら
れ

た
も

の

で
あ

る
。

主
成

分
は

炭
酸

カ
ル

シ
ウ

ム
で

あ
る

。
―

―
―

―

3
2
7
0
0

メ
バ

ロ
ン

酸
名

簿
―

―
―

―
―

3
2
7
0
0

メ
バ

ロ
ン

酸
リ

ス
ト

酵
母

（
S

ac
c
h
ar

o
m

yc
o
ps

is
 f
ib

u
lig

e
ra

）
に

よ
る

コ
ー

ン

ス
チ

ー
プ

リ
カ

ー
又

は
カ

ゼ
イ

ン
由

来
の

ペ
プ

ト
ン

を
主

原
料

と
す

る
発

酵
培

養
液

よ
り

、
有

機
溶

剤
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

成
分

は
メ

バ
ロ

ン
酸

で
あ

る
。

酵
母

（
S

ac
c
h
ar

o
m

yc
o
ps

is
 f
ib

u
lig

e
ra

）
標

準
和

名
：
―

（
（
S

ac
c
h
ar

o
m

yc
o
ps

is
 f
ib

u
lig

e
ra

に
該

当
す

る
和

名
）

S
ac

c
h
ar

o
m

yc
o
ps

is
 f
ib

u
lig

e
ra

 (
L
in

dn
e
r)

K
lo

c
ke

r
学

名
に

"
L
 (
L
in

dn
e
r)

 K
lo

c
ke

r"
が

付
く
。

3
3
1
0
0

木
材

チ
ッ

プ
名

簿
（
ハ

シ
バ

ミ
又

は
ブ

ナ
の

幹
枝

を
粉

砕
し

て
得

ら
れ

た
も

の
を

い
う

。
）

ハ
シ

バ
ミ

、
ブ

ナ

・
標

準
和

名
：
ハ

シ
バ

ミ

　
　

　
　

　
　

　
セ

イ
ヨ

ウ
ハ

シ
バ

ミ

　
　

　
　

　
　

　
等

・
標

準
和

名
：
ブ

ナ

　
　

　
　

　
　

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
ブ

ナ

　
　

　
　

　
　

等

・
ブ

ナ
属

：
ブ

ナ

　
　

　
　

　
　

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
ブ

ナ

　
　

　
　

　
　

等

・
ハ

シ
バ

ミ
の

一
般

名
、

標
準

和
名

の
範

囲
が

そ
れ

ぞ
れ

異
な

る
。

・
ブ

ナ
の

一
般

名
、

属
名

、
標

準
和

名
、

学
名

の

範
囲

が
そ

れ
ぞ

れ
異

な
る

。

3
3
1
0
0

木
材

チ
ッ

プ
リ

ス
ト

カ
バ

ノ
キ

科
ハ

シ
バ

ミ
（
C

o
ry

lu
s 

h
e
te

ro
ph

yl
la

F
IS

C
H

E
R

 v
ar

.t
h
u
n
be

rg
lii
 B

L
U

M
E
）
又

は
ブ

ナ
科

ブ

ナ
（
F
ag

u
s 

c
re

n
at

a 
B

L
U

M
E
）
の

幹
枝

を
熱

水
殺

菌
し

た
も

の
を

、
粉

砕
し

て
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。

ハ
シ

バ
ミ

（
C

o
ry

lu
s 

h
e
te

ro
ph

yl
la

 F
IS

C
H

E
R

va
r.
th

u
n
be

rg
lii
 B

L
U

M
E
）

ブ
ナ

（
F
ag

u
s 

c
re

n
at

a 
B

L
U

M
E
）

標
準

和
名

：
ハ

シ
バ

ミ

標
準

和
名

：
ブ

ナ

別
名

：
シ

ロ
ブ

ナ
，

ソ
バ

グ
リ

，
コ

ハ
ブ

ナ
，

オ
オ

バ
ブ

ナ ブ
ナ

属
：
ブ

ナ

　
　

　
　

　
　

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
ブ

ナ

　
　

　
　

　
　

等

・
ハ

シ
バ

ミ
：
C

o
ry

lu
s 

h
e
te

ro
ph

yl
la

 F
is

c
h
. e

x

B
e
ss

e
r 

va
r.
 t

h
u
n
be

rg
ii 

B
lu

m
e

　
等

ブ
ナ

：
F
ag

u
s 

c
re

n
at

a 
B

lu
m

e

　
等

・
ハ

シ
バ

ミ
の

一
般

名
、

、
標

準
和

名
、

学
名

の

範
囲

が
そ

れ
ぞ

れ
異

な
る

。

・
ブ

ナ
の

一
般

名
、

属
名

、
標

準
和

名
、

学
名

の

範
囲

が
そ

れ
ぞ

れ
異

な
る

。

3
3
2
0
0

木
炭

名
簿

竹
材

又
は

木
材

を
炭

化
し

て
得

ら
れ

た
も

の
を

い
う

。
竹

、
木

―
―

名
簿

で
は

和
名

と
学

名
の

記
載

が
な

い
が

、
収

載
リ

ス
ト

に
は

指
定

さ
れ

て
い

る
。

3
3
2
0
0

木
炭

リ
ス

ト

イ
ネ

科
マ

ダ
ケ

（
P

h
yl

lo
st

ac
h
ys

 b
am

bu
so

id
e
s 

S
IE

B
.

e
t 

Z
U

C
C

.）
若

し
く
は

イ
ネ

科
モ

ウ
ソ

ウ
チ

ク

（
P

h
yl

lo
st

ac
h
ys

 h
e
te

ro
c
yc

la
 M

IT
F
.）

の
茎

又
は

カ

バ
ノ

キ
科

シ
ラ

カ
バ

（
B

e
tu

la
 p

la
ty

ph
yl

la
 S

U
K

A
T
. v

ar
.

ja
po

n
ic

a 
H

A
R

A
）
、

チ
ョ

ウ
セ

ン
マ

ツ
（
P

in
u
s

ko
ra

ie
n
si

s 
S

IE
B

. e
t 

Z
U

C
C

.）
、

ブ
ナ

科
ウ

バ
メ

ガ
シ

（
Q

u
e
rc

u
s 

ph
yl

lir
ae

o
id

e
s）

等
の

幹
枝

又
は

種
子

を
、

炭
化

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

イ
ネ

科
マ

ダ
ケ

（
P

h
yl

lo
st

ac
h
ys

 b
am

bu
so

id
e
s

S
IE

B
. e

t 
Z
U

C
C

.）

イ
ネ

科
モ

ウ
ソ

ウ
チ

ク
（
P

h
yl

lo
st

ac
h
ys

h
e
te

ro
c
yc

la
 M

IT
F
.）

カ
バ

ノ
キ

科
シ

ラ
カ

バ
（
B

e
tu

la
 p

la
ty

ph
yl

la
 S

U
K

A
T
.

va
r.
 ja

po
n
ic

a 
H

A
R

A
）

チ
ョ

ウ
セ

ン
マ

ツ
（
P

in
u
s 

ko
ra

ie
n
si

s 
S

IE
B

. e
t

Z
U

C
C

.）

ブ
ナ

科
ウ

バ
メ

ガ
シ

（
Q

u
e
rc

u
s 

ph
yl

lir
ae

o
id

e
s）

等

標
準

和
名

：
マ

ダ
ケ

　
　

別
名

：
－

標
準

和
名

：
モ

ク
ソ

ウ
チ

ク

　
　

別
名

：
－

標
準

和
名

：
シ

ラ
カ

ン
バ

　
　

別
名

：
シ

ラ
カ

バ
，

ホ
ソ

バ
シ

ラ
カ

ン
バ

，
エ

ゾ
ノ

　
　

オ
オ

シ
ラ

カ
ン

バ

標
準

和
名

：
チ

ョ
ウ

セ
ン

ゴ
ヨ

ウ

　
　

別
名

：
チ

ョ
ウ

セ
ン

マ
ツ

標
準

和
名

：
ウ

バ
メ

ガ
シ

　
　

別
名

：
バ

ベ

等

マ
ダ

ケ
：
P

h
yl

lo
st

ac
h
ys

 r
e
ti
c
u
la

ta
 (
R

u
pr

.)

K
.K

o
c
h

モ
ク

ソ
ウ

チ
ク

標
準

学
名

：
P

h
yl

lo
st

ac
h
ys

e
du

lis
 (
C

ar
ri
è
re

) 
H

o
u
z.

シ
ラ

カ
ン

バ
標

準
学

名
：
B

e
tu

la
 p

la
ty

ph
yl

la

S
u
ka

c
ze

v

チ
ョ

ウ
セ

ン
ゴ

ヨ
ウ

標
準

学
名

：
P

in
u
s

ko
ra

ie
n
si

s 
S

ie
bo

ld
 e

t 
Z
u
c
c
.

ウ
バ

メ
ガ

シ
標

準
学

名
：
Q

u
e
rc

u
s

ph
ill
yr

e
o
id

e
s 

A
.G

ra
y

等

・
マ

ダ
ケ

の
標

準
学

名
が

異
な

る
。

・
シ

ラ
カ

バ
の

標
準

和
名

が
異

な
る

。

・
チ

ョ
ウ

セ
ン

マ
ツ

の
標

準
和

名
が

異
な

る
。

3
3
4
0
0

木
灰

名
簿

竹
材

又
は

木
材

を
灰

化
し

て
得

ら
れ

た
も

の
を

い
う

―

3
3
4
0
0

木
灰

リ
ス

ト
ブ

ナ
科

ブ
ナ

（
F
ag

u
s 

c
re

n
at

a 
B

L
U

M
E
）
等

の
幹

枝

を
、

灰
化

し
て

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

ブ
ナ

（
F
ag

u
s 

c
re

n
at

a 
B

L
U

M
E
）
　

等

・
F
ag

u
s 

c
re

n
at

a 
B

L
U

M
E
の

標
準

和
名

：
ブ

ナ

別
名

：
シ

ロ
ブ

ナ
，

ソ
バ

グ
リ

，
コ

ハ
ブ

ナ
，

オ
オ

バ
ブ

ナ ・
等

の
標

準
和

名
：
不

明

・
（
シ

ロ
ブ

ナ
）
の

標
準

学
名

：
F
ag

u
s 

c
re

n
at

a

B
lu

m
e

・
他

の
ブ

ナ
の

標
準

学
名

：
不

明

・
等

の
標

準
学

名
：
不

明

・
F
ag

u
s 

c
re

n
at

a 
B

L
U

M
E
は

、
日

本
原

産
の

シ
ロ

ブ
ナ

の
学

名
で

あ
り

、
『
い

わ
ゆ

る
『
ブ

ナ
』

と
『
ブ

ナ
（
標

準
和

名
）
』
及

び
『
ブ

範
囲

が
大

き

く
異

な
る

。
。

・
ブ

ナ
（
F
ag

u
s 

c
re

n
at

a 
B

L
U

M
E
）
は

記
載

ミ
ス

と
思

わ
れ

る
。

3
3
5
0
0

木
灰

抽
出

物
名

簿
木

灰
（
前

号
の

木
灰

を
い

う
。

）
か

ら
抽

出
し

て
得

ら
れ

た

も
の

を
い

う
。

）
―

55



整
理

番
号

既
存

添
加

物
名

称
区

分
名

簿
定

義
／

基
原

・
製

法
・
本

質
和

名
・
一

般
名

／
学

名
の

記
載

標
準

和
名

・
別

名
標

準
学

名
・
別

名
問

題
点

等

3
3
5
0
0

木
灰

抽
出

物
リ

ス
ト

ブ
ナ

科
ブ

ナ
（
F
ag

u
s 

c
re

n
at

a 
B

L
U

M
E
）
、

ク
ス

ノ
キ

科

ク
ス

ノ
キ

（
C

in
n
am

o
m

u
m

 C
am

ph
o
ra

 S
IE

B
.）

等
の

幹

枝
を

灰
化

し
て

得
ら

れ
た

灰
化

物
を

、
精

製
し

て
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。

ブ
ナ

（
F
ag

u
s 

c
re

n
at

a 
B

L
U

M
E
）

ク
ス

ノ
キ

科
ク

ス
ノ

キ
（
C

in
n
am

o
m

u
m

 C
am

ph
o
ra

S
IE

B
.）

等

・
F
ag

u
s 

c
re

n
at

a 
B

L
U

M
E
の

標
準

和
名

：
ブ

ナ

別
名

：
シ

ロ
ブ

ナ
，

ソ
バ

グ
リ

，
コ

ハ
ブ

ナ
，

オ
オ

バ
ブ

ナ ・
C

in
n
am

o
m

u
m

 C
am

ph
o
ra

 S
IE

B
.の

標
準

和
名

：

ク
ス

ノ
キ

別
名

：
ク

ス
，

ナ
ン

ジ
ャ

モ
ン

ジ
ャ

，
樟

・
等

の
標

準
和

名
：
不

明

・
ブ

ナ
：
F
ag

u
s 

c
re

n
at

a 
B

lu
m

e

・
ク

ス
ノ

キ
：
C

in
n
am

o
m

u
m

 c
am

ph
o
ra

 (
L
.)

J
.P

re
sl

・
等

の
標

準
学

名
：
不

明

・
F
ag

u
s 

c
re

n
at

a 
B

L
U

M
E
は

、
日

本
原

産
の

シ
ロ

ブ
ナ

の
学

名
で

あ
り

、
『
い

わ
ゆ

る
『
ブ

ナ
』

と
『
ブ

ナ
（
標

準
和

名
）
』
及

び
『
ブ

範
囲

が
大

き

く
異

な
る

。
。

・
ブ

ナ
（
F
ag

u
s 

c
re

n
at

a 
B

L
U

M
E
）
は

記
載

ミ
ス

と
思

わ
れ

る
。

・
ク

ス
ノ

キ
は

学
名

が
異

な
る

。
以

下
の

学
名

も

含
ま

れ
る

か
不

明
。

　
・
C

in
n
am

o
m

u
m

 c
am

ph
o
ra

 (
L
.) 

J
.P

re
sl

 f
.

lin
al

o
o
lif

e
ra

 (
F
u
jit

a)
 S

u
gi

m
.　

 ホ
ウ

シ
ョ

ウ

　
・
C

in
n
am

o
m

u
m

 c
am

ph
o
ra

 (
L
.) 

J
.P

re
sl

va
r.
 n

o
m

in
al

e
 H

ay
at

a 
su

bv
ar

. h
o
sy

o

H
at

u
s.

　
 ホ

ウ
シ

ョ
ウ

　
・
C

in
n
am

o
m

u
m

 c
am

ph
o
ra

 (
L
.) 

J
.P

re
sl

va
r.
 c

yc
lo

ph
yl

lu
m

 N
ak

ai
　

 マ
ル

バ
ク

ス
ノ

キ

　
・
C

in
n
am

o
m

u
m

 c
am

ph
o
ra

 (
L
.) 

J
.P

re
sl

va
r.
 n

o
m

in
al

e
 H

ay
at

a　
 ク

ス
ノ

キ
ダ

マ
シ

3
5
3
0
0

リ
ン

タ
ー

セ
ル

ロ
ー

ス
名

簿
ワ

タ
の

単
毛

か
ら

得
ら

れ
た

、
セ

ル
ロ

ー
ス

を
主

成
分

と

す
る

も
の

を
い

う
―

―
―

―

3
5
3
0
0

リ
ン

タ
ー

セ
ル

ロ
ー

ス
リ

ス
ト

ア
オ

イ
科

ワ
タ

（
G

o
ss

yp
iu

m
 h

ir
su

tu
m

 L
IN

N
E
）
の

実

の
単

毛
を

、
精

製
し

て
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。
主

成
分

は
セ

ル
ロ

ー
ス

で
あ

る
。

ワ
タ

（
G

o
ss

yp
iu

m
 h

ir
su

tu
m

 L
IN

N
E
）

標
準

和
名

：
キ

ヌ
ワ

タ

別
名

：
リ

ク
チ

メ
ン

G
o
ss

yp
iu

m
 h

ir
su

tu
m

 L
.

・
和

名
が

異
な

る
。

『
ワ

タ
』
と

『
キ

ヌ
ワ

タ
』
、

、

『
ワ

タ
属

」
、

『
ワ

タ
（
G

o
ss

yp
iu

m
 h

ir
su

tu
m

L
IN

N
E
）
』
で

範
囲

が
大

き
く
異

な
る

。

3
5
6
0
0

ル
テ

ニ
ウ

ム
名

簿
定

義
な

し
―

―
―

―

3
5
6
0
0

ル
テ

ニ
ウ

ム
リ

ス
ト

9
6
R

u
, 9

8
R

u
, 9

9
R

u
, 1

0
0
R

u
, 1

0
1
R

u
, 1

0
2
R

u
,

1
0
4
R

u
―

―
―

―

1
2
2
0
1

香
辛

料
抽

出
物

（
ア

サ
ノ

ミ
）

名
簿

.ア
サ

ノ
ミ

よ
り

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

・
ア

サ
ノ

ミ
・
標

準
和

名
：
ア

サ
―

1
2
2
0
1

香
辛

料
抽

出
物

（
ア

サ
ノ

ミ
）

リ
ス

ト

.ア
サ

ノ
ミ

よ
り

水
、

エ
タ

ノ
ー

ル
、

二
酸

化
炭

素
若

し
く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
、

又
は

水
蒸

気

蒸
留

に
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。

・
ア

サ
ノ

ミ
・
標

準
和

名
：
ア

サ
・
C

an
n
ab

is
 s

at
iv

a 
L
.

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

が
な

い
。

1
2
2
0
2

香
辛

料
抽

出
物

（
ア

サ
フ

ェ
チ

ダ
）

名
簿

ア
サ

フ
ェ

チ
ダ

よ
り

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

・
ア

サ
フ

ェ
チ

ダ
・
標

準
和

名
：
ア

ギ
―

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

1
2
2
0
2

香
辛

料
抽

出
物

（
ア

サ
フ

ェ
チ

ダ
）

リ
ス

ト

ア
サ

フ
ェ

チ
ダ

よ
り

水
、

エ
タ

ノ
ー

ル
、

二
酸

化
炭

素
若

し

く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
、

又
は

水
蒸

気
蒸

留
に

よ
り

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

・
ア

サ
フ

ェ
チ

ダ

・
実

態
：
ア

サ
フ

ェ
チ

ダ
（
F
e
ru

la
 m

ar
th

e
x 

B
O

IS
S

又

は
F
e
ru

la
 a

ss
a-

fo
e
ti
da

 L
）

・
標

準
和

名
：
ア

ギ
・
F
e
ru

la
 a

ss
a-

fo
e
ti
da

 L
.又

は
そ

の
他

の

F
e
ru

la
 属

・
学

名
の

記
載

が
な

い
。

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

・
ア

サ
フ

ェ
チ

ダ
の

範
囲

及
び

学
名

が
異

な
る

。

1
2
2
0
3

香
辛

料
抽

出
物

（
ア

ジ
ョ

ワ
ン

）
名

簿
ア

ジ
ョ

ワ
ン

よ
り

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

・
ア

ジ
ョ

ワ
ン

－
・
セ

リ
科

だ
が

、
該

当
す

る
標

準
和

名
は

見
当

た
ら

ず
。

1
2
2
0
3

香
辛

料
抽

出
物

（
ア

ジ
ョ

ワ
ン

）
リ

ス
ト

ア
ジ

ョ
ワ

ン
よ

り
水

、
エ

タ
ノ

ー
ル

、
二

酸
化

炭
素

若
し

く

は
有

機
溶

剤
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

、
又

は
水

蒸

気
蒸

留
に

よ
り

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

・
ア

ジ
ョ

ワ
ン

・
実

態
：
ア

ジ
ョ

ワ
ン

（
T
ra

c
h
ys

pe
rm

u
m

 a
m

m
i　

(L
.)

S
pr

ag
u
e
 e

x 
T
u
rr

ill
 ）

－

・
T
ra

c
h
ys

pe
rn

u
m

 a
m

m
i S

pr
ag

u
e
 (
=
 A

m
m

i

c
o
pt

ic
u
m

 L
in

n
e
; C

ar
u
m

 c
o
pt

ic
u
m

 (
L
in

n
e
)

B
e
n
th

am
 &

 H
o
o
ke

r 
f.)

・
C

ar
u
m

 r
o
xb

u
rg

h
ia

n
u
m

 B
e
n
th

am
 e

t

H
o
o
ke

r 
f. 

(=
T
. i

n
vo

lu
c
ra

tu
m

 (
R

o
xb

u
rg

h
)

M
ai

re
)

・
セ

リ
科

だ
が

、
該

当
す

る
標

準
和

名
は

見
当

た
ら

ず
。

・
学

名
の

p記
載

が
な

い
。

・
リ

ス
ト

に
学

名
が

異
な

る
。
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整
理

番
号

既
存

添
加

物
名

称
区

分
名

簿
定

義
／

基
原

・
製

法
・
本

質
和

名
・
一

般
名

／
学

名
の

記
載

標
準

和
名

・
別

名
標

準
学

名
・
別

名
問

題
点

等

1
2
2
0
4

香
辛

料
抽

出
物

（
ア

ニ
ス

）
名

簿
.ア

ニ
ス

よ
り

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得

ら
れ

た
も

の
を

い
う

。
・
ア

ニ
ス

標
準

和
名

：
ア

ニ
ス

―

1
2
2
0
4

香
辛

料
抽

出
物

（
ア

ニ
ス

）
リ

ス
ト

ア
ニ

ス
よ

り
水

、
エ

タ
ノ

ー
ル

、
二

酸
化

炭
素

若
し

く
は

有

機
溶

剤
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

、
又

は
水

蒸
気

蒸

留
に

よ
り

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

・
ア

ニ
ス

・
実

態
：
ア

ニ
ス

（
P

im
pi

n
e
lla

 a
n
is

u
m

 L
.）

標
準

和
名

：
ア

ニ
ス

・
標

準
学

名
：
P

im
pi

n
e
lla

 a
n
is

u
m

 L
.

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

な
し

1
2
2
0
5

香
辛

料
抽

出
物

（
ア

ン
ゼ

リ
カ

）
名

簿
ア

ン
ゼ

リ
カ

よ
り

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し

て
得

ら
れ

た
も

の
を

い
う

。
・
ア

ン
ゼ

リ
カ

・
標

準
和

名
：
ア

ン
ゼ

リ
カ

―

1
2
2
0
5

香
辛

料
抽

出
物

（
ア

ン
ゼ

リ
カ

）
リ

ス
ト

ア
ン

ゼ
リ

カ
よ

り
水

、
エ

タ
ノ

ー
ル

、
二

酸
化

炭
素

若
し

く

は
有

機
溶

剤
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

、
又

は
水

蒸

気
蒸

留
に

よ
り

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

・
ア

ン
ゼ

リ
カ

・
実

態
：
ア

ン
ゼ

リ
カ

（
A

rc
h
an

ge
lic

a 
o
ff
ic

in
al

is

(M
o
e
n
c
h
) 
H

o
ff
m

.）

・
標

準
和

名
：
ア

ン
ゼ

リ
カ

・
標

準
学

名
：
A

rc
h
an

ge
lic

a 
o
ff
ic

in
al

is

(M
o
e
n
c
h
) 
H

o
ff
m

.
・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

な
し

1
2
2
0
6

香
辛

料
抽

出
物

（
ウ

イ
キ

ョ
ウ

）
名

簿
ウ

イ
キ

ョ
ウ

よ
り

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し

て
得

ら
れ

た
も

の
を

い
う

。
・
ウ

イ
キ

ョ
ウ

・
標

準
和

名
：
ウ

イ
キ

ョ
ウ

　
　

　
　

　
　

　
　

イ
タ

リ
ア

ウ
イ

キ
ョ

ウ

　
　

　
　

　
　

　
　

ミ
ヤ

マ
ウ

イ
キ

ョ
ウ

　
　

　
　

　
　

　
　

等

―
・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

範
囲

が
異

な
る

。

1
2
2
0
6

香
辛

料
抽

出
物

（
ウ

イ
キ

ョ
ウ

）
リ

ス
ト

ウ
コ

ン
よ

り
水

、
エ

タ
ノ

ー
ル

、
二

酸
化

炭
素

若
し

く
は

有

機
溶

剤
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

、
又

は
水

蒸
気

蒸

留
に

よ
り

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

・
ウ

イ
キ

ョ
ウ

・
実

態
：
ウ

イ
キ

ョ
ウ

（
F
o
e
n
ic

u
lu

m
 v

u
lg

ar
e
 M

ill
.）

・
標

準
和

名
：
ウ

イ
キ

ョ
ウ

　
　

　
　

　
　

　
　

イ
タ

リ
ア

ウ
イ

キ
ョ

ウ

　
　

　
　

　
　

　
　

ミ
ヤ

マ
ウ

イ
キ

ョ
ウ

　
　

　
　

　
　

　
　

等

B
u
n
iu

m
 b

u
bo

c
as

ta
n
u
m

 L
.　

 ア
レ

チ
ウ

イ

キ
ョ

ウ
　

標
準

C
ar

u
m

 c
ar

vi
 L

.　
 ヒ

メ
ウ

イ
キ

ョ
ウ

　
標

準

C
o
n
io

se
lin

u
m

 t
e
n
u
is

si
m

u
m

 (
N

ak
ai

)

P
im

e
n
o
v 

e
t 

K
lju

yk
o
v　

 ニ
オ

イ
ウ

イ
キ

ョ
ウ

標
準

　
L
ig

u
st

ic
u
m

 t
e
n
u
is

si
m

u
m

 (
N

ak
ai

)

K
it
ag

.　
 ニ

オ
イ

ウ
イ

キ
ョ

ウ
　

sy
n
o
n
ym

F
e
ru

la
 c

o
m

m
u
n
is

 L
.　

 オ
オ

ウ
イ

キ
ョ

ウ
　

標

準 F
o
e
n
ic

u
lu

m
 v

u
lg

ar
e
 M

ill
.　

 ウ
イ

キ
ョ

ウ
　

標

準 F
o
e
n
ic

u
lu

m
 v

u
lg

ar
e
 M

ill
. v

ar
. d

u
lc

e
 (
M

ill
.)

T
h
e
ll.
　

 イ
タ

リ
ア

ウ
イ

キ
ョ

ウ
　

標
準

T
ili
n
gi

a 
ta

c
h
ir
o
e
i (

F
ra

n
c
h
. e

t 
S

av
.) 

K
it
ag

.

ミ
ヤ

マ
ウ

イ
キ

ョ
ウ

　
標

準

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

な
し

・
実

態
と

和
名

・
学

名
・
範

囲
が

異
な

る
。

1
2
2
0
7

香
辛

料
抽

出
物

（
ウ

コ
ン

）
名

簿
ウ

コ
ン

よ
り

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得

ら
れ

た
も

の
を

い
う

。
・
ウ

コ
ン

・
標

準
和

名
：
ウ

コ
ン

―

1
2
2
0
7

香
辛

料
抽

出
物

（
ウ

コ
ン

）
リ

ス
ト

ウ
イ

キ
ョ

ウ
よ

り
水

、
エ

タ
ノ

ー
ル

、
二

酸
化

炭
素

若
し

く

は
有

機
溶

剤
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

、
又

は
水

蒸

気
蒸

留
に

よ
り

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

・
ウ

コ
ン

・
実

態
：
ウ

コ
ン

（
C

u
rc

u
m

a 
lo

n
ga

 L
.）

・
標

準
和

名
：
ウ

コ
ン

・
標

準
学

名
：
C

u
rc

u
m

a 
lo

n
ga

 L
.

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

な
し

1
2
2
0
8

香
辛

料
抽

出
物

（
オ

ー
ル

ス
パ

イ
ス

）
名

簿
オ

ー
ル

ス
パ

イ
ス

よ
り

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸

留
し

て
得

ら
れ

た
も

の
を

い
う

。
・
オ

ー
ル

ス
パ

イ
ス

・
標

準
和

名
：
オ

ー
ル

ス
パ

イ
ス

―
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整
理

番
号

既
存

添
加

物
名

称
区

分
名

簿
定

義
／

基
原

・
製

法
・
本

質
和

名
・
一

般
名

／
学

名
の

記
載

標
準

和
名

・
別

名
標

準
学

名
・
別

名
問

題
点

等

1
2
2
0
8

香
辛

料
抽

出
物

（
オ

ー
ル

ス
パ

イ
ス

）
リ

ス
ト

オ
ー

ル
ス

パ
イ

ス
よ

り
水

、
エ

タ
ノ

ー
ル

、
二

酸
化

炭
素

若
し

く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
、

又
は

水
蒸

気
蒸

留
に

よ
り

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

・
オ

ー
ル

ス
パ

イ
ス

・
実

態
：
オ

ー
ル

ス
パ

イ
ス

（
P

im
e
n
ta

 o
ff
ic

in
al

is

L
IN

D
O

R
、

 M
e
r、

M
yr

tu
s 

ｐ
im

e
n
ta

 L
. M

e
r又

は

P
im

e
n
ta

 d
io

ic
a 

M
e
rｒ

）

・
標

準
和

名
：
オ

ー
ル

ス
パ

イ
ス

・
標

準
学

名
：
P

im
e
n
ta

 d
io

ic
a 

(L
.) 

M
e
rr

.
・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

な
し

・
実

態
と

学
名

・
範

囲
が

異
な

る
。

1
2
2
0
9

香
辛

料
抽

出
物

（
オ

レ
ガ

ノ
）

名
簿

オ
レ

ガ
ノ

よ
り

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

・
オ

レ
ガ

ノ
・
標

準
和

名
：
ハ

ナ
ハ

ッ
カ

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

1
2
2
0
9

香
辛

料
抽

出
物

（
オ

レ
ガ

ノ
）

リ
ス

ト

オ
レ

ガ
ノ

よ
り

水
、

エ
タ

ノ
ー

ル
、

二
酸

化
炭

素
若

し
く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
、

又
は

水
蒸

気

蒸
留

に
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。

・
オ

レ
ガ

ノ

・
実

態
：
オ

レ
ガ

ノ
（
O

ri
ga

n
u
m

 v
u
lg

ar
e
 L

.）
又

は
そ

の
他

の
（
O

ri
ga

n
u
m

 属
植

物

・
標

準
和

名
：
ハ

ナ
ハ

ッ
カ

・
標

準
学

名
：
O

ri
ga

n
u
m

 v
u
lg

ar
e
 L

.

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

な
し

・
実

態
と

範
囲

が
異

な
る

。

1
2
2
1
0

香
辛

料
抽

出
物

（
オ

レ
ン

ジ
ピ

ー
ル

）
名

簿
オ

レ
ン

ジ
ピ

ー
ル

よ
り

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸

留
し

て
得

ら
れ

た
も

の
を

い
う

。
・
オ

レ
ン

ジ

・
ネ

ー
ブ

ル
オ

レ
ン

ジ

・
キ

ン
ク

ネ
ン

ボ

・
ザ

ボ
ン

・
キ

ン
カ

ン

・
ポ

ン
カ

ン

　
等

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

1
2
2
1
0

香
辛

料
抽

出
物

（
オ

レ
ン

ジ
ピ

ー
ル

）
リ

ス
ト

オ
レ

ン
ジ

ピ
ー

ル
よ

り
水

、
エ

タ
ノ

ー
ル

、
二

酸
化

炭
素

若
し

く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
、

又
は

水
蒸

気
蒸

留
に

よ
り

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

・
オ

レ
ン

ジ

・
実

態
：
オ

レ
ン

ジ
ジ

(C
it
ru

s 
si

n
e
n
si

s 
O

S
B

E
C

K
、

C
it
ru

s 
si

n
e
n
si

s 
O

S
B

E
C

K
、

、
C

it
ru

s 
re

ti
c
u
la

ta

B
L
A

N
C

O
)、

C
it
ru

s 
ja

po
n
ic

a 
T
h
u
n
b、

C
it
ru

s

si
n
e
n
si

s 
(L

.) 
O

sb
e
c
k又

は
C

it
ru

s 
re

ti
c
u
la

ta

B
la

n
c
o
　

等
）

・
ネ

ー
ブ

ル
オ

レ
ン

ジ

・
キ

ン
ク

ネ
ン

ボ

・
ザ

ボ
ン

・
キ

ン
カ

ン

・
ポ

ン
カ

ン

　
等

・
C

it
ru

s 
si

n
e
n
si

s 
(L

.) 
O

sb
e
c
k 

va
r.

br
as

ili
e
n
si

s 
T
an

ak
a

・
C

it
ru

s 
si

n
e
n
si

s 
(L

.) 
O

sb
e
c
k

・
C

it
ru

s 
m

ax
im

a 
(B

u
rm

.) 
M

e
rr

・
C

it
ru

s 
ja

po
n
ic

a 
T
h
u
n
b

・
（
C

it
ru

s 
re

ti
c
u
la

ta
 B

la
n
c
o

　
等

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

な
し

・
実

態
と

範
囲

が
一

致
し

な
い

。

1
2
2
1
1

香
辛

料
抽

出
物

（
カ

シ
ョ

ウ
）

名
簿

カ
シ

ョ
ウ

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

・
カ

シ
ョ

ウ
・
標

準
和

名
：
 カ

ホ
ク

ザ
ン

シ
ョ

ウ
―

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

1
2
2
1
1

香
辛

料
抽

出
物

（
カ

シ
ョ

ウ
）

リ
ス

ト

カ
シ

ョ
ウ

よ
り

水
、

エ
タ

ノ
ー

ル
、

二
酸

化
炭

素
若

し
く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
、

又
は

水
蒸

気

蒸
留

に
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。

・
カ

シ
ョ

ウ

【
注

解
書

：
基

原
物

質
】
ミ

カ
ン

科
の

(X
an

th
o
xy

lu
m

pi
pe

ri
tu

m
 L

.)の
果

実
（
乾

燥
果

）

・
標

準
和

名
：
 カ

ホ
ク

ザ
ン

シ
ョ

ウ
・
標

準
学

名
：
　

Z
an

th
o
xy

lu
m

 b
u
n
ge

an
u
m

M
ax

im
.

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

な
し

・
注

解
書

と
学

名
が

異
な

る
。

1
2
2
1
2

香
辛

料
抽

出
物

（
カ

ッ
シ

ア
）

名
簿

カ
ッ

シ
ア

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

・
カ

ッ
シ

ア
・
標

準
和

名
：
ト

ン
キ

ン
ニ

ッ
ケ

イ
―

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

1
2
2
1
2

香
辛

料
抽

出
物

（
カ

ッ
シ

ア
）

リ
ス

ト

カ
ッ

シ
ア

よ
り

水
、

エ
タ

ノ
ー

ル
、

二
酸

化
炭

素
若

し
く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
、

又
は

水
蒸

気

蒸
留

に
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。

【
注

解
書

：
基

原
物

質
】
ク

ス
ノ

キ
科

の
ケ

イ

（
C

in
n
am

o
m

u
m

 c
as

si
a 

N
E
E
S

 e
x 

B
L
U

M
E
）
の

樹

皮
、

根
茎

、
葉

）

・
カ

ッ
シ

ア

・
【
注

解
書

：
基

原
物

質
】
ク

ス
ノ

キ
科

の
ケ

イ

（
C

in
n
am

o
m

u
m

 c
as

si
a 

N
E
E
S

 e
x 

B
L
U

M
E
）

・
標

準
和

名
：
ト

ン
キ

ン
ニ

ッ
ケ

イ
「
C

in
n
am

o
m

u
m

c
as

si
a 

(L
.) 

D
.D

o
n
」

・
標

準
学

名
C

in
n
am

o
m

u
m

 c
as

si
a 

(L
.) 

D
.D

o
n

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

な
し

・
注

解
書

と
和

名
・
学

名
が

異
な

る
。

1
2
2
1
3

香
辛

料
抽

出
物

（
カ

モ
ミ

ー
ル

）
名

簿
カ

モ
ミ

ー
ル

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し

て
得

ら
れ

た
も

の
を

い
う

。
・
カ

モ
ミ

ー
ル

・
標

準
和

名
：
ロ

ー
マ

カ
ミ

ツ
レ

（
C

h
am

ae
m

e
lu

m

n
o
bi

le
 (
L
.) 

A
ll」

　
　

シ
ノ

ニ
ム

「
A

n
th

e
m

is
 n

o
bi

lis
 L

）

・
標

準
和

名
：
カ

ミ
ツ

レ
（
M

at
ri
c
ar

ia
 c

h
am

o
m

ill
a 

L
）

　
別

名
：
カ

ミ
ル

レ
）
※

カ
モ

ミ
ー

ル
、

ド
イ

ツ
カ

モ
ミ

ー

ル
で

は
確

認
で

き
ず

―
・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

範
囲

が
異

な
る

。

58



整
理

番
号

既
存

添
加

物
名

称
区

分
名

簿
定

義
／

基
原

・
製

法
・
本

質
和

名
・
一

般
名

／
学

名
の

記
載

標
準

和
名

・
別

名
標

準
学

名
・
別

名
問

題
点

等

1
2
2
1
3

香
辛

料
抽

出
物

（
カ

モ
ミ

ー
ル

）
リ

ス
ト

カ
モ

ミ
ー

ル
よ

り
水

、
エ

タ
ノ

ー
ル

、
二

酸
化

炭
素

若
し

く

は
有

機
溶

剤
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

、
又

は
水

蒸

気
蒸

留
に

よ
り

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

・
カ

モ
ミ

ー
ル

・
【
注

解
書

：
基

原
物

質
】
キ

ク
科

の
カ

モ
ミ

ー
ル

（
A

n
th

e
m

is
 n

o
bi

lis
 L

. －
ロ

ー
マ

ン
カ

モ
ミ

ー
ル

、

M
at

ri
c
ar

ia
 c

h
am

o
m

ill
a 

L
. v

ar
. r

e
c
u
ti
ta

 L
.－

ド
イ

ツ

カ
モ

ミ
ー

ル
）

・
標

準
和

名
：
ロ

ー
マ

カ
ミ

ツ
レ

（
C

h
am

ae
m

e
lu

m

n
o
bi

le
 (
L
.) 

A
ll」

　
　

シ
ノ

ニ
ム

「
A

n
th

e
m

is
 n

o
bi

lis
 L

）

・
標

準
和

名
：
カ

ミ
ツ

レ
（
M

at
ri
c
ar

ia
 c

h
am

o
m

ill
a 

L
）

　
別

名
：
カ

ミ
ル

レ
）
※

カ
モ

ミ
ー

ル
、

ド
イ

ツ
カ

モ
ミ

ー

ル
で

は
確

認
で

き
ず

「
A

n
th

e
m

is
 n

o
bi

lis
 L

.」

「
C

h
am

ae
m

e
lu

m
 n

o
bi

le
 (
L
.) 

A
ll」

「
M

at
ri
c
ar

ia
 c

h
am

o
m

ill
a 

L
.」

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

範
囲

が
異

な
る

。

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

な
し

・
注

解
書

と
和

名
・
学

名
が

異
な

る
。

1
2
2
1
4

香
辛

料
抽

出
物

（
カ

ラ
シ

ナ
）

名
簿

カ
ラ

シ
ナ

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

た
だ

し
、

第
6
4
号

の
カ

ラ
シ

抽

出
物

を
除

く
。

・
カ

ラ
シ

ナ

・
標

準
和

名
：
ク

ロ
ガ

ラ
シ

（
B

ra
ss

ic
a 

n
ig

ra
 (
L
.)

W
.D

.J
.K

o
c
h
」

　
　

　
別

名
：
キ

ク
バ

ガ
ラ

シ

・
標

準
和

名
：
シ

ロ
ガ

ラ
シ

（
S

in
ap

is
 a

lb
a 

L
.）

　
　

　
別

名
：
キ

ク
バ

ガ
ラ

シ

　
　

シ
ノ

ニ
ム

：
B

ra
ss

ic
a 

h
ir
ta

 M
o
e
n
c
h

　
　

シ
ノ

ニ
ム

：
B

ra
ss

ic
a 

al
ba

 (
L
.) 

R
ab

e
n
h
.

・
標

準
和

名
：
カ

ラ
シ

ナ
（
B

ra
ss

ic
a 

ju
n
c
e
a 

(L
.)

C
ze

rn
.）

　
　

　
別

名
：
セ

イ
ヨ

ウ
カ

ラ
シ

ナ

※
オ

ウ
カ

ラ
シ

で
は

確
認

で
き

ず

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

範
囲

が
異

な
る

。

1
2
2
1
4

香
辛

料
抽

出
物

（
カ

ラ
シ

ナ
）

リ
ス

ト

カ
ラ

シ
ナ

よ
り

水
、

エ
タ

ノ
ー

ル
、

二
酸

化
炭

素
若

し
く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
、

又
は

水
蒸

気

蒸
留

に
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。

【
注

解
書

：
基

原
物

質
】
ア

ブ
ラ

ナ
科

の
ク

ロ
ガ

ラ
シ

（
B

ra
ss

ic
a 

n
ig

ra
 K

O
C

H
）
，

シ
ロ

ガ
ラ

シ
（
S

in
ap

is
 a

lb
a

L
., 

B
.h

ir
ta

 M
O

E
N

C
H

.）
，

オ
ウ

カ
ラ

シ
（
B

. j
u
n
c
e
a

C
O

S
S

.）
の

種
子

・
カ

ラ
シ

ナ
　

　
マ

ス
タ

ー
ド

　
M

u
st

ar
d

ア
ブ

ラ
ナ

科
ク

ロ
ガ

ラ
シ

（
B

ra
ss

ic
a 

n
ig

ra
 K

O
C

H
）
，

シ
ロ

ガ
ラ

シ
（
S

in
ap

is
 a

lb
a 

L
., 

B
.h

ir
tt

a

M
O

E
N

C
H

.）
，

オ
ウ

カ
ラ

シ
（
B

.ju
n
c
e
a 

C
O

S
S

.）

・
標

準
和

名
：
ク

ロ
ガ

ラ
シ

（
B

ra
ss

ic
a 

n
ig

ra
 (
L
.)

W
.D

.J
.K

o
c
h
」

　
　

　
別

名
：
キ

ク
バ

ガ
ラ

シ

・
標

準
和

名
：
シ

ロ
ガ

ラ
シ

（
S

in
ap

is
 a

lb
a 

L
.）

　
　

　
別

名
：
キ

ク
バ

ガ
ラ

シ

　
　

シ
ノ

ニ
ム

：
B

ra
ss

ic
a 

h
ir
ta

 M
o
e
n
c
h

　
　

シ
ノ

ニ
ム

：
B

ra
ss

ic
a 

al
ba

 (
L
.) 

R
ab

e
n
h
.

・
標

準
和

名
：
カ

ラ
シ

ナ
（
B

ra
ss

ic
a 

ju
n
c
e
a 

(L
.)

C
ze

rn
.）

　
　

　
別

名
：
セ

イ
ヨ

ウ
カ

ラ
シ

ナ

※
オ

ウ
カ

ラ
シ

で
は

確
認

で
き

ず

・
B

ra
ss

ic
a 

n
ig

ra
 (
L
.) 

W
.D

.J
.K

o
c
h

・
S

in
ap

is
 a

lb
a 

L
.

・
B

ra
ss

ic
a 

ju
n
c
e
a 

(L
.) 

C
ze

rn
.

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

範
囲

が
異

な
る

。

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

な
し

・
注

解
書

と
和

名
・
学

名
・
範

囲
が

異
な

る
。

1
2
2
1
5

香
辛

料
抽

出
物

（
カ

ル
ダ

モ
ン

）
名

簿
カ

ル
ダ

ン
モ

ン
か

ら
抽

出
し

、
又

は
こ

れ
を

水
蒸

気
蒸

留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

・
カ

ル
ダ

モ
ン

・
標

準
和

名
：
確

認
で

き
ず

。
―

・
標

準
和

名
：
確

認
で

き
ず

。

1
2
2
1
5

香
辛

料
抽

出
物

（
カ

ル
ダ

モ
ン

）
リ

ス
ト

カ
ル

ダ
モ

ン
よ

り
水

、
エ

タ
ノ

ー
ル

、
二

酸
化

炭
素

若
し

く

は
有

機
溶

剤
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

、
又

は
水

蒸

気
蒸

留
に

よ
り

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

・
カ

ル
ダ

モ
ン

・
注

解
書

：
シ

ョ
ウ

ガ
科

カ
ル

ダ
モ

ン
（
E
le

tt
ar

ia

c
ar

da
m

o
m

u
m

 M
A

T
O

N
 v

ar
. m

aj
o
r 

T
H

A
W

A
IF

E
S

ー
セ

イ
ロ

ン
タ

イ
プ

,　
E
.c

ar
da

m
o
m

u
m

 M
A

T
O

N
 v

ar
,

m
in

is
c
u
la

 B
U

R
K

H
IL

L
ー

マ
ラ

バ
ル

お
よ

び
マ

イ
ソ

ー

ル
タ

イ
プ

）

・
標

準
和

名
：
確

認
で

き
ず

。

・
標

準
学

名
：
確

認
で

き
ず

。
―

・
標

準
和

名
：
確

認
で

き
ず

。

・
標

準
学

名
：
確

認
で

き
ず

。

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

な
し

1
2
2
1
6

香
辛

料
抽

出
物

（
カ

レ
ー

リ
ー

フ
）

名
簿

カ
レ

ー
リ

ー
フ

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

・
カ

レ
ー

リ
ー

フ

標
準

和
名

：
オ

オ
バ

ケ
ッ

キ
ツ

（
B

e
rg

e
ra

 k
o
e
n
ig

ii

L
.）

　
シ

ノ
ニ

ム
：
M

u
rr

ay
a 

ko
e
n
ig

ii 
(L

.) 
S

pr
e
n
g.

　
別

名
：
カ

レ
ー

リ
ー

フ
、

ナ
ン

ヨ
ウ

ザ
ン

シ
ョ

ウ

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

1
2
2
1
6

香
辛

料
抽

出
物

（
カ

レ
ー

リ
ー

フ
）

リ
ス

ト

カ
レ

ー
リ

ー
フ

よ
り

水
、

エ
タ

ノ
ー

ル
、

二
酸

化
炭

素
若

し

く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
、

又
は

水
蒸

気
蒸

留
に

よ
り

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

・
カ

レ
ー

リ
ー

フ

・
【
注

解
書

：
基

原
物

質
】
ミ

カ
ン

科
の

ナ
ン

ヨ
ウ

サ
ン

シ
ョ

ウ
（
C

h
al

c
as

 k
o
e
n
ig

ii 
ま

た
は

 M
u
rr

ay
a

ko
e
n
ig

ii 
S

P
R

E
N

G
.）

標
準

和
名

：
オ

オ
バ

ケ
ッ

キ
ツ

（
B

e
rg

e
ra

 k
o
e
n
ig

ii

L
.）

　
シ

ノ
ニ

ム
：
M

u
rr

ay
a 

ko
e
n
ig

ii 
(L

.) 
S

pr
e
n
g.

　
別

名
：
カ

レ
ー

リ
ー

フ
、

ナ
ン

ヨ
ウ

ザ
ン

シ
ョ

ウ

※
ナ

ン
ヨ

ウ
サ

ン
シ

ョ
ウ

で
は

確
認

で
き

ず

※
「
C

h
al

c
as

 k
o
e
n
ig

ii」
で

は
確

認
で

き
ず

・
標

準
学

名
：
B

e
rg

e
ra

 k
o
e
n
ig

ii 
 L

.

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

範
囲

が
異

な
る

。

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

な
し

・
注

解
書

と
和

名
・
学

名
・
範

囲
が

異
な

る
。
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整
理

番
号

既
存

添
加

物
名

称
区

分
名

簿
定

義
／

基
原

・
製

法
・
本

質
和

名
・
一

般
名

／
学

名
の

記
載

標
準

和
名

・
別

名
標

準
学

名
・
別

名
問

題
点

等

1
2
2
1
7

香
辛

料
抽

出
物

（
カ

ン
ゾ

ウ
）

名
簿

カ
ン

ゾ
ウ

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

た
だ

し
、

第
7
6
号

の
カ

ン
ゾ

ウ
抽

出
物

、
第

7
6
号

の
カ

ン
ゾ

ウ
油

性
抽

出
物

を
除

く
。

・
カ

ン
ゾ

ウ

標
準

和
名

：
カ

ン
ゾ

ウ
（
G

ly
c
yr

rh
iz

a 
gl

ab
ra

 L
.）

　
　

　
　

　
　

　
ウ

ラ
ル

カ
ン

ゾ
ウ

（
G

ly
c
yr

rh
iz

a

　
　

　
　

　
　

　
　

u
ra

le
n
si

s 
F
is

c
h
. e

x 
D

C
）

　
　

　
　

　
　

　
イ

ヌ
カ

ン
ゾ

ウ
（
G

ly
c
yr

rh
iz

a 
pa

lli
di

flo
ra

　
　

　
　

　
　

　
M

ax
im

）

　
　

　
　

　
　

　
等

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

範
囲

が
異

な
る

。

1
2
2
1
7

香
辛

料
抽

出
物

（
カ

ン
ゾ

ウ
）

リ
ス

ト

カ
ン

ゾ
ウ

よ
り

水
、

エ
タ

ノ
ー

ル
、

二
酸

化
炭

素
若

し
く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
、

又
は

水
蒸

気

蒸
留

に
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。

・
カ

ン
ゾ

ウ

・
【
注

解
書

：
基

原
物

質
】
マ

メ
科

の
カ

ン
ゾ

ウ

（
G

ly
c
yr

rh
iz

a 
gl

ab
ra

 L
. v

ar
 u

ra
le

n
si

s 
F
IS

C
H

.）

標
準

和
名

：
カ

ン
ゾ

ウ
（
G

ly
c
yr

rh
iz

a 
gl

ab
ra

 L
.）

　
　

　
　

　
　

　
ウ

ラ
ル

カ
ン

ゾ
ウ

（
G

ly
c
yr

rh
iz

a

　
　

　
　

　
　

　
　

u
ra

le
n
si

s 
F
is

c
h
. e

x 
D

C
）

　
　

　
　

　
　

　
イ

ヌ
カ

ン
ゾ

ウ
（
G

ly
c
yr

rh
iz

a 
pa

lli
di

flo
ra

　
　

　
　

　
　

　
M

ax
im

）

　
　

　
　

　
　

　
等

標
準

学
名

：
カ

ン
ゾ

ウ
（
G

ly
c
yr

rh
iz

a 
gl

ab
ra

　
　

　
　

　
　

　
L
.）

　
　

　
　

　
　

　
ウ

ラ
ル

カ
ン

ゾ
ウ

（
G

ly
c
yr

rh
iz

a

　
　

　
　

　
　

　
　

u
ra

le
n
si

s 
F
is

c
h
. e

x 
D

C
）

　
　

　
　

　
　

　
イ

ヌ
カ

ン
ゾ

ウ
（
G

ly
c
yr

rh
iz

a

　
　

　
　

　
　

　
pa

lli
di

flo
ra

 M
ax

im
）

　
　

　
　

　
　

　
等

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

な
し

・
一

般
名

、
注

解
書

、
標

準
和

名
、

標
準

学
名

で

範
囲

が
異

な
る

。

1
2
2
1
8

香
辛

料
抽

出
物

（
キ

ャ
ラ

ウ
ェ

ー
）

名
簿

キ
ャ

ラ
ウ

ェ
ー

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

・
キ

ャ
ラ

ウ
ェ

ー
・
標

準
和

名
：
ヒ

メ
ウ

イ
キ

ョ
ウ

 別
名

：
キ

ャ
ラ

ウ
ェ

ー
・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

1
2
2
1
8

香
辛

料
抽

出
物

（
キ

ャ
ラ

ウ
ェ

ー
）

リ
ス

ト

キ
ャ

ラ
ウ

ェ
ー

よ
り

水
、

エ
タ

ノ
ー

ル
、

二
酸

化
炭

素
若

し

く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
、

又
は

水
蒸

気
蒸

留
に

よ
り

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

・
キ

ャ
ラ

ウ
ェ

ー

・
実

態
：
せ

り
科

の
ヒ

メ
ウ

イ
キ

ョ
ウ

(C
ar

u
m

 c
ar

vi
 L

.)

・
標

準
和

名
：
ヒ

メ
ウ

イ
キ

ョ
ウ

 別
名

：
キ

ャ
ラ

ウ
ェ

ー
・
ヒ

メ
ウ

イ
キ

ョ
ウ

(C
ar

u
m

 c
ar

vi
 L

.)
・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

な
し

1
2
2
1
9

香
辛

料
抽

出
物

（
ク

チ
ナ

シ
）

名
簿

ク
チ

ナ
シ

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

・
ク

チ
ナ

シ
・
標

準
和

名
：
ク

チ
ナ

シ
―

―

1
2
2
1
9

香
辛

料
抽

出
物

（
ク

チ
ナ

シ
）

リ
ス

ト

ク
チ

ナ
シ

よ
り

水
、

エ
タ

ノ
ー

ル
、

二
酸

化
炭

素
若

し
く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
、

又
は

水
蒸

気

蒸
留

に
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。

・
ク

チ
ナ

シ

・
ガ

ー
デ

ニ
ア

・
実

態
：
ア

カ
ネ

科
の

ク
チ

ナ
シ

（
G

ar
de

n
ia

ja
sm

in
o
id

e
s 

E
L
L
IS

ま
た

は
G

. a
u
gu

st
a 

M
E
R

R
. v

ar
.

gl
an

di
flo

ra
 H

O
R

T
.）

・
標

準
和

名
：
ク

チ
ナ

シ

・
G

ar
de

n
ia

 ja
sm

in
o
id

e
s 

E
lli
s

・
G

ar
de

n
ia

 a
u
gu

st
a 

M
e
rr

. v
ar

.g
ra

n
di

flo
ra

(L
o
u
r.
) 
S

as
ak

i

・
実

態
と

学
名

の
範

囲
が

異
な

る
。

1
2
2
2
0

香
辛

料
抽

出
物

（
ク

ミ
ン

）
名

簿
ク

ミ
ン

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得

ら
れ

た
も

の
を

い
う

。
・
ク

ミ
ン

・
標

準
和

名
：
ク

ミ
ン

―
―

1
2
2
2
0

香
辛

料
抽

出
物

（
ク

ミ
ン

）
リ

ス
ト

ク
ミ

ン
よ

り
水

、
エ

タ
ノ

ー
ル

、
二

酸
化

炭
素

若
し

く
は

有

機
溶

剤
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

、
又

は
水

蒸
気

蒸

留
に

よ
り

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

・
ク

ミ
ン

・
実

態
：
セ

リ
科

の
ク

ミ
ン

（
C

u
m

in
u
m

 c
ym

in
u
m

 L
.）

・
標

準
和

名
：
ク

ミ
ン

C
u
m

in
u
m

 c
ym

in
u
m

 L
.

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

が
な

い
。

1
2
2
2
1

香
辛

料
抽

出
物

（
ク

レ
ソ

ン
）

名
簿

ク
レ

ソ
ン

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

・
ク

レ
ソ

ン
・
標

準
和

名
：
オ

ラ
ン

ダ
ガ

ラ
シ

―
・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

1
2
2
2
1

香
辛

料
抽

出
物

（
ク

レ
ソ

ン
）

リ
ス

ト

ク
レ

ソ
ン

よ
り

水
、

エ
タ

ノ
ー

ル
、

二
酸

化
炭

素
若

し
く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
、

又
は

水
蒸

気

蒸
留

に
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。

・
ク

レ
ソ

ン

・
ク

レ
ス

・
実

態
：
セ

リ
科

の
オ

ラ
ン

ダ
カ

ラ
シ

（
N

as
tu

rt
iu

m

o
ff
ic

in
al

is
 R

.B
R

.）

・
標

準
和

名
：
オ

ラ
ン

ダ
ガ

ラ
シ

N
as

tu
rt

iu
m

 o
ff
ic

in
al

e
 R

.B
r.

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

が
な

い
。

1
2
2
2
2

香
辛

料
抽

出
物

（
ク

ロ
ー

ブ
）

名
簿

ク
ロ

ー
ブ

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

・
ク

ロ
ー

ブ
・
標

準
和

名
：
チ

ョ
ウ

ジ
ノ

キ

・
別

名
：
チ

ョ
ウ

ジ
―

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

1
2
2
2
2

香
辛

料
抽

出
物

（
ク

ロ
ー

ブ
）

リ
ス

ト

ク
ロ

ー
ブ

よ
り

水
、

エ
タ

ノ
ー

ル
、

二
酸

化
炭

素
若

し
く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
、

又
は

水
蒸

気

蒸
留

に
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。

・
ク

ロ
ー

ブ

・
実

態
：
フ

ト
モ

モ
科

の
チ

ョ
ウ

ジ
（
E
u
ge

n
ia

c
ar

yo
ph

yl
la

ta
 T

H
U

M
B

E
R

G
、

ま
た

は
S

yz
yg

iu
m

ar
o
m

at
ic

u
m

 M
E
R

R
.e

t 
R

E
R

R
Y
）

・
標

準
和

名
：
チ

ョ
ウ

ジ
ノ

キ

・
別

名
：
チ

ョ
ウ

ジ

・
S

yz
yg

iu
m

 a
ro

m
at

ic
u
m

（
L
.）

M
e
rr

. E
t 

L
. M

.

P
e
rr

y

・
E
u
ge

n
ia

 c
ar

yo
ph

yl
la

ta
 T

h
u
n
b.

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

が
な

い
。

60



整
理

番
号

既
存

添
加

物
名

称
区

分
名

簿
定

義
／

基
原

・
製

法
・
本

質
和

名
・
一

般
名

／
学

名
の

記
載

標
準

和
名

・
別

名
標

準
学

名
・
別

名
問

題
点

等

1
2
2
2
3

香
辛

料
抽

出
物

（
ケ

シ
ノ

ミ
）

名
簿

ケ
シ

ノ
ミ

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

・
ケ

シ
・
標

準
和

名
：
ケ

シ
―

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

1
2
2
2
3

香
辛

料
抽

出
物

（
ケ

シ
ノ

ミ
）

リ
ス

ト

ケ
シ

ノ
ミ

よ
り

水
、

エ
タ

ノ
ー

ル
、

二
酸

化
炭

素
若

し
く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
、

又
は

水
蒸

気

蒸
留

に
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。

・
ケ

シ

・
実

態
：
ケ

シ
科

の
ケ

シ
（
P

ap
av

e
r 

so
m

n
ife

ru
m

 L
.）

・
標

準
和

名
：
ケ

シ
P

ap
av

e
r 

so
m

n
ife

ru
m

 L
.

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

が
な

い
。

1
2
2
2
4

香
辛

料
抽

出
物

（
ケ

ー
パ

ー
）

名
簿

ケ
ー

パ
ー

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

・
ケ

ー
パ

ー
・
標

準
和

名
：
フ

ウ
チ

ョ
ウ

ボ
ク

―
・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

1
2
2
2
4

香
辛

料
抽

出
物

（
ケ

ー
パ

ー
）

リ
ス

ト

ケ
ー

パ
ー

よ
り

水
、

エ
タ

ノ
ー

ル
、

二
酸

化
炭

素
若

し
く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
、

又
は

水
蒸

気

蒸
留

に
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。

・
ケ

ー
パ

ー

・
実

態
：
フ

ウ
チ

ョ
ウ

ソ
ウ

科
の

フ
ウ

チ
ョ

ウ
ボ

ク

（
C

ap
pa

ri
s 

sp
in

o
sa

 L
.）

・
標

準
和

名
：
フ

ウ
チ

ョ
ウ

ボ
ク

・
標

準
和

名
（
C

ap
pa

ri
s 

sp
in

o
sa

 L
.）

：
ト

ゲ
フ

ウ
チ

ョ

ウ
ボ

ク

・
C

ap
pa

ri
s 

m
ic

ra
c
an

th
a 

va
r.
 h

e
n
ry

i

(M
at

su
m

.) 
J
ac

o
bs

・
C

ap
pa

ri
s 

sp
in

o
sa

 L
.

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

が
な

い
。

・
和

名
・
学

名
の

範
囲

が
異

な
る

。

1
2
2
2
5

香
辛

料
抽

出
物

（
コ

シ
ョ

ウ
）

名
簿

コ
シ

ョ
ウ

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

・
コ

シ
ョ

ウ

標
準

和
名

：
コ

シ
ョ

ウ
属

　
　

　
　

　
　

　
コ

シ
ョ

ウ

　
　

　
　

　
　

　
イ

ン
ド

ナ
ガ

コ
シ

ョ
ウ

　
　

　
　

　
　

　
オ

キ
ナ

ワ
ス

ナ
ゴ

シ
ョ

ウ

　
　

　
　

　
　

　
ヒ

メ
ゴ

シ
ョ

ウ

　
　

　
　

　
　

　
等

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

範
囲

が
異

な
る

。

1
2
2
2
5

香
辛

料
抽

出
物

（
コ

シ
ョ

ウ
）

リ
ス

ト

コ
シ

ョ
ウ

よ
り

水
，

エ
タ

ノ
ー

ル
，

二
酸

化
炭

素
若

し
く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
，

又
は

水
蒸

気

蒸
留

に
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。

・
コ

シ
ョ

ウ

・
実

態
：
コ

シ
ョ

ウ
科

の
コ

シ
ョ

ウ
（
P

ip
e
r 

n
ig

ru
m

 L
.、

P
ip

e
r 

lo
n
gu

m
 L

.、
P

ip
e
r　

o
ff
ic

in
ar

u
m

 D
.C

）

標
準

和
名

：
コ

シ
ョ

ウ
属

　
　

　
　

　
　

　
コ

シ
ョ

ウ

　
　

　
　

　
　

　
イ

ン
ド

ナ
ガ

コ
シ

ョ
ウ

　
　

　
　

　
　

　
オ

キ
ナ

ワ
ス

ナ
ゴ

シ
ョ

ウ

　
　

　
　

　
　

　
ヒ

メ
ゴ

シ
ョ

ウ

　
　

　
　

　
　

　
等

P
ip

e
r 

n
ig

ru
m

 L
.　

 コ
シ

ョ
ウ

　
標

準

P
ip

e
r 

lo
n
gu

m
 L

.　
 イ

ン
ド

ナ
ガ

コ
シ

ョ
ウ

　
標

準 P
e
pe

ro
m

ia
 o

ki
n
aw

e
n
si

s 
T
.Y

am
az

.　
 オ

キ
ナ

ワ
ス

ナ
ゴ

シ
ョ

ウ
　

標
準

P
e
pe

ro
m

ia
 t

e
tr

ap
h
yl

la
 (
G

.F
o
rs

t.
) 
H

o
o
k.

 e
t

A
rn

.　
 ヒ

メ
ゴ

シ
ョ

ウ
　

標
準

等

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

範
囲

が
異

な
る

。

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

が
な

い
。

・
和

名
・
学

名
の

範
囲

が
異

な
る

。

1
2
2
2
6

香
辛

料
抽

出
物

（
ゴ

マ
）

名
簿

ゴ
マ

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

・
ゴ

マ
ゴ

マ

1
2
2
2
6

香
辛

料
抽

出
物

（
ゴ

マ
）

リ
ス

ト

ゴ
マ

よ
り

水
，

エ
タ

ノ
ー

ル
，

二
酸

化
炭

素

若
し

く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
，

又
は

水
蒸

気
蒸

留
に

よ
り

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

・
ゴ

マ

・
実

態
：
ゴ

マ
科

の
ゴ

マ
（
S

e
sa

m
u
m

in
di

c
u
m

 L
）

ゴ
マ

・
S

e
sa

m
u
m

in
di

c
u
m

 L
・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

が
な

い
。

1
2
2
2
7

香
辛

料
抽

出
物

（
コ

リ
ア

ン
ダ

）
名

簿
コ

リ
ア

ン
ダ

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し

て
得

ら
れ

た
も

の
を

い
う

。
・
コ

リ
ア

ン
ダ

コ
エ
ン
ド
ロ

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

1
2
2
2
7

香
辛

料
抽

出
物

（
コ

リ
ア

ン
ダ

）
リ

ス
ト

コ
リ

ア
ン

ダ
よ

り
水

，
エ

タ
ノ

ー
ル

，
二

酸
化

炭
素

若
し

く

は
有

機
溶

剤
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

，
又

は
水

蒸

気
蒸

留
に

よ
り

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

・
コ

リ
ア

ン
ダ

・
実

態
：
セ

リ
科

の
コ

リ
ア

ン
ダ

ー

（
C

o
ri
an

dr
u
m

sa
ti
vu

m
 L

）

コ
エ
ン
ド
ロ

コ
エ

ン
ド

ロ
・
C

o
ri
an

dr
u
m

sa
ti
vu

m
 L

）
・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

が
な

い
。

1
2
2
2
8

香
辛

料
抽

出
物

（
サ

ッ
サ

フ
ラ

ス
）

名
簿

サ
ッ

サ
フ

ラ
ス

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

・
サ

ッ
サ

フ
ラ

ス
サ

ッ
サ

フ
ラ

ス

 タ
イ

ワ
ン

サ
ッ

サ
フ

ラ
ス

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

範
囲

が
異

な
る

。

1
2
2
2
8

香
辛

料
抽

出
物

（
サ

ッ
サ

フ
ラ

ス
）

リ
ス

ト

サ
ッ

サ
フ

ラ
ス

よ
り

水
，

エ
タ

ノ
ー

ル
，

二
酸

化
炭

素
若

し

く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
，

又
は

水
蒸

気
蒸

留
に

よ
り

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

・
サ

ッ
サ

フ
ラ

ス

・
実

態
：
ク

ス
ノ

キ
科

の
サ

ッ
サ

プ
ラ

ス

（
S

as
sa

fr
as

ve
rr

ifo
liu

m
 N

E
E
S

，
又

は

S
as

sa
fr

as
al

bi
du

m
 N

E
E
S

）

サ
ッ

サ
フ

ラ
ス

 タ
イ

ワ
ン

サ
ッ

サ
フ

ラ
ス

S
as

sa
fr

as
 o

ff
ic

in
al

e
 (
L
.) 

N
e
e
s 

e
t 

T
h
.N

e
e
s

サ
ッ

サ
フ

ラ
ス

　
標

準

S
as

sa
fr

as
 r

an
da

ie
n
se

 (
H

ay
at

a)
 R

e
h
de

r

タ
イ

ワ
ン

サ
ッ

サ
フ

ラ
ス

　
標

準

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

範
囲

が
異

な
る

。

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

が
な

い
。

・
学

名
の

範
囲

が
異

な
る

。
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整
理

番
号

既
存

添
加

物
名

称
区

分
名

簿
定

義
／

基
原

・
製

法
・
本

質
和

名
・
一

般
名

／
学

名
の

記
載

標
準

和
名

・
別

名
標

準
学

名
・
別

名
問

題
点

等

1
2
2
2
9

香
辛

料
抽

出
物

（
サ

フ
ラ

ン
）

名
簿

サ
フ

ラ
ン

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

・
サ

フ
ラ

ン

サ
フ

ラ
ン

属

サ
フ

ラ
ン

 ハ
ナ

サ
フ

ラ
ン

イ
ヌ

サ
フ

ラ
ン

等

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

範
囲

が
異

な
る

。

1
2
2
2
9

香
辛

料
抽

出
物

（
サ

フ
ラ

ン
）

リ
ス

ト

サ
フ

ラ
ン

よ
り

水
，

エ
タ

ノ
ー

ル
，

二
酸

化
炭

素
若

し
く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
，

又
は

水
蒸

気

蒸
留

に
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。

・
サ

フ
ラ

ン

・
実

態
：
ア

ヤ
メ

科
の

サ
フ

ラ
ン

（
C

ro
c
u
ss

at
iv

u
s 

L
.）

サ
フ

ラ
ン

属

サ
フ

ラ
ン

 ハ
ナ

サ
フ

ラ
ン

イ
ヌ

サ
フ

ラ
ン

等

C
ro

c
u
s 

sa
ti
vu

s 
L
.　

 サ
フ

ラ
ン

　
標

準

C
ro

c
u
s 

ve
rn

u
s 

(L
.) 

H
ill
　

 ハ
ナ

サ
フ

ラ
ン

　
標

準 C
o
lc

h
ic

u
m

 a
u
tu

m
n
al

e
 L

.　
 イ

ヌ
サ

フ
ラ

ン

標
準

等

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

範
囲

が
異

な
る

。

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

が
な

い
。

・
学

名
の

範
囲

が
異

な
る

。

1
2
2
3
0

香
辛

料
抽

出
物

（
サ

ボ
リ

ー
）

名
簿

サ
ボ

リ
ー

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

・
サ

ボ
リ

ー
キ

ダ
チ

ハ
ッ

カ
属

　
？

キ
ダ

チ
ハ

ッ
カ

　
？

・
標

準
和

名
の

確
認

が
で

き
な

い
。

1
2
2
3
0

香
辛

料
抽

出
物

（
サ

ボ
リ

ー
）

リ
ス

ト

サ
ボ

リ
ー

よ
り

水
，

エ
タ

ノ
ー

ル
，

二
酸

化
炭

素
若

し
く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
，

又
は

水
蒸

気

蒸
留

に
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。

・
サ

ボ
リ

ー

・
実

態
：
シ

ソ
科

の
セ

イ
ボ

リ
ー

（
S

at
u
re

ia

h
o
rt

e
n
si

s 
L
.、

 S
at

u
re

ia
 m

o
n
ta

n
a 

L
. ）

キ
ダ

チ
ハ

ッ
カ

属
　

？

キ
ダ

チ
ハ

ッ
カ

　
？

・
S

at
u
re

ia
　

h
o
rt

e
n
si

s 
L
.　

？

 S
at

u
re

ia
　

 m
o
n
ta

n
a 

L
. 　

？

S
at

u
re

ia
　

 v
im

in
e
a 

　
？

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

が
な

い
。

・
標

準
和

名
・
学

名
の

確
認

が
で

き
な

い
。

1
2
2
3
1

香
辛

料
抽

出
物

（
サ

ル
ビ

ア
）

名
簿

サ
ル

ビ
ア

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

・
サ

ル
ビ

ア

 セ
ー

ジ

ベ
ニ

バ
ナ

サ
ル

ビ
ア

ケ
シ

ョ
ウ

サ
ル

ビ
ア

等

・
世

界
的

に
有

名
な

S
. l

av
an

du
la

e
fo

lia
 V

A
H

L
.（

ス
パ

ニ
ッ

シ
ュ

　
セ

ー
ジ

）
及

び
・

S
.t
ri
bo

ra
 L

.（
グ

リ
ー

ク
セ

ー
ジ

）
 の

標
準

和

名
・
学

名
が

記
載

さ
れ

て
い

な
い

。

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

範
囲

が
異

な
る

。

1
2
2
3
1

香
辛

料
抽

出
物

（
サ

ル
ビ

ア
）

リ
ス

ト

サ
ル

ビ
ア

よ
り

水
，

エ
タ

ノ
ー

ル
，

二
酸

化
炭

素
若

し
く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
，

又
は

水
蒸

気

蒸
留

に
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。

・
サ

ル
ビ

ア

・
実

態
：
シ

ソ
科

の
サ

ル
ピ

ア
（
S

al
vi

ao
ff
ic

in
al

is
 L

.、

S
. l

av
an

du
la

e
fo

lia
 V

 A
H

L
.、

・
S

.t
ri
bo

ra
 L

.）

 セ
ー

ジ

ベ
ニ

バ
ナ

サ
ル

ビ
ア

ケ
シ

ョ
ウ

サ
ル

ビ
ア

等

S
al

vi
a 

c
o
c
c
in

e
a 

B
u
c
'h

o
z 

e
x 

E
tl
in

g.
　

 ベ
ニ

バ
ナ

サ
ル

ビ
ア

　
標

準

S
al

vi
a 

fa
ri
n
ac

e
a 

B
e
n
th

.　
 ケ

シ
ョ

ウ
サ

ル
ビ

ア
　

標
準

S
al

vi
a 

o
ff
ic

in
al

is
 L

.　
 セ

ー
ジ

　
標

準

S
al

vi
a 

pa
te

n
s 

C
av

.　
 ソ

ラ
イ

ロ
サ

ル
ビ

ア
　

標

準 S
al

vi
a 

sc
la

re
a 

L
.　

 オ
ニ

サ
ル

ビ
ア

　
標

準

S
al

vi
a 

sp
le

n
de

n
s 

S
e
llo

w
 e

x 
R

o
e
m

. e
t

S
c
h
u
lt
.　

 ヒ
ゴ

ロ
モ

ソ
ウ

　
標

準

S
al

vi
a 

vi
ri
di

s 
L
.　

 ム
ラ

サ
キ

サ
ル

ビ
ア

　
標

準

・
世

界
的

に
有

名
な

S
. l

av
an

du
la

e
fo

lia
 V

A
H

L
.（

ス
パ

ニ
ッ

シ
ュ

　
セ

ー
ジ

）
及

び
・

S
.t
ri
bo

ra
 L

.（
グ

リ
ー

ク
セ

ー
ジ

）
 の

標
準

和

名
・
学

名
が

記
載

さ
れ

て
い

な
い

。

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

が
な

い
。

・
和

名
・
学

名
が

異
な

る
。

和
名

・
学

名
の

範
囲

が
異

な
る

。

1
2
2
3
2

香
辛

料
抽

出
物

（
サ

ン
シ

ョ
ウ

）
名

簿
サ

ン
シ

ョ
ウ

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し

て
得

ら
れ

た
も

の
を

い
う

。
・
サ

ン
シ

ョ
ウ

・
標

準
和

名
：
サ

ン
シ

ョ
ウ

・
別

名
：
ア

ツ
カ

ワ
ザ

ン
シ

ョ
ウ

，
イ

ボ
ザ

ン
シ

ョ
ウ

【
Y
-
ｌis

t】

・
サ

ン
シ

ョ
ウ

（
標

準
）

・
Z
an

th
o
xy

lu
m

 p
ip

e
ri
tu

m
 (
L
．

) 
D

．
C

．

－

1
2
2
3
2

香
辛

料
抽

出
物

（
サ

ン
シ

ョ
ウ

）
ﾘ
ｽ

ﾄ

サ
ン

シ
ョ

ウ
よ

り
水

、
エ

タ
ノ

ー
ル

、
二

酸
化

炭
素

若
し

く

は
有

機
溶

剤
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

、
又

は
水

蒸

気
蒸

留
に

よ
り

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

・
サ

ン
シ

ョ
ウ

・
実

態
：
ミ

カ
ン

科
サ

ン
シ

ョ
ウ

（
・
Z
an

th
o
xy

lu
m

pi
pe

ri
tu

m
　

D
．

C
．

）

・
標

準
和

名
：
サ

ン
シ

ョ
ウ

・
別

名
：
ア

ツ
カ

ワ
ザ

ン
シ

ョ
ウ

，
イ

ボ
ザ

ン
シ

ョ
ウ

【
Y
-
ｌis

t】

 ・
R

u
ta

c
e
ae

（
ミ

カ
ン

科
）

・
サ

ン
シ

ョ
ウ

（
標

準
）

・
Z
an

th
o
xy

lu
m

 p
ip

e
ri
tu

m
 (
L
．

) 
D

．
C

．

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

が
な

い
。
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整
理

番
号

既
存

添
加

物
名

称
区

分
名

簿
定

義
／

基
原

・
製

法
・
本

質
和

名
・
一

般
名

／
学

名
の

記
載

標
準

和
名

・
別

名
標

準
学

名
・
別

名
問

題
点

等

1
2
2
3
3

香
辛

料
抽

出
物

（
シ

ソ
）

名
簿

シ
ソ

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
・
シ

ソ

　 ・
標

準
和

名
：
ア

カ
ジ

ソ

　
　

　
　

　
　

　
　

チ
リ

メ
ン

ジ
ソ

　
　

　
　

　
　

　
　

等

【
Y
-
ｌis

t】

・
ア

カ
ジ

ソ
（
標

準
）

・
P

e
ri
lla

 f
ru

te
sc

e
n
s
 (
L
.) 

B
ri
tt

o
n
 v

ar
.

c
ri
sp

a
 (
B

e
n
th

.) 
W

.D
e
an

e
 f
.p

u
rp

u
re

a
(

M
ak

in
o
）
M

ak
in

o

チ
リ

メ
ン

ア
オ

ジ
ソ

（
標

準
）

・
P

e
ri
lla

 f
ru

te
sc

e
n
s
 (
L
.) 

B
ri
tt

o
n
 v

ar
.

c
ri
sp

a
 (
B

e
n
th

.) 
W

.D
e
an

e
  
’
vi

ri
di

-
c
ri
sp

a’

等

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

・
和

名
の

範
囲

が
異

な
る

。

1
2
2
3
3

香
辛

料
抽

出
物

（
シ

ソ
）

リ
ス

ト

シ
ソ

よ
り

水
、

エ
タ

ノ
ー

ル
、

二
酸

化
炭

素
若

し
く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
、

又
は

水
蒸

気
蒸

留

に
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。

・
シ

ソ

・
実

態
：
ア

カ
シ

ソ
（
P

e
ri
lla

 f
ru

te
sc

e
n
s 

(L
.) 

B
ri
tt

o
n

va
r.
 c

ri
sp

a）
、

ア
オ

シ
ソ

（
P

e
ri
lla

 f
ru

te
sc

e
n
s 

(L
.)

B
ri
tt

o
n
 v

ar
. c

ri
sp

a 
(B

e
n
th

.) 
W

.D
e
an

e
）
　

等

・
標

準
和

名
：
チ

リ
メ

ン
ジ

ソ
（
別

名
：
　

－
　

）

　
　

　
　

　
　

　
　

ア
カ

ジ
ソ

　
（
別

名
：
　

－
）

　
　

　
　

　
　

　
　

等

【
Y
-
ｌis

t】

ア
カ

ジ
ソ

（
標

準
）

・
P

e
ri
lla

 f
ru

te
sc

e
n
s
 (
L
.) 

B
ri
tt

o
n
 v

ar
.

c
ri
sp

a
 (
B

e
n
th

.) 
W

.D
e
an

e
 f
.p

u
rp

u
re

a
(

M
ak

in
o
）
M

ak
in

o

チ
リ

メ
ン

ア
オ

ジ
ソ

（
標

準
）

・
P

e
ri
lla

 f
ru

te
sc

e
n
s
 (
L
.) 

B
ri
tt

o
n
 v

ar
.

c
ri
sp

a
 (
B

e
n
th

.) 
W

.D
e
an

e
  
’
vi

ri
di

-
c
ri
sp

a’

等

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

が
な

い
。

・
和

名
・
学

名
・
シ

ソ
属

の
範

囲
が

異
な

る
。

・
学

名
全

部
の

確
認

が
で

き
な

い
。

1
2
2
3
4

香
辛

料
抽

出
物

（
シ

ナ
モ

ン
）

名
簿

シ
ナ

モ
ン

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

・
シ

ナ
モ

ン
・
標

準
和

名
：
セ

イ
ロ

ン
ニ

ッ
ケ

イ

・
別

名
：
シ

ナ
モ

ン

【
Y
-
ｌis

t】

・
L
au

ra
c
e
ae

（
ク

ス
ノ

キ
科

）

セ
イ

ロ
ン

ニ
ッ

ケ
イ

（
標

準
）

・
C

in
n
am

o
m

u
m

 v
e
ru

m
 J

.P
re

sl

・
C

in
n
am

o
m

u
m

 z
e
yl

an
ic

u
m

 B
lu

m
e
 は

シ
ノ

ニ
ム

ニ
ッ

ケ
イ

（
標

準
）

・
C

in
n
am

o
m

u
m

 s
ie

bo
ld

ii 
M

e
is

n
.

－

1
2
2
3
4

香
辛

料
抽

出
物

（
シ

ナ
モ

ン
）

リ
ス

ト

シ
ナ

モ
ン

よ
り

水
、

エ
タ

ノ
ー

ル
、

二
酸

化
炭

素
若

し
く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
、

又
は

水
蒸

気

蒸
留

に
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。

・
シ

ナ
モ

ン
・
標

準
和

名
：
セ

イ
ロ

ン
ニ

ッ
ケ

イ

・
別

名
：
シ

ナ
モ

ン

【
Y
-
ｌis

t】

・
L
au

ra
c
e
ae

（
ク

ス
ノ

キ
科

）

セ
イ

ロ
ン

ニ
ッ

ケ
イ

（
標

準
）

・
C

in
n
am

o
m

u
m

 v
e
ru

m
 J

.P
re

sl

・
C

in
n
am

o
m

u
m

 z
e
yl

an
ic

u
m

 B
lu

m
e
 は

シ
ノ

ニ
ム

ニ
ッ

ケ
イ

（
標

準
）

・
C

in
n
am

o
m

u
m

 s
ie

bo
ld

ii 
M

e
is

n
.

・
標

準
和

名
が

異
な

る

1
2
2
3
5

香
辛

料
抽

出
物

（
シ

ャ
ロ

ッ
ト

）
名

簿
シ

ャ
ロ

ッ
ト

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

・
シ

ャ
ロ

ッ
ト

・
標

準
和

名
：
シ

ャ
ロ

ッ
ト

・
別

名
：
エ

シ
ャ

ロ
ッ

ト
，

コ
モ

チ
タ

マ
ネ

ギ

【
Y
-
ｌis

t】

シ
ャ

ロ
ッ

ト
（
標

準
）

－

1
2
2
3
5

香
辛

料
抽

出
物

（
シ

ャ
ロ

ッ
ト

）
リ

ス
ト

シ
ャ

ロ
ッ

ト
よ

り
水

、
エ

タ
ノ

ー
ル

、
二

酸
化

炭
素

若
し

く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
、

又
は

水
蒸

気

蒸
留

に
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。

・
シ

ャ
ロ

ッ
ト

・
実

態
：
ユ

リ
科

シ
ャ

ロ
ッ

ト
（
A

lli
u
m

 a
sc

al
o
n
ic

u
m

 L
）

・
標

準
和

名
：
シ

ャ
ロ

ッ
ト

・
別

名
：
エ

シ
ャ

ロ
ッ

ト
，

コ
モ

チ
タ

マ
ネ

ギ

【
Y
-
ｌis

t】

・
シ

ャ
ロ

ッ
ト

（
標

準
）

・
A

lli
u
m

 c
e
pa

 L
. v

ar
. a

gg
re

ga
tu

m
 G

.D
o
n

・
A

lli
u
m

 a
sc

al
o
n
ic

u
m

 L
.は

シ
ノ

ニ
ム

・
学

名
が

異
な

る
。

1
2
2
3
6

香
辛

料
抽

出
物

（
ジ

ュ
ニ

パ
ー

ベ
リ

ー
）

名
簿

ジ
ュ

ニ
パ

ー
ベ

リ
ー

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

・
ジ

ュ
ニ

バ
ー

ベ
リ

ー
・
標

準
和

名
：
セ

イ
ヨ

ウ
ネ

ズ

・
別

名
：
ヨ

ウ
シ

ュ
ネ

ズ
, セ

イ
ヨ

ウ
ビ

ャ
ク

シ
ン

【
Y
-
ｌis

t】

・
セ

イ
ヨ

ウ
ネ

ズ
（
標

準
）

・
J
u
n
ip

e
ru

s 
c
o
m

m
u
n
is

 L
. v

ar
. c

o
m

m
u
n
is

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

1
2
2
3
6

香
辛

料
抽

出
物

（
ジ

ュ
ニ

パ
ー

ベ
リ

ー
）

リ
ス

ト

ジ
ュ

ニ
パ

ー
ﾍ

ﾞり
ー

よ
り

水
、

エ
タ

ノ
ー

ル
、

二
酸

化
炭

素
若

し
く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
、

又

は
水

蒸
気

蒸
留

に
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。

・
ジ

ュ
ニ

バ
ー

ベ
リ

ー

・
実

態
：
ヒ

ノ
キ

科
セ

イ
ヨ

ウ
ネ

ズ
（
・
J
u
n
ip

e
ru

s

c
o
m

m
u
n
is

 L
）

・
標

準
和

名
：
セ

イ
ヨ

ウ
ネ

ズ

・
別

名
：
ヨ

ウ
シ

ュ
ネ

ズ
, セ

イ
ヨ

ウ
ビ

ャ
ク

シ
ン

【
Y
-
ｌis

t】

セ
イ

ヨ
ウ

ネ
ズ

（
標

準
）

・
J
u
n
ip

e
ru

s 
c
o
m

m
u
n
is

 L
. v

ar
. c

o
m

m
u
n
is

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

が
な

い
。
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整
理

番
号

既
存

添
加

物
名

称
区

分
名

簿
定

義
／

基
原

・
製

法
・
本

質
和

名
・
一

般
名

／
学

名
の

記
載

標
準

和
名

・
別

名
標

準
学

名
・
別

名
問

題
点

等

1
2
2
3
7

香
辛

料
抽

出
物

（
シ

ョ
ウ

ガ
）

名
簿

シ
ョ

ウ
ガ

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

・
シ

ョ
ウ

ガ
・
標

準
和

名
：
シ

ョ
ウ

ガ

・
別

名
：
　

－

【
Y
-
ｌis

t】

シ
ョ

ウ
ガ

（
標

準
）

・
Z
in

gi
be

r 
o
ff
ic

in
al

e
 (
W

ill
d.

) 
R

o
sc

o
e

―

1
2
2
3
7

香
辛

料
抽

出
物

（
シ

ョ
ウ

ガ
）

リ
ス

ト

シ
ョ

ウ
ガ

よ
り

水
、

エ
タ

ノ
ー

ル
、

二
酸

化
炭

素
若

し
く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
、

又
は

水
蒸

気

蒸
留

に
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。

・
シ

ョ
ウ

ガ

・
実

態
：
シ

ョ
ウ

ガ
科

シ
ョ

ウ
ガ

（
Z
in

gi
be

r 
o
ff
ic

in
al

e

R
o
sc

o
）

・
標

準
和

名
：
シ

ョ
ウ

ガ

・
別

名
：
　

－

【
Y
-
ｌis

t】

シ
ョ

ウ
ガ

（
標

準
）

・
Z
in

gi
be

r 
o
ff
ic

in
al

e
 (
W

ill
d.

) 
R

o
sc

o
e

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

が
な

い
。

1
2
2
3
8

香
辛

料
抽

出
物

（
ス

タ
ー

ア
ニ

ス
）

名
簿

ス
タ

ー
ア

ニ
ス

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
・
ス

タ
ー

ア
ニ

ス
・
標

準
和

名
：
ト

ウ
シ

キ
ミ

・
別

名
：
ダ

イ
ウ

イ
キ

ョ
ウ

【
Y
-
ｌis

t】

ト
ウ

シ
キ

ミ
（
標

準
）

・
Ill

ic
iu

m
 v

e
ru

m
 H

o
o
k.

 f
.

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

1
2
2
3
8

香
辛

料
抽

出
物

（
ス

タ
ー

ア
ニ

ス
）

リ
ス

ト

ス
タ

ー
ア

ニ
ス

よ
り

水
、

エ
タ

ノ
ー

ル
、

二
酸

化
炭

素
若

し

く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
、

又
は

水
蒸

気
蒸

留
に

よ
り

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

・
ス

タ
ー

ア
ニ

ス

・
実

態
：
ダ

イ
ウ

イ
キ

ョ
ウ

（
Ill

ic
iu

m
 v

e
ru

m
 H

o
o
k.

）

・
標

準
和

名
：
ト

ウ
シ

キ
ミ

・
別

名
：
ダ

イ
ウ

イ
キ

ョ
ウ

【
Y
-
ｌis

t】

ト
ウ

シ
キ

ミ
（
標

準
）

・
Ill

ic
iu

m
 v

e
ru

m
 H

o
o
k.

 f
.

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

実
態

と
も

異
な

る
。

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

が
な

い
。

1
2
2
3
9

香
辛

料
抽

出
物

（
ス

ペ
ア

ミ
ン

ト
）

名
簿

ス
ペ

ア
ミ

ン
ト

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し

て
得

ら
れ

た
も

の
を

い
う

。
・
ス

ペ
ア

ミ
ン

ト
・
標

準
和

名
：
ミ

ド
リ

ハ
ッ

カ

・
別

名
：
-

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

1
2
2
3
9

香
辛

料
抽

出
物

（
ス

ペ
ア

ミ
ン

ト
）

リ
ス

ト

ス
ペ

ア
ミ

ン
ト

よ
り

、
水

、
エ

タ
ノ

ー
ル

、
二

酸
化

炭
素

若
し

く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
、

又
は

水
蒸

気
蒸

留
に

よ
り

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

・
ス

ペ
ア

ミ
ン

ト

・
実

態
：
シ

ソ
科

ス
ペ

ア
ミ

ン
ト

（
M

e
n
th

a 
sp

ic
at

a 
L
.

又
は

（
M

e
n
th

a　
c
ar

di
ac

a 
G

e
ra

rd
 e

x 
B

ak
e
r）

・
標

準
和

名
：
ミ

ド
リ

ハ
ッ

カ

・
別

名
：
-

【
Y
-
ｌis

t】

M
e
n
th

a 
sp

ic
at

a 
L
.

M
e
n
th

a 
sp

ic
at

a 
L
. v

e
r.
 v

ir
id

is
 L

.

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

が
な

い
。

1
2
2
4
0

香
辛

料
抽

出
物

（
セ

イ
ヨ

ウ
ワ

サ
ビ

）
名

簿
セ

イ
ヨ

ウ
ワ

サ
ビ

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸

留
し

て
得

ら
れ

た
も

の
を

い
う

。
・
セ

イ
ヨ

ウ
ワ

サ
ビ

・
標

準
和

名
：
セ

イ
ヨ

ウ
ワ

サ
ビ

・
別

名
：
-

1
2
2
4
0

香
辛

料
抽

出
物

（
セ

イ
ヨ

ウ
ワ

サ
ビ

）
リ

ス
ト

セ
イ

ヨ
ウ

ワ
サ

ビ
よ

り
、

水
、

エ
タ

ノ
ー

ル
、

二
酸

化
炭

素

若
し

く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
、

又
は

水
蒸

気
蒸

留
に

よ
り

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

・
セ

イ
ヨ

ウ
ワ

サ
ビ

・
実

態
：
ア

ブ
ラ

ナ
科

セ
イ

ヨ
ウ

ワ
サ

ビ
（
A

rm
o
ra

c
ia

ru
st

ic
an

a 
G

ae
rt

n
 、

.）

・
標

準
和

名
：
セ

イ
ヨ

ウ
ワ

サ
ビ

・
別

名
：
-

【
Y
-
ｌis

t】

A
rm

o
ra

c
ia

 r
u
st

ic
an

a 
P

. G
ae

rt
.

B
. M

e
y.

 E
t 

 S
c
h
e
rb

.
・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

が
な

い
。

1
2
2
4
1

香
辛

料
抽

出
物

（
セ

ロ
リ

ー
）

名
簿

セ
ロ

リ
ー

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

・
セ

ロ
リ

ー
・
標

準
和

名
：
セ

ロ
リ

・
広

義
：
セ

ロ
リ

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

1
2
2
4
1

香
辛

料
抽

出
物

（
セ

ロ
リ

ー
）

リ
ス

ト

セ
ロ

リ
ー

よ
り

、
水

、
エ

タ
ノ

ー
ル

、
二

酸
化

炭
素

若
し

く

は
有

機
溶

剤
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

、
又

は
水

蒸

気
蒸

留
に

よ
り

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

・
セ

ロ
リ

ー

・
実

態
：
せ

り
科

セ
イ

ヨ
ウ

ワ
サ

ビ
（
pi

u
m

 g
ra

ve
o
le

n
s

L
.）

・
標

準
和

名
：
セ

ロ
リ

・
広

義
：
セ

ロ
リ

【
Y
-
ｌis

t】

A
pi

u
m

 g
ra

ve
o
le

n
s 

L
.

A
pi

u
m

 g
ra

ve
o
le

n
s 

ve
r.
 D

lc
e
 (
M

ill
.) 

D
C

.

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

が
な

い
。

・
学

名
が

異
な

る
。

1
2
2
4
2

香
辛

料
抽

出
物

（
ソ

ー
レ

ル
）

名
簿

ソ
ー

レ
ル

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

・
ソ

ー
レ

ル
・
標

準
和

名
：
ス

イ
パ

・
別

名
：
-

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

1
2
2
4
2

香
辛

料
抽

出
物

（
ソ

ー
レ

ル
）

リ
ス

ト

ソ
ー

レ
ル

よ
り

、
水

、
エ

タ
ノ

ー
ル

、
二

酸
化

炭
素

若
し

く

は
有

機
溶

剤
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

、
又

は
水

蒸

気
蒸

留
に

よ
り

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

・
ソ

ー
レ

ル

・
実

態
：
タ

デ
科

ス
イ

バ
（
R

u
m

e
x 

ac
e
to

sa
 L

.）

・
標

準
和

名
：
ス

イ
パ

・
別

名
：
-

R
u
m

e
x 

ac
e
to

sa
 L

.
・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

が
な

い
。

1
2
2
4
3

香
辛

料
抽

出
物

（
タ

イ
ム

）
名

簿
タ

イ
ム

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得

ら
れ

た
も

の
を

い
う

。
・
タ

イ
ム

・
標

準
和

名
：
タ

チ
ジ

ャ
コ

ウ
ソ

ウ

・
別

名
：
-

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

1
2
2
4
3

香
辛

料
抽

出
物

（
タ

イ
ム

）
リ

ス
ト

タ
イ

ム
よ

り
、

水
、

エ
タ

ノ
ー

ル
、

二
酸

化
炭

素
若

し
く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
、

又
は

水
蒸

気

蒸
留

に
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。

・
タ

イ
ム

・
実

態
：
シ

ソ
科

タ
チ

ジ
ャ

コ
ウ

ソ
ウ

（
T
h
ym

u
s

vu
lg

ar
is

 L
.、

T
h
ym

u
s 

vu
lg

ar
is

 v
ar

. c
ap

it
at

u
s 

W
ill
k.

&
 L

an
e
、

T
h
ym

u
s 

zy
gi

s 
L
.）

・
標

準
和

名
：
タ

チ
ジ

ャ
コ

ウ
ソ

ウ

・
別

名
：
-

【
Y
-
ｌis

t】

T
h
ym

u
s 

vu
lg

ar
is

 L
.

T
h
ym

u
s 

vu
lg

ar
is

 v
ar

. c
ap

it
at

u
s 

W
ill
k.

 &
L
an

e
T
h
ym

u
s 

se
rp

h
yl

lu
m

 L
.

T
h
ym

u
s 

zy
gi

s 
L
.

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

が
な

い
。
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整
理

番
号

既
存

添
加

物
名

称
区

分
名

簿
定

義
／

基
原

・
製

法
・
本

質
和

名
・
一

般
名

／
学

名
の

記
載

標
準

和
名

・
別

名
標

準
学

名
・
別

名
問

題
点

等

1
2
2
4
4

香
辛

料
抽

出
物

（
タ

マ
ネ

ギ
）

名
簿

タ
マ

ネ
ギ

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

・
タ

マ
ネ

ギ
・
標

準
和

名
：
タ

マ
ネ

ギ

・
別

名
：
-

1
2
2
4
4

香
辛

料
抽

出
物

（
タ

マ
ネ

ギ
）

リ
ス

ト

タ
マ

ネ
ギ

よ
り

、
水

、
エ

タ
ノ

ー
ル

、
二

酸
化

炭
素

若
し

く

は
有

機
溶

剤
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

、
又

は
水

蒸

気
蒸

留
に

よ
り

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

・
タ

マ
ネ

ギ

・
実

態
：
ユ

リ
科

科
タ

マ
ネ

ギ
（
A

lli
u
m

 c
ap

a 
L
.）

・
標

準
和

名
：
タ

マ
ネ

ギ

・
別

名
：
-

【
Y
-
ｌis

t】

A
m

ar
yl

lid
ac

e
ae

（
ヒ

ガ
ン

バ
ナ

科
）

A
lli
u
m

 c
ap

a 
L
.

・
科

名
が

異
な

る
。

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

が
な

い
。

1
2
2
4
5

香
辛

料
抽

出
物

（
タ

マ
リ

ン
ド

）
名

簿
タ

マ
リ

ン
ド

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

・
タ

マ
リ

ン
ド

・
標

準
和

名
：
タ

マ
リ

ン
ド

・
別

名
：
-

1
2
2
4
5

香
辛

料
抽

出
物

（
タ

マ
リ

ン
ド

）
リ

ス
ト

タ
マ

リ
ン

ド
よ

り
、

水
、

エ
タ

ノ
ー

ル
、

二
酸

化
炭

素
若

し
く

は
有

機
溶

剤
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

、
又

は
水

蒸

気
蒸

留
に

よ
り

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

・
タ

マ
リ

ン
ド

・
実

態
：
マ

メ
科

タ
マ

リ
ン

ド
（
T
am

ar
in

du
s 

in
di

c
a 

L
.）

・
標

準
和

名
：
タ

マ
リ

ン
ド

・
別

名
：
-

【
Y
-
ｌis

t】

T
am

ar
in

du
s 

in
di

c
a 

L
.

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

が
な

い
。

1
2
2
4
6

香
辛

料
抽

出
物

（
タ

ラ
ゴ

ン
）

名
簿

タ
ラ

ゴ
ン

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

・
タ

ラ
ゴ

ン
・
標

準
和

名
：
タ

ラ
ゴ

ン

別
名

：
エ

ス
ト

ラ
ゴ

ン

1
2
2
4
6

香
辛

料
抽

出
物

（
タ

ラ
ゴ

ン
）

リ
ス

ト

タ
ラ

ゴ
ン

よ
り

、
水

、
エ

タ
ノ

ー
ル

、
二

酸
化

炭
素

若
し

く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
、

又
は

水
蒸

気

蒸
留

に
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。

・
タ

ラ
ゴ

ン

・
実

態
：
キ

ク
科

の
タ

ラ
ゴ

ン
（
A

rt
e
m

is
ia

dr
ac

u
n
c
u
lu

s 
L
. －

フ
ラ

ン
ス

種
, A

.

dr
au

c
u
n
c
u
lo

id
e
s 

P
U

R
S

H
-
ロ

シ
ア

種
）

・
標

準
和

名
：
タ

ラ
ゴ

ン

別
名

：
エ

ス
ト

ラ
ゴ

ン
A

rt
e
m

is
ia

 d
ra

c
u
n
c
u
lu

s 
L
.

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

が
な

い
。

1
2
2
4
7

香
辛

料
抽

出
物

（
チ

ャ
イ

ブ
）

名
簿

チ
ャ

イ
ブ

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

・
チ

ャ
イ

ブ

・
チ

ャ
イ

ブ
の

標
準

和
名

が
確

認
で

き
な

い
。

・
A

lli
u
m

 s
c
h
o
e
n
o
pr

as
u
m

 L
.の

標
準

和
名

が

確
認

で
き

な
い

。

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

1
2
2
4
7

香
辛

料
抽

出
物

（
チ

ャ
イ

ブ
）

リ
ス

ト

チ
ャ

イ
ブ

よ
り

、
水

、
エ

タ
ノ

ー
ル

、
二

酸
化

炭
素

若
し

く

は
有

機
溶

剤
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

、
又

は
水

蒸

気
蒸

留
に

よ
り

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

・
チ

ャ
イ

ブ

・
実

態
：
ユ

リ
科

の
チ

ャ
イ

ブ
（
A

lli
u
m

sc
h
o
e
n
o
pr

as
u
m

 L
.）

・
チ

ャ
イ

ブ
の

学
名

が
確

認
で

き
な

い
。

・
A

lli
u
m

 s
c
h
o
e
n
o
pr

as
u
m

 L
.の

み
を

学
名

に

も
つ

種
が

確
認

で
き

な
い

。

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

が
な

い
。

・
学

名
が

異
な

る
。

1
2
2
4
8

香
辛

料
抽

出
物

（
デ

ィ
ル

）
名

簿
イ

ノ
シ

ド
か

ら
抽

出
し

、
又

は
こ

れ
を

水
蒸

気
蒸

留
し

て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

・
標

準
和

名
：
イ

ノ
ン

ド

1
2
2
4
8

香
辛

料
抽

出
物

（
デ

ィ
ル

）
リ

ス
ト

イ
ノ

シ
ド

よ
り

、
水

、
エ

タ
ノ

ー
ル

、
二

酸
化

炭
素

若
し

く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
、

又
は

水
蒸

気

蒸
留

に
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。

・
イ

ノ
ン

ド

・
実

態
：
セ

リ
科

イ
ノ

ン
ド

（
A

n
e
th

u
m

 g
ra

ve
o
le

n
s 

L
.）

・
標

準
和

名
：
イ

ノ
ン

ド
A

n
e
th

u
m

 g
ra

ve
o
le

n
s 

L
.

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

が
な

い
。

1
2
2
4
9

香
辛

料
抽

出
物

（
ト

ウ
ガ

ラ
シ

）
名

簿
ト

ウ
ガ

ラ
シ

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し

て
得

ら
れ

た
も

の
を

い
う

。
・
ト

ウ
ガ

ラ
シ

・
標

準
和

名
：
ト

ウ
ガ

ラ
シ

　
　

　
　

　
　

　
ピ

ー
マ

ン

　
　

　
　

　
　

　
等

・
標

準
和

名
の

範
囲

が
異

な
る

1
2
2
4
9

香
辛

料
抽

出
物

（
ト

ウ
ガ

ラ
シ

）
リ

ス
ト

ナ
ツ

メ
グ

よ
り

、
水

、
エ

タ
ノ

ー
ル

、
二

酸
化

炭
素

若
し

く

は
有

機
溶

剤
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

、
又

は
水

蒸

気
蒸

留
に

よ
り

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

・
ト

ウ
ガ

ラ
シ

・
実

態
：
ナ

ス
科

ト
ウ

ガ
ラ

シ
(C

ap
si

c
u
m

 f
ru

te
sc

e
n
s

L
.,又

は
C

. a
n
n
u
u
m

 L
.)

・
標

準
和

名
：
ト

ウ
ガ

ラ
シ

　
　

　
　

　
　

　
ピ

ー
マ

ン

　
　

　
　

　
　

　
等

C
ap

si
c
u
m

 a
n
n
u
u
m

 L
.(A

c
c
e
pt

e
d 

n
am

e
)の

シ
ノ

ニ
ム

と
し

て
C

ap
si

c
u
m

 f
ru

te
sc

e
n
s 

L
.が

記
載

さ
れ

て
い

る
。

等

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

が
な

い
。

・
標

準
和

名
、

学
名

の
範

囲
が

異
な

る
。

1
2
2
5
0

香
辛

料
抽

出
物

（
ナ

ツ
メ

グ
）

名
簿

ナ
ツ

メ
グ

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

標
準

和
名

：
ニ

ク
ズ

ク
・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

1
2
2
5
0

香
辛

料
抽

出
物

（
ナ

ツ
メ

グ
）

リ
ス

ト

ナ
ツ

メ
グ

よ
り

、
水

、
エ

タ
ノ

ー
ル

、
二

酸
化

炭
素

若
し

く

は
有

機
溶

剤
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

、
又

は
水

蒸

気
蒸

留
に

よ
り

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

・
ナ

ツ
メ

グ

・
実

態
：
ニ

ク
ズ

ク
科

ナ
ツ

メ
グ

（
M

yr
is

ti
c
a 

fr
ag

ra
n
s

H
o
u
tt

.）

標
準

和
名

：
ニ

ク
ズ

ク
M

yr
is

ti
c
a 

fr
ag

ra
n
s 

H
o
u
tt

.
・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

が
な

い
。

1
2
2
5
1

香
辛

料
抽

出
物

（
ニ

ガ
ヨ

モ
ギ

）
名

簿
ニ

ガ
ヨ

モ
ギ

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し

て
得

ら
れ

た
も

の
を

い
う

。
・
ニ

ガ
ヨ

モ
ギ

・
標

準
和

名
：
ニ

ガ
ヨ

モ
ギ

1
2
2
5
1

香
辛

料
抽

出
物

（
ニ

ガ
ヨ

モ
ギ

）
リ

ス
ト

ニ
ガ

ヨ
モ

ギ
よ

り
、

水
、

エ
タ

ノ
ー

ル
、

二
酸

化
炭

素
若

し

く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
、

又
は

水
蒸

気
蒸

留
に

よ
り

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

・
ニ

ガ
ヨ

モ
ギ

・
実

態
：
キ

ン
ポ

ウ
ゲ

科
の

ニ
ジ

ェ
ラ

（
ス

モ
ー

ル
フ

ェ

ン
ネ

ル
）
（
N

ig
e
lla

 s
at

iv
a 

L
.）

・
標

準
和

名
：
ニ

ガ
ヨ

モ
ギ

A
rt

e
m

is
ia

 a
bs

in
th

iu
m

 L
.

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

が
な

い
。

65



整
理

番
号

既
存

添
加

物
名

称
区

分
名

簿
定

義
／

基
原

・
製

法
・
本

質
和

名
・
一

般
名

／
学

名
の

記
載

標
準

和
名

・
別

名
標

準
学

名
・
別

名
問

題
点

等

1
2
2
5
2

香
辛

料
抽

出
物

（
ニ

ジ
ェ

ラ
）

名
簿

ニ
ジ

ェ
ラ

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

・
ニ

ジ
ェ

ラ
・
標

準
和

名
：
ニ

ジ
ェ

ラ

1
2
2
5
2

香
辛

料
抽

出
物

（
ニ

ジ
ェ

ラ
）

リ
ス

ト

ニ
ニ

ジ
ェ

ラ
よ

り
、

水
、

エ
タ

ノ
ー

ル
、

二
酸

化
炭

素
若

し
く

は
有

機
溶

剤
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

、
又

は
水

蒸

気
蒸

留
に

よ
り

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

・
ニ

ジ
ェ

ラ

・
実

態
：
キ

ン
ポ

ウ
ゲ

科
の

ニ
ジ

ェ
ラ

（
ス

モ
ー

ル
フ

ェ

ン
ネ

ル
）
（
N

ig
e
lla

 s
at

iv
a 

L
.）

・
標

準
和

名
：
ニ

ジ
ェ

ラ
N

ig
e
lla

 s
at

iv
a 

L
.

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

が
な

い
。

1
2
2
5
3

香
辛

料
抽

出
物

（
ニ

ン
ジ

ン
）

名
簿

ニ
ン

ジ
ン

よ
り

、
水

、
エ

タ
ノ

ー
ル

、
二

酸
化

炭
素

若
し

く

は
有

機
溶

剤
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

、
又

は
水

蒸

気
蒸

留
に

よ
り

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

・
ニ

ン
ジ

ン
・
標

準
和

名
：
ニ

ン
ジ

ン

1
2
2
5
3

香
辛

料
抽

出
物

（
ニ

ン
ジ

ン
）

リ
ス

ト

ニ
ン

ジ
ン

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

ニ
ン

ニ
ク

か
ら

水
、

エ
タ

ノ
ー

ル
、

二
酸

化
炭

素
若

し
く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら

れ
た

も
の

、
又

は
水

蒸
気

蒸
留

に
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
を

い
う

。

・
ニ

ン
ジ

ン

・
実

態
：
ニ

ン
ジ

ン
（
D

au
c
u
s 

c
ar

o
ta

 L
.）

・
標

準
和

名
：
ニ

ン
ジ

ン

D
au

c
u
s 

sa
ti
vu

s 
R

o
e
h
l.(

A
c
c
e
pt

e
d 

n
am

e
)

別
名

：
D

au
c
u
s 

c
ar

o
ta

 L
. s

u
bs

p.
 s

at
iv

u
s

(H
o
ff
m

.) 
A

rc
an

g.

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

が
な

い
。

1
2
2
5
4

香
辛

料
抽

出
物

（
ニ

ン
ニ

ク
）

名
簿

ニ
ン

ノ
ク

よ
り

、
水

、
エ

タ
ノ

ー
ル

、
二

酸
化

炭
素

若
し

く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
、

又
は

水
蒸

気

蒸
留

に
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。

・
ニ

ン
ニ

ク

・
標

準
和

名
：
ニ

ン
ニ

ク

　
　

　
　

　
　

　
オ

オ
ニ

ン
ニ

ク

　
　

　
　

　
　

　
セ

イ
ヨ

ウ
ニ

ン
ニ

ク

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

1
2
2
5
4

香
辛

料
抽

出
物

（
ニ

ン
ニ

ク
）

リ
ス

ト

ニ
ン

ニ
ク

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

ニ
ン

ニ
ク

か
ら

水
、

エ
タ

ノ
ー

ル
、

二
酸

化
炭

素
若

し
く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら

れ
た

も
の

、
又

は
水

蒸
気

蒸
留

に
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
を

い
う

。

・
ニ

ン
ニ

ク

・
実

態
：
ニ

ン
ニ

ク
（
A

lli
u
m

 s
at

iv
u
m

 L
.-

セ
イ

ヨ
ウ

ニ
ン

ニ
ク

,A
lli
u
m

 s
at

iv
u
m

 L
.fo

rm
a 

pe
ki

n
e
n
se

M
A

K
IK

O
-
オ

オ
ニ

ン
ニ

ク
）

・
標

準
和

名
：
ニ

ン
ニ

ク

　
　

　
　

　
　

　
オ

オ
ニ

ン
ニ

ク

　
　

　
　

　
　

　
セ

イ
ヨ

ウ
ニ

ン
ニ

ク

・
学

名
：
A

lli
u
m

 s
at

iv
u
m

 L

A
lli
u
m

 s
at

iv
u
m

 L
. v

ar
. p

e
ki

n
e
n
se

 (
P

ro
kh

.)

F
.M

ae
k

A
lli
u
m

 s
at

iv
u
m

 L
. v

ar
. s

at
iv

u
m

 'V
e
rs

ic
o
lo

r

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

が
な

い
。

・
標

準
和

名
・
学

名
が

異
な

る
。

1
2
2
5
5

香
辛

料
抽

出
物

（
バ

ジ
ル

）
名

簿

パ
ジ

ル
よ

り
、

水
、

エ
タ

ノ
ー

ル
、

二
酸

化
炭

素
若

し
く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
、

又
は

水
蒸

気

蒸
留

に
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。

・
バ

ジ
ル

・
標

準
和

名
：
メ

ボ
ウ

キ
―

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

1
2
2
5
5

香
辛

料
抽

出
物

（
バ

ジ
ル

）
リ

ス
ト

パ
ジ

ル
か

ら
抽

出
し

、
又

は
こ

れ
を

水
蒸

気
蒸

留
し

て
得

ら
れ

た
も

の
を

い
う

。
ニ

ン
ニ

ク
か

ら
水

、
エ

タ
ノ

ー
ル

、

二
酸

化
炭

素
若

し
く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
、

又
は

水
蒸

気
蒸

留
に

よ
り

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

・
バ

ジ
ル

・
実

態
：
シ

ソ
科

の
ス

イ
ー

ト
バ

ジ
ル

（
O

c
im

u
m

ba
si

lic
u
m

 L
.）

・
標

準
和

名
：
メ

ボ
ウ

キ
O

c
im

u
m

 b
as

ili
c
u
m

 L
.

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

が
な

い
。

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

1
2
2
5
6

香
辛

料
抽

出
物

（
パ

セ
リ

）
名

簿

パ
セ

リ
よ

り
、

水
、

エ
タ

ノ
ー

ル
、

二
酸

化
炭

素
若

し
く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
、

又
は

水
蒸

気

蒸
留

に
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。

・
パ

セ
リ

・
標

準
和

名
：
パ

セ
リ

1
2
2
5
6

香
辛

料
抽

出
物

（
パ

セ
リ

）
リ

ス
ト

パ
セ

リ
か

ら
抽

出
し

、
又

は
こ

れ
を

水
蒸

気
蒸

留
し

て
得

ら
れ

た
も

の
を

い
う

。
ニ

ン
ニ

ク
か

ら
水

、
エ

タ
ノ

ー
ル

、

二
酸

化
炭

素
若

し
く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
、

又
は

水
蒸

気
蒸

留
に

よ
り

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

・
パ

セ
リ

・
実

態
：
セ

リ
科

パ
セ

リ
（
P

e
tr

o
se

liu
m

 s
at

iv
u
m

H
O

F
F
M

,又
は

P
e
tr

o
se

liu
m

 c
ri
sp

u
m

 N
Y
M

.）

・
標

準
和

名
：
パ

セ
リ

・
別

名
：
オ

ラ
ン

ダ
セ

リ
P

e
tr

o
se

lin
u
m

 c
ri
sp

u
m

 N
Y
M

.
・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

が
な

い
。

1
2
2
5
7

香
辛

料
抽

出
物

（
ハ

ッ
カ

）
名

簿

ハ
ッ

カ
よ

り
、

水
、

エ
タ

ノ
ー

ル
、

二
酸

化
炭

素
若

し
く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
、

又
は

水
蒸

気

蒸
留

に
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。

・
ハ

ッ
カ

・
標

準
和

名
：
ハ

ッ
カ

1
2
2
5
7

香
辛

料
抽

出
物

（
ハ

ッ
カ

）
リ

ス
ト

ハ
ッ

カ
か

ら
抽

出
し

、
又

は
こ

れ
を

水
蒸

気
蒸

留
し

て
得

ら
れ

た
も

の
を

い
う

。
ニ

ン
ニ

ク
か

ら
水

、
エ

タ
ノ

ー
ル

、

二
酸

化
炭

素
若

し
く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
、

又
は

水
蒸

気
蒸

留
に

よ
り

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

・
ハ

ッ
カ

・
実

態
：
シ

ソ
科

ハ
ッ

カ
（
M

e
n
th

a 
ar

ve
n
si

s 
L
.v

ar
.

pi
pe

ra
sc

e
n
s 

M
A

L
.）

・
標

準
和

名
：
ハ

ッ
カ

M
e
n
th

a 
c
an

ad
e
n
si

s 
L
.

別
名

：
M

e
n
th

a 
ar

ve
n
si

s 
L
. v

ar
.

pi
pe

ra
sc

e
n
s 

(M
al

in
v.

 E
x 

H
o
lm

e
s)

 H
.H

ar
a

・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

が
な

い
。
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整
理

番
号

既
存

添
加

物
名

称
区

分
名

簿
定

義
／

基
原

・
製

法
・
本

質
和

名
・
一

般
名

／
学

名
の

記
載

標
準

和
名

・
別

名
標

準
学

名
・
別

名
問

題
点

等

1
2
2
5
8

香
辛

料
抽

出
物

（
バ

ニ
ラ

）
名

簿

パ
プ

リ
カ

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

ニ
ン

ニ
ク

か
ら

水
、

エ
タ

ノ
ー

ル
、

二
酸

化
炭

素
若

し
く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら

れ
た

も
の

、
又

は
水

蒸
気

蒸
留

に
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
を

い
う

。

・
バ

ニ
ラ

・
標

準
和

名
：
バ

ニ
ラ

1
2
2
5
8

香
辛

料
抽

出
物

（
バ

ニ
ラ

）
リ

ス
ト

バ
ニ

ラ
よ

り
、

水
、

エ
タ

ノ
ー

ル
、

二
酸

化
炭

素
若

し
く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
、

又
は

水
蒸

気

蒸
留

に
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。

・
バ

ニ
ラ

・
実

態
：
ラ

ン
科

の
バ

ニ
ラ

（
V

an
ill
a 

pl
an

ifo
lia

A
N

D
R

E
W

S
,V

.t
ah

it
ie

n
se

 M
O

O
R

E
）

・
標

準
和

名
：
バ

ニ
ラ

V
an

ill
a 

m
e
xi

c
an

a 
M

ill
.

別
名

：
V

an
ill
a 

pl
an

ifo
lia

 A
n
dr

e
w

s
・
リ

ス
ト

に
学

名
の

記
載

が
な

い
。

1
2
2
5
9

香
辛

料
抽

出
物

（
パ

プ
リ

カ
）

名
簿

パ
プ

リ
カ

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

ニ
ン

ニ
ク

か
ら

水
、

エ
タ

ノ
ー

ル
、

二
酸

化
炭

素
若

し
く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら

れ
た

も
の

、
又

は
水

蒸
気

蒸
留

に
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
を

い
う

。

1
2
2
5
9

香
辛

料
抽

出
物

（
パ

プ
リ

カ
）

リ
ス

ト

パ
プ

リ
カ

よ
り

、
水

、
エ

タ
ノ

ー
ル

、
二

酸
化

炭
素

若
し

く

は
有

機
溶

剤
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

、
又

は
水

蒸

気
蒸

留
に

よ
り

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

・
パ

プ
リ

カ
・
標

準
和

名
：
ト

ウ
ガ

ラ
シ

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

1
2
2
6
0

香
辛

料
抽

出
物

（
ヒ

ソ
ッ

プ
）

名
簿

ヒ
ソ

ッ
プ

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

-
-

-
-

1
2
2
6
0

香
辛

料
抽

出
物

（
ヒ

ソ
ッ

プ
）

リ
ス

ト

ヒ
ソ

ッ
プ

よ
り

水
,エ

タ
ノ

ー
ル

,二
酸

化
炭

素
も

し
く
は

有

機
溶

剤
で

抽
出

し
得

ら
れ

た
も

の
,又

は
水

蒸
気

蒸
留

に

よ
り

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る

ヤ
ナ

ギ
ハ

ッ
カ

／
シ

ソ
科

の
ヒ

ソ
ッ

プ
(H

ys
so

pu
s 

o
ff
ic

in
al

is
 L

in
n
e
)

・
標

準
和

名
：
ヤ

ナ
ギ

ハ
ッ

カ

・
別

名
：
ヒ

ソ
ッ

プ
・
標

準
学

名
：
H

ys
so

pu
s 

o
ff
ic

in
al

is
 L

.
ヒ

ソ
ッ

プ
は

別
名

。
ヤ

ナ
ギ

ハ
ッ

カ
が

標
準

和
名

1
2
2
6
1

香
辛

料
抽

出
物

（
フ

ェ
ネ

グ
リ

ー
ク

）
名

簿
フ

ェ
ネ

グ
リ

ー
ク

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸

留
し

て
得

ら
れ

た
も

の
を

い
う

。
-

-
-

-

1
2
2
6
1

香
辛

料
抽

出
物

（
フ

ェ
ネ

グ
リ

ー
ク

）
リ

ス
ト

フ
ェ

ネ
グ

リ
ー

ク
よ

り
水

,エ
タ

ノ
ー

ル
,二

酸
化

炭
素

も
し

く

は
有

機
溶

剤
で

抽
出

し
得

ら
れ

た
も

の
,又

は
水

蒸
気

蒸

留
に

よ
り

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

コ
ロ

ハ
／

マ
メ

科
の

フ
ェ

ネ
グ

リ
ー

ク
（
T
ri
go

n
e
lla

 f
o
e
n
u
m

-
gr

ae
c
u
m

 L
in

n
e
）

・
標

準
和

名
：
コ

ロ
ハ

・
別

名
：
フ

ェ
ヌ

グ
リ

ー
ク

・
標

準
学

名
：
T
ri
go

n
e
lla

 f
o
e
n
u
m

-
gr

ae
c
u
m

 L
.フ

ェ
ネ

グ
リ

ー
ク

は
、

フ
ェ

ヌ
グ

リ
ー

ク
の

方
が

正

し
い

。

1
2
2
6
3

香
辛

料
抽

出
物

（
ペ

パ
ー

ミ
ン

ト
）

名
簿

ペ
パ

ー
ミ

ン
ト

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

-
-

-
-

1
2
2
6
3

香
辛

料
抽

出
物

（
ペ

パ
ー

ミ
ン

ト
）

リ
ス

ト

ペ
パ

ー
ミ

ン
ト

よ
り

水
,エ

タ
ノ

ー
ル

,二
酸

化
炭

素
も

し
く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

得
ら

れ
た

も
の

,又
は

水
蒸

気
蒸

留

に
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。

シ
ソ

科
の

セ
イ

ヨ
ウ

ハ
ッ

カ
／

（
M

e
n
th

a 
pi

pe
ri
ta

 L
in

n
e
）・
標

準
和

名
：
コ

シ
ョ

ウ
ハ

ッ
カ

・
別

名
：
セ

イ
ヨ

ウ
ハ

ッ
カ

，
ペ

パ
ー

ミ
ン

ト
・
標

準
学

名
：
M

e
n
th

a 
x 

pi
pe

ri
ta

 L
.

・
標

準
和

名
が

異
な

る
。

・
学

名
が

異
な

る
。

1
2
2
6
4

香
辛

料
抽

出
物

（
ホ

ー
ス

ミ
ン

ト
）

名
簿

ホ
ー

ス
ミ

ン
ト

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

-
-

-
-

1
2
2
6
4

香
辛

料
抽

出
物

（
ホ

ー
ス

ミ
ン

ト
）

リ
ス

ト

ホ
ー

ス
ミ

ン
ト

よ
り

水
,エ

タ
ノ

ー
ル

,二
酸

化
炭

素
も

し
く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

得
ら

れ
た

も
の

,又
は

水
蒸

気
蒸

留

に
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。

シ
ソ

科
の

ヤ
マ

グ
ル

マ
ハ

ッ
カ

（
M

o
n
ar

da
 p

u
n
c
ta

ta
 L

in
n
e
　

又
は

　
M

o
n
ar

da
 f
is

tu
lo

sa
 L

in
n
e
）

M
o
n
ar

da
 p

u
n
c
ta

ta
 L

in
n
e

・
標

準
和

名
：
ケ

シ
ョ

ウ
ヤ

グ
ル

マ
ハ

ッ
カ

M
o
n
ar

da
 f
is

tu
lo

sa
 L

in
n
e

・
標

準
和

名
：
ヤ

グ
ル

マ
ハ

ッ
カ

・
標

準
学

名
：
M

o
n
ar

da
 f
is

tu
lo

sa
 L

.
ヤ

マ
グ

ル
マ

ハ
ッ

カ
は

、
Y
lis

tで
検

索
で

き
ず

1
2
2
6
5

香
辛

料
抽

出
物

（
マ

ジ
ョ

ラ
ム

）
名

簿
マ

ジ
ョ

ラ
ム

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し

て
得

ら
れ

た
も

の
を

い
う

。
-

-
-

-

1
2
2
6
5

香
辛

料
抽

出
物

（
マ

ジ
ョ

ラ
ム

）
リ

ス
ト

マ
ジ

ョ
ラ

ム
よ

り
水

,エ
タ

ノ
ー

ル
,二

酸
化

炭
素

も
し

く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

得
ら

れ
た

も
の

,又
は

水
蒸

気
蒸

留

に
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。

マ
ヨ

ラ
ナ

／
シ

ソ
科

の
マ

ヨ
ラ

ナ
（
M

ar
jo

ra
n
a 

h
o
rt

e
n
si

s 
M

o
e
n
c
h
 ま

た
は

　
O

ri
ga

n
u
m

 m
aj

o
ra

n
a）

・
標

準
和

名
：
マ

ジ
ョ

ラ
ム

・
標

準
学

名
：
O

ri
ga

n
u
m

 m
aj

o
ra

n
a 

L
.

マ
ヨ

ラ
ナ

は
、

Y
lis

tで
検

索
で

き
ず
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整
理

番
号

既
存

添
加

物
名

称
区

分
名

簿
定

義
／

基
原

・
製

法
・
本

質
和

名
・
一

般
名

／
学

名
の

記
載

標
準

和
名

・
別

名
標

準
学

名
・
別

名
問

題
点

等

1
2
2
6
6

香
辛

料
抽

出
物

（
ミ

ョ
ウ

ガ
）

名
簿

ミ
ョ

ウ
ガ

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

-
-

-
-

1
2
2
6
6

香
辛

料
抽

出
物

（
ミ

ョ
ウ

ガ
）

リ
ス

ト

ミ
ョ

ウ
ガ

よ
り

水
,エ

タ
ノ

ー
ル

,二
酸

化
炭

素
も

し
く
は

有

機
溶

剤
で

抽
出

し
得

ら
れ

た
も

の
,又

は
水

蒸
気

蒸
留

に

よ
り

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

ミ
ョ

ウ
ガ

科
の

ミ
ョ

ウ
ガ

（
Z
in

gi
be

r 
m

io
ga

 R
o
sc

o
e
）

・
標

準
和

名
：
ミ

ョ
ウ

ガ
・
標

準
学

名
：
Z
in

gi
be

r 
m

io
ga

 (
T
h
u
n
b.

)

R
o
sc

o
e

1
2
2
6
7

香
辛

料
抽

出
物

（
ラ

ベ
ン

ダ
ー

）
名

簿

ラ
ベ

ン
ダ

ー
か

ら
抽

出
し

、
又

は
こ

れ
を

水
蒸

気
蒸

留
し

て
得

ら
れ

た
も

の
を

い
う

。
ニ

ン
ニ

ク
か

ら
水

、
エ

タ
ノ

ー

ル
、

二
酸

化
炭

素
若

し
く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら

れ
た

も
の

、
又

は
水

蒸
気

蒸
留

に
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
を

い
う

。

・
ラ

ベ
ン

ダ
ー

標
準

和
名

：
ラ

ベ
ン

ダ
ー

(参
)食

品
添

加
物

活
用

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

（
日

本
食

品

化
学

学
会

編
)

・
名

称
：
ラ

ベ
ン

ダ
ー

・
別

名
：
コ

モ
ン

・
ラ

ベ
ン

ダ
ー

・
一

般
名

：
イ

ン
グ

リ
ッ

シ
ュ

ラ
ベ

ン
ダ

ー

標
準

学
名

：
L
av

an
du

la
 a

n
gu

st
ifo

lia
 M

ill
.

(参
)食

品
添

加
物

活
用

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

（
日

本
食

品
化

学
学

会
編

)

・
名

称
：
ラ

ベ
ン

ダ
ー

・
学

名
：
L
av

an
du

la
 a

n
gu

st
ifo

lia
 M

ill
.

・
別

学
名

：
L
av

an
du

la
 o

ff
ic

in
al

is
 L

.,

L
. s

pi
c
a
 L

., 
L
. v

e
ra

1
2
2
6
7

香
辛

料
抽

出
物

（
ラ

ベ
ン

ダ
ー

）
リ

ス
ト

ラ
ベ

ン
ダ

ー
よ

り
、

水
、

エ
タ

ノ
ー

ル
、

二
酸

化
炭

素
若

し

く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
、

又
は

水
蒸

気
蒸

留
に

よ
り

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

・
ラ

ベ
ン

ダ
ー

（
L
av

an
du

la
 o

ff
ic

in
al

is
 L

.in
n
e
 又

は
L
. v

e
ra

 D
. C

.)

標
準

和
名

：
ラ

ベ
ン

ダ
ー

(参
)食

品
添

加
物

活
用

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

（
日

本
食

品

化
学

学
会

編
)

・
名

称
：
ラ

ベ
ン

ダ
ー

・
別

名
：
コ

モ
ン

・
ラ

ベ
ン

ダ
ー

・
一

般
名

：
イ

ン
グ

リ
ッ

シ
ュ

ラ
ベ

ン
ダ

ー

標
準

学
名

：
L
av

an
du

la
 a

n
gu

st
ifo

lia
 M

ill
.

(参
)食

品
添

加
物

活
用

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

（
日

本
食

品
化

学
学

会
編

)

・
名

称
：
ラ

ベ
ン

ダ
ー

・
学

名
：
L
av

an
du

la
 a

n
gu

st
ifo

lia
 M

ill
.

・
別

学
名

：
L
av

an
du

la
 o

ff
ic

in
al

is
 L

.,

L
. s

pi
c
a
 L

., 
L
. v

e
ra

L
. O

ff
ic

in
al

is
は

シ
ノ

ニ
ム

（
旧

名
？

）

　
L
. v

e
ra

 D
.C

.は
シ

ノ
ニ

ム

1
2
2
6
8

香
辛

料
抽

出
物

（
リ

ン
デ

ン
）

名
簿

リ
ン

デ
ン

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

ニ
ン

ニ
ク

か
ら

水
、

エ
タ

ノ
ー

ル
、

二
酸

化
炭

素
若

し
く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら

れ
た

も
の

、
又

は
水

蒸
気

蒸
留

に
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
を

い
う

。

・
リ

ン
デ

ン

・
"
リ

ン
デ

ン
"
で

は
Y
-
lis

tヒ
ッ

ト
な

し

・
"
L
in

de
n
"
で

は
T
ro

pi
c
o
sで

ヒ
ッ

ト
あ

り

(参
)食

品
添

加
物

活
用

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

（
日

本
食

品

化
学

学
会

編
)

・
名

称
：
リ

ン
デ

ン

・
別

名
：
ボ

ダ
イ

ジ
ュ

、
セ

イ
ヨ

ウ
ボ

ダ
イ

ジ
ュ

、
セ

イ
ヨ

ウ
シ

ナ
ノ

キ

・
"
リ

ン
デ

ン
"
で

は
Y
-
lis

tヒ
ッ

ト
な

し

・
"
L
in

de
n
"
で

は
T
ro

pi
c
o
sで

T
ili
ac

e
ae

 J
u
ss

.

(参
)食

品
添

加
物

活
用

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

（
日

本
食

品
化

学
学

会
編

)

・
名

称
：
リ

ン
デ

ン

・
学

名
：
T
ili
a 

e
u
ro

pa
e
a 

H
ay

n
e

　
　

異
名

：
T
ili
a 

x 
vu

lg
ar

is

リ
ン

デ
ン

は
Y
-
リ

ス
ト

に
和

名
と

し
て

掲
載

さ
れ

て
い

な
い

。

種
の

異
な

る
イ

ン
ド

ボ
ダ

イ
ジ

ュ
と

明
確

に
区

別

す
る

た
め

に
本

名
称

が
正

式
名

称
と

し
て

採
用

さ
れ

た
の

で
は

な
い

か
と

考
え

ら
れ

る
。

よ
っ

て
、

参
考

に
示

す
よ

う
な

一
般

的
に

ハ
ー

ブ

と
し

て
流

通
し

て
い

る
リ

ン
デ

ン
を

こ
こ

に
含

め
る

こ
と

は
可

能
と

考
え

ら
れ

る
。

1
2
2
6
8

香
辛

料
抽

出
物

（
リ

ン
デ

ン
）

リ
ス

ト

　
リ

ン
デ

ン
よ

り
、

水
、

エ
タ

ノ
ー

ル
、

二
酸

化
炭

素
若

し
く

は
有

機
溶

剤
で

抽
出

し
て

得
ら

れ
た

も
の

、
又

は
水

蒸

気
蒸

留
に

よ
り

得
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

・
リ

ン
デ

ン
、

ボ
ダ

イ
ジ

ュ
(T

ili
a 

c
o
rd

at
a 

M
IL

L
ま

た
は

T
ili
a 

vu
lg

ar
is

 L
. v

ar
. m

iq
u
e
lia

n
a 

M
A

X
IM

.)

・
"
リ

ン
デ

ン
"
で

は
Y
-
lis

tヒ
ッ

ト
な

し

・
"
ボ

ダ
イ

ジ
ュ

"
で

は
ヒ

ッ
ト

多
数

　
・
T
ili
a 

c
o
rd

at
a
 M

IL
L
　

⇒
　

T
ili
a 

c
o
rd

at
a
 M

ill
.

　
　

標
準

和
名

：
フ

ユ
ボ

ダ
イ

ジ
ュ

　
・
T
ili
a 

vu
lg

ar
is

 L
. v

ar
. m

iq
u
e
lia

n
a
 M

A
X

IM

　
　

ヒ
ッ

ト
無

し

　
・
T
ili
a 

vu
lg

ar
is

⇒
T
ili
a 

x 
vu

lg
ar

is
　

　
標

準
和

名
：
セ

イ
ヨ

ウ
シ

ナ
ノ

キ

　
・
T
ili
a 

m
iq

u
e
lia

n
a
 ⇒

T
ili
a 

m
iq

u
e
lia

n
a 

M
ax

im
.

　
　

標
準

和
名

：
ボ

ダ
イ

ジ
ュ

　
　

別
名

：
コ

バ
ノ

シ
ナ

ノ
キ

(参
)食

品
添

加
物

活
用

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

（
日

本
食

品

化
学

学
会

編
)

・
名

称
：
リ

ン
デ

ン

・
一

般
名

：
セ

イ
ヨ

ウ
ボ

ダ
イ

ジ
ュ

、
セ

イ
ヨ

ウ
シ

ナ
ノ

キ

・
T
ili
a 

c
o
rd

at
a
 M

IL
L
　

⇒
　

T
ili
a 

c
o
rd

at
a
 M

ill
.

・
T
ili
a 

vu
lg

ar
is

 L
. v

ar
. m

iq
u
e
lia

n
a
 M

A
X

IM

　
該

当
な

し

　
・
T
ili
a 

x 
vu

lg
ar

is
 H

ay
n
e

　
・
T
ili
a 

m
iq

u
e
lia

n
a 

M
ax

im
.

(参
)食

品
添

加
物

活
用

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

（
日

本
食

品
化

学
学

会
編

)

・
名

称
：
リ

ン
デ

ン

・
学

名
：
T
ili
a 

e
u
ro

pa
e
a 

L
.

　
　

そ
の

他
学

名
：
T
ili
a 

c
o
rd

at
a 

M
IL

L
ま

た
は

T
ili
a 

vu
lg

ar
is

 L
. v

ar
. m

iq
u
e
lia

n
a 

M
A

X
IM

・
T
ili
a 

vu
lg

ar
is

 L
. v

ar
. m

iq
u
e
lia

n
a
 M

A
X

IM
は

指
定

の
W

E
B

検
索

で
は

ヒ
ッ

ト
し

な
か

っ
た

。
し

か
し

な
が

ら
、

vu
lg

ar
is

は
ラ

テ
ン

語
で

"
c
o
m

m
o
n
"
を

意
味

す
る

こ
と

か
ら

、
元

々
の

リ

ン
ネ

に
よ

る
命

名
が

T
ili
a 

vu
lg

ar
is

 L
.

（
c
o
m

m
o
n
 L

in
de

n
 ⇒

”
一

般
的

な
ボ

ダ
イ

ジ
ュ

"
by

リ
ン

ネ
)で

、
そ

の
一

種
と

い
う

位
置

づ
け

で

西
洋

ボ
ダ

イ
ジ

ュ
の

命
名

が
va

r.
  
m

iq
u
e
lia

n
a

M
A

X
IM

と
さ

れ
た

も
の

の
、

結
局

は
フ

ユ
ボ

ダ
イ

ジ
ュ

等
も

含
め

完
全

に
分

離
し

た
名

称
と

な
っ

て
現

在
に

至
っ

た
可

能
性

が
あ

る
。

・
リ

ン
デ

ン
は

Y
-
リ

ス
ト

に
和

名
と

し
て

掲
載

さ
れ

て
い

な
い

。
そ

れ
で

も
採

用
さ

れ
た

の
は

、
種

の

異
な

る
イ

ン
ド

ボ
ダ

イ
ジ

ュ
と

の
混

同
を

避
け

る

た
め

で
は

な
い

か
と

考
え

ら
れ

る
。

よ
っ

て
、

こ
こ

に
は

、
ボ

ダ
イ

ジ
ュ

を
標

準
名

に
持

つ
T
ili
a

m
iq

u
e
lia

n
a
 M

ax
im

.だ
け

で
は

な
く
、

少
な

く
と

も

T
ili
a 

c
o
rd

at
a
 M

ill
.お

よ
び

T
ili
a 

x 
vu

lg
ar

is
は

入

る
必

要
が

あ
り

、
一

般
的

に
ハ

ー
ブ

と
し

て
流

通

し
て

い
る

も
の

は
調

査
し

て
取

り
入

れ
る

こ
と

は

可
能

と
考

え
ら

れ
る

。
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整
理

番
号

既
存

添
加

物
名

称
区

分
名

簿
定

義
／

基
原

・
製

法
・
本

質
和

名
・
一

般
名

／
学

名
の

記
載

標
準

和
名

・
別

名
標

準
学

名
・
別

名
問

題
点

等

1
2
2
6
9

香
辛

料
抽

出
物

（
レ

モ
ン

グ
ラ

ス
）

名
簿

レ
モ

ン
グ

ラ
ス

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

ニ
ン

ニ
ク

か
ら

水
、

エ
タ

ノ
ー

ル
、

二
酸

化
炭

素
若

し
く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て

得
ら

れ
た

も
の

、
又

は
水

蒸
気

蒸
留

に
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
を

い
う

。

・
レ

モ
ン

グ
ラ

ス
標

準
和

名
：
レ

モ
ン

グ
ラ

ス

別
名

：
　

レ
モ

ン
ガ

ヤ
、

レ
モ

ン
ソ

ウ

標
準

学
名

：
C

ym
bo

po
go

n
 c

it
ra

tu
s
 (
D

C
.)

S
ta

pf

(参
)食

品
添

加
物

活
用

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

（
日

本
食

品
化

学
学

会
編

)

・
名

称
：
レ

モ
ン

グ
ラ

ス

・
学

名
：
:C

ym
bo

po
go

n
 c

it
ra

tu
s
 S

T
A

P
F
 v

ar
.

fle
xu

o
su

s
　

S
T
A

P
F

1
2
2
6
9

香
辛

料
抽

出
物

（
レ

モ
ン

グ
ラ

ス
）

リ
ス

ト

レ
モ

ン
グ

ラ
ス

よ
り

、
水

、
エ

タ
ノ

ー
ル

、
二

酸
化

炭
素

若

し
く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
、

又
は

水

蒸
気

蒸
留

に
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。

・
レ

モ
ン

グ
ラ

ス
(C

ym
bo

po
go

n
 c

it
ra

tu
s 

S
T
A

P
F
、

お
よ

び
C

ym
bo

po
go

n
 f
le

xu
o
su

s　
S

T
A

P
F

C
ym

bo
po

go
n
 c

it
ra

tu
s 

S
T
A

P
F

標
準

和
名

：
レ

モ
ン

グ
ラ

ス

別
名

：
　

レ
モ

ン
ガ

ヤ
、

レ
モ

ン
ソ

ウ

C
ym

bo
po

go
n
 f
le

xu
o
su

s　
S

T
A

P
F

・
C

ym
bo

po
go

n
 c

it
ra

tu
s
 S

T
A

P
F

標
準

学
名

:C
ym

bo
po

go
n
 c

it
ra

tu
s
 S

T
A

P
F

・
C

ym
bo

po
go

n
 f
le

xu
o
su

s
　

S
T
A

P
F

Y
-
L
is

t 
に

は
な

く
、

T
ro

pi
c
o
sに

あ
り

、
出

典
は

1
9
0
6
年

の
文

献
。

N
C

B
Iに

よ
る

と

現
在

の
学

名
は

C
ym

bo
po

go
n
 f
le

xu
o
su

s
(N

e
e
s 

e
x 

S
te

u
d.

) 
W

ill
.W

at
so

n

ア
ロ

マ
セ

ラ
ピ

ー
的

に
は

C
. c

it
ra

tu
s
 S

T
A

P
F
は

「
東

イ
ン

ド
型

」

C
. f

le
xu

o
su

s
　

S
T
A

P
F
は

「
西

イ
ン

ド
型

」
と

の

記
載

が
見

受
け

ら
れ

る
。

香
気

成
分

の
構

成
が

異
な

る
と

の
こ

と
で

、
い

ず
れ

の
学

名
も

一
般

に

認
識

さ
れ

て
い

る
模

様

1
2
2
7
0

香
辛

料
抽

出
物

（
レ

モ
ン

バ
ー

ム
）

名
簿

レ
モ

ン
バ

ー
ム

か
ら

抽
出

し
、

又
は

こ
れ

を
水

蒸
気

蒸
留

し
て

得
ら

れ
た

も
の

を
い

う
。

ニ
ン

ニ
ク

か
ら

水
、

エ
タ

ノ
ー

ル
、

二
酸

化
炭

素
若

し
く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て

得
ら

れ
た

も
の

、
又

は
水

蒸
気

蒸
留

に
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
を

い
う

。

・
レ

モ
ン

バ
ー

ム

標
準

和
名

：
コ

ウ
ス

イ
ハ

ッ
カ

別
名

：
セ

イ
ヨ

ウ
ヤ

マ
ハ

ッ
カ

、
レ

モ
ン

バ
ー

ム
、

メ

リ
ッ

サ
ソ

ウ
、

バ
ル

ム
、

バ
ル

サ
ン

標
準

学
名

：
M

e
lis

sa
 o

ff
ic

in
al

is
 L

.
標

準
和

名
と

異
な

る
が

、
レ

モ
ン

バ
ー

ム
あ

る
い

は
メ

リ
ッ

サ
の

方
が

一
般

的

1
2
2
7
0

香
辛

料
抽

出
物

（
レ

モ
ン

バ
ー

ム
）

リ
ス

ト

レ
モ

ン
バ

ー
ム

よ
り

、
水

、
エ

タ
ノ

ー
ル

、
二

酸
化

炭
素

若

し
く
は

有
機

溶
剤

で
抽

出
し

て
得

ら
れ

た
も

の
、

又
は

水

蒸
気

蒸
留

に
よ

り
得

ら
れ

た
も

の
で

あ
る

。

・
レ

モ
ン

バ
ー

ム
、

西
洋

ヤ
マ

ハ
ッ

カ
、

メ
リ

ッ
サ

(M
e
lis

sa
 o

ff
ic

in
al

is
 L

.)

標
準

和
名

：
コ

ウ
ス

イ
ハ

ッ
カ

別
名

：
セ

イ
ヨ

ウ
ヤ

マ
ハ

ッ
カ

、
レ

モ
ン

バ
ー

ム
、

メ

リ
ッ

サ
ソ

ウ
、

バ
ル

ム
、

バ
ル

サ
ン

標
準

学
名

：
M

e
lis

sa
 o

ff
ic

in
al

is
 L

.
標
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厚生労働科学研究費補助金（食品の安全確保推進研究事業） 

既存添加物の品質確保のための評価手法に関する研究 

（H29-食品-一般-007） 

平成31年度(令和元年)研究分担報告書 
既存添加物の成分規格試験法に関する研究 

〜アナトー色素中の主色素成分の定量法の基礎検討〜 

研究分担者 杉本直樹 国立医薬品食品衛生研究所 食品添加物部 室長 

 
 

研究協力者 

石附京子 国立医薬品食品衛生研究所 
食品添加物部 研究員 

中島馨 国立医薬品食品衛生研究所 
食品添加物部 研究員 

増本直子 国立医薬品食品衛生研究所 
食品添加物部 研究員 

西﨑雄三 国立医薬品食品衛生研究所 
食品添加物部 研究員 

 
A. 研究目的 

第 8 版食品添加物公定書より，既存添加物「ア

ナトー色素」を造塩反応により水溶性を増した，

すなわち，指定添加物に分類される「水溶性ア

ナトー」の成分規格が収載されている．一方，

既存添加物「アナトー色素」の成分規格は，こ

れまで業界の自主規格のみであったが，2017 年

11 月 30 日に告示され，第 9 版食品添加物公定

書に新規収載された．現在，既存添加物として

流通している「アナトー色素」には，ノルビキ

シン(Nb)又はビキシン(Bx)を主成分とする 2 つ

のタイプが存在する．このため，「アナトー色素」

は「本品は，ベニノキ(Bixa Orellana L.)の種子の

被覆物から得られたもので，ノルビキシンを主

成分とするもの及びビキシンを主成分とする

ものがあり，それぞれをノルビキシン及びビキ

シンと称する．デキストリン，乳糖又は食用油

脂を含むことがある．」と定義された．さらに，

成分規格には，Nb 及び Bx に対応したものの 2
つが設定され，確認試験には HPLC による同定

法がそれぞれ設定された．一方，純度既知ある

いは高純度の Nb 及び Bx が市場に流通してい

ない．また，Bx 及び Nb は光に弱いため，保管

中に徐々に分解して含量(純度)が低下すること

が知られており，含量(純度)を制御することが

困難と予想され，仮に Bx 及び Nb を単離精製し

定量用標品が生産されたとしても非常に高価

なものとなると考えられる．このような背景か

ら，既存添加物「アナトー色素」及び「水溶性

アナトー」の成分規格の定量法には HPLC によ

る方法が設定できず，他の色素においても定量

法として用いられている色価測定法が設定さ

研究要旨 我々は，既存添加物の有効成分または指標成分の定量用標品の供給の問題を解消す

るため，分析対象物質の標準物質を必要としない定量分析法の開発を行っている．現在，第9
版食品添加物公定書には，既存添加物「アナトー色素」の定量法として色価測定法が適用され

ている．これは主色素成分であるビキシン(Bx)及びノルビキシン(Nb)の定量用標品が流通して

いないためである．この問題を回避し，「アナトー色素」の定量法にHPLCを用いた方法を導入

するために，RMSを利用した方法を検討した．その結果，現行法の色価測定法とほぼ同じ定量

値がHPLCによる絶対検量線法で得られることが確認された．次いで，RMSを利用した方法と

絶対検量線法での定量値を比較した結果，RMSによる方法で絶対検量線法による定量値とほぼ

等しい値が得られることが確認できた．すなわち，色価測定法に代わる定量法として，Bx及び

Nbの定量用標品を用いる必要がないRMSを利用したHPLCによる定量法が有効であると結論

付けられた． 
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れた．色価測定法は，色素濃度を相対的に評価

する値であり，すなわち，同じ色価であっても，

副色素成分と主色素成分を合算して相対値と

して求められるため，主色素成分の濃度が求め

られるものではない．このため，他の同系統の

色素が混入しているとき，分離して測定するこ

とができず，合算値として測定されてしまう問

題がある．このことを悪用すれば，実際には主

成分の含量が規格値に満たない違反品であっ

ても規格適合品として流通されることも可能

であると考えられる．したがって，品質と安全

性をより確保するためには，主色素成分を特異

的に検出でき，その濃度を正確に求めることが

できる方法への更なる改正が必要と考えられ

る． 
前述したとおり Nb 及び Bx は純度既知の定量

用標品が流通していないことから，これらを定

量用標品として新たに設定し，HPLC により絶

対検量線法で定量分析を行う方法を公定法と

して設定することは現実的ではない．このよう

な背景から，これまで我々が検討・開発してき

た 相 対 モ ル 感 度 係 数(RMS: relative molar 
sensitivity)(または重量ベースに換算した相対感

度係数(RRF: relative response factor))を利用した

新規定量法の適用を検討することとした．本法

は，定量用標品を用いて絶対検量線を作成せず

に，測定対象物質とは別の安価な標準物質と測

定対象物質の RMS を利用する．すなわち，測定

対象物質と同一の定量用標品を必要とせずに

正確な定量値を簡便且つ迅速に求める方法で

ある．本研究では，第 10 版食品添加物公定書の

改正に向けて，「アナトー色素」中のビキシン

(Bx)及びノルビキシン(Nb)の定量法として本法

が適用可能かどうか，また，その定量精度が絶

対検量線法や色価測定法と比較して妥当かど

うか検証したので報告する． 
 
B. 研究方法 
B-1) 試料及び試薬 
スダン I (S1)及びスダン II (S2) の正確な純度が

付与された市販標準品は流通していないため，

市販試薬について 1H-qNMR で値付けして内標

準物質として代用した(Fig. 1)．以下，本研究に

おいて使用した市販試薬等の情報を示す．なお，

《 》内は当研究室の管理番号を示す． 
内標準物質：スダンⅠ (S1): Wako，高速液体クロ

マトグラフ用，Cat. 193-14131，Lot. DSN3818，
冷蔵, 含量 98.0+% (HPLC)《17-58a》，スダンⅡ 
(S2): Wako，高速液体クロマトグラフ用，Cat. 
190-14141，Lot. DSH1598，冷蔵, 含量 98.0+% 
(HPLC)《18-03a》．1H qNMR 用基準物質: 1,4-
BTMSB-d4 (1,4-bis(trimethylsilyl)benzene-d4): 
Wako，TraceSure(R)，Cat. 024-17031，Lot. 
KPQ4815，99.9±0.5 %《09-92a》，DEP (Diethyl 
Phthalate): 産業技術総合研究所/Wako, 認証標準

物質, NMIJ-CRM4022-B/639-10081，Lot. 125，
99.98±0.01 %《00-44b》．NMR 用重溶媒: 重ピリ

ジ ン(Pyridine-d5)：ISOTEC，Cat. 532975，Lot. 
EW0306《08-90a》．LC 用溶媒: アセトニトリル

(CH3CN): Sigma-Aldrich，HPLC 用，Cat. 34888．
メタノール(MeOH): Sigma-Aldrich，HPLC 用，

Cat. 34860．その他，酢酸，N,N-ジメチルホルム

アミド(DMF)，テトラヒドロフラン(THF)，アセ

トン，水酸化カリウム(KOH)はすべて市販特級

品を用いた． 
 
B-2) アナトー色素製品 
日本添加物協会を通じて入手した既存添加

物アナトー色素製品 27品(Bxを主成分とするも

の(9 製品 Bx1〜Bx9)，Nb を主成分とするもの

(18 製品 Nb1〜Nb18))を試料として用いた(Table 
1)．なお，Table 1 の Voucher No.は当研究室の管

理番号を示す．また，これらの製品の内，添付

情報により高純度とされた製品Bx1及びNb1の
純度を 1H-qNMR で値付けし，Bx 及び Nb の定

量用標品の代用とした(Fig. 1)． 
 
B-3) 1H-qNMR による純度測定 

S1 を各 15 mg，校正用 DEP 6 mg をそれぞれ

別容器に精密に量りとり，別に調製した濃度

0.15 mg/mLの 1,4-BTMSB-d4 / pyridine-d5溶液 1.5 
mL をそれぞれに加えて溶解し，qNMR 用試料

液とした．Bx1，Nb1 及び S2 についても同様に

qNMR 用試料液を調製した．この試料液 0.6 mL
を 5 mm φ NMR 試料管に移し，NMR 装置に付

し Table 2 の条件で測定した．  
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qNMR 試料液中の qNMR 用基準物質 1,4-
BTMSB-d4 の濃度は，DEP の(2H，7.54 ppm)シグ

ナルとの積分比によりそれぞれ校正した．次に，

1,4-BTMSB-d4のシグナル(18H，0 ppm)を基準と

し，Bx の 18 位(1H，7.99 ppm)，Nb の 18 位(1H，

8.16 ppm)，S1 の 2’,6’,4 位(3H，7.50 ppm)，S2 の

2’位(1H，7.81 ppm)シグナルの積分比からそれ

ぞれの純度を算出した．各 qNMR 用試料液を 3
調製し，それぞれについて 3 測定を行い，得ら

れた値の平均値を純度値(含量値)とした．なお，
1H-qNMR スペクトル解析には，ALICE2 for 
qNMR (JEOL 社製)を用いた． 

 
B-4) 絶対検量線の作成と相対感度係数(RRF)及
び相対モル感度(RMS)の算出 
 B-3)で調製した qNMR 用試料液の残液を正確

に希釈し，LC 定量用標準液として用いた．すな

わち，qNMR 用試料液の残液を混合し，アセト

ニトリルで希釈して，Bx，S1 及び S2 を混合し

たものをビキシン混合標準液(STD-Bx)とし，Nb，
S1 及び S2 を混合したものをノルビキシン混合

標準液(STD-Nb)とした．それぞれ 6 濃度に希釈

し絶対検量線の作成に用いた(STD-Bx-LV1~6, 
STD-Nb-LV1~6，各濃度 n = 3)．絶対検量線の作

成に用いた各混合標準液の調製濃度を Table 3
に示す． 
各混合標準液を Table 4の条件の HPLC/PDAに

付し，Bx，Nb，S1 及び S2 のピーク面積を求め

た．各混合標準液中の Bx，Nb，S1 及び S2 の濃

度を B-3)の 1H-qNMR 測定により算出した純度

値で補正した後，濃度とピーク面積の関係から

原点を通る絶対検量線(x 軸=濃度，y 軸=ピーク

面積)をそれぞれ作成した．次いで，Bx の絶対

検量線の傾きを S1 の絶対検量線の傾き(slope)
で除し，Bx の S1 に対する相対感度係数

(RRFBx:S1)を求め，モル量に換算して相対モル感

度(RMS Bx:S1)を算出した(式 1a, 1b)．同様にして，

RRFBx:S2，RRFNb:S1，RRFNb:S2，RMS Bx:S2，RMS Nb:S1，

RMS Nb:S2を算出した．なお，HPLC の流速を 1.0 
mL/min 及び 1.4 mL/min とした場合のそれぞれ

について算出し，流速 1.0 mL/min のとき

RRFBx:S1/1.0，RMSBx:S1/1.0，流速 1.4 mL/min のとき

RRFBx:S1/1.4，RMSBx:S1/1.4と添字で流速を区別して

表した．  
 
RRFa:IS = slopea / slopeIS  式 1a 
RMSa:IS = RRFa:IS / (MWa / MWIS) 式 1b 
 
ただし， 
a: ビキシン(Bx)又はノルビキシン(Nb) 
IS: スダン I (S1)又はスダン II (S2) 
 
B-5) HPLC によるビキシン(Bx)及びノルビキシ

ン(Nb)の定量 
S1及びS2各20 mgを精密に量り取り(WS1 or S2)，
混合してアセトニトリルで 100 mL に定容し，

定量用内標準液とした．次に，アナトー色素製

品(Bx1〜Bx9，Nb1〜Nb18) W mg を精密に量り

とり，DMF で 25 mL (v)に定容した．この液 2.0 
mL を正確に量り，DMF で 10 mL に定容し試料

液とした．試料液と定量用内標準液を 1：1 で混

合し(希釈率，F = 10/2×2)，LC 定量用検液とし

た(調製 n = 3)．なお，LC 定量用検液中の S1 及

び S2 の濃度は，B-3)の 1H-qNMR 測定により算

出した純度値で補正したものを用いた(式 2)．
LC 定量用検液を Table 4 に示す条件の

HPLC/PDA に付し，Bx，Nb, S1 及び S2 のピー

ク面積を求めた．絶対検量線定量法では，B-4)
で求めた Bx 及び Nb の絶対検量線から検液中

の濃度を計算し，RRF 及び RMS による定量法

では，式 3a 又は式 3b により，検液中の S1 又は

S2 の濃度から Bx 又は Nb の濃度を計算した．

さらに，式 4 により，採取量と希釈率の関係か

らアナトー色素製品中の Bx 又は Nb の含有量

(%)を求めた． 
 
cS1 or S2 = (WS1 or S2 / 100)×(PS1 or S2 /100)×(1/2) ×1000 

式 2 
 
ただし， 
cS1 or S2: LC定量用検液中のスダン I (S1)又はスダ

ン II (S2)の濃度(µg/mL) 
W S1 or S2: 採取量(mg) 
P S1 or S2: 1H-qNMR により求めたスダン純度(%) 
1000: 単位換算(mg→µg) 
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cBx or Nb = {(ABx or Nb / AS1 or S2)×cS1 or S2} / RRF 
    式 3a 
cBx or Nb = {(ABx or Nb / AS1 or S2)×cS1 or S2} / 
{RMS×(MWBx or Nb / MWS1 or S2)} 
    式 3b 
 
ただし， 
cBx or Nb: LC 定量用検液中のビキシン(Bx)又はノ

ルビキシン(Nb)の濃度(µg/mL) 
ABx or Nb: ビキシン(Bx)又はノルビキシン(Nb)の
ピーク面積 
AS1 or S2: スダン I (S1)又はスダン II (S2)のピーク

面積 
MWBx or Nb: ビキシン(Bx)又はノルビキシン(Nb)
のモル質量 
MWS1 or S2: スダン I (S1)又はスダン II (S2)のモル

質量 
RRF: 内標準物質に対する測定対象物質の相対

感度係数 
RMS: 内標準物質に対する測定対象物質の相対

モル感度 
 
CBx or Nb = (cBx or Nb ×v×F×0.1) / W 式 4 
 
ただし， 
CBx or Nb : アナトー色素製品中のビキシン(Bx)又
はノルビキシン(Nb)の含有量(w/w%) 
cBx or Nb : LC 定量用検液中のビキシン(Bx)又はノ

ルビキシン(Nb)の濃度(µg/mL)， 
v: 定容量(mL) 
F: 希釈率 (ここでは 10/2×2) 
W: アナトー色素製品の採取量(mg) 
0.1: 単位換算 (0.001[単位変換 µg→mg]×100[%変

換]） 
 
B-6) 色価測定法によるビキシン(Bx)及びノルビ

キシン(Nb)の定量 
第 9 版食品添加物公定書に収載される「アナ

トー色素」の成分規格に示された定量法（色価

測定）に従った． 
 
B-6-1) ビキシン(Bx) 
アナトー色素製品試料 W mg を精密に量りと

り，テトラヒドロフラン 10 mLを加えて溶かし，

更にアセトンを加えて正確に 100 mL (v)に定容

した．その 1.0 mL を量りとり，アセトンで 100 
mL に定容し(F = 100)，色価測定用検液とした

(調製 n = 3)．Table 5 に示す条件下，アセトンを

対照液として波長 482～490 nm の極大吸収部

(λmax)における吸光度(Abs)を測定し，式 5 によ

り色価(E10%
1cm)を求め，更に色価を 309 で除し

て Bx の含量を求めた． 
 
色価(E10%

1cm)= (Abs×v×F×100) / W 式 5 
 
ただし， 
Abs: 検液の吸光度  
v: 定容量(mL)  
F: 希釈率  
W: 製品試料の採取量(mg) 
 
B-6-2) ノルビキシン(Nb) 
アナトー色素製品試料 W mg を精密に量りと

り，0.5w/v%水酸化カリウム溶液を加えて正確

に 200 mL (v)に定容した．その 1.0 mL を量りと

り，0.5w/v%水酸化カリウム溶液で 200 mL に定

容し(F = 200)，色価測定用検液とした(調製 n = 
3)．Table 5 の条件下，0.5w/v%水酸化カリウム溶

液を対照液として波長 476～484 nm の極大吸収

部(λmax)における吸光度(Abs)を測定し，式 5によ

り色価(E10%
1cm)を求め，更に色価を 287 で除し

て Nb の含量を求めた． 
 
C. 結果及び考察 
C-1) RMS を利用した HPLC による定量法の原

理 
アナトー色素に限らず，定量用標品の供給が

困難であるため HPLCによる定量法が適用でき

ない品目は多数ある．この問題の解決には，

我々は，測定対象と同一の定量用標品を用いず

に別の純度既知の定量用標品を用いた HPLCに

よる定量法を適用することが理想的であると

考えている．我々は，相対モル感度係数(RMS: 
relative molar sensitivity)または重量ベースに換

算した相対感度係数(RRF: relative response 
factor))を利用した新規定量法を検討してきた．
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以下にその原理を示す． 
濃度と感度の関係の絶対検量線は式 6 のよう

に表される．また，カラムへの吸着や夾雑物の

影響を殆ど受けないとき，y 切片は 0 となり

(b≒0)，濃度と感度は原点を通る比例関係が成り

立つ．ただし，これらの関係は測定対象とした

化合物の特性により異なるため，化合物毎に異

なる比例関係の式で表され，一方が測定対象の

化合物(a)，もう一方が別の化合物の標準品(std)
であるとき，式 7a 及び式 7b が成り立つ．両者

の傾きは濃度と感度の関係を表しているので，

測定対象の化合物(a)の傾きを別の化合物の標

準品(std)の傾きで除すと，測定対象の化合物の

別の化合物の標準品に対する相対感度係数

(RRF: relative response factor)が求められる(式 8)．
または，測定対象の化合物(a)と別の化合物の標

準品(std)について，それぞれ濃度と感度に比例

関係が成立しているとき，ピーク面積と濃度は

感度係数(RF: response factor)として表すことが

できる(式 9a 及び式 9b)．すなわち，RRF は，2
つの物質(aと std)の感度係数(RF: response factor)
の比としても表すことができる(式 10)．  

 
Y = slope×X+b    式 6 
 
ただし， 
Y: 感度 
X: 濃度 
slope: 傾き 
b: y 切片 
 
ただし，b ≒ 0 のとき， 
 
Ya = slopea×Xa   式 7a 
Ystd = slopestd×Xstd   式 7b 
 
ただし， 
a: 測定対象の化合物 
std: 測定対象とは異なる化合物の標準品  
 
RRFa:std = slopea/slopestd  式 8 
 
RFa = areaa / Xa    式 9a 

RFstd = areastd / Xstd   式 9b 
 
RRFa:std = RFa / RFstd      式 10 
 
ただし， 
area: ピーク面積 
RRF: 相対感度係数(relative response factor) 
RF: 感度係数(response factor) 
 
ここで，濃度を mol の単位で表示したものが

相対モル感度 (RMS: relative molar sensitivity)で
あり，式 11 で表される．RRF が重量ベースの係

数であるのに対して RMS は mol ベースの係数

である． 
 
RMSa:std = RRFa:std / (MWa / MWstd) 式 11 
 
ただし， 
RMS: 相対モル感度(relative molar sensitivity) 
MW: モル質量 
 
RRF または RMS が精確に求められていると

き，測定対象とは別の純度既知の化合物を標準

品として測定対象の化合物の含量が求められ

る(式 12a 及び式 12b)．さらに，標準品として用

い た も の が 認 証 標 準 物 質(CRM: certified 
reference material)であるとき，これらの式から

わかるように原理的には国際単位系(SI: 
International System of Units)にトレーサブルな

定量値が求められる． 
 
ca = {(Aa / Astd)×cstd} / RRF  式 12a 
ca = {(Aa / Astd)×cstd} / {RMS×(MWa / MWstd)}

    式 12b 
 
ただし， 
ca: LC 定量用検液中の測定対象の化合物の濃

度(重量ベースの濃度) 
cstd: LC 定量用検液中の標準品の濃度(重量ベ

ースの濃度) 
Aa: 測定対象の化合物のピーク面積 
Astd: 標準品のピーク面積 
MWa: 測定対象の化合物のモル質量 
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MWstd: 標準品のモル質量 
 
C-2) RRF及びRMS算出のための測定試料の選定 
C-2-1) 内標準物質の選定 
RMS又はRRFを用いた定量法に利用する内標

準物質の条件として，安価，高純度，純度既知，

安定，入手しやすいものであること，測定対象

の化合物と物理的な特性(極性，極大吸収波長

等)が類似し，HPLC で試料中の夾雑物及び測定

対象の化合物と分離すること，等が挙げられる．

これらの条件を満たすと考えられた合成色素

26 種(当部保存試料)及びアナトー色素製品を

HPLC/PDA に付し，ピーク形状，保持時間及び

UV/Vis スペクトルを観察した．その結果，Bx 及

び Nb と保持時間が近くピーク形状が良好で類

似した極大吸収を持つものとしてスダン I (S1)
及びスダン II (S2)が選出された．スダン類は親

油性アゾ化合物であり，発がん性が疑われるた

め，ほとんどの国で食品への使用は認められて

いないが，プラスチックや合成材料の着色に使

用する工業用染料として広く使用されている

化合物であり，高純度の試薬が安価に入手可能

であることから，これらを内標準物質として選

定した． 
 
C-2-2) ビキシン(Bx)及びノルビキシン(Nb)の選

定 
RRF 及び RMS を算出するために，測定対象で

ある Bx 及び Nb については，比較的純度が高

く，1H-qNMR 測定において夾雑物のシグナルが

定量シグナルと分離すること，HPLC 測定にお

いて夾雑物のピークが十分に分離し且つそれ

らが内標準物質のピークと重ならないもので

あること，が要求される．入手できた市販試薬

について 1H-qNMR 測定を行ったところ，Bx 市

販試薬 1 製品が純度 18%，Nb 市販試薬 3 製品

が，1.4%, 3.3%及び 73%であった．これらには

明らかに夾雑物が 1H-qNMR スペクトル上に多

く観察された．従って，Bx 及び Nb 市販試薬に

は，RRF 及び RMS を算出に適したものがなか

った．そこで，アナトー色素製品について同様

に 1H-qNMR 測定を行い調査したところ，試料

番号 Bx1 及び Nb1 の純度が比較的高かったた

め，これらを用いることにした．なお，1H-qNMR
による純度決定については C-4)に示した． 
 
C-3) HPLC/PDA 測定条件の検討 
移動相(メタノール，アセトニトリル)及び酸

(ギ酸，TFA，酢酸)，カラム(4 種)を用い，Bx，
Nb，内標準物質 S1 及び S2 の分離を検討した．

その結果，酸の種類に関係なく，メタノール：

水混液の移動相では，S1 が Nb の異性体のピー

クと重なり，S2 が Bx のピークと重なった．ア

セトニトリル：水混液の移動相では，S1 は Nb
と Bx のピークの間に，S2 は Bx のピークの後

に溶出することが確認された．この結果より，

移動相は酢酸(1→50) : アセトニトリル混液(7 : 
13）とし，9 版食品添加物公定書の「水溶性アナ

トー」，「アナトー色素(ノルビキシン及びビキシ

ン)」の成分規格の確認試験の記載の通りとした．

また，4 種類のカラムで保持時間を比較したと

ころ，これらの保持時間に多少の変化は見られ

たが溶出順は変わらなかった(Fig. 2)．最終的に

最も分離が良い条件を本研究における HPLC条

件とした(Table 4)．また，流速 1.0 mL/min と 1.4 
mL/min の両条件について検討し，カラムや装置

の違いでそれぞれの保持時間が変化した場合

においても RRF 及び RMS を用いた HPLC によ

る定量法が成立するかどうか確認した．  
 
C-4) 1H-qNMR による(代用)標準品の純度測定 
 RRF 及び RMS を算出するためには，測定対象

物とする化合物と内標準物質として用いた化

合物の標準品の精確な濃度が必要である．C-2
で示したように，Bx 及び Nb の純度既知の市販

標準品は流通していない．また，Bx 及び Nb は

不安定であり分解しやすいため長期の保管に

は適さない．更に，内標準物質の候補とした S1
及び S2 についても純度既知の市販標準品は流

通していない．よって，本研究では，それぞれ

qNMR 試料液を調製し，1H-qNMR により正確な

純度を値付けした後に，残液を混合・希釈して

LC 用標準液とし，HPLC/PDA により絶対検量

線をそれぞれ作成することとした． 
1H-qNMRに適した qNMR用重溶媒を検討した．

すなわち，1H-qNMR 測定を行ったとき，定量に
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用いるシグナルが夾雑物あるいは異性体と分

離し，且つ，正確な定量が可能な強度(S/N>100)
を持つ濃度に qNMR 試料液が調製できること

を条件に qNMR 用重溶媒を検討した．アナトー

色素製品については，acetone-d6及び CDCl3には

溶けにくく，DMSO-d6及び pyridine-d5によく溶

けることが確認された．よって，アセトン及び

クロロホルムを除外した．1H-qNMR 測定の結果，

DMSO-d6では，BxとNbのシグナル分離が悪く，

また，DMSO-d6に TFA を添加しても改善されな

かった．Pyridine-d5では，Bx と Nb の 18 位が分

離し，定量用シグナルとして利用できることが

確認された(Fig. 3, 4)．また，pyridine-d5では，S1
及び S2 についてもシグナルが分離して観察さ

れたが，Bx と Nb のシグナルと分離できないシ

グナルが観察された(Fig. 3, 4)．以上のことから，

qNMR 用重溶媒として pyridine-d5を用いること

とし，Bx，Nb，S1 及び S2 をそれぞれ一つずつ

溶解した qNMR 試料液を調製し，それぞれにつ

いて純度・濃度決定した後に，残液を混合・希

釈して LC 用標準液とし，HPLC/PDA により絶

対検量線をそれぞれ作成することとした．なお，

酸化防止剤を添加しなくても，1H-qNMR 測定及

び LC 測定の間(約 24 h)，それぞれの化合物は安

定であった． 
1,4-BTMSB-d4を qNMR用基準物質として一定

量溶解した pyridine-d5 溶液を予め調製し，この

溶液に Bx，Nb，S1 及び S2 を溶解し，Table 2 の

条件でそれぞれ 1H-qNMR 測定した．Bx の 18 位

(1H，7.99 ppm, d, J = 15.5 Hz)，Nb の 18 位(1H，

8.16 ppm, d, J = 15.5 Hz)，S1 の 2’,6’,4 位(3H，

7.50 ppm, m)，S2 の 2’位(1H，7.81 ppm, d, J = 8.2 
Hz)を定量シグナルとした(Fig. 3, 4)．その結果，

3 回調製，測定各 3 回の平均値は，Bx が 72.3±
0.41％，Nb が 73.0±2.2%，S1 が 97.1±0.53%，

S2 が 97.3±0.62%となり，これらの値を純度値

とした．  
 
C-5) 絶対検量線作成と RRF 及び RMS の算出 
qNMR 試料液の残液を混合・希釈して LC 定量

用標準液に 2～400 µg/mL (ただし，調製濃度)の
6 段階(blank, LV1〜LV6)の Bx 標準液及び Nb 標

準液を Table 3 に示すように調製し，Table 4 の

条件で HPLC/PDA 測定した．Nb，S1，Bx，S2
の順に溶出し，その保持時間は流速 1.0 mL/min
の場合，11.1 分，23.5 分，28.5 分，47.8 分，流

速 1.4 mL/min の場合，7.9 分，16.7 分，20.3 分，

34.1 分であった(Fig. 2)．どちらの流速の場合も

4 成分は良好に分離した．それぞれの極大吸収

波長は，Bx が 463 nm，Nb が 461 nm，S1 と S2
がそれぞれ 482 nm，497 nm 付近にブロードな

吸収を示した．このように比較的近い極大吸収

波長を示したため，第 9 版食品添加物公定書の

「アナトー色素」の「ノルビキシン」及び「ビ

キシン」の確認試験(2)の HPLC 条件に倣い，本

研究における検出波長を 460 nm とした． 
次に，検出波長 460 nm (±4 nm)，smoothing (±

3 scans × 2 回)で得られたクロマトグラム上に

観察された 4 成分のピーク面積を求め，それぞ

れ絶対検量線(y 軸=ピーク面積．x 軸=絶対濃度

(µg/mL)．ただし，絶対濃度は，C-4)の 1H-qNMR
により算出したそれぞれの純度値により補正

した値)を作成した(Fig. 5)．その結果，Nb の高

濃度 LV6 が直線性を示さなかったため，4 成分

とも直線性の得られた LV0～LV5 のデータを使

用し，原点を通る絶対検量線を作成したところ，

いずれも R2>0.999 であり，良好な直線性を示し

た．濃度と感度が比例関係を示すことが確認さ

れたことから，それぞれの傾きより，Bx 及び Nb
の S1 及び S2 に対する RRF 及び RMS を算出し

た(Table 6)． 
得られた絶対検量線と RRF 及び RMS から，

それぞれ残差%(=(定量値-調製値)／調製値

×100)(ただし，調製値はそれぞれの純度により

補正済み)を求めた．横軸に Bx 及び Nb の絶対

濃度，縦軸に残差%をプロットした(Fig. 6)．そ

の結果，絶対検量線及び RRF 及び RMS から算

出された残差%はほぼ等しく，RRF及び RMSよ

り求められる定量値は絶対検量線によるもの

に匹敵することが確認された．残差%が 10%以

内の濃度範囲を再現性があるとみなし，絶対検

量線と RRF 及び RMS の適用範囲としたとき，

本法による定量分析の適用濃度範囲は LV2～
LV5，すなわち，絶対濃度で Bx 及び Nb が 7〜
70 µg/mL，S1 及び S2 が 20〜200 µg/mL が適当

と考えられた． 
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C-6) 絶対検量線法と RMS による定量値の比較 
絶対検量線法，C-5)で求めた RMS による方法

を用い，アナトー色素製品中の Bx 及び Nb 濃度

を求めた．第 9 版食品添加物公定書の「アナト

ー色素」の確認試験(2)に倣い，各製品試料を

DMF に溶解後，S1 及び S2 を内標準物質として

予め溶解したアセトニトリル溶液で等倍希釈

したものを検液とした．流速 1.0 mL/min及び 1.4 
mL/min の条件で各製品試料中の Bx 及び Nb を

定量した結果を Table 7, 8 に示した．絶対検量線

法と RMS による方法から求めた含有量と比較

したところ，同等の値が得られ残差%(＝(RMS
定量値－検量線定量値)／検量線定量値×100)
は 3%以内であった．また，流速 1.0 mL/min と

1.4 mL/min での定量値は殆ど等しいことから，

保持時間の変化は影響されないことが示唆さ

れた．今回，内標準物質に S1 及び S2 の 2 種を

用いたが，定量結果は同じであったので，食品

添加物公定書の定量法として採用することを

想定した場合，Bx と Nb の間に溶出する保持時

間の短い S1 が内標準物質として適当であると

考えられた． 
 
C-7) 色価測定法による定量との比較 
第 9 版食品添加物公定書の「アナトー色素」の

定量法（色価測定）の記載に従い試験した．Bx
は「色価又は色価を 309 で除してビキシンの含

量を求める．ただし，検液は次のように調製す

る．本品を精密に量り，テトラヒドロフラン 10 
mL を加えて溶かし，更にアセトンを加えて正

確に 100 mL とする．この液１ mL を正確に量

り，アセトンを加えて正確に 100 mL とし，検

液とする．次の操作条件により測定を行う．操

作条件 測定溶媒 アセトン，測定波長 波長

482～490 nm の極大吸収部」，Nb は「色価又は

色価を 287 で除してノルビキシンの含量を求め

る．操作条件 測定溶媒 水酸化カリウム溶液

（１→200），測定波長 波長 476～484nm の極

大吸収部」と規定されている．  
各製品試料の UV/Visスペクトルを測定したと

ころ，極大吸収部(λmax)は，9 版食品添加物公定

書の確認試験(3)に全て合致し，Bx で 452～460 

nm 及び 482～490 nm，Nb で 448～456 nm 及び

476～484 nm に吸収があった．  
また，色価測定法と HPLC による定量値の比

較を行った．色価測定法で得られる定量値は Bx
と Nb を区別できず合算値として求められるた

め，HPLC により絶対検量線法(絶対濃度で補正

済み)で Bx と Nb で区別して求めたそれぞれの

定量値の合算値を比較対象とした．Fig. 7 に各

製品試料の定量値を示したが，ほぼ同じ値を示

した．色価測定法が若干大きな定量値を示す傾

向があったが，これは Bx 及び Nb 以外の異性体

及び夾雑物を合算しているためと考えられる．

また，色価測定法で用いている吸光係数は純度

100%の Bx 及び Nb より求められているとは考

えづらく，この辺りが HPLC による定量値と若

干異なる値を示す原因と考えられる． 
 

D. 結論 
 現在，第9版食品添加物公定書には，既存添加

物「アナトー色素」の定量法として色価測定法

が適用されているが，HPLCを今後導入してい

くにあたり，主色素成分であるBx及びNbの定量

用標品を必要としない方法を検討した．入手で

きたBx又はNbを主色素成分とするアナトー色

素製品を試料とし，現行法の色価測定法と提案

するHPLCによる定量値の差違を確認した．そ

の結果，現行法の色価測定法とほぼ同じ定量値

をHPLCで導くことが可能であることが確認さ

れた．S1及びS2に対するBx及びNbのRMSを検

証し，RMSを利用した方法と絶対検量線法での

定量値を比較した結果，RMSによる定量値が絶

対検量線法による定量値とほぼ等しい値が得

られたことから，Bx及びNbの定量用標品を用い

る必要がない色価測定法に代わる定量法とし

てRMSを利用したHPLCによる定量法が有効で

あると結論付けられた．また，指定添加物に分

類される「水溶性アナトー」についても，既存

添加物「アナトー色素」に含有されるNbのカリ

ウム塩又はナトリウム塩を主色素成分として

いることから，本法が適用可能と考えられる． 
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Fig.1 Structures of main pigments in Annatto extract, bixin 
(Bx) and norbixin (Nb), and appropriate internal standards 
in this study, sudan I (S1) and sudan II (S2).  
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Fig. 2 The LC profiles of mixed standard solutions and PDA spectra of
bixin, norbixin, sudan I and sudan II.
The mixed standard solutions, STD-Bx-LV3 and STD-Nb-LV3, were 
applied onto HPLC/PDA. The concentrations of  bixin, norbixin, sudan I 
and sudan II are 30 µg/mL, 30 µg/mL, 60 µg/mL and 60 µg/mL, 
respectively. 
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Fig. 3 The 1H-qNMR spectra of bixin, norbixin, sudan I and sudan II
NMR solvent is pyridine-d5 (pyr) and qNMR reference is 1,4-BTMSB-d4. 
The qNMR measurement conditions are shown in Table 2.

ab
un

da
nc

e
0

0.
02

0.
04

0.
06

0.
08

0.
1

parts per Million
8.0 7.0 6.0 5.0 4.0 3.0 2.0 1.0 0

ab
un

da
nc

e
0

0.
02

0.
04

0.
06

0.
08

0.
1

0.
12

parts per Million
8.0 7.0 6.0 5.0 4.0 3.0 2.0 1.0 0

ab
un

da
nc

e
0

0.
1

0.
2

parts per Million
8.0 7.0 6.0 5.0 4.0 3.0 2.0 1.0 0

ab
un

da
nc

e
0

0.
1

0.
2

parts per Million
8.0 7.0 6.0 5.0 4.0 3.0 2.0 1.0 0

Bixin (Bx1)

Norbixin (Nb1)

Sudan� (S1)

Sudan� (S2)

8

8

Pyr

6’ 4’

8, 17, 4, 13

8, 4, 17, 13

1,4-BTMSB-d4

Pyr

Pyr

Pyr

1,4-BTMSB-d4

1,4-BTMSB-d4

1,4-BTMSB-d4

84



 

Fig. 4 The magnified views of the 1H-qNMR spectra of bixin, norbixin, sudan I 
and sudan II. 
The signals indicated by arrows were used for determining the purities.
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Fig. 5 Absolute calibration curves of bixin (Bx), norbixin (Nb), sudan I 
(S1) and sudan II (S2). 
The HPLC conditions are shown in the experimental section. The 
absolute calibration curves were constructed by using the standard 
solutions LV0 to LV5 which are shown as closed circles. Open circles are 
shown for reference purpose only.  
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Fig. 6 Residual plots of bixin (Bx) and norbixin (Nb). 
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Fig. 7 Comparison of the total contents of bixin (Bx) and norbixin (Nb) 
in Annatto extract products determined by absolute calibration curves 
method (black) and color value measurement (white). 
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Table 1 Sample information of annatto extracts

Sample No. Voucher No.* Property Company Content (%)**

Bixin type annatto extract

Bx1 A1217 Powder A 96.9(LC area %)

Bx2 A1127 Liquid B - (color value 2300)

Bx3 A1146 Powder A -

Bx4 A1157 Liquid A 30  (Spectrophotometric)

Bx5 A1180 Powder C -

Bx6 B201 Powder A -

Bx7 B210 Powder D 69.3  (Spectrophotometric)

Bx8 A1295 Powder E 88.2 (-)

Bx9 A1296 Powder E 78.0 (-)

Norbixin type annatto extract

Nb1 A1218 Powder F 95 (LC area %)

Nb2 B202 Powder A -

Nb3 B207 Powder E - (color value 13500)

Nb4 B211 Powder D 71.4  (Spectrophotometric)

Nb5 B225 Powder G 35.5 (-)

Nb6 B227 Powder H 40.4 (-)

Nb7 B230 Powder I 34.2 (-)

Nb8 B242 Liquid J -

Nb9 A1291 Powder I - (color value 13200)

Nb10 A1292 Powder G 40.3 (-)

Nb11 A1293 Powder D 44 (-)

Nb12 A1294 Powder H 40 (-)

Nb13 A1297 Powder E 33.8 (-)

Nb14 A1298 Powder E 39.9 (-)

Nb15 A1299 Powder H 43 (-)

Nb16 A1302 Powder A 36.8 (-)

Nb17 A1303 Powder A 65.5 (-)

Nb18 A1304 Powder F - (color value 24300)

* The voucher No. is our idintifing number of the storing product. ** The measurement methods or color values on
the labels are in parentheses.  - means no information on the labels.
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Table 2 1H-qNMR measurement conditions

NMR ECZ600 �JEOL),��1H : 600 MHz�

Probe Varian-ColdProbe-CH

Spectral width -5�15 ppm

Data points 60,000 (resolution 0.25 Hz)

Digital filter on

Flip angle 90 deg

Repetition time 64 s ��T 1×7�

Sample spin off

Probe temp room temp.

Scan times 8

Table 3 The concentrations of mixed standard solutions.

Bixin (Bx) Norbixin (Nb) Sudan I (S1) Sudan II (S2)
STD-Bx-blank 0 0 0
STD-Bx-LV1 2 4 4
STD-Bx-LV2 10 20 20
STD-Bx-LV3 30 60 60
STD-Bx-LV4 70 140 140
STD-Bx-LV5 100 200 200
STD-Bx-LV6 400 800 800

STD-Nb-blank 0 0 0
STD-Nb-LV1 2 4 4
STD-Nb-LV2 10 20 20
STD-Nb-LV3 30 60 60
STD-Nb-LV4 70 140 140
STD-Nb-LV5 100 200 200
STD-Nb-LV6 400 800 800

Concentration�(µg/mL)Standard solution
No.

The values are shown without the corrections of the concentrations by the purity of each
compound.
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Table 4 HPLC/PDA conditions.

HPLC Waters LC: Alliance 2695, PDA: 2996 photodiode array
detector

Column Inertsil ODS-4 (4.6×250 mm, 5μm, GL Sciences)
Column temp. 35˚C
Solvent isocratic 2% acetic acid aq.: CH3CN (35 : 65)
Flow rate 1.0 or 1.4 mL/min
PDA scan 190-600 nm,
PDA detect 460 nm (±4 nm), smoothing (±3 scans x 2 times)
Sample temp. 10˚C
Injection volume 10 µL

Table 5 Color value measurement conditions.

Spectrophotometer V-650 (JASCO)

Wavelength range 200-700 nm, 1 nm interval

Wavelength λmax of 482-490 nm (bixin)

λmax of 476-484 nm (norbixin)

Data scan 0.1 nm

Cell 1 cm quartz cell

Reference solvent acetone (bixin),   0.5w/v% KOH aq. (norbixin)
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Table 6 Caliculated RRF and RMS values of bixin (Bx) and norbixin (Nb).

Flow rate 1.0 mL/min Flow rate 1.4 mL/min

Bixin (Bx) 7 - 70 24170.0 16985.5

Norbixin (Nb) 7 - 70 23737.3 16662.1

Sudan � (S1) 20 - 200 4415.1 3110.9

Sudan � (S2) 20 - 200 3642.2 2563.7

RRF [weight/weight]

Bx:S1  = SlopeBx / SlopeS1 5.474 5.460

Bx:S2  = SlopeBx / SlopeS2 6.636 6.625

Nb:S1  = SlopeNb / SlopeS1 5.376 5.356

Nb:S2  = SlopeNb / SlopeS2 6.517 6.499

RMS [mol/mol]
Bx:S1  = RRFBx:S1 / (MWBx / MWS1) 3.445 3.436

Bx:S2  = RRFBx:S2 / (MWBx / MWS2) 4.648 4.641

Nb:S1  = RRFNb:S1 / (MWNb / MWS1) 3.508 3.495

Nb:S2  = RRFNb:S2 / (MWNb / MWS2) 4.733 4.720
The concentrations of standard solutions used for development of calibration curves were corrected by absolute
purities determined by 1H-qNMR. All determination coefficients (R 2) of calibration curves were not less than 0.999.
The molecular weights (MW) of bixin, norbixin, sudan I and sudan II are 394.511, 380.484, 248.285 and 276.339,
respectively.

Slope of the calibration curveConc. Range for development of
calibration curve (ug/mL)*
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B.  

B-1.  

7

Table  
 
B-2.  

Cat No. 17353-25

Cat No. 35434-05

Cat No. I2512-25G
Cat No. A6141-500G Sigma-Aldrich

-N,N,N',N'-
Cat No. 343-

01861 HPLC ACN Cat 
No. 015-08633 Cat No. 
208-02746 Cat No. 063-05895

DTT Cat No. 20291
Thermo Scientific
Trypsin Cat No. V5280 rLys-C Cat 
No. V1671 Promega  
 
B-3.  

1 g/L
TEG 0.5 M Tris-HCl 5 mM EDTA

7M pH 8.0
100 μL 0.5 M DTT 1 μL

Mascot search

Mascot search
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37℃ 90 1M 1.2 
μL 37℃ 30

400 
μL PD 
Mini Trap G-25 Cat No. 28918007 GE 
Healthcare 502.2 μL

1 mL

50 mM 40 μL
0.5 mL 20μL

1μg/μL Trypsin 0.5μL
0.2μg/μL rLys-C 1μL 37℃ 16

1%TFA 2%ACN 
20 μL 60 μL

LC/MS/MS  
 
B-4.  

/
LC/TOF-MS Waters ACQUITY UPLC 

H-CLASS/Xevo G2 QTof 
LC ACQUITY UPLC Peptide 
BEH300 C18 (2.1 mm × 100 mm 1.7 µm
300Å) 0.2 mL/min
40℃ 0.1% /0.1% ACN = 
99 1 0 min →65 35 60 min →50 50

70 min →10 90 70 75 min →99 1
75 90 min 2 μL  

MS/MS ESI+
3.0kV 30V
MSE

20-40V 120℃
450℃ 50L/h
800L/h  
 
B-5.  

BiopharmaLynx
5 70 min

300  
Mascot Server

MS/MS Ions Search Swiss-
Prot Trypsin rLys-C

Carboxymethyl C 1

PKL  
 
B-6. SDS-PAGE 

Bladford
1 5 μg

Precision Plus Protein 
Standard-Unstained Cat No. 1610363 Bio-Rad

Bullet Page One Precast Gel Cat 
No. 13077-04

Bullet CBB Stain One Cat No. 13542-
81

400V 10 min  
 
C.  

Promega
Trypsin rLys-C

TOF-MS
Mascot Server

Swiss-Prot
 

Trypsin Mascot search
rLys-C

Entry 
name EC No

Table
Table

SDS-PAGE
Fig. 1

Mascot search  
EC

3.2.1.8 3.2.1.32 3.2.1.78 3.2.1.89
3.2.1.99

3.2.1.4 3.2.1.91
 

1, 2 A. niger
[MANA_ASPNC]

A. niger
EC 3.2.1.4
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3.2.1.91  
3

A. niger [XYNC_ASPNC]
[XYNC_ASPNG] 2

A. niger
A. shirousami

A. awamori A. oryzae -

 
4 Swiss-Prot

TrEMBL P. coccineus
P. 

coccineus

Mascot search
 

5, 6 Swiss-Prot
TrEMBL T. longibrachiatum

T. harzianum T. reesei
 

7 Swiss-Prot
TrEMBL T. viride

T. aestivum
9

 
 
D.  

7

Mascot search

Mascot Search
 

 
 
E.  

 

 
G.  
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       Fig. 1 SDS-PAGE   
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厚生労働科学研究費補助金（食品の安全確保推進研究事業） 

既存添加物の品質確保のための評価手法に関する研究 

（H29-食品-一般-007） 

平成31年度(令和元年度)研究分担報告書 

既存添加物の基原同定手法に関する研究 

〜香辛料抽出物の規格作成のための基原生物の選定〜 

研究分担者 増本直子 国立医薬品食品衛生研究所 食品添加物部 研究員 

 
研究協力者 
西﨑雄三 国立医薬品食品衛生研究所  
  食品添加物部 研究員 
杉本直樹 国立医薬品食品衛生研究所  
  食品添加物部 室長 
 
A. 研究目的 
「香辛料抽出物」は，平成 8 年に作成され

た既存添加物名簿に収載されている品目の一

つであり，74 種の基原生物を原料とする抽出

物である(基原生物 74 種のうち 1 種について

は、第四次消除名簿に収載されている)．これ

まで多くの既存添加物名簿収載品目の規格を

整備し，食品添加物公定書(以下，公定書)への

収載を行ってきたが，香辛料抽出物に関して

は原料とする基原種が多く，このため実際に

流通している製品の製法や成分組成が大きく

異なることが予想されることから，成分規格

の整備が遅れており，公定書に成分規格が収

載されているものはない．しかし，香辛料抽出

物は流通量も比較的多いため，規格整備は大

きな課題となっている． 
既に流通しており，有効性と安全性が確認

されているとみなされる既存添加物の規格整

備において，規格の設定根拠となる情報収集

は特に重要であり，由来 (基原の学名・和名) と

成分 (含量) が正しく設定されているかという

情報は規格整備時に不可欠である．このうち，

基原の学名の設定は，その添加物に想定外の

原料が使用されることを防ぐ目的がある．和

名のみでは基原生物が一義的に特定されない

ことが少なくなく，この曖昧さが悪用されて

原料の不正使用などが起こる恐れがある．ま

た，既存添加物は国内で自生も栽培もされて

いない植物や海外で生産される微生物に由来

するものも多く，適切な和名が存在しない基

原もある．既存添加物の基原種を正しい学名

で設定するということは，その添加物の品質

と安全性を確保するために必須である．しか

し，1999 年に編纂された既存添加物名簿収載

品目リスト注解書に記載されている学名・和

名には，現在の流通実態や正しいとされる学

名・和名と異なるもののほか，誤記も含まれて

いると思われる。 
法的な拘束力がある公的な規格を作成する

際には，最新の知見も重要ではあるが，定義中

の基原種の学名及び和名は，最新情報よりも

設定根拠のトレーサビリティ，すなわち，堅牢

性を重視して設定することされている．実際

に，第 9 版食品添加物公定書を作成するにあ

たっては，一般的に認知されたデータベース

や書籍を参照し，これらに示された学名と和

研究要旨 既存添加物名簿収載品目のひとつである「香辛料抽出物」について，今後の規格

作成に当たり，これまでに収集した情報をもとに定義案を作成した．香辛料抽出物の73種の

基原を，食品添加物の成分規格作成の解説に従い，基原種として相応しいと思われる和名や

学名を整備した．また，必要に応じて，類似する品目であると予想される天然香料や海外規

格と比較しながら基原種の取捨選択を行った．本研究により，「香辛料抽出物」成分規格の

うちの定義原案が整備された． 

101



名が既存添加物の定義に採用されており，設

定根拠のトレーサビリティが確保されている．

成分規格作成にあたり，基原生物種の学名記

載をどのような根拠のもと行うかについては，

現在，食品添加物の成分規格作成の解説 1)に明

記してある． 
本研究では，過去 2 年にわたり，先述の成

分規格作成の解説記載のルール（以下，解説ル

ールと呼ぶ）に則って，「香辛料抽出物」に含

有される 74 種の基原の学名・和名について再

調査を行ってきた．ここでは，学名の誤記やシ

ノニムの多用が散見され，整理の必要が示さ

れた．さらに，74 基原と同じあるいは類縁種

を基原として用いていると思われる、天然香

料や海外規格（中国、米国）との比較も行った．

その結果，天然香料については，示された和名

及び学名の妥当性を YList 及び Tropicos をも

とに検討したところ，半数程度が全く同じ植

物種を基原としていることが明らかとなった．

その一方で，同じ名称であっても香辛料抽出

物と天然香料とで異なる基原を用いているも

のもあった．さらに，海外規格との比較では，

学名まで精査したところ，日本独自の基原の

ものや，日本では 2 つの基原として区別して

扱われているものが他国ではひとつの基原と

して示されているものもあった． 
今年度の研究では，「香辛料抽出物」の規格

案作成に向けて，第四次消除名簿に収載され

た 1 基原を除く 73 基原について，過去 2 年間

の調査で得られた情報を整理し，課題も踏ま

えながら，第 10 版公定書に提案するに相応し

いと思われる基原生物を提案したので報告す

る． 
 
B. 研究方法 
過去 2 年の研究で行った調査は以下の通り

である． 
1) 香辛料抽出物の 74 基原とされる基原生物

の学名および和名について，解説ルールに

則って修正案を提案した． 
2) 天然香料および海外規格（中国，米国）の

基原生物の学名について，解説ルールに沿

った場合の変更点を調査した． 

今年度は，1), 2)の結果を比較し，以下の方針

に従って73基原の基原生物の学名および和名

を提案した． 
① 原則， 

・和名は Ylist (http://ylist.info/index.html)， 
・学名は Tropicos (https://www.tropicos.org) 
のものを採用した．どの規格でも全く同じ

種を基原としているものについては，その

種を基原生物として提案した． 
② 天然香料や海外規格で基原として挙げら

れていても，データベースなどの情報から

現在の香辛料抽出物の基原種と別種と考

えられる場合は，基原種の範囲を広げず，

既存添加物名簿収載品目リスト注解書の

基原生物を提案した（ただし，学名・和名

は解説ルールに則って修正した）． 
③ 学名について，Ylist と Tropicos が異なって

いる場合は，各国の規格も比較しつつ，原

則 Tropicos のものを採用した．一方，和名

については，Ylist に記載のない基原生物の

和名は基原に記載しない案を提案した． 
 
C. 結果および考察 
 これまでの調査結果から得られた内容を精

査し，「香辛料抽出物」の基原としてふさわし

いと判断し提案した 73基原生物案を表 1に示

す．提案した基原生物種の学名および和名は，

研究方法の項に示すとおり，これまでの調査

結果に従い，和名は Ylist，学名は Tropicos で
標準とされているものを採用した． 
 香辛料抽出物の基原生物となっている種に

は日本に自生していないものも多く，そもそ

も和名が存在しない種が多く存在した．この

ような場合，第 9 版公定書作成時には，和名

の代わりに学名のラテン語読みをカタカナ表

記で記載していた．しかし，今回の香辛料抽出

物には，1 品目中の基原種が多くそのほぼすべ

てに和名が存在しないといったケースがあり，

学名のラテン語読みをカタカナ表記していて

は要領を得ないものが複数あった．学名があ

る時点で基原種は一義的であること，カタカ

ナ表記にすることで余計な混乱が生じること

やそれを上回るメリットが感じられないこと
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から，今回の基原種名の提案では，和名のない

ものは学名のみを記載することも併せて提案

した． 
 基原種を提案するにあたり特筆すべきもの

について，以下に詳細を示す． 
 
○5. アンゼリカ 
既存添加物名簿収載品目リスト注解書には，

「 セ リ 科 の ア ン ゼ リ カ (Peucedanum 
praeruptorum DUMN., Angelica sylvestris L. var. 
archangelica L.) またはその他の Angelica 属の

根，種子，葉茎」と定義されている．Ylist に
よりアンゼリカ（標準和名）の学名は Angelica 
archangelica L.であり，リストに記載の 2 つの

学名はYlistに収載されていなかった．Tropicos
では前者の Peucedanum praeruptorum Dunn.が
ヒットしたが，後者については何の情報も得

られなかった． 
今回，アンゼリカの定義としては，「アンゼ

リカ（Angelica archangelica L.）またはその他

Angelica 属の根、種子、葉茎」としている．P. 
praeruptorum Dunn.は，Angelica 属の種とシノ

ニムであるという情報は得られていないため，

今回の提案ではもともとリストに基原として

定められていたにもかかわらず定義から外れ

る可能性が高い．しかし，1) これまでの調査

から，天然香料でも海外規格でも基原として

用いられていないこと，2) P. praeruptorum 
Dunn.の根は生薬「ゼンコ」の基原であり，食

薬区分で「専ら医」に分類されること，の 2 点

から，とくに申し出のない限り定義に含める

必要はないと判断し定義案から外した． 
 
○11. カショウ 
既存添加物名簿収載品目リスト注解書には，

「ミカン科の (Xanthoxylum piperitum L.) の果

実 (乾燥果)」と定義されている．Xanthoxylum
属というものは存在しないので，これは

Zanthoxylum の誤字であると思われた．その場

合，基原生物は Zanthoxylum piperitum L.となる．

これはサンショウ（標準和名）の学名であり，

32.サンショウとの区別は部位（11.カショウは

果実，32.サンショウは種子，葉）のみとなる．

この可能性も全くないわけではないが，同じ

植物の部位を分けて違う名称として扱うこと

は，よほどのことがない限り現実的ではない． 
一方，日本薬局方外生薬規格に収載されて

いる生薬に「ショクショウ（蜀椒）」がある．

これは別名をカショウ（花椒）といい，局方生

薬「サンショウ」とは別品目である．複数の

Zanthoxylum 属種の果皮（種子はできるだけ除

いたもの）が基原として挙げられている 2)．既

存添加物名簿収載品目リスト注解書に記載の

基原となる部位も，カショウでは果皮と定め

られており，これがショクショウの使用部位

とほぼ同じである．実際，香辛料抽出物のカシ

ョウとして流通している食品添加物サンプル

について日本添加物協会を通じて収集したと

ころ，ショクショウの基原種のひとつである

カホクザンショウ（Zanthoxylum bungeanum 
Maxim.）を使用しているという資料が添付さ

れた添加物原体が存在した．以上のことから，

カショウの基原生物としては，「カホクザンシ

ョウ（Zanthoxylum bungeanum Maxim.）の果実

（乾燥果）」と提案した．なお，ショクショウ

ではもうひとつ同じ Zanthoxylum 属のフユザ

ンショウが基原として挙げられているが，こ

ちらは流通の確認がとれていないため，定義

案には含めていない．また，基原生物の変更に

伴い，カホクザンショウの英名が Sichuan 
pepper であることから，基原の英語表記とし

てこれを提案した． 
 
○12. カッシア 
既存添加物名簿収載品目リスト注解書には，

「クスノキ科のケイ (Cinnamomum cassia 
NEES ex. BLUME) の樹皮，根茎，葉」と定義

されている．この定義は，B. 研究方法の項に

記載の解説ルールに則って「トンキンニッケ

イ（Cinnamomum cassia Nees ex Blume）の樹皮、

根茎、葉」と修正すべきであると提案している．

このカッシアの別名に『カッシヤフィスチュ

ラ』というものがあり，Cinnamomum cassia と

どのような関係があるのか不明であった．し

かし，昨年度の日本香料工業会からの回答で，

天然香料の基原である Cassia fistula L.のカタ
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カナ表記と同じであることが判明した．もし，

カッシヤフィスチュラが Cassia fistula L.のこ

とであれば，リストの定義に含まれていない

ものであり不適切である．また，Cassia fistula 
L.由来でなくとも，天然香料にこのような基

原のものが存在するのであれば，カッシヤフ

ィスチュラという別名を残すことは混乱のも

とになる可能性が高い．そこで，今回は，『カ

ッシヤフィスチュラ』という別名を削除する

ことを提案した． 
 
○15. カルダモン 
既存添加物名簿収載品目リスト注解書には，

「 シ ョ ウ ガ 科 カ ル ダ モ ン （Elettaria 
cardamomum MATON var. major THAWAIFES-
セイロンタイプ，E. cardamomum MATON var. 
miniscula BURKHILL-マラバルおよびマイソ

ールタイプ）の種子（果実）」と定義されてい

る．Tropicos にて調査したところ、Elettaria 
cardamomum (L.) Maton var. major (Sm.) 
Thwaites や E. cardamomum (L.) Maton var. 
minuscula Burkill という種は存在することが

明らかとなった．しかし，天然香料や海外の規

格では，カルダモンに相当する基原は E. 
cardamomum Maton.となっている．変種を同種

と扱うか別種と扱うかにより，規格への適合

不適合が変わってくるが，仮に別種と扱うこ

とにすると海外で流通しているカルダモンが

日本では使用できないことになる．そこで今

回は，海外規格との整合性を考慮し，15.カル

ダモンの基原種として E. cardamomum Maton.
を提案した．なお，Ylist では『カルダモン』

という名称や E. cardamomum Maton.の標準和

名は収載されていなかったため，和名の記載

は規格案からは削除した． 
 
○19. クチナシ 
既存添加物名簿収載品目リスト注解書には，

「アカネ科のクチナシ（Gardenia jasminoides 
ELLIS または G. augusta MERR. var. glandiflora 
HORT.）の花，果実」と定義されている．

Tropicos によると Gardenia jasminoides J. Ellis
と G. augusta Merr. var. grandiflora (Lour.) Sasaki

とはとくにシノニムであるという記載はない．

しかし，天然香料ではこれらはシノニムとし

て取り扱われており，中国の規格でも基原と

して記載されているのは Gardenia jasminoides 
J. Ellis のみである．当初の既存添加物名簿収

載品目リスト注解書でもクチナシのみを基原

として想定しているように読み取れることか

ら，今回はクチナシ（Gardenia jasminoides J. 
Ellis）のみを基原として提案した． 
 
○24. ケーパー 
既存添加物名簿収載品目リスト注解書には，

「フウチョウソウ科のフウチョウボク

（Capparis spinosa L.）の花（花蕾）または根皮，

果実，葉茎」と定義されている．しかし，Ylist
によると，Capparis spinosa L.の標準和名はト

ゲフウチョウボク（フウチョウボク科）であり，

フウチョウボクの学名は C. micracantha DC. 
var. henryi (Matsum.) Jacobs であるとされてい

た．Ylist に従うと、既存添加物名簿収載品目

リスト注解書の定義には 2 種の基原種が含ま

れていることになる．一方，海外や天然香料の

規格では，ケーパーに相当する基原は C. 
spinosa L.のみである．このことから，既存添

加物名簿収載品目リスト注解書では和名を誤

って記載していたと判断し，今回はトゲフウ

チョウボク（Capparis spinosa L.）のみを基原

として提案した． 
 
○25. コショウ 
既存添加物名簿収載品目リスト注解書には，

「コショウ科のコショウ（Piper nigrum L.，P. 
longum L.，P. officinarum D. C.）の種子（果実）」

と定義されている．学名として 3 つ挙げられ

ているが，コショウの標準和名をもつものは

Piper nigrum L.のみであり，P. longum L.の和名

はインドナガコショウである．また，P. 
officinarum D. C.に該当する和名はなく，

Tropicos にて調査したところ，P. officinarum 
(Miq.) C. DC. という学名は存在するが，

Accepted name と さ れ て い る の は P. 
retrofractum Vahl であった．種についての情報

が少ない P. officinarum D. C.（P. retrofractum 
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Vahl）については，天然香料や海外の規格でも

基原として用いられていないため，今回は他

規格と合わせてコショウ（Piper nigrum L.）と

インドナガコショウ（P. longum L.）のみを基

原として提案した． 
 
○31. サルビア 
 サルビアの英語表記は「Salvia」とされてい

る．しかし，アメリカや中国ではサルビアの別

名セージを英語表記した「Sage」が品目名とし

て採用されている．国際整合性の観点から，基

原の英語表記として Sage を提案した． 
 
○36. ジュニパーベリー 
 既存添加物名簿収載品目リスト注解書には，

「 ヒ ノ キ 科 の セ イ ヨ ウ ネ ズ （Juniperus 
communis L.）の果実」と定義されている．Ylist
によると，セイヨウネズを標準和名とする学

名は Juniperus communis L. var. communis であ

る．しかし，Tropicos ではこの学名が Juniperus 
communis L.とシノニムの関係にあるかどうか

については言及されておらず，同種であると

断定できなかった．天然香料や海外の規格で

は Juniperus communis L.のみが基原とされて

いる．和名のよりどころとしている Ylist と完

全に一致しているわけではないが，他規格と

の整合性の観点から．今回はセイヨウネズ

（Juniperus communis L.）を基原として提案し

た．  
 
○40. セイヨウワサビ 
 既存添加物名簿収載品目リスト注解書には，

「アブラナ科のセイヨウワサビ（Armoracia 
ruticana GAERTN.，Cochlearia armoracia L.）等

の根茎」と，基原植物名の後に「等」がついた

ものが定義されている．しかし，天然香料や海

外の規格ではセイヨウワサビ（Armoracia 
rusticana P.Gaertn., B.Mey. et Scherb.）のみが基

原として用いられている．「等」がどの範囲を

示すのか明確でなく，他規格と比較しても「等」

を除くことによる不利益がないと判断し，「等」

を除きセイヨウワサビのみを基原として提案

した． 

 
○42. ソーレル 
 既存添加物名簿収載品目リスト注解書には，

「タデ科のスイバ（Rumex acetosa L.）」と定義

されている．他品目の基原では基原種ととも

に部位名も記載されているが，42.ソーレルに

は部位名がない．葉などが用いられると想像

されるが，他の規格の情報がなく実態がどの

ようであるか不明なため，全草として提案し

実態に合わせて修正することとした． 
 
○46. タラゴン 
 既存添加物名簿収載品目リスト注解書には，

「キク科のタラゴン（Artemisia dracunculus L. 
―フランス種，A. draucunculoides PURSH―ロ

シア種）の全草」と定義されている．Ylist に
よると，タラゴンを標準和名とする学名は

Artemisia dracunculus L.のみであり，Tropicos で
も A. draucunculoides PURSH についての情報

は得られなかった．インターネット上では，A. 
draucunculoides はロシアンタラゴンとして知

られているようであったが，引用しても差し

支えないような正式な文献は見つからなかっ

た．天然香料や海外の規格では A. dracunculus 
L.のみが基原とされており，今回はこれらに

合わせて A. draucunculoides PURSH を基原か

ら除いて提案した．  
 
○50. トウガラシ 
 既存添加物名簿収載品目リスト注解書では，

「ナス科のトウガラシ（Capsicum frutescens L.，
または C. annuum L.）の果実（実莢）」と定義

されている．Tropicos では Capsicum frutescens 
L.と C. annuum L.はシノニムとされているが，

Ylist では両者は別種としてそれぞれトウガラ

シ，キダチトウガラシという和名があてられ

ている．アメリカでは両者が基原として併記

されていたが，中国では Capsicum spp.と広い

範囲であり，国によって異なっていた．原則と

して学名は Tropicos の記載に従うこととして

いたが，Ylist と Tropicos の見解が異なりその

詳細が不明であったため，どちらの判断でも

カバーできるよう，トウガラシ（Capsicum 

105



annuum L.）またはキダチトウガラシ（C. 
frutescens L.）を基原として提案した．  

○60. パプリカ

既存添加物名簿収載品目リスト注解書には，

「ナス科のパプリカ（Capsicum annuum L.）の

果実（実莢）」と定義されている．これは，50. 
トウガラシの基原の一部と全く同じである．

種としてはパプリカとトウガラシは同一であ

り，トウガラシの栽培品種のひとつがパプリ

カである．そのため，単に基原種を記載しただ

けでは規格上トウガラシとの区別ができない．

なお，海外の規格では，パプリカという品目は

ない．今回は，50. トウガラシとの区別という

観点から，パプリカは標準和名ではないが，も

との規格に沿ってパプリカ（Capsicum annuum 
L.）と提案した． 

○68. リンデン

既存添加物名簿収載品目リスト注解書には，

「シナノキ科のボダイジュ（Tilia cordata MILL. 
またはTilia vulgaris L. var. miqueliana MAXIM.）
の花，葉」と定義されている．Ylist と Tropicos
によると，ボダイジュを標準和名とする Tilia 
miqueliana Maxim.と，フユボダイジュを標準

和名とする T. cordata Mill.の存在が確認され

た．しかし，T. vulgaris L. var. miqueliana 
MAXIM.という学名は確認できなかった．ア

メリカの規格では，68. リンデンに相当する品

目の基原は Tilia spp.と幅広く，詳細は不明で

あった．今回は，データベースで確認できたボ

ダイジュ（T. miqueliana Maxim.）とフユボダイ

ジュ（T. cordata Mill.）のみを基原として提案

した．

D. 結論

既存添加物名簿収載品目のひとつである香

辛料抽出物について，これまでに収集した情

報をもとに，規格案作成を見据えて基原の提

案を行った．第四次消除により消除された 48.
チャービルを除く 73 種の基原について，食品

添加物の成分規格作成の解説 1)に従いながら，

基原種として相応しいと思われる和名や学名

を整備した．必要に応じて，類似する品目であ

ると予想される天然香料や海外規格と比較し

ながら基原種の取捨選択を行った．

 本研究で提案した基原種原案は，主に名称の

不整合を修正し，記載の名称が一義的に決ま

るよう整備したものである．本基原種原案は，

香辛料抽出物の規格案作成のためのいわゆる

たたき台であり，今後流通実態などをもとに

加筆修正していくこととなる．しかし，一定の

規則のもと基原を整備したことは，香辛料抽

出物の規格案作成に大きく寄与したといえる． 

E. 参考文献

1) 食品添加物の成分規格作成の解説＜

http://www.nihs.go.jp/dfa/_src/624/sakuseiforweb
_191018.pdf＞(accessed 2019-11-22). 
2) 厚生労働省医薬・生活衛生局医薬品審査管

理課課長通知 ”日本薬局方外生薬規格 2018”
平成 30 年 12 月 14 日.

F. 研究発表

1. 論文発表

該当無し

2. 学会発表

該当無し

G. 知的財産権の出願・登録状況

該当無し
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厚生労働科学研究費補助金（食品の安全確保推進研究事業） 

既存添加物の品質確保のための評価手法に関する研究 

（H29-食品-一般-007） 

平成31年度(令和元年)研究分担報告書 
既存添加物の含有成分の構造解析に関する研究 

〜レイシ抽出物の成分解析〜 

研究分担者 天倉吉章 松山大学薬学部 教授 

 
研究協力者 

好村 守生 松山大学薬学部 准教授 
 
A. 研究目的 

 レイシ抽出物は既存添加物名簿に収載され，

「レイシ抽出物（マンネンタケ（Ganoderma 
lucidum Karst.）の菌糸体若しくは子実体又はそ

の培養液から抽出して得られたものをいう）の

うち，子実体から得られたものである」と定義

されている．基原・製法・本質は，サルノコシ

カケ目マンネンタケ（Ganoderma lucidum 
KARST.）の菌糸体若しくは子実体，又はその

培養液より，水，エタノール又は二酸化炭素で

抽出して得た苦味料とされる．1) 本添加物につ

いては，日本食品添加物協会発行の第 4 版既存

添加物自主規格に確認試験が収載されている

が，2) その他の成分情報に関するデータは乏し

く，検討課題の一つとしてあげられる．このよ

うな背景に基づき，本添加物の品質規格作成に

向けた成分データの集積を目的に，これまで高

速液体クロマトグラフィー（HPLC）及び薄層

クロマトグラフィー（TLC）分析による検討を

行い，逆相 HPLC 分析では紫外線（UV）検出

による主要なピークは認められなかった．一方，

TLC 分析の結果，酢酸エチル（EtOAc）/メタノ

ール（MeOH）/水（H2O）/ギ酸（HCOOH）系

溶媒で展開し，UV 照射による検出で，Rf値 0.6
付近に明瞭な数個のスポットが確認され，これ

らスポットの成分解析が課題としてあげられ

ていた．3) そこで本年度は，これらスポットの

分離精製を実施し，化合物の解析を行った． 
 
B. 研究方法 
B-1) 試料及び試薬 
 レイシ抽出物は日本食品添加物協会を通じて

入手した．標品として用いた ganoderic acid A，

B，C1，C2，H，lucidenic acid A ，D は ChemFaces
社製を用いた．試薬はすべて特級または HPLC
用を用いた。 
 
B-2) 装置及び測定条件 
逆相 HPLC は Shimadzu Prominence システム

（島津製作所）を使用した．測定条件を下記に

記す．カラム：L-column ODS（2.1 i.d. × 150 mm）

（化学物質評価研究機構），カラム温度：40°C，
流速：0.3 mL/min，測定波長：254 nm，移動相：

（A）0.1%ぎ酸-蒸留水及び（B）0.1vol%ぎ酸-
アセトニトリル〔濃度勾配条件（B in A）：0→30 

研究要旨 レイシ抽出物は既存添加物名簿に収載され，「レイシ抽出物（マンネンタケ

（Ganoderma lucidum Karst.）の菌糸体若しくは子実体又はその培養液から抽出して得られたも

のをいう）のうち，子実体から得られたものである」と定義される苦味料である．本添加物の

品質規格作成のための化学的検討として，これまで薄層クロマトグラフィー（TLC）による分

析〔酢酸エチル/メタノール/水/ぎ酸系溶媒で展開し，紫外線（UV）照射による検出〕により

明瞭な数個のスポットを確認している．本年度は，これらスポットについて各種カラムクロマ

トグラフィーによる分離精製を行い，各種機器分析データに基づく成分解析の結果，TLC分析

（UV照射検出）における指標成分の候補として，lucidenic acid A及びlucidenic acid Dを見出し

た．これら以外にスポットが数個認められ，それら成分についてさらに検討が必要とされる． 
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min（0→50%），30→35 min（50→85%），35→40 
min（85%），40→50 min（85→90%），50→55 min
（90→100%），55→60 min（100%）〕． TLC は，

TLC Silica gel 60F254 plate（Merck 社製）を用い

た．展開溶媒は酢酸エチル/メタノール/水/ぎ酸

混液（20：2：1:0.01），検出は UV 照射（254 nm），

注入量は 1～10 μL． 
NMR は Bruker AVANCE500（ブルカー・バイ

オスピン社製）（1H-NMR: 500 MHz，13C-NMR: 
126 MHz）を使用し，測定溶媒としてメタノー

ル（MeOH）-d4を用いた．ケミカルシフトは溶

媒由来ピーク〔MeOH-d4（
1H: 3.30 ppm，13C: 49.0 

ppm）〕を基準とした．高分解能（HR）ESI-MS
は micrOTOF-Q（ブルカー・ダルトニクス社製）

を使用した． 
 
B-3) 試料調製及び化合物の単離 
試料約 0.1 g を MeOH（10 mL）に加え超音波

処理後，遠心分離して得られた上澄みを試料溶

液とした．試料溶液について，各種カラムクロ

マトグラフィー（Diaion HP-20，Silica gel，YMC 
gel ODS-AQ，分取 TLC）による分離精製を繰り

返し，化合物の単離を行った．単離した化合物

については標品の分析データとの直接比較，あ

るいは文献値と比較することにより行った． 
  

C. 結果及び考察 
C-1) TLC 分析条件の検討 
レイシ抽出物の TLC 分析条件について，展開

溶 媒 を 検 討 し た 結 果 ，EtOAc/MeOH/H2O/ 
HCOOH（20 : 2 : 1 : 0.01）で展開し，UV（254 nm）

照射することで数個のスポットを確認した．次

に，抽出溶媒について検討した．レイシ抽出物

（100 mg）を MeOH，アセトン，エタノール

（EtOH），H2O，EtOAc（各 1 mL）で抽出し，3
分間超音波処理後，遠心分離した．上澄みを試

料溶液として用い，TLC による比較検討を行っ

た結果，MeOH を抽出溶媒として用いた試料溶

液のスポットが明瞭に検出された（図 1a）。ま

た，スポットする試料濃度については 100 
mg/mL の試料溶液 1 μL の注入で明瞭にスポッ

トが確認できた（図 1b）． 
 

C-2) 分離精製 
レイシ抽出物（20 g）に MeOH（40 mL）を加

えて超音波処理後，遠心分離し，MeOH 可溶部

について Diaion HP-20カラムクロマトグラフィ

ーにより 50～80%MeOH，MeOH で順次溶出し

各溶出部を得た．TLC 分析の結果，80%MeOH
及び MeOH 溶出部に明瞭なスポットが観察さ

れたため，それら溶出部（各 500 mg）をシリカ

ゲルカラムクロマトグラフィーにより EtOAc，
EtOAc/MeOH (9:1→8:2→7:3→6:4→5:5)，MeOH
で順次溶出し，各フラクションを得た．得られ

たフラクションについて TLC 分析を行った結

果，比較的スポットが分離して観察された

EtOAc 溶出部（458.1 mg）について，さらに分

取TLCを繰り返し，単一なスポットとしてZone 
2（17.5mg）及び 4（5.5mg）を得た．Zone 2 及

び 4 について構造解析した結果，それぞれ

lucidenic acid D，lucidenic acid A と同定した （図

2）．各化合物の構造は，NMR 等の機器分析デ

ータを文献値と比較及び標品のスペクトルデ

ータを直接比較することにより同定した．4)  化

合物の HR-ESI-MS 及び 13C-NMR データを以下

に記す． 
 
Lucidenic acid A: HR-ESI-MS: m/z 513.2506 [M—

H]- (calcd for C29H38O8—H: 513.2494). ¹³C-NMR 
(126 MHz, MeOH-d₄) δ: 219.6 (C-15), 218.7 (C-3), 
200.1 (C-11), 159.9 (C-8), 142.3 (C-9), 67.2 (C-7), 
60.4 (C-14), 51.3 (C-12), 49.5 (C-5), 49.3 (C-4), 
47.8 (C-17), 46.3 (C-13), 42.0 (C-16), 39.3 (C-10), 
36.7 (C-23), 36.4 (C-20), 35.1 (C-2), 29.0 (C-6), 
27.5 (C-25), 25.2 (C-27), 21.1 (C-26), 18.7 (C-19), 
18.4 (C-21), 18.1 (C-18). 

Lucidenic acid D: HR-ESI-MS: m/z 457.2607 [M—

H]- (calcd for C27H38O6—H: 457.2596). ¹³C-NMR 
(126 MHz, MeOH-d₄) δ: 217.9 (C-3), 208.6 (C-15), 
200.7 (C-7), 195.8 (C-11), 171.7 (-Acetyl-CO), 
80.6 (C-12), 59.9 (C-14), 51.8 (C-5), 49.8 (C-13), 
49.3 (C-4), 48.0 (C-17), 46.2 (C-10), 40.6 (C-16), 
38.1 (C-1), 38.1 (C-2), 35.0 (C-6), 34.7 (C-20), 
33.9 (C-23), 31.2 (C-22), 27.7 (C-25), 20.9 (C-27), 
20.9 (-CH₃), 20.8 (C-26), 20.6 (C-21), 19.1 (C-19), 
12.5 (C-18). 

108



 
同定した 2 成分以外のスポットについても単

離を試みたが，得られたフラクションを HPLC
分析すると単一なピークとして得ることがで

きなかった．よって，今後さらに分離精製を検

討する必要がある． 
 
C-3) 成分解析 

TLC により検出し，同定された 2 成分を含む

レイシ含有成分を用い，HPLC により検出され

たピークについて成分プロファイリングを行

った．その結果，7 成分を同定した（図 3）．未

同定のピークは数ピークあるため，今後これら

を含めた成分解明が課題とされる．  

 
D. 結論 

TLC分析により検出されるレイシ抽出物の特

徴的な成分として，lucidenic acid A 及びDの2成
分が見出された．また，HPLC分析によりこれ

ら2成分以外の5成分（ganoderic acid A ，B，C1，
C2，H）のピークが認められた．一方で， 今回

明らかにした成分以外に，スポットやピークが

複数観察されたため，その他の成分についてさ

らに検討が必要とされる．TLCによる確認試験

では，一成分を指標とするのが相応しいが，レ

イシ抽出物については複数の成分を指標にす

る確認が適当であることが示唆された．最も適

した指標成分を明らかにすることで，確認試験

への応用が期待される．  
 
E. 参考文献 
1) 厚生労働省告示第 120 号 (1996) “既存添加

物名簿” 平成 8 年 4 月 16 日 
2) 第 4 版既存添加物自主規格，平成 20 年 10

月，日本食品添加物協会 
3) 厚生労働科学研究補助金（食品の安全確保

推進研究事業）既存添加物の品質評価と規

格試験法の開発に関する研究：平成 29 年度

分担報告書 
4) Komoda Y, Nakamura H, Yamazaki K, Ishihara 

S, Uchida M, Kohda H, Yamasaki K.: 
Stractures of new terpenoid constituents of 
Ganoderma lucidum (Fr.) KARST 

(Polyporaceae). Chem. Pharm. Bull., 33, 
4829-4835 (1985). 

 
F. 研究業績 
1. 学会発表 
1) 天倉吉章，好村守生，村井 望，重松優里，

西﨑雄三，増本直子，杉本直樹，佐藤恭子：

既存添加物レイシ抽出物及びカキ色素の成

分解析．日本薬学会第140年会（2020.3.5）（日

本薬学会第140年会Web要旨集） 
 
G. 知的財産権の出願．登録状況 
なし 
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図 1．TLC 分析（254 nm） 
(a) 抽出溶媒の検討 
① MeOH，② Acetone，③ EtOH，④ H2O，⑤ EtOAc 

(b) 試料濃度の検討 
A 100 mg/mL，B 50 mg/mL，C 25 mg/mL，D 20 mg/mL 

 

(a)                                     (b) 

A     B    C    D 
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図 2．TLC 分析と同定した化合物の構造 

Lucidenic acid D 

Lucidenic acid A 
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図 3．HPLC 分析と同定した化合物の構造 
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厚生労働科学研究費補助金（食品の安全確保推進研究事業） 

既存添加物の品質確保のための評価手法に関する研究 

（R1-食品-一般-007） 

平成31年度(令和元年度)研究分担報告書 

既存添加物の含有成分解析に関する研究 
〜チャ抽出物の成分規格の検討〜 

研究分担者 井之上 浩一 立命館大学薬学部 准教授 

 

A．研究目的 
チャ抽出物（Tea Extract）の定義は，ツバキ科

チャ（Camellia sinensis O．Kze．）の葉より，室

温時，温時又は熱時，水，酸性水溶液，含水エ

タノール，エタノール，含水メタノール，アセ

トン，酢酸エチル又はグリセリン水溶液で抽出

したものより得られたものであると第 4 版既存

添加物自主規格に規定されている 1）．チャ抽出

物は酸化防止剤，製造溶剤などに用いられ，主

成分はカテキン類である．現在では，吸光度法

（540 nm）によるカテキン類の総量を定量する

方法が採用されているが，産地や製造過程の違

いによりカテキン類の成分組成が異なると報

告されている．ゆえに，昨年度の報告では，代

表的な 8 種カテキン類（カテキン，エピカテキ

ン，ガロカテキン，エピガロカテキン，カテキ

ンガレート，エピカテキンガレート，ガロカテ

キンガレートおよびエピガロカテキンガレー

ト）を対象とし，逆相系高速液体クロマトグラ

フィー（High Performance Liquid Chromatography，
HPLC）を用いて一斉分析法を構築した（図 1）．
なお，検出器は UV（280 nm）および FL（Ex: 

280 nm，Em: 310 nm）に設定して最適化した．

その結果，8 種のカテキン類をグラジエント条

件にて 25 分以内に全て検出することができた．

この分析法を用いてチャ抽出物中のカテキン

類を定量した結果，主にエピガロカテキンガレ

ート，エピカテキンガレートおよびエピカテキ

ンが含まれていることが確認できた．しかしな

がら，これらカテキン類の分析用標準品は高額

であり，全ての標準品を入手し定量することは

煩雑である．そこで，本年度は，これら 8 種類

のカテキン類に対してシングルリファレンス

HPLC 定量法を構築することにより，カテキン

類の高精度かつ汎用性高い定量法を目指した． 
シングルリファレンス（Single Reference，SR）

-HPLC 定量法は，SR に対する分析対象物質の

相対モル濃度（Relative Molar Sensitivity，RMS）
を設定することにより，その定量分析ではそれ

ぞれの標準品を用いずに定量できる安価かつ

簡便な分析手法である．これまでの報告におい

て，紫外可視吸光光度検出器（UV 検出器）を用

いて SR-HPLC 定量法の開発を述べてきた．ゆ

えに，今年度では，UV 検出器に限らず，より高

研究要旨 チャ抽出物（Tea Extract）は，第4版既存添加物自主規格に収載されており，主成

分は，カテキン類とされている．現在では，確認試験において，吸光度法（540 nm）により

確認試験を実施して，カテキン類の総量を定量している．しかしながら，8種類全てのカテキ

ン類に関して，個々の成分組成は規定されていない．そこで，昨年度では，それら標準品を

用いて，チャ抽出物におけるカテキン類を逆相系HPLCで測定した．紫外可視検出器および蛍

光検出器を用いて定量した結果，チャ抽出物では3種類のカテキン類が確認され，特にエピガ

ロカテキンが高濃度で検出された．しかしながら，これらのカテキン類の定量用標準品は高

価格であり，標準品を全て入手することは困難である．そこで，今年度では，8種類のカテキ

ン類のシングルリファレンスHPLC法を構築することにより，簡便かつ汎用性高い定量法を

提案することとした．その結果，紫外可視検出器および蛍光検出器にてチャ抽出物中の3種全

てのカテキン類を同時に定量することができた． 
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感度かつ特異性の高い蛍光検出器（FL 検出器）

を用いることにより，カテキン類 8 種類の一斉

分析法を構築することとした． 
 
B．研究方法 
チャ抽出物は，三栄源エフエフアイ社製のも

のを用いた．（+）-カテキン水和物（Catechin，
C），（-）-エピカテキン（Epicatechin，EC），（-）
-エピガロカテキン（Epigallocatechin，EGC），（-）
-エピカテキンガレート（Epigallocatechin gallate，
ECg）は東京化成工業社製を用いた．（-）-カテ

キンガレート（Catechin gallate，Cg），（-）-ガロ

カテキン（Gallocatechin，GC），（-）-ガロカテキ

ンガレート（Gallocatechin gallate，GCg）は長良

サイエンス社製を用いた．なお，SR 候補化合物

であるセサモール（Sesamol，SM）は富士フィ

ルム和光純薬社製，2, 6-ジメトキシフェノール

（2, 6-Dimethoxy Phenol，DMP）および 1, 2-ジ
メトキシベンゼン（1, 2-Dimethoxy Benzene，
DMB）は東京化成社製を用いた． 

 
電子天秤：メトラー製 METTLER ML303/52 
HPLC 装置：島津製作所社製 LC-20AD/SIL-
20AC/RF-10AXL/CBM-20A/SPD-M20A/CTO-
10AS システム 
 
チャ抽出物の LC 分離分析：対象試料は水/メタ

ノール混液（50/50，V/V）により調製した．移

動相には，0.1% ギ酸水溶液（A）/0.1%ギ酸メタ

ノール（B）を使用し，A/B：80/20 をグラジエ

ントにより，40 分間の分析を行った． 
 
カラム：TSKgel ODS-100Z column （4.6×150 mm，

5 μm，東ソー社製） 
カラム温度：40oC 
流速：1.0 mL/min 
UV 検出波長：200-500 nm （定量：280 nm） 
FL 検出波長：励起波長 280 nm，蛍光波長 310 
nm 
注入量：10 μL 
移動相：0.1% ギ酸水溶液（A）/0.1%ギ酸メタノ

ール（B） 

 
グラジエント条件：A/B：80/20（0 min）→60/40
（30 min）→5/95（30.1 min）→5/95（35 min）
→80/20（35.1 min）→80/20（40 min） 
 
定量 NMR による純度評価 
装置：ECA600（JEOL 社製） 
データ数：60，000 
パルス角：90° 
遅延時間：64 秒 
繰り返し回数：16 回 
観測幅：-5〜15 ppm 
溶媒：重アセトン 
 
カテキン類に対する SR のデザイン：カテキ

ンにヨードメタンを反応させ，カテキンの

メチル誘導体を合成した．また，カテキン

類の部分骨格に注目し，SR，DMP および

DMB を SR 候補化合物とした．  
 
RMS の算出：8 種のカテキン類および 3 種

の SR 候補化合物について，0〜22.5 ppm で

絶対検量線を作成した．各 SR に対するカテ

キン類の検量線の傾きの比より，RMS を算

出した． 
 
SR-HPLC 定量法の妥当性評価：本分析法を

用いて，チャ抽出物中における各カテキン

類の定量を実施した．なお，それと同時に

絶対検量線法による定量分析も行い，その

定量値を比較した．さらに，異なる測定環

境および HPLC 装置間において定量値の再

現性を確認した． 
 
C．研究結果 
 まず，SR 候補化合物の選定を検討した．一

般的に，SR は分析対象物質と物理的・化学的に

同等のもの，かつ，同分析条件上で高分離な化

合物を選定する．初めに，カテキンの水酸基を

メチル化することにより，SR を合成デザインし

た（図 2）．合成デザインした SR を HPLC 分析

した結果，化合物の保持が強く，分析対象より
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も明らかに異なる保持時間を示すこととなっ

た．その原因は，カテキンの全ての水酸基がメ

チル化されたことにより，脂溶性が増し，ODS
に対する保持が極端に向上したと考えられる．

その一方で，特異的に水酸基をメチル化する合

成は難しく，本アプローチは断念した．次に，

カテキンの全体構造ではなく，部分構造に着目

し，市販される SM，DMP および DMB を SR 候

補化合物として選定した．これらを HPLC で分

析した結果，どれもカテキン類の UV 検出波長

（280 nm）かつ分析時間以内にピークが検出さ

れた（図 3）． 
 カテキン類および SR 候補化合物の純度評価

を，定量 NMR（1H-qNMR）により実施した（表

1）．その結果，どの化合物も純度が 85%以上で

あり，その RSD%も 3%以下であった．その後，

LC用原液を用いて絶対検量線を作成した結果，

相関係数が 0.998 以上の良好な直線性を示せた．

得られた絶対検量線より，各 SR 候補化合物に

対するカテキン類の検量線の傾きを算出し，

RMS を求めた．まず，国立医薬品食品衛生所保

有の島津製作所社製およびWaters社製HPLC装

置，立命館大学保有の島津製作所社製 HPLC 装

置を用いて算出した RMS を比較した（表 2）．
その結果，GC の保持時間が重アセトンピーク

と重なり，RMS を産出することができなかった．

また，EGC では RMS にばらつきがみられた．

しかしながら，それ以外のカテキン類において，

分析環境や装置が異なる場合でも同等の RMS
が得られた．また，立命館大学の装置にて，異

なる検量線の濃度幅（0〜5 ppm，5〜22．5 ppm，

0〜22．5 ppm）において，RMS を比較した結果，

どの濃度幅において再現性が高いことが確認

された（表 3）．しかし，FL 検出器において C お

よび EC の RMS を算出した際，SM と DMB の

RMS 値が大きく異なっていた． 
 
算出した RMS を用いて，チャ抽出物中にお

けるカテキン類の SR-HPLC定量法を実施した．

3 種類の SR 候補化合物をそれぞれ用いてカテ

キン類を定量し，従来の絶対検量線法による定

量値と比較してみた．その際，SR 候補化合物の

添加濃度を 2.0 ppm，4.0 ppm および 8.0 ppm と

した（表 5）．その結果，UV 検出器を用いた ECg
および EGCg の定量値は，絶対検量線法と同等

であり，SR の添加濃度を変更しても定量値の変

化はごく僅かであった．FL 検出器を用いた EC
の定量値を絶対検量線法と比較すると，DMBで

はほぼ同等の定量値であったが，SM では大き

く異なっていた．以上の結果より，UV 検出器

かつ FL 検出器を用いて，8 種類のカテキン類の

SR-HPLC 法を構築した結果，カテキン類の SR
は DMB が最適であり，その精度や再現性は絶

対検量線法による定量値とほぼ同等であった． 
 
D．考察 
  本研究では，チャ抽出物における 8 種類の

カテキン類の SR-HPLC 定量法を構築した．

SM，DMP および DMB を SR 候補化合物とし

て用いて検討した結果，UV 検出器では従来の

絶対検量線法と同等の定量値が得られ，再現

性や高精度を評価することができた．一方，

FL 検出器では，DMB と異なり，SM を用いて

定量した場合，絶対検量線と定量値が大きく

異なっていた．これは，FL 検出器での分析対

象物質である EC と SM では蛍光強度が大きく

異なっていたため，RMS が正確に算出できな

かったと考えられる．ゆえに，FL 検出器を用

いて SR-HPLC 法を構築する際は，分析対象物

質と蛍光強度が同等であることが必要である

といえる．以上のことにより，本手法は分析

対象物質の標準品を入手できなくても，正確

に 8 種のカテキン類を正確かつ簡便に定量可

能であると考えられる． 
 
E．結論 
 カテキン 8 種類を対象に SR-HPLC 定量法を

検討した結果，8 種類全て定量することが可能

であった．本研究では，3 種類の SR 候補化合物

の中で，DMB が UV 検出器および FL 検出器の

どちらでも使用可能であり，その正確性および

再現性も良好であった．ゆえに，本分析法に基

づく試験の提案が求められる． 
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図 1 カテキン類の化学構造 
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図 2 メチル化による SR の検討結果 
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図 3 カテキン類および SR の HPLC クロマトグラム 
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表 1 定量 NMR による純度評価 

カテキン類 純度（%） RSD%

C 94.1 0.6

EC 100.3 0.1

GC 87.0 0.3

EGC 93.3 0.2 

Cg 93.7 0.1 

ECg 97.7 0.7 

GCg 86.1 0.21

EGCg 94.6 0.8 

SM 100.3 0.01 

DMP 100.0 0.8 

DMB 99.3 0.01 
n=3
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表 2 異なる装置間・環境における RMS 

島津製作所社製HPLC
（国立衛研）

Waters製HPLC
（国立衛研）

島津製作所社製HPLC
（立命館大学）

SM 1.45 1.15 1.42 1.34 0.13 10.0
DMP 0.25 0.26 0.20 0.24 0.02 10.0
DMB 1.25 1.33 1.35 1.31 0.04 3.4
SM 1.43 1.14 1.45 1.34 0.14 10.3
DMP 0.25 0.26 0.21 0.24 0.02 8.8
DMB 1.23 1.33 1.38 1.31 0.06 4.7
SM - - 4.61 4.61 - -
DMP - - 0.67 0.67 - -
DMB - - 5.36 5.36 - -
SM 10.76 3.78 5.61 6.71 2.96 44.0
DMP 1.85 0.85 0.81 1.17 0.48 41.1
DMB 9.30 4.38 5.36 6.35 2.13 33.5
SM 0.54 0.49 0.56 0.53 0.03 5.5
DMP 0.09 0.11 0.08 0.09 0.01 13.0
DMB 0.47 0.57 0.53 0.52 0.04 8.1
SM 0.61 0.51 0.53 0.55 0.04 7.7
DMP 0.11 0.12 0.08 0.10 0.02 16.5
DMB 0.53 0.60 0.51 0.54 0.04 6.7
SM 0.75 0.66 0.81 0.74 0.06 8.3
DMP 0.13 0.15 0.12 0.13 0.01 10.1
DMB 0.64 0.77 0.78 0.73 0.06 8.3
SM 0.72 0.59 0.78 0.70 0.08 11.4
DMP 0.12 0.13 0.11 0.12 0.01 6.8
DMB 0.62 0.68 0.74 0.68 0.05 7.2

GCg

EGCg

C

EC

GC

EGC

Cg

Ecg

RSD%SR
RMS RMS

（平均値）
S.D.
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表 3  異なる濃度範囲における各カテキン類の RMS 

カテキン類 SR RMS
平均値 RSD%

0-5 ppm 5-20 ppm 0-20 ppm

C
SM 1.41 1.42 1.42 1.41 0.2 

DMP 0.20 0.21 0.20 0.20 2.2 
DMB 1.31 1.36 1.35 1.34 1.5 

EC
SM 1.45 1.45 1.45 1.45 0.1 

DMP 0.20 0.21 0.21 0.21 1.9 
DMB 1.35 1.38 1.38 1.37 1.3 

GC
SM 4.64 4.61 4.61 4.62 0.3 

DMP 0.64 0.67 0.67 0.66 1.7 
DMB 5.30 5.36 5.36 5.34 0.6 

EGC
SM 5.70 5.60 5.61 5.64 0.8 

DMP 0.79 0.81 0.81 0.80 1.2 
DMB 5.30 5.36 5.36 5.34 0.6 

Cg
SM 0.57 0.56 0.56 0.56 1.3 

DMP 0.08 0.08 0.08 0.08 0.8 
DMB 0.53 0.53 0.53 0.53 0.1 

ECg
SM 0.56 0.53 0.53 0.54 2.2 

DMP 0.08 0.08 0.08 0.08 0.1 
DMB 0.52 0.51 0.51 0.51 0.8 

GCg
SM 0.85 0.81 0.81 0.82 2.2 

DMP 0.12 0.12 0.12 0.12 0.1 
DMB 0.79 0.78 0.78 0.78 0.8 

EGCg
SM 0.80 0.78 0.78 0.79 1.5 

DMP 0.11 0.11 0.11 0.11 0.6 
DMB 0.74 0.74 0.74 0.74 0.1 
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表 4  蛍光検出器におけるカテキンおよびエピカテキンの RMS 

カテキン類 SR RMS値

C SM 0.00013 
DMB 1.27 

EC SM 0.00013
DMB 1.30 n=3

123



  

 

ＦＬ検出器

RMS法, 
定量値（mg/g） 絶対検量線法

定量値（mg/g）SM DMB

EC
SR 2.0 ppm 0.0030 8.6 

9.1SR 4.0 ppm 0.0030 8.7 

SR 8.0 ppm 0.0027 9.0 

UV検出器
RMS法, 

定量値（mg/g） 絶対検量線法
定量値（mg/g）SM DMP DMB

ECg
SR 2.0 ppm 22 27 24

24SR 4.0 ppm 22 26 24

SR 8.0 ppm 22 25 24

SR 2.0 ppm 740 860 800

920EGCg SR 4.0 ppm 740 880 860

SR 8.0 ppm 760 900 760

表 5  チャ抽出物を用いたシングルリファレンス HPLC 法と 

絶対検量法の定量値の比較 
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厚生労働科学研究費補助金（食品の安全確保推進研究事業） 

既存添加物の品質確保のための評価手法に関する研究 

（H29-食品-一般-007） 

平成31年度(令和元年度)研究分担報告書 

既存添加物の含有成分解析に関する研究 

〜シタン色素の成分規格の検討〜 

研究分担者 井之上 浩一 立命館大学薬学部 准教授 

 

 

A．研究目的 

シタン色素（Sandalwood Red）は「第 4 版 既

存添加物自主規格」において，シタン

（Pterocarpus santalinus Linné）の幹枝から得ら

れたサンタリンを主成分とするものと定義さ

れている．1） シタンは樹木の芯材が赤紫褐色と

美しく，とても固い木であり，お餅の着色や染

料，楽器に用いられている．シタンにはフラボ

ノイド，テルペノイド，フェノール化合物，サ

ポニンなどの成分が含まれていると言われて

いる．また，シタン色素の主成分であるサンタ

リン A（SA）およびサンタリン B（SB）は，抗

糖尿病作用，抗酸化作用や肝臓保護作用が報告

されている．そしてインドでは，皮膚疾患，黄

疸，創傷治癒の外用薬として用いられていたこ

とも報告されている．2） また，人工皮膚の着色

の技術も開発されている．3）  

 

 

現在のシタン色素の確認試験では，色価や極 

大吸収波長により評価されている．しかしなが

ら，主成分である SA および SB の定量用標準品

が存在しておらず，入手不可能であるため，SA

および SB の定量分析は困難である．そこで本

研究では，色素中成分の単離精製が可能である，

高速向流クロマトグラフィーを用いてシタン

色素から SA および SB を単離精製することと

した．高速向流クロマトグラフィー（High-Speed 

Countercurrent Chromatography，HSCCC）は固体

充填剤を用いずに，液-液分配の原理に基づき化

合物を単離精製する手法である．本手法は固定

充填材との相互作用を受けずに全ての成分を

獲得することができるという利点がある．ゆえ

に，HSCCC を用いてシタン色素の主成分の評

価を行い，規格検討をすることとした． 

B．研究方法 

シタン色素は，ジーエスインターナショナル

要旨 シタン色素（Sandalwood Red）は日本食品添加物協会「第4版 既存添加物自主規格」

に収載されており，シタン（Pterocarpus santalinus Linné）の幹枝から得られたサンタリンを

主成分とするものと定義されている．確認試験には色価と極大吸収部の記述があるのみで，

明確な成分は記載されていない．シタン色素の成分規格の検討を行うにあたって確認試験を

実施した結果，水酸化ナトリウム溶液，硫酸第二鉄溶液による色の変化および極大吸収部は，

規格基準と一致した．本研究ではHPLCを用いて主成分の解析を行なった．HPLC分析より検

出された2つのピークは，MSによりサンタリンAおよびBであることが推定された．しかし，

サンタリンAおよびBの定量用標準品は存在していないため，高速向流クロマトグラフィー

（HSCCC）を用いてサンタリンAおよびBの単離精製を行なった結果，高純度の標準品が得ら

れた． 今後さらに成分解析を進めていくために，大量精製を行うこととする． 
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社製（粉末）と三栄源エフエフアイ社製（液体）

を用いた． 

電子天秤：メトラー製 METTLER ML303/52 

HPLC 装置：日立ハイテクサイエンス社製 

Chromaster 5160 / 5280 / 5310 / 5430 

MS 装置：Waters 社製 Xevo TQD  

HSCCC 装置：クツワ産業社製 Easy-Prep CCC 

（multi-layer coil planet centrifuge），GL サイエン

ス社製 PU714M LC/UV702/SC762/PLC761 シス

テム 

 

確認試験（第 4 版既存添加物自主規格）1） 

(1) 本品の表示量から，色価 50 に換算して 0.05 

g に相当する量をとり，水 100 mL を加えて

かき混ぜるとき，液は混濁する．この液に

水酸化ナトリウム（1→25）を加えてアルカ

リ性にするとき，紫赤色の澄明液となる． 

(2) 本品の表示量から，色価 50 に換算して 0.1 g

に相当する量をとり，80 vol%エタノール

100 mL に溶かし，硫酸第二鉄溶液（1→10）

1 mL を加えるとき，暗赤褐色に変わる． 

(3) 本品に 80 vol%エタノールを加えて溶かし

た液は，波長 465～480 nm および 500～515 

nm に極大吸収部がある． 

 

シタン色素の LC 分離分析：対象試料はメタノ

ールで調製した．移動相には，0.1% ギ酸水溶液

（A）/0.1%ギ酸メタノール（B）を使用し，A/B：

45 /55 をアイソクラティック条件により，30 分

間の分析を行った． 

カラム： X Bridge C18  （5 μm，4.6×150 mm，

Waters 社製） 

カラム温度：40℃ 

流速：1.0 mL/min 

検出波長：200-510 nm （定量：500 nm，480 nm） 

注入量：10 μL 

移動相：0.1% ギ酸水溶液（A）/0.1%ギ酸メタノ

ール（B） 

アイソクラティック条件：A/B：45 /55（0 min）

→45/55（20 min）→5/95（20.1 min）→5/95（25 

min）→45/55（25.1 min）→45/55（30 min） 

 

MS 装置：測定条件は，エレクトロ―スプレー

イオン化法（ESI：ポジティブモード）で行っ

た． 

Capillary voltage：2.0 kV 

Extractor voltage：3 V 

RF lens voltage：2.5 V 

Source temperature：150℃ 

Desolvation temperature：400℃ 

MS scan ranges：100-800 

 

シタン色素の HSCCC の分離：対象試料にはジ

ーエスインターナショナル社製を用い，上層お

よび下層混合溶液（50/50，V/V）に溶解した．

二相溶媒系は，ヘキサン/酢酸エチル/メタノー

ル/水溶液 （3/5/3/5，V/V/V/V）を用いた．分離

部は，Type-Jコイルを用い，遠心スピードを1000 

rpm とした．また，コイル容量は，75 mL であ

り，固定相には，上層を充填した．移動相には

下層を用い，流速 1.0 mL/min で送液した． 

 

C．研究結果 

 シタン色素はジーエスインターナショナル社

製と三栄源エフエフアイ社製の試料を用い，第

4 版既存添加物自主規格の確認試験を実施した．

その結果，どちらも規格基準に従うことが確認

できた． 

（1）混濁していた水溶液は，アルカリ性にす

ることによって紫赤色の澄明液となった（図 2）． 
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（2）暗赤褐色への変化が確認された（図 3）． 

（3）波長 473 nm および 504nm に極大吸収部が

確認された（図 4）． 

 

 始めに，溶解性の検討を行った．水，アセト

ン， アセトニトリル，エタノールおよびメタ

ノールを用いてシタン色素を溶解した結果，

水のみ不溶解であった（図 5）．最も溶解した

メタノールを溶解液として用いることとした． 

 

 次に，シタン色素の HPLC 分離分析について

検討した．まずは，ODS カラムの検討を行った．

同じ粒径や長さである東ソー社製の TSKgel 

ODS-100V と TSKgel ODS-100Z，Waters 社製の

X Bridge C18 を用いて，分離やピーク形状を比

較した．その結果の HPLC クロマトグラムを図

6 に示した．ゆえに，保持時間やピーク形状が

良好な X Bridge C18 を用いることとした． 

 

次いで，移動相条件を検討した．0.1% ギ酸水

溶液 / 0.1%ギ酸メタノール＝45/55，50/50，40/60

の 3 種類検討を行い，0.1%ギ酸水溶液 / 0.1%ギ

酸メタノール＝45/55 を採用することとした．

その結果，SA は 6.5～6.6 分，SB は 9.6～9.7 分

に検出することができた（図 7）．さらに，図 8

の MS スペクトルおよび MS クロマトグラムに

より，いずれも色素成分の推定をすることがで

きた．  

 

HPLCにより SAおよび SBの分配係数と分離

係数をそれぞれ算出し，最適な二相溶媒系を検

討した． その結果を表 1 に示す．これより，ヘ

キサン/酢酸エチル/メタノール/水溶液 （3/5/3/5，

V/V/V/V）を採用した．分配係数の値が 1 より

大きいものは分析時間が長くなるため除外し，

その中で分離係数の値が大きいものを選択し

た． 

 

シタン色素の HSCCC による単離を実施した．

なお，固定相の保持率は 53 %であり，分析時間

は 150 分であった．HSCCC クロマトグラム（図

9）より，明確な 3 つのピークが検出された．

また 270 mg のシタン色素から，SA 1.3 mg（Fr．

2）および SB 0.3 mg（Fr．3）を単離精製するこ

とができた．そして HPLCで純度評価した結果，

高純度の SA および SB であることが確認でき

た．しかし，それらよりもピーク強度が大きく

最も濃い赤色であった未知ピーク（Fr．1）が観

察された．それらも赤色素成分であるため，主

成分の 1 つであると考えられる． 

  

D．考察 

  本研究では，シタン色素（Sandalwood Red）

の規格検討のために成分解析を行なった．まず，

第 4 版既存添加物自主規格の確認試験において

は，規格内であることが確認できた．次に，シ

タン色素の色素成分の評価を HPLCにより実施

した．その結果，いくつかのピークが観察され

た．また，MS 分析により，SA および SB のピ

ークを推定することができた．しかし，シタン

色素の主成分を同定するために HSCCC による

色素成分の分離および単離を検討した．その結

果，未知の色素成分，SA および SB を単離する

ことができた．しかし，主色素成分と考えられ

る単離精製されたものの同定はできなかった．

今後，本成分の詳細な分離分析や解析を進める

必要あると考えられる．  

 

E．結論 

 本結果より，既存添加物シタン色素の主成分
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は SA および SB であるが，HPLC では検出され

ない他の赤色素成分の存在も確認できた．ゆえ

に，HPLC および HSCCC を用いて，シタン色

素の主成分の再解析が必要であると考えられ

る． 

 

F．研究発表 

1．論文発表 

特になし 

 

2．学会発表 

特になし 

 

G．知的財産権の出願，登録状況 

特になし 

 

H．健康危機情報 

特になし 
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図 1 サンタリン類の化学構造式 

サンタリンA
(Santalin A, SA)

M.W. 582

サンタリンB
(Santalin B, SB)

M.W. 596
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シタン（１）確認試験

NaO H添加前
NaO H添加後

NaOH添加前 NaOH添加後

硫酸第二鉄添加前 硫酸第二鉄添加後

図 2 シタン色素の確認試験（1） 

図 3 シタン色素の確認試験（2） 
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図 5 溶解性の検討結果 

（1：水 2：アセトン 3：アセトニトリル 4：エタノール 5：メタノール） 

 

 

 

図 4 シタン色素の紫外可視吸収スペクトル 
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図 6 シタン色素のカラム検討 

0

20

40

Time (min)
0 5 10 15 20

6.7

9.8
SB

SA X Bridge
500 nm

0

10

20

30

40

50

Time (min)
0 5 10 15 20

8.6

12.4

TSKgel ODS-100Z
500 nm

SB

SA

0

10

20

30

Time (min)
0 5 10 15 20

10.8

15.9

TSKgel ODS-100V
500 nm

SB

SA

132



 

 

 

 
 

 

0

20

40

60

Time (min)
0 2 4 6 8 10 12 14

6.6

9.7 SB

SA 粉体
500 nm

0

20

40

60

Time (min)
0 2 4 6 8 10 12 14 16

6.6

9.7 SB

SA 粉体
480 nm

-10

0

10

20

Time (min)
0 2 4 6 8 10 12 14

6.5

9.6
SB

SA
液体

500 nm

0

10

20

Time (min)
0 2 4 6 8 10 12 14

6.5

9.6
SB

SA
液体

480 nm

図 7 シタン色素の HPLC クロマトグラム 
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ヘキサン/酢酸エチル
/メタノール/水溶液

santalin A
分配係数(K)±SD

santalin B
分配係数(K) ±SD

分離係数(α)
±SD

2/5/2/5 2.17 ± 0.4 4.73 ± 1.3 2.16 ± 0.2
2/5/3/5 0.62 ± 0.0 0.75 ± 0.1 1.25 ± 0.0
3/5/2/5 0.95 ± 0.1 1.42 ± 0.4 1.49 ± 0.4
3/5/3/5 0.35 ± 0.0 0.59 ± 0.1 1.68 ± 0.2

図 8 シタン色素の MS スペクトルおよび MS クロマトグラム 

表 1 サンタリン A およびサンタリン B の分配係数 
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Ch1gfedcb 分取範囲gfedc 参照gfedc

図 9 シタン色素の HSCCC クロマトグラム（上）と HPLC クロマトグラム（下） 
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厚生労働科学研究費補助金（食品の安全確保推進研究事業） 

既存添加物の品質確保のための評価手法に関する研究 

（H29-食品-一般-007） 

平成31年度(令和元年)研究分担報告書 
qNMR を用いた既存添加物の成分規格試験法に関する研究 

研究分担者 永津明人 金城学院大学薬学部 教授 

 
 

A. 研究目的 
  1H-qNMR 法は，SI トレーサブルな認証標準物

質を内部標準として NMR スペクトルの測定す

ることで，測定対象サンプルの絶対定量ができ

る方法である．対象化合物の標準品がなくても

絶対定量が可能であることから，標準品が手に

入りにくい天然物の定量に好適な測定法であ

る．すなわち，対象物質の 1H−NMR スペクトル

においてシグナルが独立して観測される条件

さえ設定できれば，動植物の抽出物を用いる既

存添加物の品質管理において非常に有用な品

質管理手段となりうる． 
 31 年度も引き続き既存添加物である「香辛料

抽出物」に着目して研究を行った． 既存添加

物の「香辛料抽出物」は，アサノミ以下 73 種類

の植物から「抽出しまたはこれを水蒸気蒸留し

て得られたもの」とされている．基原が多様な

上，用部も明確には書かれておらず，規格基準

は定められていない既存添加物である．企画基

準を決めるには素材ごとに基準物質を定めて

基準の策定をしていく必要がある．29 年度には

20 種類の粉末生薬の MeOH 抽出物の 1H-NMR
スペクトルを測定して 1H-qNMR に適用できる

独立したシグナルを持つスペクトルを与える

ものを選抜した．31 年度はその中からフェネグ

リーク種子に関して trigonelline (Fig. 1)が指標成

分になりうると考え，その定量方法に関しての

検討を行なった．また，31 年度はコショウを原

材料とした既存添加物の規格試験法へのアプ

ローチとしてコショウの辛味成分でもある

piperine (Fig. 2)の定量を 1H-qNMRでも適用でき

るか否かについても検討を行なった． 
 
B. 研究方法 
B-1) 試薬等 
 DSS-d6 と 1,4-BTMSB-d4 (Fig. 3)は和光純薬の

Trace Sure®規格のものを用いた．NMR 測定用

溶媒の dimethylsulfoxide (DMSO)-d6，methano-d4，

pyridine-d5，chloroform-d はそれぞれ Isotec Inc.の
99.9，99.8，99.5，99.8 atom %D を用いた．抽出

用の methanol は HPLC グレードのものを用い

た．Piperine は和光純薬の生化学用試薬を用い

研究要旨 規格試験法が確立されていない既存添加物に対して，1H-qNMR法(定量1H-NMR法)
が試験法として適用可能であるか可能性を検討した上で，適用の可能性があるものに関して，

実際に適用する場合の測定条件の確立，あるいはそれを応用した正確な定量法の検討を目的と

して研究を行なった．31年度も引き続き「香辛料抽出物」の規格試験法への適用の可能性を検

討とした．「香辛料抽出物」は実態がわからないものも多いが，「香辛料抽出物」の基原に上が

っているもののうち，生薬として市販されているものの抽出物を作成し，1H-qNMR法での定量

が可能かの検討を行った．31年度は，フェネグリーク種子を原材料とした既存添加物の規格試

験法へのアプローチとして，フェネグリークの指標成分として適切であろうtrigonellineの1H-
qNMR法を用いた定量の検討を行い，フェネグリーク種子の抽出物中に含まれるtrigonellineの
1H-qNMR法を用いた定量法を確立した．また，コショウを原材料とした既存添加物の規格試験

法へのアプローチとして，まず指標成分となりうる化合物piperineが1H-qNMR法の指標成分に

なりうるかの検討を行なった． 
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た． 

 

B-2) 装置等 
秤量には島津製作所の精密電子天秤 AUW120D
を用いた．分注操作で用いる電動ピペッターは

Eppendorf Multipett E3x を使用した．超音波抽出

は超音波洗浄器 Sharp UT-105S で，遠沈操作は

遠心器 TOMY PMC-060 を用いた．NMR 装置は

日本電子 JNM-ECA500 を使用した． 
 

 

B-3）1H-qNMR 法を用いたフェネグリーク

種子中の trigonelline の定量 
30 年度の実験では，フェネグリーク種子抽出物

で観測された独立したシグナルが，フェネグリ

ーク種子に含有される trigonelline（Fig. 1）の 2
位のプロトンシグナルと特定できたことから，

まず，trigonelline の 1H-qNMR スペクトルの実施

の条件検討と，粉末生薬中の trigonelline の定量

を行うことにした． 
 

B-3-a）1H-qNMR 法に用いる試料の調製 
 DSS-d6 はデシケーター中で over night 乾燥さ

せた．約 5 mg を精秤して 1.00 ml の DMSO-d6に

溶かして内部標準用溶液とした． 
 Trigonelline 標準品としてはフェネグリーク種

子から単離したものを用いた．デシケータ中で

一晩乾燥させた．約 5 mg を精秤して 1.00 mL の

DMSO-d6に溶かした．この溶液 0.50 mL と，先

に調製した DSS-d6溶液 0.10 mL を NMR 試料管

にとり，混和して 1H-qNMR の測定に供した． 
 フェネグリーク種子粉末中の trigonelline の抽

出は２通りの方法で行なった．方法１として，

まず粉末をデシケータ中で一晩乾燥させた．こ

れらの約 100 mg を精秤して methanol（1.0 mL）
に懸濁し，超音波下 30 分抽出を行い，遠沈し, 
その上清を取り出した．この操作をさらに２回

繰り返し，集めた methanol 抽出液を濃縮乾固し

た．この抽出物を 1.00 mL の DMSO-d6 に溶か

し，この溶液 0.50 mＬと先に調製した DSS-d6溶

液 0.10 mL を NMR 試料管にとり，混和して 1H-
qNMR の測定に供した．方法２として，乾燥さ

せた粉末生薬約 100mg を精秤して DMSO-d6

（1.00 mL）に懸濁し，超音波下 30 分抽出を行

い，遠沈し, その上清 0.50 mL と，先に調製した

DSS-d6溶液 0.10 mL を NMR 試料管にとり，混

和して 1H-qNMR の測定に供した．方法２は操

作の簡便化が可能かの検討のため行なった． 
 ところで，フェネグリークから製造された既

存添加物の「香辛料抽出物」は入手できず，既

存添加物での試験はできなかった．一方，コー

ヒーの種子（いわゆるコーヒー豆）にも

trigonelline が含まれている[1]ことから，コーヒ

ーの種子についても同様の実験を試みた． 
 
B-3-b) 1H-qNMR スペクトルの測定 

trigonelline とフェネグリーク種子粉末抽出液

の 1H-NMR を測定し，trigonelline（Fig. 1）の 2
位のプロトンシグナルが 9.16 ppm に現れるこ

とを確認した．(Fig. 4) 1H-qNMR スペクトルの

測定条件は Table 1 に示した条件で測定した．積

算回数は 8 回とした．測定によって得られたス

ペクトルから，trigonelline の２位のシグナルと

0.00 ppm とした DSS-d6 のシグナルの面積を比

較して次式に従って trigonellineの濃度を算出し

た． 

  
ただし，CD， CT はそれぞれ DSS-d6 及び

trigonelline のモル濃度(mol/mL)， ID， ITはそれ

ぞれ DSS-d6 及び trigonelline の水素 1 個あたり

のシグナル面積． 
 

B-4）1H-qNMR 法を用いた piperine の定量 
 1,4-BTMSB-d4 はデシケーター中で over night
乾燥させた．約 5 mg を精秤して 1.00 mL の

pyridine-d5に溶かして内部標準用溶液とした． 
 市販試薬の piperine を用いた 1H-qNMR は次の

ように行った．Piperine をデシケータ中で一晩

乾燥させたのち，約 10 mg を精秤して 1.00 mL
の pyridine-d5に溶かした．この溶液 0.50 mLと，

先に調製した BTMSB-d4 溶液 0.10 mL を NMR
試料管にとり，混和して 1H-qNMR の測定に供

した．1H-qNMR スペクトルの測定条件は Table 
1 に示した条件で測定した．積算回数は 8 回と

CT =               x CD

IT

ID
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した．測定によって得られたスペクトルから，

piperine の 7.52 ppm のシグナルと 0.00 ppm とし

た BTMSB-d4のシグナルの面積を比較して次式

に従って piperine の濃度を算出した． 

   
ただし，CB， CP はそれぞれ BTMSB-d4 及び

piperine のモル濃度(mol/mL)， IB， IPはそれぞれ

BTMSB-d4 及び piperine の水素 1 個あたりのシ

グナル面積． 
 コショウ種子粉末、ヒハツ種子粉末に含有さ

れる piperine の検出では，それぞれの乾燥させ

た粉末生薬約100mgを精秤してpyridine-d5（1.00 
mL）に懸濁し，超音波下 30 分抽出を行い，遠

沈し, その上清 0.50 mL と，先に調製した

BTMSB-d4溶液 0.10 mL を NMR 試料管にとり，

混和して 1H-qNMR の測定に供した． 
 
C.結果及び考察 
C−1）実験結果 
C-1-a）フェネグリーク種子中の trigonelline の
定量 
 単離によって得られた trigonelline 標準品中の

trigonelline の定量を 1H-qNMR 法でおこなった

結果，71.3±0.3％と見積もられた． 
 生薬粉末中の trigonelline の 1H-qNMR 法を用

いた定量では，フェネグリーク種子１サンプル

とコーヒー種子２サンプルについて方法１と

方法２を比較した．その結果，方法１ではフェ

ネグリーク種子中の trigonelline が 0.39±0.03％，

コーヒー種子中では 0.27±0.02％と 0.39±0.04％，

方法２ではフェネグリーク種子中の trigonelline 
が 0.38±0.00％，コーヒー種子中では 0.29±0.02％
と 0.39±0.01％という結果を得た．（Table 2）方

法１と２でほぼ同じ数値が得られた．方法２で

フェネグリーク種子をもう１サンプル測定し

たところ，0.36±0.01％という結果が得られた． 
 
C-1-b）1H-qNMR 法を用いた piperine の定

量 
Piperine（Fig. 2）の NMR を各種溶媒で測定した

ところ，いずれの溶媒でもいくつかのプロトン

シグナルが独立したシグナルとして観測され

た．その中でも，特に pyridine-d5中で測定した

場合， 7.52 ppm に観測された 3 位 にあたるカ

ルボニル基b位のオレフィンプロトンシグナル

[2]が piperine，コショウ種子粉末，ヒハツ種子

粉末のいずれのスペクトルでも他のシグナル

と離れて観測された．このシグナルを用いて定

量を行った結果，市販の試薬の純度は 98.4％と

見積もられた． 

 

C−2）考察 
 フェネグリーク種子を素材とする既存添加物

での試験はできなかったが，フェネグリーク種

子の抽出物での試験結果，trigonelline を指標と

してフェネグリーク種子由来の品質の確認が

できることがわかった．また，methnol で抽出し

た上清を集めて作成した抽出物で定量した方

法１の結果と，DMSO で抽出した上清で定量し

た方法２の結果とがほぼ同じであったことか

ら，より簡便な方法２でも十分定量が可能であ

ることがわかった．HPLC との同等性について

は検討を始めたところであるので，今後，HPLC
法での結果との比較を確認し，1H-qNMR 法が

HPLC より簡便で同等の結果が得られる方法で

あることを確かめる． 
 Piperine の定量では，試薬としての piperine を
1H-qNMR 法で定量できることは確認できた．生

薬としてのコショウ粉末の抽出物の NMR を測

定したところでは，piperine の 3 位シグナルを独

立したシグナルとして観測することができた．

また，既存添加物の素材ではないが，健康食品

などに用いられる香辛料であるヒハツ種子の

抽出物でも 3 位シグナルを独立したシグナルと

して観測され，1H-qNMR 法で定量可能であるこ

とが示唆された．いずれもまだ実験回数が足り

ないため、今後，ばらつきなどのチェックと，

さらに HPLCとの同等性について検討を行う予

定である． 
 
D. 結論 
１）フェネグリーク種子粉末中の trigonelline の
定量条件を確立した．「香辛料抽出物」のうちフ

ェネグリークを主な基原とする「香辛料抽出物」

CP =               x CB

IP

IB
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中の規格基準を策定する場合の指標成分とし

て trigonelline を対象として，その 1H-qNMR 法
を用いた定量で規格を定められる可能性を示

した． 
２）コショウなどの辛味成分である piperine の

定量が 3 位プロトン(pyridine-d5 中で 7.52 ppm)
を用いて可能であることを示した．コショウを

基原とする「香辛料抽出物」の規格基準の策定

ができる可能性を示した． 
 
E.参考文献 
[1] Wu,T-S.ら，Chem, Pharm. Bull., 53(3),347-349 

(2005). 
[2] Sakpakdeejaron, I.ら, J. Health Res., 23(2), 71-

76 (2009). 
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G. 知的財産権の出願．登録状況 
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Fig. 1 trigonelline の構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Fig. 2 piperine の構造 
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Fig. 3 定量用の認証標準物質 

a) DSS-d6 , b) 1,4-BTMSB-d4 
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Fig. 4  a) trigonelline と b)フェネグリーク種子抽出物と c)コーヒー種子抽出物の 1H-

qNMR スペクトル (in DMSO-d6) 

       矢印は trigonelline の 2 位プロトンのシグナル． 

  

a)

b)

c)
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Fig. 4  a) piperine と b)コショウ種子抽出物と c)ヒハツ種子抽出物の 1H-qNMR スペクト

ル (in pyridine-d5) 

       矢印は piperine の 3 位プロトンのシグナル． 

 

 

  

a)

b)

c)
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Table 1  1H-qNMR スペクトルの測定条件 

分光計 日本電子 ECA500 

観測範囲 −5 〜 15 ppm 

データポイント数 32000 

フリップアングル 90° 

パルス待ち時間 60 秒 

積算回数 8 回 

スピン なし 

プローブ温度 25℃ 
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Table 2   1H-qNMR 法で定量された trigonelline の含有率 

 

samples   含有率(％)±SD 

単離した trigonelline   （n=3） 71.3 ±0.3   

   方法１ 方法２ 

フェネグリーク種子粉末 １ （n=3） 0.39 ±0.03 0.38 ±0.00 

 ２ （n=3）   0.36 ±0.01 

コーヒー種子粉末 １ （n=3） 0.27 ±0.02 0.29 ±0.02 

 ２ （n=3） 0.39 ±0.04 0.39 ±0.01 
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厚生労働科学研究費補助金（食品の安全確保推進研究事業） 

既存添加物の品質確保のための評価手法に関する研究 

（H29-食品-一般-007） 

平成31年度(令和元年度)研究分担報告書 
qNMR を用いた既存添加物の分析手法に関する研究 
〜RMS を用いた酵素処理ナリンジンの分析手法〜 

分担研究者 大槻 崇 日本大学 生物資源科学部 食品生命学科 専任講師 

 
A. 研究目的 
 日本では食品添加物の安全性や品質を確保

する目的で，食品添加物の性状，含量（純

度）などの成分規格や食品添加物を使用でき

る食品の種類，使用量などの使用基準等が設

定され，第 9 版食品添加物公定書に記載され

ている．この食品添加物の成分規格には，原

則として含量とその分析法が定められてお

り，同分析では LC 等が使用されることが多

い．このような分析では測定対象化合物と同

一かつ純度が正確な標準物質が必要である

が，計量学的に妥当な手順によって純度が算

出された認証標準物質は非常に少ない 1)．この

ため， LC 等の相対定量法では，試薬メーカー

の標準品が一般的に利用されている．しか

し，この純度は自社規格により保証されたも

の，すなわち計量学的に正確とは言えず，結

果として定量値の信頼性が損なわれる可能性

を否定できない．また，天然由来成分の場

合，定量用標品が販売されていないまたは販

売されていたとしてもコストの面から供給が

中止される可能性も考えられる． このよう

に，食品添加物特に既存添加物を対象とした

場合，製品の品質の保証の観点から，このよ

うな問題を克服でき，かつ分析技術の進歩を

考慮した信頼性の高い規格試験法の確立が急

務と考えられる． 
近年， 国際単位系（SI）へのトレーサビリィ

ーが確保された絶対定量法として定量 NMR
（quantitative NMR；qNMR）が注目を集めてい

る 2,3)．qNMR のうち，1H NMR を利用した qNMR 
(1H-qNMR)は，定量性が確保された測定条件を

用いる事で，2 つの化合物間のシグナル面積強

度比が「各化合物のモル濃度×各置換基上の水

素数」に比例する原理を利用した定量法である． 
NMRは原子核を対象に測定を行っているため，

これら 2 つの化合物は同一の化学構造である必

要はない．従って，計量学的に正確な純度が付

与された認証標準物質のような SI へのトレー

サビリィーが確保された標品を内標準物質と

して用いることにより，内標準物質と測定対象

のシグナル面積強度比，水素数，秤量濃度の関

係から，様々な測定対象化合物の含量や純度を

求めることが可能である．このような定量値の

計量計測トレーサビリティを確保した 1H 
qNMR は，AQARI（Accurte QuAntitative NMR 
with Internal reference material）とも呼ばれ，残留

農薬試験用標品や日本薬局方試薬などの純度

研究要旨 

本研究では，既存添加物の成分規格試験法の効率化及び精度の向上を目指して，現在，成分

規格試験が未設定である酵素処理ナリンジンを対象にその定量法の確立に関する検討を行っ

た．酵素処理ナリンジンのグルコアミラーゼ処理により生成する成分のうち，a-Glycosyl 
naringin (Naringin-G)とは市販の定量用試薬が存在しないものの， Naringin-Gとナリンジンの分

子量比を係数として用いることにより，ナリンジンからNaringin-Gの定量が可能となることが

明らかとなった．また，グルコアミラーゼ処理により生成するナリンジンおよびNaringin-Gの

含量およびa－グルコシル残基量を合算することにより，酵素処理ナリンジン製品中の総ナリ

ンゲニン配糖体含量の正確な定量が可能であることが明らかとなった． 
 
 
 
その標品としてナリンジンを用いること可能であることが明らかとなった． 
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分析 4, 5,6)，生薬や既存添加物中の主要成分の含

量分析 7, 8, 9)へ利用されている．また，最近では，

計量計測トレーサビリティを確保した 1H-
qNMR と汎用性，普及性，分離性能が高いクロ

マトグラフィー組み合わせた測定対象物質と

同一の定量用標品を必要としない相対モル感

度（Relative Molar Sensitivity，RMS）を用いた分

析法（RMS 法）が考案され，食品や食品添加物

などの分析へ利用されている 10-14)． 
昨年度，著者は酵素処理ナリンジン製品中

の総ナリンゲニン配糖体含量の定量法に関す

る検討を行い，RMS を用いることにより酵素

処理ナリンジン製品中のナリンジン（図 1）や

a-Glycosyl naringin（Naringin-G）（図 1）， 
Naringenin 7-O-[a-D-glucopyranosyl-(1→4)-a-D-
glucopyrano syl-(1→3)-{a-L-rhamnopyranosyl-
(1→2)}-b-D-glucopyranoside] （Narringin-2G）， 
Naringenin 7-O-[a-D-glucopyranosyl-(1→4)-a-D-
glucopyrano syl-(1→4)-a-D-glucopyranosyl-
(1→3)-{a-L-rhamnopyranosyl-(1→2)}-b-D-
glucopyranoside] （Naringin-3G）および

Naringenin 7-O-[a-D-glucopyranosyl-(1→4)-a-D-
glucopyranosyl-(1→4)-a-D-glucopyranosyl-(1→4)-
a-D-glucopyranosyl-(1→3)-{a-L-rhamnopyrano 
syl-(1→2)}-b-D-glucopyranoside]（Naringin-4G）

などの糖転位ナリンジンの含量を正確かつ安

価に定量できることを明らかにした．一方

で， 酵素処理ナリンジン製品には Naringin-4G
にさらに様々な鎖長のポリマルトースが付加

した化合物が存在していることが明確である

ことから，これらも含めた総ナリンゲニン配

糖体の含量に関する定量法の確立が急務であ

る．そこで今年度は，食品添加物公定書（第 9
版）に収載されている酵素処理ヘスペリジン

の定量法に規定されているグルコアミラーゼ

を用いた定量法および昨年度の検討結果を参

考に，酵素処理ナリンジン製品中の総ナリン

ゲニン配糖体含量の定量法に関する検討を実

施した． 
 
B. 研究方法 
B-1) 試薬・試液等 
酵素処理ナリンジン製品（試料 1：A172，

試料 2：C2010）は国立医薬品食品衛生研究所 

食品添加物部よりご供与いただいた．ナリン

ジンは，シグマアルドリッチ株式会社製

（Cat.No.71162-25G）を用いた（純度：

81.1 %，1H-qNMR より算出）． Naringin-G は，

酵素処理ナリンジン製品から単離したものを

用いた（純度：65.8 %，1H-qNMR より算出）．

D-グルコース定量用発色試薬は富士フイルム和

光純薬（株）製グルコース CII-テストワコーを

使用した．その他の溶媒は高速液体クロマト

グラフィー用または特級を用いた． 
 
B-2） 装置 
分析用 HPLC：LC-10AD システム（ポン

プ：LC-10AD，低圧グラジエントユニット：

FCV-10AL，カラム恒温槽：CTO-10AS，紫外

可視分光検出器：SPD-10AV，脱気装置：

DGU-12A，データ処理装置：LabSolutions）
（（株）島津製作所製）． 
ミクロ天秤： BM-20（（株）エー・アンド・デ

イ製） 
セミミクロ天秤：AUW220D（（株）島津製作

所製） 
 
B-3）グルコアミラーゼを用いた酵素処理ナリ

ンジン製品中の総ナリンゲニン配糖体含量の

定量 

 食品添加物公定書に記載されている酵素処

理ヘスペリジンの定量法を参考にナリンジ

ン，a-Glycosyl naringin (Naringin-G)，a－グル

コシル残基量を定量し，その合計から総ナリ

ンゲニン配糖体の含量を求めた． 
 
B-3-1）ナリンジンおよび Naringin-G の定量 
乾燥した製品約 1 g を精密に量り，水 100 

mL に溶解した．この溶液をアクリル酸エステ

ル系吸着用樹脂（アンバーライト XAD-7HP）
50 mL を充塡した内径 約 25 mm のガラス管に

注ぎ, 1 分間に 2.5 mL の速さで流出させた後， 
水 250 mL で洗浄した．次に，50vol％エタノー

ル 200 mL を１分間に 2.5 mL の速さで流し，吸

着画分を溶出させた．この溶出液を濃縮して

全量を約 40 mL とした後，グルコアミラーゼ
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10000 単位を添加し 55℃で正確に 30 分間放置

した．さらに，95℃で 30 分間加熱した後，室

温まで冷却し水を加えて正確に 50 mL とし，

Ａ液とした．この液 3 mL を正確に量り，

20vol%アセトニトリルを加えて正確に 50 mL
とし、試験溶液とした．別に乾燥した定量用

ナリンジンおよび Naringin-G 約 10 mg を精密

に量り，20vol%アセトニトリルに溶かして正

確に 10 mL とし，標準溶液とした．試験溶液

および標準溶液をそれぞれ 10 µL ずつ量り，以

下に示した HPLC 条件にて分析した． 
カラム：Develosil ODS-UG-5 （4.6 ×250 mm，

粒子径 5 µm，野村化学（株）製），カラム温

度：45℃，検出波長：280 nm（ナリンギンお

よび糖転位ナリンジン），254 nm（4－ヒドロ

キシ安息香酸メチル），流速：0.9 mL/min，溶

離液：0.1vol%ギ酸含有 20vol%アセトニトリ

ル，注入量：10 μL 
 
試験溶液のナリンジン及び Naringin-G のピー

ク面積 AN及び AG並びに標準溶液のナリンジ

ンまたは Naringin-G のピーク面積 ARを測定し

（図 2），次式によりナリンジン及び Naringin-
G の含量を算出した． 
 
① ナリンジンを定量用標品とする場合 
ナリンジン含量： 

 
Naringin-G 含量： 

 
ただし，W は試料採取量（g），CGは定量用

Naringin-G の採取量（g）である． 
 
② Naringin-G を標品とする場合 
 
 

ナリンジン含量： 
 
 
 
 
Naringin-G 含量： 
 
 
 
 
ただし，W は試料採取量（g），CGは定量用

Naringin-G の採取量（g）である． 
 
B-3-2）グルコアミラーゼ処理により遊離する

α-グルコシル残基量の定量 
B-3-1 の項で得られたＡ液 20 μL を量り，D

－グルコース定量用発色試液 3 mL を正確に加

えて振り混ぜた後，37℃で正確に 5 分間放置

した．室温まで冷却したものを試験溶液と

し，波長 505 nm における吸光度を測定した．

対照には，水 20 μL を用いて試験溶液と同様に

操作した液を用いた。別に空試験を行い，補

正した．ただし，空試験溶液は，水約 40 mL
にグルコアミラーゼ 10000 単位を添加し，

55℃で 30 分間放置した後，95℃で約 30 分間

加熱した．室温まで冷却した後，水を加えて

正確に 50 mL とし，空試験溶液を試験溶液と

同様に操作して吸光度を測定した．別に D

（＋）－グルコース約１ｇを精密に量り，水

に溶かして正確に 100 mL とした．この液 5 
mL，10 mL，20 mL および 30 mL を正確に量

り，水を加えてそれぞれ正確に 100 mL とした

ものを標準溶液とした．標準溶液について

は，試験溶液と同様に操作して吸光度を測定

し、検量線を作成した。この検量線と補正し

た検液の吸光度から試験溶液中の D（＋）－グ

ルコース濃度を求め，次式によりグルコアミ

ラーゼ処理により遊離する α－グルコシル残基

量を求めた． 

Content	(%) =
C × V

W× 1000
×
162
180

× 100		 

ただし，C は試験溶液 1 mL あたりの D（＋）－

W

CG
×
AR

AN

×100

Content（%）= ×
50
10
×
50
3

W

CG
×
AR

AGContent（%）= ×
50
10
×
50
3

580.53
742.68

× 100×

W

CG
×
AR

AG

×100

Content（%）= ×
50
10
×
50
3

W

CG
×
AR

ANContent（%）= ×
50
10
×
50
3

580.53

742.68
× 100×
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グルコースの量（µg），V は試験溶液の量（50 

mL），W は試料の採取量（mg）である． 
 
B-3-3）総ナリンゲニン配糖体含量の算出 
次の計算式により，総ナリンゲニン配糖体の

含量を求めた． 
総ナリンゲニン配糖体含量（%） 
＝ナリンギン含量（%）＋Naringin-G 含量

（%）＋グルコアミラーゼ処理により遊離した

α－グルコシル残基量（%） 
 
C. 結果及び考察 
第 9 版食品添加物公定書における酵素処理

ヘスペリジンの成分規格において，総ヘスペ

レチン配糖体の含量の定量法としてグルコア

ミラーゼを用いた方法が規定されている．こ

の方法では，試料のグルコアミラーゼ処理

後，ヘスペリジン，モノグルコシルヘスペリ

ジン（Hesperidin-G）および遊離したa－グル

コシル残基量をそれぞれ定量し，その合算値

を総ヘスペレチン配糖体の含量としている．

本研究では，この方法を参考に酵素処理ナリ

ンジン製品中の総ナリンゲニン配糖体の定量

法の確立を試みることとした． なお，総ヘス

ペレチン配糖体の定量においては，Hesperidin-
G のみを定量用標品として用いてヘスペリジン

および Hesperidin-G の含量を算出するよう規定

されている．しかし，酵素処理ナリンジンに

おいて，Hesperidin-G に該当する Naringin-G は

市販されていないことから，これを定量用標

品とすることは困難である．一方で，ナリン

ジンは市販されており，比較的安価であるこ

とから，定量法標品として使用することには

支障がないものと考えられた．そこで，本検

討では，B-3-1 に示したように，ナリンジンを

定量用標品としてナリンジンおよび Naringin-G
を算出する方法（A 法）と酵素処理ヘスペリジ

ンの成分規格に則した Naringin-G を定量法標

品としてナリンジンおよび Naringin-G を算出

する方法（B 法）の 2 つの方法について検討

し，それぞれから得られたナリンジンおよび

Naringin-G 含量と遊離した α-グルコシル残基量

を合算し，両者の総ナリンゲニン配糖体含量

を比較した．試料として，酵素処理ナリンジ

ン製品 2 種を用いて検討を行った結果，表 1 に

示すように，両法より得られた総ナリンゲニ

ン配糖体含量はほぼ同等であることが判明し

た．また，A 法の総ナリンゲニン配糖体含量の

RSD は 3.1％以下と良好であった． 
 
 

D. 結論 
本研究では，既存添加物の成分規格試験法

の効率化及び精度の向上を目指して，酵素処

理ナリンジンの定量法について検討を行っ

た．酵素処理ヘスペリジンの成分規格におい

て規定されているグルコアミラーゼを用いた

方法を参考として検討した提案法（A 法）は，

酵素処理ナリンジン製品中の総ナリンゲニン

配糖体の定量法として有用であることが判明

した．また，この方法では Naringin-G の定量

を行う必要があるが，含量の算出において

Naringin-G とナリンジンの分子量比を計算式に

代入することにより，ナリンジンを定量用標

品として Naringin-G の定量が可能となること

が明らかとなった．これは，昨年度の検討に

おいて，ナリンジンに対する Naringin-G の相

対モル感度がほぼ 1 であることからも妥当な

結論と言える．なお，今回の提案法（A 法）に

おけるグルコアミラーゼによる前処理は，酵

素処理ヘスペリジンの他に糖転位ルチン（抽

出物）においても成分規格の定量法で採用さ

れており，汎用性の点においても優れている

と言え，本法の公的な規格試験法としての採

用が期待される． 
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図 1  ナリンジンおよび Naringin-G の化学構造 
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図 2   グルコアミラーゼ処理後の酵素処理ナリンジン製品のクロマトグラム 

上段：試料 1（A172），下段：試料 2（C2010） 

 

 

表 1    各試料中の総ナリンゲニン配糖体含量 (n=3) 
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ナリンジン 1.7 4.6 1.7 4.6 5.8 4.9 5.7 4.9
Naringin-G 5.2 1.6 5.2 1.6 14.1 2.1 14.0 2.1
α－グルコシル残基 6.0 3.2 6.0 3.2 12.5 3.4 12.5 3.4

総ナリンゲニン配糖体 12.9 1.9 12.9 2.1 32.3 3.1 32.2 3.7

試料2（C2010）試料1（A172）
A法 B法 A法 B法
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A. 研究目的 
 本研究では，既存（天然）添加物の規格試験

設定をおこなうために「化学合成による既存添

加物の定量用標品および内部標準物質の供給

に関する研究」を目的とした．特に，①食品添

加物の着色料として広く使用され，機能性表示

食品にも含有されるカロテノイド類を中心と

した標品の合成を行う．カロテノイドは自然界

に広く分布する天然色素であり，現在までに

700 種類以上が発見されている．これらの添加

物は天然原材料から得られ分析用の標品入手

が困難であり，定量分析法においてはクロマト

グラフ法と比較して正確性に欠ける比色法，色

価測定法が設定されている．また現在において

も，解析が不十分な機能や未知の機能が多々あ

り，その有用性を研究するためにも化学合成に

よるカロテノイドの標品を高純度で供給する

ことは重要である．さらに，②指標成分の部分

骨格を持つ代替化合物の合成と，定性用又は定

量用標準品としての分析法の開発を行い，簡便

且つ精確な規格試験法の設定を具現化する．本

年度は，②のテーマに焦点を絞り，クチナシの

果実などに含まれるクロシン（crocin）およびカ

ロテノイド類縁化合物を対象とした合成ルー

ト確立に関して検討を行った．  
 
B. 研究方法 
 クロシンにおいては，入手容易な出発原料 1
を利用した合成ルートを計画した．カロテノイ

ド類縁化合物およびクロシンはそれぞれ

Scheme 1〜6 に示すルートで合成する計画を立

てた．Scheme 1 のルートでのクロシン合成を目

標として前年度に引き続き，立体選択的なクロ

シン合成のためのモデル反応を検討した．同時

に別の合成法として，ジカルボン酸を中間体と

した縮合反応によるクロシンおよびその類縁

化合物の合成に関しても検討した． 
 
C. 結果及び考察 

1 を出発原料として，アルデヒド部を還元す

ることでジアルコール体である 2，酸化するこ

とでジカルボン酸 3 をそれぞれ 1 段階で得るこ

とができた．さらに 3 からは縮合剤を用いたカ

ップリング反応によってメチルエステル体 4 を

得た（Scheme  2 ）．3 からは対応する多種のカ

ルボニル化合物を容易に合成することができ

研究要旨  既存添加物の品質確保のためには，高精度な分析・評価手法を開発することで成

分規格試験を確立することが重要である．本研究では，従来の分析化学の手法では含量規格の

設定が困難な添加物について，指標成分と同一の若しくは代替物質の定性用又は定量用標準品

の全合成ルートを確立することで新たな分析法の開発を行い，簡便且つ精確な規格試験法の設

定を具現化することを目的とした．本年度は，カロテノイド類縁化合物を対象とした合成ルー

トの確立を行った．また，カロテノイド系色素であるクロシン（crocin）の立体選択的な化学合

成に関しても検討した． 
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るため，カロテノイド化合物の代替物質の合成

に有用であると考えられる． 
一方、立体選択的なクロシンのモデル反応に

関して，試薬等の反応条件を検討した．検討の

結果，ルイス酸として BF3-OEt2を用いてモデル

化合物 7 を合成できることがわかった（Scheme 
3）．次に上記の検討で得られた条件を用いて化

合物 8 の合成を試みた．すなわち，化合物 6 と

クロセチンのモデル化合物 3 を，BF3-OEt2を用

いて反応させることで化合物 8 を合成できると

考えた．しかしながら化合物 3 の反応溶媒に対

する溶解性が低いために，反応が進行せず目的

物を得ることはできなかった（原料回収）．そこ

で化合物溶解のために DMSO などの溶媒を使

用して反応を実施したが，この場合には反応そ

のものが進行しなかった（Scheme  4）．これは

使用した溶媒がルイス酸を使用した反応には

不適であるためと考えられた．そこで次に，ジ

カルボン酸化合物である 3 から縮合剤を用いた

反応によって 8 を合成することを検討した． 
DCC を縮合剤としてアセチル基で保護した糖

化合物 9 を 3 に対してカップリングすることで

8の前駆体である化合物 10を得た（Scheme 5）．
縮合剤を利用した反応でモデル化合物が合成

できたため，同様にしてクロセチンに対しても

単糖 9，もしくは二糖 13 を用いた縮合反応を行

うことで，それぞれクロシン誘導体（アセチル

保護体）14 およびクロシン前駆体（アセチル保

護体）15 を合成することができた（Scheme 6）
本研究において今回単離できたクロシン前駆

体の構造を Figure 1 に示す．構造の決定は論文

で報告されているクロシンおよびクロシン類

縁体 3の 1H NMR との比較により行った．得ら

れた化合物 15 のカロテノイド部に近い 2 つの

糖（A-1’および C-1’）のアノマー位における立

体は，それぞれb, aであった． 反応に用いた二

糖 13 のアノマー位水酸基の立体はaとbの混合

物であり，反応はその立体を保持したまま進行

したものと予想される．このことから，今回実

施した縮合剤を使用した反応においては，アノ

マー位に関して立体の規定された糖をカップ

リングさせることで，所望の立体を有するクロ

シン誘導体を得ることが可能であると考えら

れる． 
以下に，それぞれの合成工程について記載す

る． 
 
C-1) カロテノイド誘導体の合成（Scheme 2-6） 
化合物 2 の合成 

(2E,4E,6E)-2,7-dimethylocta-2,4,6-trienedial (1)
（82 mg, 0.50 mmol）の THF（1 mL）/ MeOH（1 
mL）溶液に水素化ホウ素ナトリウム（57 mg, 
1.50 mol）をゆっくりと加えた．室温にて 8 時間

攪拌した後，反応液に飽和塩化アンモニウム水

溶液を加えて反応を停止した．反応液を酢酸エ

チルで抽出し，有機層を飽和塩化ナトリウム水

溶液で洗浄した．硫酸ナトリウムで乾燥，濾過

し，濾液を濃縮後，シリカゲルカラムクロマト

グラフィーで精製（ヘキサン：酢酸エチル ＝ 2 : 
1 to 0 : 1）することで，化合物 2 を 52%（44 mg）
の収率で得た． 
1H NMR (600 MHz, CD3OD) d 6.45 (dd, J = 7.2, 6.6 
Hz, 2H), 6.13 (d, J = 7.8 Hz, 1H), 4.00 (s, 4H), 1.78 
(s, 6H). 
  

化合物 3 の合成 

化合物 2（0.82 g, 5.0 mmol）と 2-メチル-2-ブ
テン（5.3 mL, 50 mmol）のアセトン溶液（15 mL）
に，0℃にて亜塩素酸ナトリウム（2.26 g, 20.0 
mmol）のリン酸二水素ナトリウム（3.36 g, 28.0 
mmol）水溶液（15 mL）を滴下した．反応液を

室温で 12時間攪拌した後，0℃にて反応液に 2M
塩酸を加えて反応を停止させた．反応液をジエ

チルエーテル（30 mL）にて 3 回抽出し，合わせ

た有機層を硫酸ナトリウムで乾燥，濾過し，濾

液を濃縮した．残渣にジエチルエーテルに懸濁

させ，生じた固体をろ取し，ジエチルエーテル

で洗浄，高真空下で乾燥させることで，化合物

3 を 72%（710 mg）の収率で得た． 
1H NMR (600 MHz, DMSO-d6) d 7.24 (d, J = 9.9 Hz, 
2H), 6.99 (dd, J = 9.9, 7.8 Hz, 2H), 1.91 (s, 6H) ; 
[ESI(-)-TOF]: m/z [M-H]- 195. 
 
化合物 4 の合成 

化合物 3（39 mg, 0.2 mmol）のジクロロメタ

ン（1 mL）/THF（0.5 mL）溶液に N,N-ジシクロ
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ヘキシルカルボジイミド(DCC)（90 mg, 0.44 
mmol），4-ジメチルアミノピリジン (DMAP)（4.9 
mg, 0.04 mmol）を加えて，室温で 10 分間攪拌し

た．反応液にメタノール（81 µL, 2.0 mmol）を

加えた．室温で 8 時間攪拌した後，沈殿物を濾

過し，濾液を濃縮後，シリカゲルカラムクロマ

トグラフィーで精製（ヘキサン：酢酸エチル ＝  
9 : 1 to 3 : 7）することで，化合物 4 を 52%（51 
mg）の収率で得た． 

1H NMR (600 MHz, CDCl3) d 7.29 (d, J = 7.8 Hz, 
2H), 6.79 (dd, J = 7.8, 7.2 Hz, 2H), 3.78 (s, 6H), 2.01 
(s, 6H); [ESI(+)-TOF]: m/z [M+H]+ 225. 
 
化合物 7 の合成 

trans-2-Methyl-2-pentanoic acid (5)（18 µL, 0.12 
mmol）と化合物 6（46 mg, 0.10 mmol）のジクロ

ロメタン溶液（1.4 mL）に三フッ化ホウ素ジエ

チルエーテル錯体 (BF3-OEt2) （18 µL, 0.11 mmol）
を加えて室温で 1 時間攪拌した．反応液をジク

ロロメタンで希釈し，有機層を水，1M 塩酸，水

で洗浄した．硫酸ナトリウムで乾燥，濾過し，

濾液を濃縮後，シリカゲルカラムクロマトグラ

フィーで精製（ジクロロメタン：メタノール ＝ 
100 : 0 to 83 : 17）することで，化合物 7 を 20%
（8.7 mg）の収率で得た． 
1H NMR (600 MHz, CDCl3) δ 6.87 (dtd, J = 24.6, 
7.4, 1.4 Hz, 2H), 5.74 (d, J = 8.3 Hz, 1H), 5.30-5.21 
(m, 2H), 5.15 (t, J = 9.6 Hz, 1H), 4.11 (dd, J = 12.4, 
2.1 Hz, 1H), 3.87 (qd, J = 4.9, 2.2 Hz, 1H), 3.87 (qd, 
J = 4.9, 2.2 Hz, 1H), 2.24-2.17 (m, 2 H), 2.08-2.01 
(m, 12H), 1.81 (s, 3H), 1.04 (t, J = 7.6, 3H). 
 
化合物 10 の合成 

化合物 3（49 mg, 0.25 mmol）と化合物 91（183 
mg, 0.53 mmol）のジクロロメタン（1.2 mL）/N,N-
ジメチルホルムアミド（0.6 mL）溶液に N,N-ジ
シクロヘキシルカルボジイミド(DCC)（113 mg, 
0.55 mmol），4-ジメチルアミノピリジン (DMAP)
（6 mg, 0.05 mmol）を加えた．反応液を室温で 
8 時間攪拌した後，ジクロロメタンで希釈し，

沈殿物を濾過して濾液を濃縮後，残渣をシリカ

ゲルカラムクロマトグラフィーで精製（ヘキサ

ン：酢酸エチル ＝  9 : 1 to 2 : 8）することで，

化合物 10 を 44%（95 mg）の収率で得た． 
1H NMR (600 MHz, CDCl3) d 7.38-7.33 (m, 2H), 
6.97-6.84 (m, 2H), 6.45-6.44 (1’-b)(m, 1.2H), 5.81-
5.79 (1’-a)(m, 0.8H), 5.55-5.51 (3’-a)(m, 1.2H), 
5.33-5.23 (4’-a, 4’-b)(m, 2H), 5.20-5.14 (2’-a, 2’-b,  
3’-a)(m, 2H + 0.8H), 4.33-4.29 (6’-a, 6’-b)(m, 2H), 
4.18-4.10 (6’-a, 6’-b, 5’-b)(m, 2H + 1.2H), 3.91-
3.89 (5’-a)(m, 0.8H), 2.12-2.01 (m, 30H). 

 
化合物 12 の合成 2 

酢酸ナトリウム（53 mg, 0.65 mmol）と無水酢

酸（473 µL, 0.65 mmol）の混合物に室温にて

Gentiobiose (11)（86 mg, 0.25 mmol）を加えた後，

反応液を 120℃にて 6 時間撹拌した．反応液を

0℃に冷却後，氷水 (15 mL)を加えて室温にて 30
分間撹拌した．生じた沈殿をろ取し，水で洗浄，

高真空下にて乾燥することで，化合物 12（1’-a : 
1’-b = 8 : 2 の異性体混合物）を 94%（160 mg）
の収率で得た．化合物 12 はそのまま次の反応

に用いた． 
 

化合物 13 の合成 

化合物 12（136 mg, 0.20 mmol）との無水 N,N-
ジメチルホルムアミド（0.4 mL）溶液に酢酸ア

ンモニウム（31 mg, 0.40 mmol）を加えた．反応

液を室温で 24 時間攪拌した後，酢酸エチル (15 
mL)で希釈し，水，飽和塩化ナトリウム水溶液

で洗浄した．硫酸ナトリウムで乾燥，濾過し，

濾液を濃縮後，シリカゲルカラムクロマトグラ

フィーで精製（ジクロロメタン：メタノール ＝ 
99 : 1 to 90 : 10）することで，化合物 13（1’-a : 
1’-b = 7 : 3 の異性体混合物）を 72%（92 mg）の

収率で得た． 
1H NMR (600 MHz, CD3OD) d 5.53 (dd, J = 10.2 
Hz, 0.7H), 5.44 (dd, J = 3.6 Hz, 0.7H), 5.24-5.19 (m, 
1.3H), 5.13 (dd, J = 9.6 Hz, 0.3H), 5.09 (dd, J = 9.6 
Hz, 0.7H), 4.99-4.96 (m, 1H), 4.91 (dd, J = 9.6 Hz, 
0.7H), 4.87-4.84 (m, 1H), 4.71 (dd, J = 10.2 Hz, 
0.3H), 4.61-4.57 (m, 1H), 4.27-4.23 (m, 1.7H), 4.21-
4.15 (m, 1H), 4.08 (d, J = 9.0 Hz, 0.3H), 4.00 (d, J = 
3.6 Hz, 0.7H), 3.94 (dd, J = 10.8, 2.4 Hz, 0.3H), 3.86 
(dd, J = 10.8, 2.4 Hz, 0.7H), 3.73-3.69 (m, 1.3H), 
3.63-3.58 (m, 1H), 2.10-1.98 (m, 21H). 
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化合物 14 の合成 

Crocetin（33 mg, 0.10 mmol）と化合物 91（73 
mg, 0.21 mmol）のジクロロメタン（0.75 mL）
/N,N-ジメチルホルムアミド（0.25 mL）溶液に

N,N-ジシクロヘキシルカルボジイミド  (DCC)
（46 mg, 0.22 mmol），4-ジメチルアミノピリジ

ン (DMAP)（2.5 mg, 0.02 mmol）を加えた．反応

液を室温で 12 時間攪拌した後，ジクロロメタン

で希釈し，沈殿物をアミノシリカゲルカラム 
(Chromatorex NH-DM1020, 富士シリシア，F = 2 
cm, h = 2 cm)で濾過，ジクロロメタンにて洗浄

することで化合物 9 を除去し，濾液を濃縮後，

残渣をシリカゲルカラムクロマトグラフィー

で精製（ヘキサン：酢酸エチル ＝  9 : 1 to 2 : 8）
することで，化合物 14 を 8%（8 mg）の収率で

得た． 
1H NMR (600 MHz, CDCl3) d 7.37 (d, J = 12.0, 

Hz, 1H), 7.34 (d, J = 10.8 Hz, 1H), 6.76-6.73 (m, 2H), 
6.67 (d, J = 14.4 Hz, 1H), 6.61-6.52 (m, 2H), 6.46-
6.42 (m, 4H), 5.78 (1’-a)(d, J = 7.2 Hz, 1H), 5.54 
(3’-a)(d, J = 10.2 Hz, 1H), 5.32-5.25 (4’-a, 4’-b)(m, 
2H), 5.20-5.15 (2’-a, 2’-b,  3’-a)(m, 2H + 1H), 4.31 
(6’-a, 6’-b)(dd, J = 12.0, 4.2 Hz, 2H), 4.15-4.10 (6’-
a, 6’-b, 5’-b)(m, 2H + 1H), 3.90-3.89 (5’-a)(m, 1H), 
2.10-1.99 (m, 36H). 

 
化合物 15 の合成 

Crocetin（16 mg, 0.05 mmol）と化合物 13（67 
mg, 0.11 mmol）のジクロロメタン（0.4 mL）/N,N-
ジメチルホルムアミド（0.2 mL）溶液に N,N-ジ
シクロヘキシルカルボジイミド  (DCC)（23 mg, 
0.11 mmol），4-ジメチルアミノピリジン (DMAP)
（1.2 mg, 0.01 mmol）を加えた．反応液を室温で 
12 時間攪拌した後，ジクロロメタンで希釈し，

沈殿物をアミノシリカゲルカラム (Chromatorex 
NH-DM1020, 富士シリシア，F = 2 cm, h = 2 cm)
で濾過，ジクロロメタンにて洗浄することで化

合物 9 を除去し，濾液を濃縮後，残渣をシリカ

ゲルカラムクロマトグラフィーで精製（ヘキサ

ン：酢酸エチル ＝  9 : 1 to 2 : 8）することで，

化合物 15 を 3%（2.4 mg）の収率で得た． 
1H NMR (600 MHz, CDCl3) d 7.36 (d, J = 11.4 

Hz, 1H), 7.34 (d, J = 11.4 Hz, 1H), 6.75-6.73 (m, 2H), 
6.79 (d, J = 14.4 Hz, 2H), 6.60-6.52 (m, 2H), 6.46-
6.43 (m, 2H), 6.39 (C-1’)(d, J = 3.0 Hz, 1H), 5.75 
(A-1’)(d, J = 8.4 Hz, 1H), 5.51 (C-3’)(t, J = 9.6 Hz, 
1H), 5.28 (A-3’)(t, J = 9.6 Hz, 1H), 5.23-5.17 (D-3’, 
A-2’, B-3’)(m, 3H), 5.11-4.96 (C-2’, C-4’, D-2’, D-
4’, A-4’, B-2’, B-4’)(m, 7H), 4.55 (B-1’)(d, J = 8.4 
Hz, 1H), 4.55 (D-1’)(d, J = 8.4 Hz, 1H), 4.26 (B-6’, 
D-6’)(td, J = 12.0, 4.8 Hz, 2H), 4.13-4.07 (B-6’, D-
6’, C-5’)(m, 3H), 3.94 (A-6’, C-6’)(br. d, 2H), 3.85-
3.82 (A-5’)(m, 1H), 3.70-3.68 (D-5’)(m, 1H), 3.66-
3.62 (B-5’)(m, 1H), 3.61-3.56 (A-6’, C-6’)(m, 2H), 
2.09-1.98 (m, 54H). 
 
D. 結論 
 従来の分析化学の手法では含量規格の設定が

困難な添加物について，指標成分と同一の若し

くは代替物質の定性用又は定量用標準品の全

合成ルートを確立することで新たな分析法の

開発を行い，簡便且つ精確な規格試験法の設定

を具現化することを目的とした．本年度は，立

体選択的なクロシン合成のためのモデル反応

用化合物を合成し，反応の検討を行った．今回

は基質の溶解性の問題で立体選択的な合成法

に適用することはできなかったが，均一な成分

の含量規格の設定のためには，立体化学を制御

可能な合成法は重要であるため，継続して検討

を行う必要がある．またクロシンの化学合成の

ための別の方法として，クロセチンの部分構造

を有するジカルボン酸化合物に対して，縮合剤

を用いたカップリング反応による種々のカロ

テノイド誘導体の合成も検討した．検討した方

法を利用することで，クロシンの前駆体として

の類縁体を合成することができた．化合物の立

体化学の制御や反応条件の検討による収率な

どに改善の余地があるものの，この方法におい

ては，試薬の当量数などの反応条件を調節する

ことで Figure 2 に示すようなクロシンの類縁化

合物の他，様々な誘導体も合成が可能と考えら

れる． 
完全化学合成によるカロテノイドの安定供

給ルートが確立された後は，研究目的②に関す

る Proof of Concept (POF) Study Design として，
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トリエン，ペンタエン骨格を持つカロテノイド

の代替化合物を合成し，クロマトグラフ法によ

る定性用又は定量用標準品としての規格設定

を行う．  
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Scheme 1.  Chemical synthetic route of crocin. 
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Scheme 2.  Synthetic route of carotenoid compounds. 
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Scheme 3.  Model reaction 1 for a stereoselective synthesis of crocin.  
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Scheme 4.  Model reaction 2 for a stereoselective synthesis of crocin. 
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Scheme 5.  Synthesis of carotenoid derivatives. 
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Scheme 6.  Synthesis of crocin and crocin derivatives. 
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Figure 1.  Structure of acetylated crocin derivative 15 obtained in this study. 
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Figure 2.  Crocin and crocin derivatives. 
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Fig. 1  1H NMR spectrum of compound 2 in CD3OD. 
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Fig. 2  1H NMR spectrum of compound 3 in DMSO-d6. 
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Fig. 3  1H NMR spectrum of compound 4 in CDCl3. 
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Fig. 4  1H NMR spectrum of compound 7 in CDCl3. 
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Fig. 5  1H NMR spectrum of compound 10 in CDCl3. 
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Fig. 6  1H NMR spectrum of compound 13 in CDCl3. 
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Fig. 7 1H NMR spectrum of compound 14 in CDCl3. 
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Fig. 8  1H NMR spectrum of compound 15 in CDCl3. 
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令和2年3月27日

厚生労働大臣 殿

次の職員の令和元年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の弓

ては以下のとおりです。

1.研究事業名 書臆食品の安全確保推進研究事業 臆

臆臆臆

2.研究課題名」麹臆の晶選趨畦蔓哩避鉦手法に関する研究(H29一食品一一般-007)

3.研究者名(亜昼部局・職名)食量遮坦物粒-壁二室長

(氏名・フリガナ)杉本臆堕観」至ぎモト ナオキ)

4.倫理審査の状況 

該当性の有無 有無 

左託で該当がある場合のみ記入(※】) 

審査済み 蒋盃した機関 米締査(※2) 

ヒトゲノム・遺伝子解析研紺こI駒‾る倫拙帯剣・ 遺伝子治療鮮離床研究に関する指針 人を対象とする医学系研究に闘‾る倫理指針(※3) 厚生労働省の所笹する実施機関における動物実験 

ロ の 口 口 

口 の ロ □ 

口 の ロ ロ 

口 の ロ ロ 

極の′昆胞に・‾声言質‾●翰・ 

等;一曲 その他、 一・g)ご-・臼・ 該当する倫理指針があれば記入すること 

ロ の 

口 .全、 .幌∠ゝ 塙 ‾こ高 ロ “}i●--ヽ 

(指針の名称: ) 

(※1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に闘-る倫理委賢妻の審査が済んでいる場合は、・醒l絢」にチェッ クし-部若しくは全部の蒋勧涜了していない場合は、「未辞査」にチェックすること。 

その他(特記事項)

を詩織すること
ヽ/●\`.′ /I、山・il三〇・I、‾‾インソ」" l、′-ヽ

’-
- ‾‾‾’‾‾‾ 〇、一“-‾ ’’‾ ‾ ‾ ‾ ‾

(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に闘-る倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

宋審査に場合は、その理由(※2)

研究倫理教育の受継状況 受講の 宋受講ロ

6.利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有の 無口(無の場合はその理由: ) 

当研究機関におけるCO工委員会設置の有無 有田 無口(無の場合は委託先機関: ) 

当研究に係るCO工についての報告・審査の有無 有困 無口(無の場合はその理由: ) 

当研究に係るCO工についての指導・管理の有無 有口 無題(有の場合はその内容: ) 

(留意事項) ・該当するロにチェックを入れること〇

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和2年3月27日

機関名 国立医薬

所属研究機関長 職 名 所長

氏 名 奥田

管理につい

厚生労働大臣 殿

次の職員の令和元年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益椴等

ては以下のとおりです。

1.研究事業名 _重量璽安全堕鎚堂遡塞堅塁___--一--臆臆書
臆喜一 臆臆-

2.研究課題名」週壷遡遡璽趨塑堕拉重逆進関ヱ追堕壁」生壁塑重量一二股二幽

3.研究者名(醐脚退----一一一---臆 臆「

(氏名二之_山喜)一書臆臆臆 臆臆

4 倫理審‾‾の亜況 

該当性の有無 有無 

左記で該当がある場合のみ記入(※1) 

審査済み 審奄した機関 来寵査(※2) 

ヒトゲノム・逝伝子解析研紺こI即‾る倫理指針 遺伝子漁礁縞床研紺こi別‾る指針 

ロ の □ □ 

ロ の 口 口 

ロ の ロ ロ 

人を対象とする医学系研究に関する倫甜旨針(※3) 厚生労働省の新約-る鍋飯機関における動物実験 等の鋤卸こ関する基材旨針 その他、該当する倫動輪十があれば記入すること 

ロ の [コ 
ロ 

ロ

図 ・にl}・- 
ロ メ賀霧-∠ゝの ・-.:水が済/てい考古裏「・合は「緯商流 ロ み」にチェッ 

(指針の名称: ) 

(※l)当該研究勧準靖亥研究を実施するに当たり駒すべき鯛 クし増麿しくは全部の審査が完了していか、場合は、「箱 
指針に梶 盗」に 

する倫聖女員ズ轡地層・>
つみロコ・、肘I臆・ ェックすること。 

その他(特記事項)

は、その理由を甜嗣‾ること
\〉でく∠ノ ント(1「.重三しい一イ勿口i’事ヽ ヽ-∴▼/′二ふi‾““i∴、‾鴫】’1つ1 ’ “‾ ‾ ‾i}

(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に准拠する場合は、当該項目に記入すること。

(※2)未審査に場合

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受諦状況 受講の 未受粥□

6.利益相反の管理 

当研究機関におけるCO工の管理に関する規定の策定 有の 無口(無の場合はその理由‥ ) 

当研究機関におけるCO工委員会設置の有無 有の 無口(無の場合は委託先機関‥ ) 

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無 有感 無口(無の場合はその理由: ) 

当研究に係るCO工についての指導・管理の有無 有□ 無題(有の場合はその内容: ) 

(留意事項)・該当するロにチェックを入れること。 

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和2年3月27日

機関名 国立医薬

所属研究機関長 職 名 所長

氏 名 奥田

厚生労働大臣 殿

次の職員の令和元年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び

ては以下のとおりです。

1.研究事業名 書臆臆食品の安全確保推進班墓室墓_」臆臆
喜一

2.研究課題名 _埋壷添加物の旦質駆逐哩遼価手法に関する研究 書

3.研究者名(亜厘部局・職名)有機化学迩二部長 音臆臆臆

(氏名∵フリガナ)五誌巌

4.倫理審査の状況 

該当性の有無 有無 

左記で該当がある場合のみ記入(※l〉 

簡査済み 審蕊した機関 宋緒護(※2) 

ヒトゲノム・遺伝子解析研矧こ関する倫甜旨針 口 の 口 □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) 

□ 困 □ □ 

ロ の □ ロ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 口 の ロ 亡) 

等の鋤卸こ関する基本指針 その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

口 の 

ロ ∠ゝ ・“尋・い 一 会互†∴塙 ‾書‾霊 

口 

(指針の名称: ) 

(※1)当該研究者が当綾研葬を実施するに当たり遵守す クし一部諾しくは全部の諦盃が完了していない場合は 
べき倫理指針に腸洞‾ 、「来審査」にチェ る倫理委員会の寵盃が済んCいる場合は言い詑蛮済み」にチェッ ックすること。 

その他(特記事項)

宋寵盃に場合は、その理由を詩織すること。

(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に濁処する場合は、当該項目に記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

(※2)

研究倫理教育の受講状況 受講の 未受経口

6.利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有の 無口(無の場合はその理由: ) 

当研究機関におけるCOI委員会設置の有無 有の 無口(無の場合は委託先機関: ) 

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無 有感 無口(無の場合はその理由: ) 

当研究に係るCO工についての指導・管理の有無 有□ 無題(有の場合はその内容: ) 

(留意事項) ・該当する口にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



2020年 3月16日

機関名 松山大学

所属研究機関長 職 名 学 長

氏 名 滞 上達

厚佳労働大田 殿

次の職員の令和元年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利

ては以下のとおりです。

1.研究事業名 食晶の安全確保推進研究事業

2.研究課題名 既存添加物の品質確保のための評価手法に関する研究

3.研究者名 (所属部局・職名) 松山大学薬学部 教授

フリガナ) 天(氏名 倉 吉 章 (アマクラ ヨシアキ)

4.倫理審査の状況

該当性の有無 有無 

左記で該当がある場合のみ記入(※1) 

審査済み 審査した機関 末審査(※2) 

ヒトゲノム・逓伝子解析研究に関する倫理指針 口 看 口 ロ 

適伝子治療等臨床研究に関する指針 口 獲 ロ 口 

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) ロ 獲 ロ ロ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 
ロ 営 □ 口 

等の実施に関する基本指針 

その他、該当する倫理指針があれば証人すること 
ロ 園 コ 口 

(指針の名称: ) 

(※1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すへ ■き倫理指針に関すア 3倫理委員会の稀盃が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ 

クし喜一臆-部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「宋審査」にチェックすること。

その他(特記事項)

(※2)末審査に場合は、その理由を記械すること。

(※3)魔厄前の「疫学研飽こ関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況 受講営 未受講口

6.利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有 ○ 無口(無の場合はその王制幻: ) 

当研究機関におけるCOI委員会設置の有無 有○ 無口(無の場合は委託先機関: ) 

当研究に係るCOlについての撤告・審査の有無 有 " 無口(無の場合はその勘机 ) 

当研究に係るCO賞についての指導・管理の有無 有口 無 音(有の場合はその内容: ) 

(簡営事項) ・該当するロにチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



2020年3月27日

機関名 立命館大学

所属研究機関長 職 名 学長

氏 名 仲谷 善雄

厚生労働大臣 殿

次の職員の令和元年度厚生労働科学研究費補助金の調査研究における、倫理審査状況及び利益

ついては以下の通りです。

1.研究事業名 食品の安全確保推進研究事業

2.研究課題名 既存添加物の品質確保のための評価手法に関する研究

3.研究著名 (所属部局・職名) 薬学部 薬学科・准教授

(氏名・フリガナ) 井之上 溝一・イノウエ コウイチ

4.倫理審査の状況

該当性の有無 有無 

左記で該当がある場合のみ記入(※I) 

審査済み 審査した機関 
未審査(※ 2) 

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 ロ 看 口 口 

遺伝子治癒等臨床研究に関する指針 ロ 菓 □ ロ 

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※ 
口 ○ 口 口 

3〉 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 
□ S 口 □ 

等の実施に関する基本指針 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 
ロ ○ ロ 口 

(指針の名称: ) 

(※1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は「審査済み」にチェッ

クし-部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「末審査」にチェックすること。

その他(特記事項)

(※2)未審査に場合は、その理由を認識すること。

(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は 当該項目に記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況 受講鵜 未受講ロ

6.利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有臆 無口(無の場合はその理由: ) 

当研究機関におけるCO重委員会設置の有無 有" 無口(無の場合は委託先機関: ) 

当研究に係るCO工についての報告・審査の有無 有獲 無口(無の場合はその理由: ) 

当研究に係るCOIについての指導・管理の有無 有口 無○(有の場合はその内容: ) 

(留意率項)  ・該当するロにチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



2020年 3月 25日

機関名 金城学院大学

所属研究機関長 職 名 学長

氏 名 奥 村 隆 平

厚生労働大臣 殿

次の職員の平成) l年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益柏

いては以下のとおりです。

1.研究事業名 食品の安全海保推進研究事業

2.研究課題名 既存添加物の品質確保のための評価手法に関する研究

3.研究者名 (所属部局・職名)∴ 薬学部 教授

(氏名・フリガナ) 永津 明大 ナガツ アキト

4.倫理審査の状況

該当性の有無 有無 

左記で該当がある場合のみ記入(※1) 

審査済み 審査した機関 未審査(※2) 

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 口 看 ロ ロ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 ロ 萱 口 口 

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針成幸) 口 ○ 口 口 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 
口 漢 口 口 

等の実施に関する基本指針 

その他、該当する倫理指針があれげ記入すること 
口 S ロ 口 

(指針の名称: ) 

(※1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守十・→き倫理指針に閥する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「笹査済み」にチェッ

クし一部若しくは全都の審査が完了’していれ、場合仁∴ 「莱審査」にチこしツクすること。

その他(特記事項)

(※2)未審査に場合は、その理由を記′障子ること

(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨r朝子発に「嗣‾る倫理指針」に手駒処する場合は、当該項目に記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対I証こついて

研究倫理教育の受講状況 受講 寡 末受講ロ

6.利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有漢 無口(蕪の場合はその難曲: ) 

当研究機関におけるC01委員会設置の有無 有 漢 無 口(無の場合は委託先般l凱 ) 

当研究に係るCOIについての親告・審査の有無 有 漢 無口(無の場合はその理由: ) 

当研究に係るCOIについての指導・管螺の有無 有口 無○(有の場合はその内容: ) 

(留意事項) ・該当する口にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の良も作成十ること。



令和2年 3月 23日

理につ

厚生労働大臣 殿

次の職員の平成31年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の

いては以下のとおりです。

1.研究事業名 食品の安全確保推進研究事業

2.研究課題名 既存添加物の品質確保のための評価手法に関する研究

3.研究者名 (所属部局・職名) 生物資源科学部・専任講師

(氏名・フリガナ) 大槻 崇(オオツキ タカシ)

4.倫理審査の状況

該当性の有無 有無 

左記で該当がある場合のみ記入(※1) 

審査済み 審査した機関 未審査(※2) 

ヒトゲノム・道伝子解析研究に関する倫理指針 ロ 疎 ロ 口 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 口 e ロ ロ 

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) 口 筋 口 ロ 

厚生労胸省の所管する実施機関における動物実験 
口 田 ロ 口 

等の実施に関する基本指針 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 
日 田 口 ロ 

(指針の名称: ) 

(※l)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未審査」にチェックすること。

その他(特記事項)

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。

(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況 受講m 未受講ロ

6.利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有○ 無口(無の場合はその理由‥ ) 

当研究機関におけるCOI委員会設置の有無 有田 無口(無の場合は委託先機関: ) 

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無 有田 無口(無の場合はその理由: ) 

当研究に係るCO工についての指導・管理の有無 有口 無電(有の場合はその内容‥
) 

(留意事項)  ・該当する口にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。




